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帝
範
臣
軌
源
流
考
附
校
勘
記

阿

部

 

隆

ー

一
帝
範
の
成
立
と
漢
土
に
於
け
る
伝
流

唐

の

大

宗

の

撰

せ

る

「
帝

範

」
、

同

じ

く

則

天

武

后

が

纂

せ

るr

臣

軌

」

の
両
書
は
、

我

が

国

に

於

て

は

、

古

く

王

朝

時

代

ょ

り

、

君 

臣

必

読

の

軌

範

の

書

と

し

て

、

尊

重

さ

れ

来

っ

た

。

こ

の

両

書

の

成

立

に

つ

い

て

は

、

先

人

殆

ど

論

じ

尽

く

し

た

観

が

あ

る

。

な
か
ん
ず 

く

狩

谷

掖

斎

は

、

我

が

寛

文

刊

の

帝

範

•
臣

軌

に

、

古

鈔

本

に

ょ

る

校

合

を

書

き

入

れ

し

、

そ

の

遊

び

紙

に

、
本

書

の

成

立

と

諸

書

目

著 

録

に

関

す

る

漢

土

の

資

料

を

抄

録

し

て

い

る

。

ま

た

近

藤

正

斎

は

、

そ

の

著

「
右

文

故

事

」

巻

之

四

、

「
御

本

日

記

続

録

卷

上

」

に
、

徳 

川

家

康

手

沢

本r

臣

軌

」

の

解

題

中

に

、

臣

軌

の

成

立

と

伝

流

を

論

じ

て

い

る

。

両

書

の

成

立

に

関

す

る

漢

土

の

資

料

に

つ

い

て

は

、

筆 

者

は

先

学

の

指

摘

し

た

範

囲

以

上

に

発

見

し

た

も

の

は

少

な

い

。

本

論

に

於

て

は

、

主

と

し

て

両

書

が

我

が

国

に

渡

来

し

て

か

ら

、

漢
土 

に

亡

逸

し

た

こ

の

ニ

書

が

、

我

が

国

に

於

い

て

、

い

か

に

伝

え

ら

れ

、

い

か

に

講

読

さ

れ

た

か

を

、

現

存

伝

本

に

即

し

て

考

究

し

、

ま
た

一
七
一



一
七
ニ

現
存
諸
伝
本
に
よ
る
校
勘
記
の
提
供
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
説
明
の
順
序
と
し
て
、
先
学
が
既
に
指
摘
し
た
資
料
を
先
に 

あ
げ
な
が
ら
、

こ
の
本
の
成
立
と
漢
土
に
於
け
る
伝
流
に
つ
い
て
些
少
気
づ
い
た
所
を
補
い
た
い
と
思
ぅ
。

帝
範
は
、
新
旧
両
唐
書
に
は
、

帝
範
四
卷
1S
S S
(
旧
唐
書
経
籍
志
丙
部
子
録
)

大
宗
帝
範
四
卷I
行

(新
唐
書
藝
文
志
丙
部
子
類
)

と
著
録
さ
れ
て
い
る
。
大
宗
が
本
書
を
撰
し
た
所
以
と
年
代
に
つ
い
て
は
、
朱
の
王
応
麟
の
「
玉
海
」
卷
廿
八
雑
御
製
に
、r

資
治
通
鑑
」 

「唐
会
要
」
等
を
引
い
て
述
べ
る
所
が
あ
る
。
「
通
鑑
」
に
よ
れ
ば
、

〔
貞
観
〕

二
十
ニ
年
春
正
月
己
a
、
上
作
帝
範
十
二
篇
、
以
賜
太
子
日
、
君

体

.
建

親

•
求

賢

•
審

官

.
納

諫

•
去

讒

.
戒

盈

•
祟 

儉

•
賞

罰

•
務

農

•
閲

武

•
崇
文
、
且
日
、
修
身
治
国
、
備
在
其
中
、

一
旦
不
諱
、
更
無
所
言
矣
、
又
日
、
汝
当
更
求
古
之
哲
王
、
 

以
為
師
、
如
吾
不
足
法
也
、
夫
取
法
於
上
、
僅
得
其
中
、
取
法
於
中
、
不
免
為
下
、
吾
居
位
已
来
、
不
善
多
矣
、
錦
繡
珠
玉
、
不
絶 

於
前
、
宮
室
台
榭
、
屢
有
興
作
、
犬
馬鹰

隼
、
無
遠
不
致
、
行
遊
四
方
、
供
頓
煩
労
、
此
皆
吾
之
深
過
、
勿
以
為
是
而
法
之
、
顧
我 

弘
済
蒼
生
、
其
益
多
、
肇
造
区
夏
、
其
功
大
、
益
多
損
少
、
故
人
不
怨
、

功
大
過
微
、

故
業
不
堕
、

然
比
之
尽
美
尽
善
、

固
多
愧 

矣
、
汝
無
我
之
功
勤
、
而
承
我
之
富
貴
、
竭
カ
為
善
、
則
国
家
僅
安
、
驕
惰
奢
縦
、
則
一
身
不
保
、
且
成
遅
敗
速
者
国
也
、
失
易
得 

難
者
位
也
、
可
不
惜
哉
、
可
不
慎
哉
、

と
。
「
唐
会
要
」
卷
卅
六
修
撰
に
は
、

〔
貞
観
〕

二
十
三
年
正
月
二
十
日
、
太
宗
撰
帝
範
十
三
篇
、
賜
皇
太
子
、
顧
謂
王
公
日
、
聖
躬
闡
政
之
道
、
備
在
其
中
矣
、

と
。
我
が
国
に
伝
来
し
た
「帝
範
」
に
附
さ
れ
た
闕
名
者
の
注
に
は
、



太
宗
撰
帝
範
十
二
篇
、
賜
皇
太
子
頎
、
謂
公
主
日
、铹

躬
闡
政
之
道
、
皆
在
其
中
、
朕
一
旦
不
諱
、
更
無
所
言
矣
、

と
記
す
。
後
に
述
べ
る
梅
沢
記
念
館
蔵
鎌
倉
鈔
本
「帝
範J

の
紙
背
に
記
さ
れ
た
勘
注
の
中
に
、
今
は
佚
書
と
な
っ
た
「
太
宗
実
録
」
か 

ら
一
条
を
引
い
て
い
る
。

こ
の
引
文
は
従
来
知
ら
れ
る
こ
と
な
か
っ
た
貴
重
な
佚
文
と
言
ぅ
べ
き
で
、
録
し
て
日
く
、

太
宗
実
録
日
貞
観
廿
ニ
年
春
正
月
己
丑
太
宗
撰
帝
範
十
二
篇
賜
皇
太
子
顕
謂
公
主
日
鍩
躬
闡
政
之
道
備
在
其
中
朕
一
旦
不
諱
更
無
所

顧
之
本

言
矣
卅
七

と
。

以
上
四
本
を
比
較
す
れ
ば
、
通

鑑

•
会

要

•
帝
範
闕
名
者
注
の
三
本
の
記
事
は
い
ず
れ
も
、

こ
の
太
宗
実
録
の
文
に
襲
沿
し
て
い
る 

こ
と
明
か
で
あ
る
。
梅
沢
本
の
引
く
太
宗
実
録
の
文
は
以
上
に
止
っ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
は
、
通
鑑
に
引
か
れ
て
い
る
「
又
日
汝
当
更
求 

云
々
」

の
文
が
之
に
続
き
、
通
鑑
が
そ
れ
を
襲
用
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ

の

「
又
日
」
以
下
の
文
は
帝
範
巻
末
の
文
と
、
辞
句
に 

か
な
り
出
入
が
あ
る
が
、
趣
旨
を
同
じ
く
し
、
帝
範
に
比
す
れ
ば
簡
素
に
な
っ
て
い
る
程
度
の
差
異
で
、
大
ま
か
に
見
れ
ば
大
同
小
異
の 

文
と
言
っ
て
よ
い
。

そ
れ
は
と
も
角

と

し
て
、
「
会
要
」
が
成
立
年
を
貞
観
廿
三
年
と
な
し
て
い
る
の
は
、

廿
ニ
年
の
誤
り
ら
し
く
、
ま 

た

「
帝
範
十
三
篇
」
と
作
る
の
は
、
明

か

に

「
十
二
篇
」

の
訛
謬
で
あ
る
。
大
宗
が
皇
太
子
に
帝
範
を
賜
っ
た
と
い
ぅ
の
は
明
白
で
あ
る 

が
、

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
「
賜
皇
太
子
顕
謂
公
主
日
」
(
「
実
録
」
)
、

「
賜
皇
太
子
顧
謂
王
公
日
」
(
「
会
要
」
)
、

「
賜
皇
太
子
頎
謂
公 

主
日
」
(
「
帝
範
注
」
頎
一
本
作
顕
或
本
作
傾
)

の
文
で
あ
る
。
大
宗
の
時
の
皇
太
子
は
、
次
の
高
宗
と
な
っ
た
大
宗
の
第
九
子
、
諱
は
治 

で

、

顕

•
頎

•
傾
で
は
な
い
。
顕
は
高
宗
の
第
七
子
の
中
宗
の
諱
で
あ
る
が
、
顕
唐
兀
年
の
誕
生
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
時
は
未
だ
生
れ
て 

い
な
い
。

こ
の
注
文
に
つ
い
て
、
市
野
迷
庵
が
寛
文
刊
本
帝
範
に
校
語
を
書
き
入
れ
、r

按
謂
公
主
三
字
不
可
解
恐
有
誤
」
(
成篑

堂
文
庫 

旧
蔵
本
)
と
指
摘
し
た
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
故
細
川
潤
次
郎
博
士
は
「
帝
範
臣
軌
訂
補
」
(
大
正
四
年
宮
内
省
刊
)
に
、

原
本
、
頎
ニ
作
ル
恐
ク
ハ
誤
ナ
ラ
ム
〇
按
ズ
ル
ニ
、
太
宗
ノ
皇
太
子
ハ
高
宗
、
名
ハ
治
ナ
リ
、
頎
ニ
非
ズ
、
古
鈔
本
ニ
頎
ヲ
顕
ニ
作

一
七
三



一
七
四

ル
、

顕
ハ
即
チ
高
宗
ノ
第
七
子
中
宗
ノ
名
ナ
リ
、

頎
ト
顕
ト
ハ
、

字
形
相
似
テ
謬
ル
ャ
ゥ
ナ
レ
ド
モ
、

皇
太
子
ト
ハ
日
フ
べ
ヵ
ラ 

ズ
、
鄙
見
ニ
ハ
顕
ハ
顧
ノ
誤
ナ
ラ
ム
、

顧
ハ
ー
ニ
頤
ニ
作
ル
、

頎
ト
相
似
テ
、

誤
レ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ム
、

即
チ
帝
範
ヲ
皇
太
子
ニ
賜 

ヒ
、
公
主
ヲ
顧
テ
云
云
ノ
語
ヲ
発
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ム
、

と
断
案
を
下
し
た
。

こ
の
推
定
は
ま
こ
と
に
従
う
べ
き
で
、
事
実
梅
沢
本
引
用
の
「
実
録
」
は
顕
の
字
の
左
旁
に
一
本
が
「
顧
」

の
字
に 

作
る
こ
と
を
注
記
し
、
「
会
要
」
は
顧
に
作
っ
て
あ
る
。
た
だ
会
要
が
「
王
公
」
に
作
る
の
は
、
「
公
主
」

の
訛
誤
で
あ
ろ
う
。
即
ち
太
宗 

は
貞
観
二
十
ニ
年
正
月
(
大
宗
は
翌
二
十
三
年
五
十
三
歳
を
以
て
崩
じ
た
)
、

廿
一
歳
に
な
っ
た
皇
太
子
治
の
将
来
の
規
範
と
な
さ
ん
が 

為
め
に
、
帝
範
十
二
篇
を
撰
し
て
、
自
ら
親
し
く
太
子
に
授
け
た
も
の
で
、
そ
の
席
に
は
諸
王
族
も
亦
陪
席
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
帝
王
の
書
で
あ
る
か
ら
、
広
く
士
大
夫
の
間
に
読
ま
れ
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、
唐
代
を
通
じ
て
尊
重
さ
れ
た

こ

と

は

想
像
に 

餘
り
あ

る

。

唐
代
既
に
本
書
に
対
す
る
注
の
編
ま
れ
た
こ

と

は

、

前
掲
の
新

旧

唐
書
に
賈
行
注
四
巻
が
録
さ
れ
て
い

る

が

、

そ
の
ほ
か 

に
、

唐
後
期
の
敬
宗
の
宝
暦
ニ
年
(
八
ニ
六
)
に
、

韋
公
粛
な
る
者
が
帝
範
の
注
を
撰
進
し
た
こ

と

が

「
旧
唐
書
」
「
唐
会
要
」
に
次
の 

如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

辛
未
秘
書
省
著
作
郎
韋
公
粛
注
大
宗
所
撰
帝
範
十
二
篇
進
特
賜
錦
綵
百
匹c

r

旧
唐
書
」
敬
宗
本
紀
宝
暦
ニ
年
条
)

ニ
年
五
月
秘
書
省
著
作
郎
韋
公
粛
注
太
宗
文
皇
帝
帝
範
一
十
ニ
篇
上
之
(
「
唐
会
要
」
卷
卅
六
修
撰
)

賈
行
の
伝
は
明
か
で
な
く
、
両
注
と
も
今
伝
わ
ら
ず
、

い
ず
れ
が
前
後
す
る
か
不
明
で
あ
る
。
我
が
国
に
伝
来
し
た
帝
範
に
附
さ
れ
て
あ 

る
注
は
唐
代
の
撰
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
推
定
さ
れ
る
が
、
撰
者
名
を
題
し
て
い
な
い
の
で
、
賈

注

•
韋
注
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
の 

か
、

こ
の
ニ
注
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
か
、
詳
か
な
ら
ず
と
す
る
外
な
い
。

本
書
の
巻
数
に
つ
い
て
は
唐
代
の
記
録
は
い
ず
れ
も
「
十
二
篇
」
と
録
す
る
の
み
で
、
巻
数
を
記
さ
な
い
。
新

•
旧
唐
書
が
四
巻
と
記



す
の
は
、
賈
行
注
本
の
巻
数
が
四
巻
で
あ
っ
た
の
で
、
正
文
の
み
の
原
本
が
四
巻
で
あ
っ
た
と
は
必
し
も
定
め
得
な
い
。
原
本
は
恐
ら
く 

四
巻
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

我
が
国
に
伝
え
る
附
注
本
は
ニ
卷
で
あ
る
。

本
書
と
ほ
ゾ
同
じ
分
量
の
「
臣
軌
」
は
ニ
卷
で
あ
る
か 

ら
、
原
本
は
元
来
ニ
巻
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か
し
不
分
巻
で
あ
っ
た
か
、
此
れ
亦
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
唐
代
成
立
の
文
献 

の
中
で
帝
範
を
引
い
た
書
を
筆
者
は
知
ら
ぬ
が
、r

貞
観
政
要
」
議
征
伐
篇
に
は
、
帝

範

下

巻

の

「
閲
武
篇
」
を
、
「
太
宗
帝
範
日
」
と
し 

て
、
そ
の
全
文
を
引
載
し
て
い
る
。

本
書
は
五
代
を
経
て
、
宋
に
入
っ
て
か
ら
、
南
宋
初
ま
で
は
完
本
が
伝
っ
て
い
た
ら
し
い
。
宋
初
太
平
興
国
四
年
の
勅
編
た
る
「
文
苑 

英
華
」
に
は
本
書
の
序
を
収
め
、
北
宋
の
仁
宗
の
勅
編
に
な
るr

崇
文
総
目
」
に
は
、
「
玉
海
」
卷
廿
八
の
引
く
所
に
よ
れ
ば
、
「
帝
範
一 

卷
述
修
身

治
国

之
要
言
」
と
録
さ
れ
て
あ
っ
た
。

こ

の

一
巻
と
い
う
の
は
、
清

の

銭
侗
はr

此
本
蓋
無
注
者
」

(
「
祟
文
総
目
輯
釈
」
)
と 

推
定
し
て
い
る
。
南
宋
の
淳
熙
四
年
に
成
っ
た
官
蔵
の
書
目
た
る
「
中
興
館
閣
書
目
」
に
は
、
同

じ

「
玉
海
」
の
引
く
所
に
よ
れ
ば 

中
興
書
目
帝
範
ニ
卷
太
宗
撰
凡
十
二
篇
天
聖
四
年
閏
五
月
学
士
宋
綬
録
進
帝
範
ニ
卷 

と
録
し
て
あ
っ
た
。
宋
に
入
っ
て
か
ら
は
本
書
の
伝
本
は
貴
覯
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
も
南
宋
後
期
に
は
そ
の
半
ば
を
失
っ 

た
ら
し
く
、
「
郡
斎
読
書
志
」
(袁
本
)
後

志

(
衢
本
卷
十
)
に
は
、

帝
範
ー
卷

右
唐
太
宗
撰
、
凡
二
十
篇
H

、
今
存
者
六
篇
、
正
観
飾|

作
末
、
著
此
書
、
以
賜
高
宗
、
且
日
、
修
身
治
国
、
備
在
其
中
、

一
旦 

不
諱
、
更
無
所
言
矣
、
其
末
頗
以
汰
侈
自
咎
、
以
戒
高
宗
、
俾
勿
効
己
、
珠
不
知
閨
門
之
内
、
慙
徳
甚
多
、
豈
特
汰
侈
而
已
哉
、
武 

后
之
立
実
有
自
来
、
不
能
身
教
、
多
言
奚
益
悲
夫
、

と
記
さ
れ
、
ま

た

「
直
斎
書
録
解
題
」
卷
九
に
は
、

一
七
五



一
七
六

帝
範
一
巻
唐
太
宗
撰
凡
十
二
篇
以
賜
高
宗

と
著
録
さ
れ
て
い
る
。
「
通
志
藝
文
略
」
に
は
、
「
帝
範
四
卷
唐
大
宗
撰
」
と
記
し
、
「
宋
史
藝
文
志
」
子
類
儒
家
類
に
は
、
「
太
宗
帝
範
ニ 

巻
」
と
見
え
る
。
「
通
志
」r

宋
史
」

の
著
録
は
必
ず
し
も
伝
本
の
現
物
に
即
し
た
も
の
で
は
な
く
、
先
行
の
著
録
を
踏
襲
し
て
い
る
に
過 

ぎ
な
い
。
前
者
四
卷
に
作
る
は
唐
志
に
因
り
、
後
者
ニ
巻
に
作
る
の
は
「
中
興
館
書
目
」
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
以
上
の
如
く
、
宋
代 

に
於
け
る
本
書
の
巻
数
は
各
々
著
録
が
ま
ち
ま
ち
で
、
「
通
志
」

の
四
巻
を
別
と
す
れ
ば
、

一
巻
乃
至
ニ
巻
に
作
っ
て
い
る
。

注
に
つ
い 

て
何
等
の
記
述
も
見
ら
れ
な
い
所
か
ら
考
え
れ
ば
、

宋
代
の
伝
本
は
無
注
本
で
あ
っ
た
よ
ぅ
で
あ
る
。

「
直
斎
書
録
」
は

「
一
巻
」
と
記 

す
の
み
で
、
完

•
闕
い
ず
れ
か
の
注
記
が
な
い
の
で
、
「
郡
斎
読
書
志
」

の
一
巻
の
如
く
、
そ
の
半
ば
を
逸
せ
る
欠
本
か
、r

崇
文
目
」

の 

一
巻
の
如
く
完
本
で
あ
る
か
明
か
で
な
い
。
し
か
し
現
在
で
は
、
宋
末
か
ら
元
代
に
か
け
て
は
、
六
篇
を
存
す
る
に
止
っ
た
闕
本
の
み
が 

伝
わ
り
、
完
本
は
失
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
推

測

は

「
四
庫
全
書
提
要
」
の
次
の
如
き
解
説
に
よ
っ
て
い
る
。

帝
範
十
二
篇
、
唐
太
宗
貞
観
二
十
ニ
年
撰
以
賜
太
子
、
新
旧
唐
書
、
皆
云
四
巻
、
晁
公
武
読
書
志
僅
載
六
篇
、
陳
振
孫
書
録
解
題
、
 

亦
題
日
一
巻
、
元
呉
萊
謂
征
雲
南赞

夷
時
、
始
得
完
書
、
放
其
事
、
在
泰
定
ニ
年
、
蓋
此
書
宋
佚
其
半
、
元
乃
復
完
也
、
唐
書
藝
文 

志
、
載
有
賈
行
注
、
而
旧
唐
書
敬
宗
本
紀
、
称
宝
歴
ニ
年
、
秘
書
省
著
作
郎
韋
公
粛
、
注
是
書
以
進
、
特
賜
錦
採
百
匹
、
是
唐
時
已 

有
ニ
注
、
今
本
注
無
姓
名
、
観
其
体
裁
、
似
唐
人
注
経
之
式
、
而
其
中
時
称
楊
万
里
呂
祖
謙
之
言
、
疑
元
人
因
旧
注
而
補
之
、
其
援 

引
頗
詳
洽
、
而
詞
不
免
於
煩
贅
、

臣
等
謹
為
参
玫
其
誤
、
附
列
注
文
之
下
、
仍
依
旧
史
、
釐
為
四
巻
、
以
復
其
旧
云
、
乾
隆
三
十
八 

年
四
月
恭
校
上

「
四
庫
全
書
総
目
」

の
解
題
の
文
は
、

こ
の
書
前
提
要
の
文
と
は
僅
か
な
が
ら
出
入
が
あ
る
。
総
目
は
特
に
四
庫
全
書
本
が
永
楽
大
典
所 

載
に
基
い
た
こ
と
を
明
か
に
し
て
、
元
末
に
本
書
の
完
本
が
再
び
現
れ
た
経
緯
を
さ
ら
に
詳
し
く
、



此
本
載
永
楽
大
典
中
、
凡
一
十
ニ
篇
、
首
尾
完
具
、
後
有
元
呉
萊
跋
、
謂
征
雲
南赞

夷
時
、
始
見
完
書
、
考
其
事
在
泰
定
ニ
年
、
蓋 

此
書
、
南
宋
佚
其
半
、
至
元
乃
復
得
旧
本
、
故
明
初
転
有
全
文
也

と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
久
し
く
闕
本
で
あ
っ
た
帝
範
の
完
本
が
元
泰
定
年
間
の
雲
南
征
伐
の
際
発
見
さ
れ
、
そ
の
附
注
本
が
永
楽
大
典
に 

収
載
さ
れ
た
、
そ
の
永
楽
大
典
か
ら
録
出
し
て
、
校
訂
し
た
の
が
四
庫
全
書
本
で
あ
る
。

こ
の
附
注
本
は
、
乾
隆
年
間
、
清
朝
の
武
英
殿 

よ
り
聚
珍
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
此
が
世
に
所
謂
る
、
永
楽
大
典
本
或
は
武
英
殿
本
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
帝
範
は
再 

び
世
に
広
く
流
布
さ
れ
る
よ
ぅ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
武
英
殿
本
刊
行
前
は
、
本
書
は
非
常
に
稀
覯
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
明
初
永
楽
年 

間
の
明
王
室
の
蔵
書
目
録
た
る
「
文
淵
閣
書
目
」
に
は
次
の
如
く
五
部
著
録
さ
れ
て
い
る
。

唐

太

宗

帝

範

一

部

一

冊

完

全

唐

太

宗

帝

範

一

部

一

冊

完

全

唐

太

宗

帝

範

一

部

ニ

冊

闕

唐

太

宗

帝

範

一

部

一

冊

闕

唐

太

宗

帝

範

一 

部
一
冊
闕

此
等
明
室
蔵
本
は
明
末
清
初
に
殆
ど
散
逸
し
た
が
、
帝
範
は
武
英
殿
本
刊
行
以
前
に
民
間
に
伝
本
が
稀
れ
に
存
し
た
こ
と
は
、
四
庫
全
書 

以
前
に
成
立
し
た
清
の
銭
曾
の
「
読
書
敏
求
記
」
に
、

「
帝
範
一
巻
貞
観
末
唐
太
宗
御
製
、
帝
範
十
二
篇
賜
高
宗
、

晁
氏
日
今
存
者
六 

篇
、
而
此
為
完
書
、
豈
不
全
于
宋
、
而
反
全
于
今
日
欺
」
と
録
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
察
せ
ら
れ
る
。
曾
の
見
た
本
が
い
か
な
る
本
で
あ
っ 

た
か
明
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
雲
南
で
発
見
さ
れ
た
永
楽
大
典
本
系
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
曾
は
そ
の
完
本
を
目
し
て
恰
も
偽
書
と
断 

ず
る
か
の
如
き
口
吻
を
洩
ら
し
て
い
る
。
そ
の
誤
解
で
あ
る
こ
と
は
、

章
®
が

「
読
書
敏
求
記
校
証
」
に
於
て
、

r

遵
王
殆
未
深
考
」
と 

注
記
せ
る
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
以

上

の

「
四
庫
全
書
提
要
総
目
」
の
解
説
に
誤
り
の
あ

る

こ
と
を
、
入
手
せ
る
朝
鮮
銅
活
字
本
帝
範
に
よ
っ
て
実
証
し
た
の 

は
、
故
徳
富
蘇
峰
翁
で
あ
っ
た
。
翁
は
、
狩
谷
掖
斎
手
校
の
帝
範
臣
軌
を
大
正
四
年
影
印
せ
る
際
、
附

印

別
冊
の
「
帝
範
臣
軌
解
題
」
に



一
七
八

於
て
、
翁
が
京
城
に
於
て
獲
得
せ
る
、
武
英
殿
板
と
同
一
内
容
を
有
し
、
し
か
も
永
楽
大
典
未
収
以
前
の
本
た
る
朝
鮮
銅
活
字
本
を
紹
介 

し
、
そ
の
至
治
三
年
の
劉
参
道
の
序
文
に
徴
し
て
、
帝
範
完
本
が
雲
南
に
発
見
さ
れ
た
の
は
、
泰
定
ニ
年
ょ
り
は
さ

ら

に

溯
る
前
で
あ

る
 

こ
と
、
そ
の
注
の
撰
者
は
、
提
要
総
目
に
於
て
、
紀
昀
等
が
唐
人
の
旧
注
に
元
人
が
補
録
し
た
も
の
と
推
測
し
た
の
と
は
異
り
、
元
の
李 

元
鎮
の
撰
で
あ

る

こ

と

を

明
か
に
し
て
、
次
の
如
く
述
べ
た
。

予
前
年
於n

京
城1
、
獲
，

一

朝
鮮
銅
活
字
之
帝
範I、

此
書
全
係
T
与n

武
英
殿
板
帝
範
一
同
一
底
本
べ
但
彼
従n

永
楽
大
典
,抽
出
、
此
乃 

大
典
未
収
録
以
前
之
伝
本
。
巻
首
有n

序
文
一
、
予
因
得
ョ
以
正n

紀
暁
嵐
輩
之
杜
撰
臆
説
一
、
亦
可x

謂
，

1

意
外
之
幸
一
矣
。
蓋
紀
暁
嵐
一 

輩
、
称
3
註
者
無n

姓
名1
、
而
因
，

1

此
書
一
、
乃
知
ビ
為
ァ
元
人
覇
郡
李
鼐
元
鎮
1
也
。
又
此
書
出
7
自
，|雲
南
|、
推
^.
兀
呉
萊
跋
文
1、
称
 ̂

在
こ
泰
定
ニ
年I、

而
按n

元
史
本
紀
一
、
有n

泰
定
元
年
春
二
月
帝
範
進
講
云
々
文
字1、

今
此
序
文
、

又
顕
然
有n

至
治
三
年
癸
亥
七 

月
之
文
字
へ
是
距n

其
泰
定
ニ
年1
、
実
三
年
前
矣
。
矧
序
云
、
近
年
出n

於
雲
南
一
、
経n

進
於
闕
下1、

奉
勅
付n

史

館

，
、

補

，
一
唐
鑑 

之
遺
一
、
今
文
安
李
元
鎮
、
詳
加m

註
釈
一
、
於一

是
帝
範
行
ュ
於
世
一
久
矣
。
則
可x

知<1

其
更
在I

X

前
矣
、
是
亦
足
，
見1

一
紀
暁
嵐
輩
之
臆 

説I

也
。
仍
取n

其
序
文
一
、
更
付II

之
撮
影I、
以
備
一
考
。
但
其
註
釈
、
概
以
T
与n

武
英
本
一
同
一
べ
今
不u

復
贅
録
一
焉
。

こ
の
成
*
堂
蔵
本
を
筆
者
は
残
念
な
が
ら
未
だ
閲
覧
の
機
を
恵
ま
れ
な
い
が
、
「
成
簣
堂
善
本
書
目
」
に
ょ
れ
ば
、

太

宗

帝

範

附

音

註

解

四

卷

元

李

鼐

元

撰 

一
冊

朝
鮮
銅
活
字
印
本
。
九
行
十
七
字
。
至
元
三
年
劉
参
道
序
及
び
趙
文
炳
等
列
銜
あ
り
。

と
。
蘇
峰
翁
の
解
題
に
は
、
幸
に
本
書
の
序
文
を
影
印
し
、
且
つ
活
字
翻
印
も
附
し
て
あ
る
。

こ
の
朝
鮮
本
の
祖
本
と
な
っ
た
元
至
治
三 

年
序
刊
本
の
劉
氏
序
文
は
、

(
前
略
)
唐
史
有
其
目
而
逸
其
書
、
近
年
出
於
雲
南
、
経

進

闕

下

、
奉

勅

付

史

館

、
補
唐
鑑
之
遺
、
今
文
安
李
元
鎮
、
詳
加
註



釈
、
於
是
帝
範
行
於
世
久
矣
、
清
江
儒
学
旧
刻
唐
書
、
歳
久
摹
印
訛
欠
、
至
治
癸
亥
、
朝
列
大
夫
同
知
臨
江
路
総
管
府
事
古
作
趙
公 

文
炳
提
挙
学
校
、
既

重

修

礼

殿

、
復
整
理
書
板
之
餘
暇
、
日
出
帝
範
ー
帙
、
命
余
刻
之
、
使
与
唐
書
同
一
不
朽
、
公
属
意
斯
文
、
 

嘉
恵
後
学
、
政
事
識
大
体
、
廉
能
公
直
、
士
民
悦
服
、
余
并
述
于
.編
端
、
以
母
忘
公
之
盛
心
云
、

至
治
三
年
癸
亥
七
月
朔
、
臨
江 

路
儒
学
教
授
盧
陵
劉
参
道
存
序

と
叙
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

こ
の
至
治
三
年
序
刊
本
は
帝
範
李
注
の
第
一
次
の
刊
本
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
そ
の
祖
本
と
な
っ 

た
刊
本
が
既
に
先
行
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
蘇
峰
翁
よ
り
前
に
、
永
楽
大
典
本
帝
範
の
注
は
元
の
大
徳
年
間
覇
州
の
李
鼐
元
が
撰
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
人
が
あ
っ
た
。
そ 

れ
は
清
の
許
瀚
で
—

。
そ

の

著

「
攀
古
小
廬
文
」

( I

議

_

! |
、」
_
|
歷

繫

昭

)

帝
範
閣
本
云
、
唐
書
藝
文
志
載
有
賈
行
注
、
而
旧
唐
書
敬
宗
本
紀
称
、
宝
歴
ニ
年
秘
書
省
著
作
郎
韋
公
粛
注
是
書
似
進
、
是
唐
時
已 

有
ニ
注
、
今
本
注
無
姓
名
、
観
其
体
裁
、
似
唐
人
注
経
之
式
、
而
其
中
時
称
楊
万
里
呂
祖
謙
之
言
、
疑
元
人
因
旧
注
而
補
之
、
瀚
謹 

案
、
都
穆
鉄
網
珊
蝴
称
、
大
徳
中
覇
州
李
鼐
元
為
之
注
、
廬
陵
鄧
光
薦
序
之
、
疑
今
本
注
乃
李
作
也 

と
、
明
の
都
穆
の
「
鉄
網
珊
瑚
」

の
記
事
を
あ
げ
て
考
証
し
て
い
る
。
ま
た
邵
懿
辰
の
「
四
庫
簡
明
目
録
標
注
」
に
増
訂
を
加
え
た
邵
章 

も

亦

そ

の

「
続
録
」
に

「
鉄
網
珊
湖
」

の
こ
の
条
を
弓
用
し
て
い
る
。
同
書
卷
ー
に
よ
れ
ば
、

唐
太
宗
帝
範
三
巻
、
元
元
貞
初
雲
南
行
省
左
丞
得
之
白
人
、
字
与
漢
異
、
乃
訳
而
進
之
、
大
徳
中
、
覇
州
李
鼐
元
鎮
嘗
為
之
注
、
廬 

陵
鄧
光
薦
序
之
、
余
家
所
蔵
安
成
刻
本
、
元
旧
物
也
、

と
。
都
穆
の
言
に
よ
れ
ば
、
帝
範
が
雲
南
の
民
間
か
ら
出
た
の
は
元
貞
初
年
で
、
穆
は
至
治
三
年
序
刊
本
に
先
行
す
る
李
注
元
刊
本
(
大 

徳
中
刊
か
)
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
注
者
の
氏
名
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
如
く
「
李
鼐
元
鎮
」
「
李
元
鎮
」
「
李
溝
元
」

一
七
九



一
八
〇

と
夫
々
異
っ
て
録
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
は
明
か
で
な
い
。
穆

が

「
訳
而
進
之
」
と
言
っ
て
い
る
如
く
、
帝
範
は
元
朝
に
於
て
蒙
古
文
に
翻 

訳
さ
れ
た
ら
し
く
、
清
の
銭
大
昕
編
「
補
元
史
藝
文
志
」
巻
一
訳
語
類
に

忠

経

•
貞

観

政

要

天

暦

中

.
中
書
平
章
政
事
察
罕
譯
帝
範
四
卷
亦
察
罕
訳 

と
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
元
朝
に
於
て
は
、
「
元
史
」
本
紀
卷
廿
九
に

泰
定
帝
。
泰
定
元
年
春
二
月
甲
戌
、
命
平
章
政
事
張
珪
•
翰
林
学
士
承
旨
忽
都
魯
都
児
迷
失
•
学
士
呉
澄
•
集
賢
学
士
鄧
文
康
、
以 

帝
範
資
治
通
鑑
大
学
衍
義
貞
観
政
要
等
進
講

と
伝
え
る
如
く
、
帝
範
の
進
講
が
行
わ
れ
た
が
、
元

•
明
時
代
を
通
じ
、

一
般
に
は
あ
ま
り
普
及
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、
大

徳

.
至
治
の 

二
種
の
元
刊
本
と
も
現
在
伝
本
を
聞
か
ず
、
た
だ
至
治
刊
本
を
底
本
と
し
た
朝
鮮
銅
活
字
本
が
天
下
の
孤
本
と
し
て
伝
わ
る
の
み
で
、
明 

代
以
降
清
乾
隆
帝
の
聚
珍
版
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
、
漢
土
に
於
て
は
帝
範
は
泯
棄
同
然
の
有
様
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

以
上
の
如
く
、
帝
範
は
、
本
邦
に
伝
来
し
た
唐
闕
名
者
注
本
と
李
注
本
の
所
謂
る
武
英
殿
本
と
の
ニ
系
統
が
現
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。
 

こ
の
二
種
の
テ
キ
ス
ト
は
、
後
に
論
ず
る
如
く
、
正
文
に
於
て
、
か
な
り
出
入
が
見
ら
れ
る
。

ニ
帝
範
の
我
が
国
に
於
け
る
伝
流

「
帝
範
」
が
撰
述
さ
れ
た
貞
観
廿
ニ
年
は
、
我
が
孝
徳
天
皇
の
大
化
四
年
に
当

る

。

本
書
が
何
時
我
が
国
に
将
来
さ
れ
た
か
は
明
か
で 

な

い

。

し

か

し

そ

の

伝
来
は
か

な

り

古
い
も

の

と

想
像
さ
れ
る

。

「
日
本
国
見
在
書
目
録
」
に
は
、
雑
家
の
部
に 

帝
範
一
一 

> 
>賛
一
弘
>

 

上
一
一

と
見
え
る
。
「帝
範
賛
」

一
巻
は
い
か
な
る
書
か
、
和
漢
古
今
の
諸
目
録
に
そ
の
著
録
を
見
な
い
本
で
、

勿
論
伝
存
し
て
い
な
い
。

た
だ



書
名
よ
り
僅
に
そ
の
内
容
の
一
端
を
想
像
す
る
の
み
で
あ
る
。

r

弘
帝
範
」
三
巻
は
、
漢
籍
に
非
ず
し
て
、
国
書
で
、

本
目
録
に
混
入
さ 

れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
書
は
、

「
三
代
実
録
」
卷
卅
ニ
陽
成
天
皇
の
元
慶
元
年
(
八
七
七
)
十
一
月
三
日
の
条
、
当
代
の
碩
儒
と
し
て 

重
き
を
な
し
た
参
讓
従
三
位
行
左
衛
門
督
大
江
朝
臣
音
人
の
逝
去
を
誌
し
た
記
事
中
に
、

音

人

別

奉

勅

、
撰
群
籍
要
覧
卅
卷
、
弘
帝
範
三
卷

と
見
え
る
通
り
、
大
江
音
人
が
勅
を
奉
じ
て
撰
せ
る
書
で
あ
る
。

本
書
は
今
伝
っ
て
い
な
い
が
、

書
名
か
ら
察
す
れ
ば
、
「帝
範
」
を
敷 

衍
せ
る
本
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
記
事
が
、
「帝
範
」

の
書
名
が
我
が
国
の
文
献
に
見
ら
れ
る
嚆
矢
で
あ
る
。

音

人

がr

弘
帝
範
」
を 

何
天
皇
の
勅
を
奉
じ
、
何
時
編
し
た
か
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
同
書
が
勅
撰
さ
れ
る

に

至
っ
た
こ
と
は
、
我
が
国
に
於
て
は
、

こ
れ
よ
り
前
か 

ら

「
帝
範
」
が
既
に
か
な
り
講
読
さ
れ
て
お
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
ま
い
か
。
遅
く
と
も
、
陽
成
天
皇
の
御
代
に
本
書
の
進
講 

が
行
わ
れ
た
証
左
が
存
し
て
い
る
。
後
に
紹
介
す
る
、

国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
元
亀
ニ
年
吉
田
兼
右
書
写
帝
範
の
、

「
君
体
篇
」

の

r

貞 

明
而
普
照
億
兆
之
所
瞻
仰
」

の

句

のr

貞
明
」

の
字
旁
に
「
陽
成
御
諱
不
読
」

な
る
訓
読
注
の
書
き
入
れ
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

「
貞 

明
」
は
陽
成
天
皇
の
御
諱
で
あ
る
。

帝
範
が
我
が
国
で
講
読
さ
れ
た
確
証
は
文
献
上
で
は
、
現
在
の
所
、
此
よ
り
古
く
溯
り
得
な
い
。

し
か
し
、
唐
文
化
の
吸
収
に
汲
汲
力 

め
た
我
が
国
が
、
本
書
を
将
来
し
、
朝
廷
に
於
て
講
誦
さ
れ
た
の
は
、

こ
れ
よ
り
遙
か
に
は
や
い
と
思
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
本
書
と
同
じ
く 

帝
王
必
読
書
と
さ
れ
た
「
群
書
治
要
」

の
進
講
の
文
献
上
の
初
見
は
、
仁
明
天
皇
の
承
和
五
年
(
八
三
八
)

六
月
で
、
「
天
皇
御
清
凉
殿
。
 

令
助
教
正
六
位
上
直
道
宿
祢
広
公
読
群
書
治
要
第
一
巻
」
(
「続
日
本
後
紀
」
巻
七
)
と
見
え
る
。
唐
王
朝
創
業
の
帝
で
あ
り
、
不
出
世
の 

英
主
と
謳
わ
れ
た
大
宗
の
盛
名
は
我
が
国
に
も
赫
々
た
る
光
芒
を
は
な
ち
、
太
宗
が
生
涯
の
感
慨
を
こ
め
て
親
ら
皇
太
子
を
誨
め
諭
し
た 

本
書
が
、
我
が
国
に
於
て
も
万
世
帝
王
の
宝
典
と
重
じ
ら
れ
た
の
は
故
な
き
で
は
な
い
。
特
に
本
朝
に
於
て
は
、
本
書
が
漢
土
に
廃
れ
た

一
八
一



一
八
ニ

後
も
、
平
安
初
以
降
、
「群
書
治
要
」r

貞
観
政
要
」
と
並
ん
で
尊
重
さ
れ
、
特
に
本
書
は
後
世
ま
で
ひ
き
続
き
、
列
聖
代
々
そ
の
進
講
を 

受
け
た
も
ぅ
た
。
列
聖
講
習
の
跡
を
詳
に
史
乗
に
迪
り
得
な
い
が
、
平
安
時
代
よ
り
鎌
倉
時
代
に
至
る
宮
廷
講
習
の
様
子
の
一
端
を
よ
く 

示
す
の
は
、
上
に
掲
げ
た
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
古
鈔
本
と
通
行
の
寛
文
刊
本
と
に
記
さ
れ
た
奧
書
で
あ
る
。
両
書
の
奥
書
は
本
を
ほ
ぼ 

同
じ
く
す
る
。
古
鈔
本
に
よ
っ
て
、
そ
の
奥
書
を
左
に
掲
げ
よ
ぅ
。
説
明
の
便
宜
上
年
代
順
の
数
字
を
各
条
の
上
に
冠
す
る
。

(10)
弘

安

九

年

七

月

廿

九

日

墨

点

了

同

_

朱

点

了

 

(謂
鼓
)

⑵
寛
治
八
年
七
月
十
六
日
於
楊
梅
亭
点
了
尤
可
秘
蔵
而
已 

藤
永
実 

⑶
長
寛
一
一
年
正
月
廿
/\
日

主

上

既

訖

(
觀
®

^

^

)
 

式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
永
範 

承
安
元
年
七
月
廿
四
日
御
読
了
此
書
奉
授
ニ
代
聖
主
了
家
之
重
/
宝
也 

従
三
位
行
宮
内
卿
兼
式
部
大
甫
藤
原
朝
臣
永 

範
⑷
建
久
三
年
六
月
十
六
日
御
読
了
此
書
継
家
蹤
已
及
聖
主
三
代
誠
是
\
家
之
秘
本
也 

正
四
位
下
式
P

大
甫
藤
原
光
範 

(9)
文
永
十
一
年
八
月
十
六
日
以
同
本
移
点
了 

棟
昌 

同
十
二
年
三
月
二
日
以
菅
翰
林
在
匡
朝
臣
本
見
合
之
加
点
了
是
又
ニ
代
御\

読
本
也 

参
木
左
大
弁
棟
昌 

1

_

f l
f
月
廿
三
日
書
写
了 

(
I1
1I
I I
有
移
「占

 
1

5 1
菅
原
淳
高

(5) 
元

仁

一

一

年

三

月

廿

五

日

侍

御

読

了

翰

林

学

士

菅

原

淳

高

紐

■
方
—

代

(6) 
弘
長
元
年
十
二
月
十
三
日
候
御
読
了
藤
家
奉
授
三
皇
南
家
又
侍\

ニ
代
両
家
秘
本
吾
道
之
重
宝
也\

 

従
三
位
菅
原
在

章

靈

一

男

{

_

鮮
)

(7) 
正
嘉
三
年
春
二
月
十
四
日
授
吏
部
経
断
在
守
亭
了 

翰
林
学
士
菅
在
判



(8)
文
永
五
年
正
月
十
九
日
授
中
宮
少
進
在
久
了
更
問
少
進
菅
在
匡
淳
高
子 

(10)
弘
安
九
年
七
月
廿
九
日
以
南
家
之
秘
説
授
長
老
鈣
既
了
虎
賁
郎
将
源
在
判 

右
奥
書
任
本
書
写
之
了 

(
以
下
略
)

寛
文
刊
本
は
右
の
奥
書
の
前
に

⑴
件
書
上
巻
云
\
康
平
三
年
五
月
五
日
点
之
礼
部
郎
中
江
匡
房 

同
下
巻
云
\
康
平
三
年
五
月
六
日
点
之
治
部
少
蒸
江
匡
房

な
る
奥
書
が
つ
い
て
い
る
。
国
学
院
本
の
祖
本
と
な
っ
た
の
は
、
文

永

十
一
年
(
一
二
七
四
)
棟
昌
が
南
家
点
本
を
写
し
、
翌
年
更
に
菅 

家
点
本
を
以
て
見
合
せ
加
点
し
た
本
を
、
弘

安

九

年

(
一
二
八
六
)
書
写
移
点
し
た
本
で
あ
る
。
右
の
奥
書
の
各
条
を
年
代
順
に
考
ぇ
て 

帝
範
講
誦
の
跡
を
迎
る
こ
と
に
す
る
。

⑴
康

平

三

年

(
一
◦
六
〇
)
大
江
匡
房
の
奥
書
は
、
帝
範
現
存
本
の
加
点
奥
書
と
し
て
は
最
古
で
、
大
江
家
は
大
江
音
人
以
来
本
書
の 

講
習
に
力
め
た
ら
し
く
、
大
江
家
本
は
現
在
伝
っ
て
い
な
い
が
、
後
に
述
べ
る
如
く
、
各
家
の
諸
点
本
にr

大
江
点
」
と
し
て
特
異
な
訓 

説
と
校
注
が
旁
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
匡
房
の
奥
書
は
寛
文
刊
本
で
は
冒
頭
に
冠
し
て
あ
っ
て
、

そ
れ
以
下
の
奥
書
と
の
関
聯
が
つ
か 

ず
、
意
を
解
し
難
い
が
、
後
に
紹
介
す
る
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
天
保
ニ
年
菅
原
聰
長
書
写
本
の
本
奥
書
で
は
、

こ
の
匡
房
の
奥
書
は
、
⑷ 

建
久
三
年
藤
原
光
範
の
奥
書
の
条
の
次
行
に
、

此
本
見
合
江
家
本
云
-

件
書
上
巻
云

と
あ
っ
て
、
義
が
落
ち
着
く
。
此
が
原
形
で
あ
ろ
ぅ
。
ま
た
此
に
よ
っ
てr

大
江
点
」
と
し
て
諸
点
本
の
引
く
の
は
、
匡
房
の
点
で
あ
る 

こ
と
が
明
か
と
な
る
。

一
八
三



一
八
四

⑵
寛

治

八

年

(
一
〇
九
四
)
は
堀
河
天
皇
の
世
、
籐
原
永
実
は
南
家
の
学
者
で
、
「尊
卑
文
脉
」
(
以
下
の
伝
は
主
に
本
書
に
ょ
る
〕

に 

ょ
れ
ば
、■
文
章
博
士
成
季
の
男
、
大
内
記
、
文
章
博
士
、
従
四
位
下
、
元
永
ニ
年
卒
。

⑶
長

寛

ニ

年

(
一
一
六
三
)

ニ
条
天
皇
に
、

ま
た
承
安
元
年
(
一
一
七
一
)

高
倉
天
皇
に
、

籐
原
永
範
が
御
進
講
。

永
範
は
永
実
の 

男
、
東
宮
学
士
、
宮
内
卿
、
大
宰
大
武
、
式
部
大辅

、
文
章
博
士
、
正
三
位
、
治
永
四
年
薨
。

⑷
建

久

三

年

(
一
一
九
二
)
後
鳥
羽
天
皇
に
藤
原
光
範
が
御
進
講
。
光
範
は
永
範
の
ニ
子
、
文
章
博
士
、
大
内
記
、
民
部
卿
、
従
二
位 

(
一
本
従
三
位
)
。

⑸
元

仁

ニ

年

(
一
二
ニ
五
)
後
堀
河
天
皇
に
菅
原
淳
高
が
御
進
講
。
淳
高
は
在
高
の
子
、
春
宮
学
士
、
刑
部
卿
、
式
部
大
輔
、
治
部
大 

辅

、
文
章
博
士
、
従
二
位
、
後

堀

河

•
四

条

•
後
嵯
峨
三
朝
の
侍
読
、
建
長
ニ
年
薨
。

(6) 

弘

長

元

年

(
一
二
六
一
)
亀
山
天
皇
に
菅
原
在
章
が
御
進
講
。
在
章
は
淳
高
の
ニ
子
、
少
納
言
、
式
部
権
大辅

、
大
学
頭
、
文
章
博 

士
、
従
二
位
、
亀
山
天
皇
の
侍
読
、
文
永
五
年
募
。

こ
の
奧
書
に
「
藤
家
奉
授
三
皇
南
家
又
侍
ニ
代
」
と
あ
る
。
「南
家
又
侍
ニ
代
」
は 

藤
原
永
範
の
⑶

の
奥
書
を
指
す
が
、

「藤

家

奉

授

三

皇

」
と
あ
る
か
ら
、

承

元

ニ

年

(
一
二
〇
八
)
菅
原
淳
高
が
書
写
移
点
し
た
本
に 

は
、
南
家
本
の
外
に
、
藤

家

本

(
式
家
か
)
も
含
ま
れ
、
且
つ
藤
家
が
三
帝
の
本
書
御
講
読
に
侍
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ち
な
み
に
、
 

承
元
ニ
年
淳
高
が
書
写
し
た
本
を
、
寛

文

刊

本

はr

以
ニ
品
戸
部
永
範
本
移
点
畢
」
と
作
っ
て
あ
る
。
永
範
は
上
記
の
如
く
、
式
部
大
輔
、
 

正
三
位
で
あ
っ
て
、

ニ
品
戸
部
に
該
当
す
る
の
は
、
そ
の
子
の
民
部
卿
従
二
位
で
あ
っ
た
光
範
で
あ
る
か
ら
、
永
範
は
光
範
の
誤
り
で
あ 

る
。
上
掲
の
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
菅
聰
長
本
は
光
範
に
作
っ
て
あ
る
。

(7) 

正

嘉

三

年

(
一
二
五
九
)
、

翰

林

学

士

菅

(
恐
ら
く
は
在
章
か
)
が
菅
原
在
守
に
本
書
を
授
け
た
。

在
守
は
在
章
の
ニ
子
、
後
宇
多 

天
皇
の
侍
読
、
東
宮
学
士
、
大
内
記
、
式
部
少辅

、
従
四
位
。



⑶
文

永

五

年

(
一
二
六
八
)
菅
原
在
匡
が
そ
の
子
在
久
に
本
書
を
授
け
た
。
在
匡
は
在
章
の
長
子
、
文
章
博
士
、
正
四
位
下
、
式
部
大 

輔
、
治
部
卿
、
刑
部
卿
、
亀

山

•
後
宇
多
の
ニ
朝
の
侍
読
。
在

久

技

冬

}
は
文
章
博
士
、
皇
后
宮
権
大
進
、
中
宮
少
進
、
弘
安
十
一 

年
卒
。

(9)
参
議
左
大
弁
棟
昌
な
る
人
が
、
文
永
十
一
年
(
ニ
ー
七
四
)
、
右
の
南
家
本
を
以
て
移
点
し
、
翌
十
二
年
に
、
上
の
菅
原
在
匡
本
(
承 

元
ニ
年
菅
原
淳
高
が
南
家
の
藤
原
光
範
点
本
を
書
写
せ
る
本
)
を
以
て
見
合
せ
加
点
し
た
。
棟
昌
の
伝
は
未
詳
で
あ
る
が
、
文
永
十
一
年 

十
二
年
に
、
参
議
に
し
て
左
大
弁
を
兼
ね
た
の
は
久
我
具
房
の
み
で
あ
る
。
棟
昌
は
或
は
具
房
の
別
号
で
あ
ろ
う
か
。

⑽
以
上
の
南
家
説
を
弘
安
九
年
(
一
二
八
六
)
七
月
廿
九
日
源
某
が
長
老
釣
に
伝
授
。
同
廿
九
日
晦
日
以
上
の
奥
書
本
を
以
て
加
点
。
 

虎
賁
郎
将
源
の
伝
は
明
か
で
な

い

。

平
安
朝
か
ら
鎌
倉
末
に
至
る
記
録
か
ら
帝
範
講
読
の
事
蹟
を
さ
ら
に
少
し
拾
っ
て
み
よ
う
。
上
に
あ
げ
た
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
元
亀 

ニ
年
古
鈔
本
に
は
、

「務
農
篇
」

の

「
則
競
懐
仁
義
之
心
」

の

句

の

「
懐
仁
」

の

二

字

に

「
二
字
御
諱
」

の
旁
記
が
附
し
て
あ
る
。

「
懐 

仁
」
は
一
条
天
皇
の
御
諱
で
あ
る
か
ら
、
天
皇
が
本
書
の
御
進
講
を
受
け
給
う
た
こ
と
と
拝
察
し
得
る
。
堀
河
天
皇
の
寛
治
五
年
(
一
〇 

九
一
)
、
「
正
月
十
七
日
丁
丑
、
晴
、
(
中
略
)
参
内
裏
、
依
一
日
勘
進
、
献
帝
範
」
(
「柳
原
家
記
録
'g
IEH

十
七
」}
と
見
え
る
。
平
安
末
の
稀 

代
の
好
学
者
悪
左
府
藤
原
頼
長
が
「
台
記
」
に
、

年
毎
に
そ
の
年
間
読
書
せ
る
書
名
を
列
記
し
た
条
項
が
あ
る
。

保

延

五

年

(
一
一
三 

九
、
ニ
十
歳
)

の
条
中
に
、

r

臣

軌

ニ

卷

帝

範

ニ

巻

」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
頼
長
が
、
久

安

四

年

(
一
一
四
八
)
鳥
羽
上
皇
の
四 

天
王
寺
行
幸
に
供
奉
中
の
九
月
二
十
二
日
の
条
に
、

余
与
信
西
、
依
勅
侍
屋
形
内
、
家
明
朝
臣
侍
外
、
上
問
我
朝
故
事
、
信
西
対
之
無
所
停
滞
、
余
不
加
一
言
、
中
心
為
恥
、
上
日
、
朕 

在
天
位
、
学
帝
範
於
師
在
良
朝
臣
、
又
雖
不
好
学
、
師
来
必
親
遇
之
、



一
八
六

と
録
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
、
鳥
羽
天
皇
が
菅
原
在
良
か
ら
帝
範
の
進
講
を
受
け
た
ま
い
し
こ
と
が

明
か
と
な
る
。
菅
原
在
良
は
、
式
部
大 

甫
、
鳥
羽
院
侍
読
、
文
章
博
士
、
従
四
位
上
、
贈
従
三
位
、
保

安

三

年

(
一
一
ニ
ニ
)
卒
八
十
歳
。
在
良
が
鳥
羽
天
皇
に
帝
範
を
授
け
奉 

っ
た
こ
と
は
後
掲
の
猿
投
神
社
蔵
本
の
奥
書
か
ら
も
証
し
得
る
。

「
花
園
院
宸
記
」

の
正
和
ニ
年
(
一
三
一
三
)

二
月
十
五
日
、

四
月
廿 

二
日
、
五
月
六
日
の
条
に
よ
れ
ば
、
天
皇
は
廷
臣
を
召
し
て
、
帝
範
の
御
談
義
を
行
わ
せ
ら
れ
た
。

室
町
時
代
に
入
っ
て
も
、
宮
廷
に
於
て
帝
範
の
進
講
は
行
わ
れ
た
。

「
御
湯
殿
上
日
記
」
に
よ
れ
ば
、

正
親
町
天
皇
の
永
禄
ニ
年
(
一
 

五
五
九
)
、
称
名
院
三
条
西
公
条
を
し
て
帝
範
の
談
義
を
行
わ
し
め
ら
れ
た
こ
と
が
左
の
如
く
見
え
て
い
る
。

三
月
二
日
、

せ
う
み
や
う
院
て
い
は
ん
の
御
た
ん
き
め
さ
れ
候
へ
と

お

ほ
せ
ら
る

、
、

六
日
ま
い
る
へ
き
よ
し
申

さ

る

、
、

六
日
、

雨
ふ
る
、

て
い
は
ん
の
御
た
ん
き
、
称
名
院

申

さ

る

、
、

十
一
日
、

て
い
は
ん
の
御
た
ん
き
あ
り
、

十
六
日
、

て
い
は
ん
の
御
た
ん
き

あ
り
、
お
と
こ
た
ち

み
な
'
^
ま

い

ら

る

、
、
御
所
^
^
な
り
候
、
た
け
の
う
ち
殿
も
ま
い

り
候
、
 

廿
一
日
、
て
い
は
ん
の
御
た
ん
き

あ
り
、
上
は
て

、
下
に
か

、
る
、
み
な
<

に

く

こ
ん
た
ふ
、

廿
五
日
、

て
い
は
ん
の
御
た
ん
き
け
ふ
ま
て
に
て
は
て
ま
い
ら
せ
候
、
り

し

や

う

ゐ
ん
よ

り

御
た
る
三
色
三
か
ま
い
る
、
御
た
ん
き 

過
て
、
み
な
<

に
た
ぶ
、

こ
の
時
の
帝
範
談
義
に
つ
い
て
は
、
「厳
助
往
来
記
」
に
も
、

永
禄
ニ
、
四
月
□
日
、
於
禁
中
帝
範
御
談
義
有
之
、
称
名
院
被
申
、
於
御
三
間
被
申
、
致
丁
聞
、
御
樽
進
上
之
、
三
種
三
荷
、
則
於 

御
三
間
御
盃
参
、
各
御
酒
被
下
之
、
師
弟
子袓

候
仕
、
御
酒
被
下
了
、

と

出

て

い

.
る

。



帝
範
は
朝
廷
の
み
な
ら
ず
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
、
鎌
倉
幕
府
に
於
て
も
、
将
軍
の
啓
沃
の
書
と
し
て
京
都
よ
り
招
い
た
儒
者
を
侍
読 

と
し
て
講
ぜ
し
め
た
(
臣
軌
の
項
参
照
)
。

帝
範
は
臣
軌
と
共
に
広
く
紳
士
た
る
者
の
教
養
書
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、

玄 

恵

の

「
遊
学
往
来
」
、

一
条
兼
良
の
「
尺
素
往
来
」
、
飯

尾

永
祥
の
「
撮
壌
集
」
等
の
書
籍
の
項
に
、
そ
の
書
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
所
か 

ら
も
想
像
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
が
読
書
人
の
間
に
普
及
し
重
じ
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
諸
書
の
佳
句
金
言
を
類
聚
し
て
編
纂
し 

た
中
世
時
代
の
教
訓
書
や
作
詩
文
用
類
書
類
に
本
書
か
ら
の
引
用
が
収
載
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
此
に
つ
い
て
は
、
臣
軌
の
項
に
ま
と
め
て 

述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
帝
範
講
習
の
情
況
を
さ
ら
に
、
以
下
の
現
存
の
帝
範
諸
本
を
解
題
し
な
が
ら
迪
っ
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

三現存帝範諸本

梅
沢
記
念
館
蔵
〔鎌
倉
後
期
〕
鈔

本

ニ

卷

(
以

下

「
梅
本
」
と
略
称
)

巻

上

•
巻
下
が
そ
れ
ぞ
れ
筆
者
を
異
に
す
る
補
配
本
で
あ
る
が
、
両
卷
と
も
ほ
ぼ
同
時
代
頃
の
筆
写
に
か
か
る
。
共
に
同
質
の
渋
引
縹 

色
地
紙
表
紙
、
黒
漆
塗
り
軸
を
以
て
装
訂
さ
れ
、
外
題
は
同
筆
で
「
帝

範

上

(
下
) 

智
□
」
な
る
題
簽
が
附
さ
れ
る
。

こ
の
表
紙
題 

簽
と
も
南
北
朝
室
町
初
を
下
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
卷
を
併
せ
補
っ
て
完
本
と
な
し
た
の
は
古
く
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両 

卷
と
も
テ
キ
ス
ト
•
訓
点
が
ほ
ぼ
同
系
で
あ
る
か
ら
、

或
は
も
と
も
と
寄
合
書
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。

卷
上
は
厚
手
楮 

紙
、
紙
幅
ニ
八
犍
、
界
高
ニ
三
1

ー
樞
、
界

幅

ニ

.
七
榧
。
卷
下
は
厚
手
楮
斐
交
漉
紙
、
紙
幅
ニ
八
.
ニ龌

、
界
高
ニ
三
.
四
極
、
界
幅 

ニ

*
ハ
Is
。
共
に
毎
行
十
三
字
注
小
字
雙
行
。
朱
筆
の
ヲ
コ
ト
点
(
紀
伝
点
)
.
句
点
、
墨
筆
の
訓
点
*
ハ
声
清
濁
点
(
濁

点

00
)
、
卷
上 

は
朱
筆
巻
下
は
墨
筆
の
音
訓
合
符
が
附
し
て
あ
る
。
和
訓
に
も
僅
か
な
が
ら
濁
点
を
附
す
所
が
あ
る
。
両
卷
と
も
振
仮
名
の
訓
点
に
は
ほ 

ぼ
ニ
筆
あ
り
、

一
は
本
文
と
ほ
ぼ
同
筆
同
時
の
筆
と
見
ら
れ
る
。
他
は
や
や
後
筆
で
あ
る
が
、
南
北
朝
を
下
ら
ぬ
。
後
筆
の
中
で
墨
色
が

一
八
七



一
八
八

濃
く
、
旧
点
を
上
か
ら
な
ぞ
っ
て
記
入
し
た
仮
名
点
が
あ
る
。
此
は
上
下
巻
同
筆
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

両
巻
を
補
配
し
た
後
に
加
点
さ
れ 

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
両
卷
と
も
注
文
に
は
訓
を
附
し
て
な
い
が
、
ご
く
僅
か
一
部
訓
を
記
し
た
箇
所
が
あ
る
。

両
卷
と
も
に
、
所
々
、
行
間
或
は
層
上
に
反
切
音
義
注
や
校
語
注
が
附
さ
れ
、
巻
上
に
は
紙
背
に
注
の
記
入
を
有
し
、
共
に
本
文
同
筆 

で
あ
る
。
巻
上
は
ど
う
し
た
も
の
か
、
注
文
に
空
格
に
し
て
字
が
闕
け
て
い
る
箇
所
が
多
い
。

正
注
文
の
校
語
注
に
は
、

r

ィ

」
即
ち
異 

本
、r

江
」
即
ち
大
江
本
の
符
号
を
附
す
る
も
の
と
、
所
拠
本
を
示
さ
ぬ
も
の
と
が
あ
る
。
P
読
の
中
に
はr

江
」
と
符
号
を
附
し
た
、
即 

ち
大
江
家
の
訓
説
を
記
す
所
が
か
な
り
多
い
。
本
点
本
は
、
江
家
点
本
を
参
照
し
て
い
る
が
、
次
の
書
き
入
れ
か
ら
見
て
、
他
に
式
家
本 

を
も
照
合
し
て
い
る
。

卷
下
閲
武
篇
のr

孔
—
子

日

不

二x

教
ヲ
民
戦 
一
•
是
謂
ラ
棄
一
之
。
」
(幻
|^
1 5
平
)
の
訓
に
対
し
、
層
上
に
異
訓 

を
か
か
げ
て
日
く
、

不
三
教
二
民
戦
一

私
云
任
論
語
説 

基
長
案
タ
ミ
ー一

セ
ン
ヲ
シ
へ
サ
ル

ヲ
ト
可
読
歟
云
4
 

と
。
ま
た
巻
上
の
序
の
次
に
あ
る
目
録
及
び
篇
名
に
つ
い
て
、
紙
背
注
に
、
「
以
上
江
本
無
此
目
録
但
家
本
有
之
」
「
君
体
江
本
如
此
奥
皆
无 

篇
字
」

「
君
体
篇
敦
光
本
如
此
皆
有
篇
字
」
と
記
し
、

ま
た

序

の

「
皇
天啳

命
暦
数
在
躬
」

の

「
暦
」

の
字
に
つ
い
て
、

紙

背

注

にr

歴 

1

«

と
あ
る
。
敦
光
は
式
家
の
藤
原
明
衡
の
子
、
敦
基
の
弟
、
少
納
言
、
文
章
博
士
、
正
四
位
下
、
大
頭
頭
式
部
大
甫
、
天
養
元
年
(
一
 

一
四
四
)
卒
。
基
長
は
敦
基
の
四
代
の
後
で
、
宮
内
卿
、
正

応

ニ

年

(
一
二
八
九
)
卒
。

こ
の
書
き
入
れ
か
ら
見
て
、
本
点
本
は
江
.
式 

両
家
本
に
非
ざ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
何
家
の
家
本
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
本
の
紙
背
注
に
、
序

の

「
昔
隋
季
版
蕩
海
内
分
崩
」
の
句 

の

「
崩
」

の
字
に
つ
い
て
、
「分
崩
崩
ハ
ヶ
不
読
」
と
あ
る
。r

ヶ
」
は
意
味
不
明
で
あ
る
が
、
「
家
」
即
ち
家
本
或
は
我
が
家
の
略
号
で
は 

な
い
か
と
推
定
す
る
。

こ
の
句
以
下
に
つ
い
て
、
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
鈔
本
はr

菅
本
自
隋
季
至
八
紘
御
読
不
候
」
と
旁
記
す
る
。

こ 

の
紙
背
注
は
こ
の
御
進
講
に
於
け
る
禁
忌
の
こ
と
を
注
記
し
た
ら
し
く
、
そ
う
と
す
れ
ば
、

こ
の
本
は
菅
家
本
に
属
す
る
可
能
性
が
生
ず



る
。

勿
論
菅
家
に
限
ら
ず
ど
の

博
士
家
で
も
御
読
に
侍
す
る
際
は
同
様
に
こ
の

禁
忌
を
守
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
小
林
芳
規
氏
は
、
本
鈔
本

J
V
I
、

n
M
f
e 
o

h 

> 

奢
衮

4
4
-
レ

-
隹
J
E
i
l
l

こ
へ
同
氏
著
「平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍

1|
読
の
国
語
史
的
研
究
」
第

四

章

第

)
。
_

&

ま

こ

っ 

を

1
法
の
上
力
ら
菅
家
本
と
推
定
さ
れ
ナ
广
三
項
。
本
%
に
於
け
る
同
氏
の
引
用
は
全
て
同
書
に
ょ
る
、
以

-̂書

名

省

略

)

_
宅

一
こ

(7-

鈔
本
を
菅
家
本
と
断
定
し
去
る
に
は
些
少
躊
躇
す
る
所
も
あ
る
が
、
菅
家
の
人
の
手
を
経
た
か
、
そ
の
転
写
た
る
こ
と
は
想
像
さ
れ
、
少

く
と
も
菅
家
本
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

本
鈔
本
の
紙
背
注
は
、
校

語

•
音
義
注
、
本
書
注
文
の
不
足
を
補
っ
て
更
に
敷
衍
す
る
為
め
に
、
当
該
故
事
の
諸
出
典
書
か
ら
の
引
用 

抄
録
か
ら
成
っ
て
い
る
。
音
義
は
主
に
玉
篇
と
宋
韻
(
「
朱
重
修
広
韻
」
を
指
す
ら
し
い
)
に
ょ
っ
て
い
る
。

つ
い
で
な
が
ら
、
こ
の
引
用 

書
の
中
に
、
注
目
す
べ
き
は
、

二
種
の
佚
書
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
は
上
に
紹
介
せ
る
「
太
宗
実
録
」
卅
七
の
佚
文
で
あ
り
、
 

他

は

「
典
言
」
で
あ
る
。
即
ち

典
言
云
堯
与
群
臣
到
翠
撝
之
淵
云
i

と
。

こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
九
字
の
限
り
で
は
、

帝
範
注

で

は

「
龍
魚
河
図
日
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「典
言
」
は
、

「隋
書
経
籍 

志
」
子

の

雑

に

「
典
言
四
卷
雜
顏
狀
李
」
「
典
言
四
卷饊

好
游
■
_

」
と
著
録
さ
れ
た
ぅ
ち
の
い
ず
れ
か
で
、
「
旧
唐
書
経
籍
志
」
難
家
に
は
、
 

「
典
言
四
卷1

若
等
」
、
「
新
唐
書
藝
文
志
」I

穿

に

は

「
李
穆
叔
典
言
四
巻
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
。

「朱
書
藝
文
志
」

已
下
の
諸
書
目 

に
は
見
え
ず
、

和
漢
に
伝
を
失
っ
た
亡
逸
書
で
あ
る
。

我
が
国
に
は
夙
に
将
来
さ
れ
、

「
日
本
国
見
在
書
目
録
」
雑
家
に
は
、

「典
言
四 

酿
删

齡
李
」(
I

顧舰

当
)
と
見
え
る
。

こ
の
引
文
は
佚
文
と
も
言
え
ぬ
片
言
で
あ
る
が
、

こ
の
書
が
と
も
角
我
が
国
で
使
用
さ
れ
た
こ
と 

を
示
す
証
左
と
し
て
刮
目
す
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。

猿
投
神
社
蔵
〔
南
北
朝
初
〕
鈔
本
卷
上
一
巻
(
以

下

「
猿
本
」
と
略
称
)

三

河

国

(
現
愛
知
県
豊
田
市
猿
投
)
猿
投
神
社
の
所
蔵
、
後

掲

の

「
臣
軌J

の
僚
巻
で
、
両
書
併
せ
て
一
具
と
な
っ
て
い
る
。
卷
下
を

一
八
九



一
九
〇

欠
き
、
ま
た
卷
上
も
惜
し
む
ら
く
は
、

巻
初
を
闕
き
、
序

の

「
育
黎
元
陶
均
庶
類
」
か

ら

始
る
。

未
装
訂
。

紙
幅
ニ
九
極
。

界
高
ニ
ニ 

極
、
界

幅

ニ

.
七擓

。
毎
行
十
四
字
注
小
字
毎
行
十
七
字
雙
行
。
朱
筆
の
句
点
.
ヲ
コ
ト
点
(
紀
伝
点
)
.
音
訓
合
符
.
四
声
清
濁
点
(
濁 

点

0—
)
.
人
名
符
、
墨
筆
の
訓
点
を
附
す
。
注
文
は
無
点
。
行
間
に
音
義
.
校
注
を
旁
記
し
、
眉
上
に
字
義
の
出
典
を
示
す
尚
書
.
史
記
の 

引
文
抄
録
ニ
条
が
存
す
る
。
巻
末
奥
書
に
朱
筆
を
以
て 

以
家
秘
本
朱
墨
両
点
交
合
了

と
記
す
。

こ

の

「
家
秘
本
」
と
は
何
家
の
本
で
あ
ろ
う
か
。

本
点
本
は
下
巻
を
欠
く
の
で
、

こ
の
本
の
伝
流
を
示
す
奥
書
が
元
来
あ
っ
た
か
否
か
明
か
で
な
い
。

し
か
し
こ
の
帝
範
と
僚
巻
を
な
す 

「
臣
軌
」

の
巻
末
に
は
奥
書
を
有
し
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
本
は
永
仁
ニ
年
籐
原
長
英
(
式
家
、
基
長
の
子
)
が
加
点
し
た
本
の
転
写 

で
、
長
英
本
の
祖
本
の
本
奧
書
に
日
く
、

菅
大
_
在
良
奉
授
/

鳥
羽
院
本
也

又
借
家
親
本
見
合
畢
式
部
大辅

侍
読
之
本
也\
授
柱
史
公
良
畢 

参
議
在
判 

と
。
菅
原
在
良
が
帝
範
御
講
読
に
侍
し
た
こ
と
は
「
台
記
」
か
ら
も
推
定
で
き
る
こ
と
は
上
記
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
本
亦
在
良
が
鳥
羽 

天
皇
へ
の
奉
授
本
で
あ
る
。
し

か

しr

臣
軌
」
を
至
尊
に
講
し
奉
る
こ
と
は
恐
ら
く
あ
り
得
ぬ
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
帝
範
臣 

軌
は
対
に
し
て
併
せ
て
一
具
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
元
来
こ
の
本
奥
書
は
帝
範
末
に
あ
る
べ
き
も
の
が
、

こ
こ
に
移
さ
れ
た
の
で 

あ
る
ま
い
か
。
或
は
帝
範
*
臣
軌
を
ー
聯
と
す
る
奥
書
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
柱
史
公
良
は
菅
原
公
良
な
る
ベ
く
、
在
良
の
後
胤
た 

る
公
輔
の
男
、
実
は
菅
原
為
長
の
男
、
大
内
記
、
文
章
博
士
、
大
学
頭
、
式
部
権
大
輔
、
正
三
位
、
正
元
ニ
年
薨
、
六
十
六
歳
。

こ
の
奥 

書
に
見
え
る
公
良
に
伝
授
し
た
参
議
と
は
恐
ら
く
公
良
の
実
父
た
る
菅
原
為
長
で
あ
る
ま
い
か
と
想
像
す
る
。
為
長
が
参
議
の
職
に
あっ



た
の
は
文
暦
ニ
年
か
ら
嘉
禎
ニ
年
で
、
公
良
が
柱
史
即
ち
大
内
記
に
就
任
し
た
の
は
寛
喜
三
年
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
推
定
の
如
く
こ
の 

奥

書

が

「
帝
範
」

の
そ
れ
と
す
れ
ば
、

こ
の
猿
投
本
は
菅
原
在
良
本
を
祖
と
せ
る
菅
家
本
で
あ
る
。
現
存
本
中
内
題
を
「
帝
範
卷
上
」
と 

作

っ

て

「
巻
」

の
字
の
あ
る
(st
^

a

bfi
s

附
)
の
は
こ
の
本
の
み
で
、
後
掲
の
慶
応
本
•
高
野
本
の
校
注
旁
記
に
ょ
れ
ば
、

「
巻
上
」 

に
作
る
の
はr
菅
ニ
品
本
」
た
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
菅
原
公
良
に
こ
の
本
を
授
け
た
参
議
が
鎌
倉
初
の
大
儒
た
る
菅
原
為
長
と
す 

れ
ば
、
そ
の
見
合
せ
た
家
親
本
と
い
ぅ
の
は
、
そ
の
父
長
守
の
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
式
部
大辅

侍
読
本
と
あ
る
が
、
当
時
菅
家
の
人
は
多 

く
式
部
大
輔
を
経
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
そ
れ
も
菅
家
伝
来
本
で
あ
ろ
ぅ
。

本
鈔
本
は
そ
の
本
文
•
訓
法
の
両
面
か
ら
見
て
、
菅
家
本
に
式
家
本
を
比
校
せ
る
本
と
見
て
、
矛
盾
支
障
は
見
出
さ
な
い
。
訓
読
と
校 

語
の
中
に
は
こ
の
本
も
「
江
」
と
注
記
せ
る
大
江
家
本
の
そ
れ
を
旁
記
収
載
し
て
い
る
条
が
多
い
。
帝
範
の
現
存
本
は
い
ず
れ
も
か
な
り 

の
訛
脱
を
免
れ
な
い
が
、

こ
の
本
は
他
に
比
し
て
舛
誤
が
少
く
、
現
存
古
鈔
本
中
の
最
善
本
と
称
し
得
る
。

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
応
安
元
年
(
一
三
六
八
)
鈔
本
ニ
卷
ー
軸
(
以

下

r

慶
本
」
と
略
称
)

後
補
の
梨
地
色
に
菊
花
唐
草
文
様
の
錦
表
紙
を
添
え
て
改
装
さ
れ
、
見
返
し
金
銀
切
箱
散
し
、
薄
葉
紙
を
以
て
裏
打
補
修
が
施
さ
る
。
 

紙
幅
ニ
四
.
六
樞
。
界
高
ー
九
*
ー
犍
、
界

幅
ニ
.
四
樞
。

毎
行
十
四
字
注
小
字
雙
行
。

朱
筆
の
ヲ
コ
ト
点
(
紀
伝
点
)
*
句
点
、
墨
筆 

の
訓
点
音
訓
合
符
四
声
清
濁
点
(濁

点

00
0~
?
混
用
)
が
附
し
て
あ
り
、
ま
た
合
点
を
加
え
る
こ
と
多
く
、

ヲ
コ
ト
点
に
つ
け
ら
れ
て
い 

る
場
合
も
あ
る
。

注
文
は
無
点
で
あ
る
が
、

稀
に
一
部
に
訓
点
が
附
し
て
あ
る
箇
所
も
存
す
る
。

行
間
層
上
に
、

校

注

•
音
義
注
が
多 

く
、
層
上
に
和
訓
注
や
字
義
の
出
典
書
ょ
り
の
引
用
書
入
等
が
見
ら
れ
る
。
巻

初

「
竹
裏
館
文
庫
」

の
朱
印
を
存
し
、
美
濃
竹
中
家
旧
蔵 

本
。
巻
末
に
本
文
同
筆
の
左
の
奥
書
を
有
す
る
。

応
安
元
年
十
一
月
四
日
良
賢

一
九
一



一
九
二

良
賢
の
次
行
に
列
ん
で
「
昌
運
」
な

る

別
筆
の
署
名
が
あ
る
。

こ
の
良
賢
は
清
原
良
賢
と
も
考
え
ら
れ
、
良
賢
の
廿
代
前
後
の
若
書
き
と 

推
定
し
て
も
年
代
上
は
支
障
は
な

い

。

し

か

し

清
家
の
人
が
、
官
名
や

姓
を
暑
さ
ぬ
こ

と

は

異
例
で
、
次

に

「
昌
運
」
な

る

や

や

後
人
の 

署
名
が
列
ん
で
い
る
所
か
ら
察
す
れ
ば
、
清
原
良
賢
と
は
別
人
の
僧
名
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
巻
末
の
二
葉
の
継
紙
(
昌
運
の
署
名 

が
あ
る
所
か
ら
始
ま
る
、
但
し
本
文
と
同
質
紙
)

の
末
尾
は
反
故
を
使
用
し
て
あ
り
、
そ
の
紙
背
に
、
帝
範
と
同
筆
の
筆
蹟
で
臣
軌
序
の 

数
句
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
書
き
損
じ
の
紙
を
使
用
し
た
ら
し
く
、

こ
れ
か
ら
見
る
と
、
同
一
の
手
鈔
者
が
臣
軌
も
筆
写
し
て
お
い
た
も 

の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
本
の
ヲ
コ
ト
点
は
紀
伝
の
そ
れ
で
あ
る
。
本
点
本
の
|1
読
の
特
徴
は
別
|]|
異
|1
と
見
ら
れ
る
も
の
が
他
の
現
存
鈔
本
に
比
し
て
遙 

か
に
豊
富
に
左
右
に
記
入
さ
れ
、
ま
た
校
語
の
旁
記
も
他
本
よ
り
多
く
、
多
数
の
点
本
を
比
校
せ
る
一
種
の
混
合
点
本
た
る
こ
と
が
形
式 

上
か
ら
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
比
校
本
中
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
「
江
」
の
大
江
本
が
最
も
多
く
、
他

に

「
敦
基
本
」
「
敦
本
」
「
敦
」
の 

式
家
本
、
「菅
ニ
品
本
」
「菅
」
の
菅
家
本
で
あ
る
。
小
林
芳
規
氏
は
、
本
鈔
本
の
巻
頭
題
「
帝
範
序
」

の
題
下
に
「
敦
基
本
」
と
小
字
細 

注
が
あ
り
、
内

題

が

「
帝
範
上
敦
本
」
と
書
さ
れ
、

ま
た
数
ヶ
所
に
「
敦
本
」
或

は

「
敦
」

の
注
記
が
存
す
る
点
、
且
つ
そ
の
||
法
が
氏 

の
云
う
式
家
の
訓
説
と
合
致
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
本
点
本
を
式
家
の
代
表
的
点
本
と
判
定
し
た
。
ま
た
氏
は
帝
範
に
於
け
る
菅
家
の 

代
表
的
点
本
と
断
定
し
た
猿
投
本
と
こ
の
本
と
の
訓
を
詳
細
に
比
較
類
別
さ
れ
た
。
敦
基
は
藤
原
明
衡
の
男
、
前
述
の
敦
光
の
兄
、
右
京 

大
夫
、
大
内
記
、
式
部
大
甫
、
文
章
博
士
、
正
四
位
下
、
嘉
承
元
年
卒
。

し
か
し
氏
が
こ
の
応
安
鈔
本
を
式
家
点
本
と
断
定
さ
れ
た
こ
と 

に
は
読
み
違
い
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。

式
家
本
と
断
定
す
る
最
初
の
根
拠
と
な
っ
た
巻
頭
題
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

帝
範
十
二
篇 

太
宗
撰 

敦
基
本

帝
節
^ -



つ
ま
り
右
側
の
旁
記
校
注
は
、
「
帝
範
序
」
が
藤
原
敦
基
の
本
で
は
、
「帝

範

十

二

篇

太

宗

撰

」
と
作
っ
て
あ
っ
た
こ
と
を
注
記
し
た
も 

の

と

解
す
べ
き
で
、

こ
の
本
そ
の
も
の
が
敦
基
本
で
あ
る
と
い

ぅ

こ
と
で
は
な

い

。

も
っ
と
も
こ
の
旁
記
の
書
式
で
は
「
帝
範
十
二
篇 

太
宗
撰
」
な
る
一
行
が
「
帝
範
序
」

の
前
に
一
行
記
し
て
あ
っ
た
か
、
或
は
旁
注
と
し
て
記
さ
れ
て
あ
っ
た
と
解
す
る
こ

と

も
で
き
る
。
 

い
ず
れ
に
せ
ょ
こ
の
本
は
敦
基
本
に
非
ざ
る
本
が
底
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
、
敦
基
本
は
参
照
の
一
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
明 

瞭
で
あ
る
。
氏
が
式
家
本
た
る
こ
と
の
根

拠

と

し

た

「
教
本
」
等
の
注
記
は
、r

江
本
」
等
と
同
じ
く
、
逆
に
こ
の
本
の
底
本
が
非
式
家
本 

で
あ
る
こ
と
を
示
す
根

拠

と

な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
本
が
「
帝
範
上
」

の
上
層
に
「
裏
書
云
帝
範
卷
上
菅
ニ
品
本
帝
範
上
敦
本
」
と
記

不
管

し
、
ま
た
下
巻
末
の
句
「
不
可
惜
哉
」

の
如
く 

r

菅
本
」

の
注
記
が
あ
っ
て
、
菅
家
本
も
参
照
比
校
し
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

既
述
の
通
り
、

こ
の
本
の
訓
読
は
多
く
の
訓
み
を
併
記
し
て
あ

っ

て

、

他
の
点
本
に
加
え
ら
れ
た
訓
説
の
大
部
分
が
網
羅
さ
れ
、
他
本 

に

見
ら
れ
ぬ
訓
法
も
か
な
り
多
く
存
す
る
。
そ
の
中
に
は
こ
の
本
が
他
本
に
比
し
時
代
の
降
っ
た
南
北
朝
期
の
点
本
で
あ
る
だ
け
に
、
鎌 

倉
以
前
の
古
卻
と
違
っ
た
新
P
説
も
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
本
の
底
本
と
な
っ
た
の
が
式
家
本
で
な
い
と
し
て
も
、

こ
の
本
に 

は
式
家
本
が
参
照
さ
れ
て
い
る
限
り
、
式
家
の
訓
説
を
、

「
敦
」

の
注
記
が
附
さ
れ
た
数
条
に
止
ま
る
わ
け
で
な
く
、

か
な
り
多
数
包
含 

し
て
い
る
可
能
性
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
諸
本
を
比
較
す
れ
ば
、

一
本
に
は
「
江
本
」
と
し
て
明
記
さ
れ
た
訓
説
が
、
他
本
で
は 

特
記
さ
れ
ず
に
採
ら
れ
て
い
る
例
は
極
め
て
多
い
。

r

江
説
」

の

如

く

「
某
説
」
と
し
て
特
記
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
説
が
他
と
顕
著
に
異 

る
独
自
の
|)|
説
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
の
み
特
に
注
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
小
林
氏
が
こ
の
本
の
中
か
ら
式
家
の
卻
説
と
推
定
さ 

れ
る
例
を
多
数
詳
細
に
例
示
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
等
は
こ
の
本
の
当
該
字
句
に
加
え
ら
れ
た
多
数
訓
の
中
の
一
つ
で
、
し
か
も
他
の 

伝
本
の
訓
と
共
通
す
る
も
の
が
か
な
り
多
い
。
後
に
論
ず
る
が
、
特
に
帝
範
の
訓
法
に
関
す
る
限
り
、
某
家
の
訓
説
と
選
択
識
別
す
る
こ 

と
は
珠
に
困
難
で
、
寧
ろ
危
険
と
言
っ
た
方
が
穏
当
で
あ
る
。
特
に
こ
の
本
は
訓
法
の
上
で
は
ど
の
家
本
が
主
と
な
っ
て
い
る
か
わ
か
ら

一
九
三
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ぬ
諸
家
混
合
点
本
と
称
す
べ
き
で
あ
る
。

小
林
氏
が
式
家
の
訓
説
と
し
て
掲
示
さ
れ
た
も
の
を
確
証
す
る
為
め
に
は
、

帝
範
の
他
の
諸 

伝
本
の
||
読
と
更
に
比
較
検
討
の
上
、

こ
の
本
の
含
む
多
数
の
勤
説
を
批
判
し
て
式
家
動
を
簡
択
す
る
吟
味
を
経
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
ぅ
に
思 

わ
れ
る
。

こ
の
本
の
行
間
の
旁
記
、
上
層
書
入
の
反
切
音
義
に
「
音
」

の
略
符
号
に
「
レ
」
を
使
用
す
る
。
音
義
の
引
用
書
に
書
名
を
明
記
す
る 

の

は

「集
韻
」
と

「
東
韻
」
(或

は

「
東
」
)

の
二
種
で
あ
る
。

こ

の

「
東
韻
」
は
平
安
時
代
に
漢
土
の
切
韻
諸
書
よ
り
も
盛
に
用
い
ら
れ 

た
が
今
は
佚
し
た
、
菅
原
是
善
の
撰
に
な
る
「
東
宮
切
韻
」
と
思
わ
れ
る
。
本
鈔
本
書
き
入
れ
に
は
四
条
引
か
れ
て
い
る
。

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
弘
化
三
年
小
野
保
正
摹
鈔
本
(
高
野
本
)
巻

上

一

巻

(
以

下

「
野
本
」
と
略
称
)

新
補
香
色
地
絹
表
紙
、
見
返
金
切
箔
散
し
。
紙
幅
三
四喱

。
烏
糸
欄
は
珍
し
く
、
天
と
地
に
夫
々
上
層
(
幅
ニ
*
1
ー
極
)
下

層

(
幅

7 

五
極
)
を
施
け
、
本
文
は
界
高
ニ
三
.
八
極
、
界
幅
ニ
.
七
糙
。
毎
行
ー
五
字
内
外
注
小
字
ニ
ニ
字
内
外
不
等
雙
行
。
墨
筆
の
み
を
以
て 

句

点

.
ヲ
コ
ト
点
.
訓

点

.
音
訓
合
符
*

ハ
声
清
濁
点
(
濁

点

00
、
和
訓
に
も
僅
か
な
が
ら
\\
の
濁
点
)
を
咐
し
、
行
間
上
層
に
音
義
注 

校
注
の
書
入
が
か
な
り
多
く
、
玉
云
と
し
て
玉
篇
を
引
く
所
も
あ
る
。
注
文
白
文
。
校
語
の
旁
記
や
校
注
訓
説
に
「
江
」

の
江
家
本
と
の 

参
照
注
も
書
き
入
れ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
本
は
他
に
比
し
、
音
訓
符
を
附
す
る
こ
と
詳
密
で
あ
る
。
巻
末
書
写
奥
書
に
、

右
帝
範
一
巻
以
高
野
山
古
本
摸
写
了
弘
化
三
春
小
野
保
正

題

簽

に

は

「
帝
範
高
野
本
」
と
墨
書
。

こ
の
本
は
高
野
山
本
の
忠
実
な
摸
写
で
、

こ
の
高
野
本
の
原
本
は
恐
く
鎌
會
時
代
の
書
写
に
な
る 

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
高
野
山
に
帝
範
古
鈔
本
の
存
し
た

こ

と

に
つ
い
て
は
、r

経
籍
訪
古
志
」
に
次
の
如
き
著
録
を
見
出
す
。
 

帝
範
ニ
卷
旧
鈔
巻
子
本
高
野
山
蔵

巻
首
題
帝
範
序
、
御
製
序
、
後
本
文
題
帝
範
上
、
次
行
列
書
篇
目
、
毎
行
界
長
七
寸
七
分
、
幅
八
分
半
、
行
十
三
字
、
注
雙
行
、



巻
末
不
記
鈔
校
時
月
、
致
紙
質
字
様
当
是
五
百
年
外
書
本
、
此
本
宝
素
堂
影
摸
伝
蔵
、

高
野
山
に
江
戸
時
代
ま
で
は
確
に
帝
範
古
鈔
本
が
存
し
た
こ
と
は
別
に
下
の
如
き
確
証
が
あ
る
。
江
戸
時
代
高
野
山
如
意
輪
寺
に
蔵
さ
れ 

明
治
後
高
野
山
の
正
智
院
に
移
っ
て
い
る
国
宝
弘
仁
鈔
本
「
文
館
詞
林
」
を
納
め
て
あ
る
書
櫃
の
箱
蓋
の
裏
に
江
戸
時
代
の
筆
蹟
で
次
の 

箱
書
の
紙
が
貼
っ
て
あ
る
。

法
華
三
宗
相
対
抄

第
二
、
三
、
四
、
五
、
七
、
八
、
九
、
十
1
十
四
、
十
五
、
十
九
、

二
十
已
上
十
二
軸 

帝
範
序
ニ
軸

当

時

「
文
館
詞
林
」
は
紙

背

の

「
法
華
三
宗
相
対
抄
」
が
表
に
、
「
文
館
詞
林
」
が
紙
背
と
し
て
、
相
対
抄
の
卷
次
に
ょ
っ
て
装
訂
さ
れ
て 

い
た
の
で
、
か
か
る
箱
書
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
帝
範
ニ
卷
が
と
の
箱
に
「
文
館
詞
林
」
と
共
に
納
め
ら
れ
て
い
た
答
で
あ
っ
た
。

し
か 

し
現
在
は
そ
の
存
否
が
明
か
で
な
ぃ
3

難
如
5
_
伽
針
細
神
4
«
顏
_
齡
_
照
)
。
「
経
籍
訪
古
誌
」
著
録
の
宝
素
堂
即
ち
小
島
宝
素
蔵
影
摹 

本
は
、
後
に
羅
振
玉
氏
の
架
蔵
に
入
っ
た
ら
し
く
、
氏

の

「
帝
範
校
補
」
(
「遼
居
雑
箸
」
所
収
)

の
序
に
、

甲
子
秋
予
刊
日
本
寛
文
本
帝
範
曾
拠
大
典
本
比
勘
異
同
為
校
記
一
巻
丁
卯
冬
得
日
本
小
島
氏
蔵
古
写
卷
子
本
復
為
之
校
讎
補
正
五
十 

餘
則
前
書
既
刊
行
不
可
増
入
乃
別
録
校
補
一
巻
待
他
日
重
刊
時
是
正
焉
己
已
九
月
上
虞
羅
振
玉
記 

と
言
っ
て
い
る
。

こ
の
早
大
蔵
帝
範
は
訪
古
誌
著
録
の
高
野
山
本
の
模
写
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
訪
古
誌
が
記
録
す
る
烏
糸
欄
寸
法 

と
合
致
す
る
が
、
た

だ

彼

が

「
行
十
三
字
」
と
録
す
る
の
が
此
と
異
る
の
が
些
少
不
審
で
あ
る
。
羅
氏
の
校
讎
と
殆
ど
一
致
す
る
が
、
僅 

か
相
違
す
る
所
も
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
羅
氏
の
校
_
は
か
な
り
蠢
笨
で
あ
る
。

こ
の
点
本
は
、
原
本
の
所
在
が
不
明
で
、
宝
素
堂
影
摹
本
す
ら
漢
土
に
去
っ
た
現
在
で
は
、
下
巻
を
欠
く
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
幕
末

一
九
五
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の
羣
本
な
が
ら
貴
重
な
る
存
在
で
あ
る
。

こ
の

本
も
博
士
家
点
本
の
系
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
の
家
本
か
断
定
し
難
レ
が
、
ど
ち
ら
か
と
言 

え
ば
所
謂
る
菅
家
本
に
近
い
。

国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
元
亀
ニ
年
吉
田
兼
右
手
鈔
本
ニ
巻
一
冊
(
以

下

「
国
本
」
と
略
称
)

茶

褐

色

表

紙

(
ニ
七
•
五
X

ニ
ー
•
三
極
}
。
紅
色
地
に
金
泥
の
題
簽
に
「
帝
範
上
下
」
と
題
書
。
首

に

「
宝
鈴
文
庫
」
(
フ
ラ
ン
ク
.
 

ホ
ー
レ
ィ
)

の
蔵
印
あ
り
。
単

辺

(
一
二
一
•
八
X

一
七
•
八
®
)
有
界
七
行
一
六
字
注
小
字
雙
行
。
朱
筆
句
点
•
ヲ
コ
ト
点
(
星
点
の
み
)
、
 

墨
筆
訓
点
.
音
訓
合
符
.
四
声
淸
濁
点
(
濁

点

00
)
を
附
す
。
但
し
注
文
は
稀
に
訓
点
が
あ
る
が
、
大
部
分
は
白
文
。
行
間
に
音
義
注
(
音 

の
略
符
号
「
六
」
)
•
校
語
注
、
菅
家
本
に
よ
る
進
講
の
際
の
禁
忌
を
示
す
注
を
旁
記
し
、
校

語

に

はr

ィ
」
本
と
の
校
合
、
他
本
と
同
じ 

く

校

注

•
訓
説
に
大
江
家
本
と
の
校
合
の
跡
を
示
す
注
記
が
存
す
る
。
巻
末
に
本
書
の
伝
流
を
物
語
る
奥
書
を
有
し
、
そ
の
中
途
ま
で
は 

既
に
上
に
引
用
説
明
を
加
え
た
か
ら
、
そ
の
部
分
は
省
略
し
て
、
既
に
引
用
せ
る
奥
書
の
末
行
よ
り
左
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

右
奥
書
任
本
書
写
之
了

文
明
十
二
年
菊
月
従
翰
林
学
士
長
直
朝
臣
被
見
此
本
予
本
紛
失
之\

間
自
重
陽
建
筆
五
六
日
間
書
之
大
卿
菅
判 

同
廿
三
日
加
朱
墨
点
以
他
本
重
加
校
合
者
是
也
但
於
注
朱
墨
共
無
点\

間
追
可
加
筆
者
也

同
甘
六
日
以
相
伝
秘
本
校
合
之
以
朱
点
之
以
朱
懸
点
分
今
日
校
合
本
之
説
也\

不
可
出
窓
下
不
可
許
外
見
耳 

諫
議
大
夫
大 

府
卿

菅

判

(
此
条
朱
筆
)

同
十
二
年
初
冬
十
八
日
以
海
住
山
本
校
合
之
了 

楽
水
判 

(
以
下
別
葉
)

元
亀
二
三
十
以
高
辻
黄
門
長
雅
卿
之
家
本
遂
書
功
件
奥
書
累
代\

之
秘
本
炳
焉
也
但
非
无
疑
惑
仍
同
四
十
七
以
万
里
亜
相
惟
房
卿



旧
本\

比
校
之
違
失
太
多
注
付
了 

右
兵
衛
督
兼
右

こ
の
本
を
書
写
し
た
右
兵
衛
督
兼
右
は
吉
田
(
卜
部
)
兼
右
で
、
清
原
宣
賢
の
次
男
、
父
の
実
家
の
神
祇
の
家
た
る
吉
田
家
を
継
ぎ
、
右 

兵
衛
督
、
神
紙
大
副
、
従
二
位
、
元
亀
四
年
薨
(
五
十
八
歳
)
。
既
に
考
証
し
た
如
く
、

こ
の
本
は
、

弘
安
九
年
に
南
家
本
を
書
写
し
更 

に
菅
家
本
を
以
て
見
合
せ
た
本
を
、
文
明
十
二
年
九
月
に
、
諫

議

大

夫

(
参
議
)
大

府

卿

(
大
蔵
卿
)
菅
原
顕
長
が
、
翰
林
学
士 

(
文
章 

博
士
)
菅

原

長

直

(参
議
、
式
部
大辅

、
権
大
納
言
、

正
二
位
、

大
永
ニ
年
募
)

か
ら
借
鈔
加
点
し
、

更
に
他
本
を
以
て
校
合
、

そ
れ 

に
相
伝
の
秘
本
(菅
家
本
)
を
以
て
校
合
し
、
そ
れ
に
は
朱
を
以
て
合
点
を
附
し
た
。
現
に
こ
の
本
に
も
朱
で
合
点
が
附
さ
れ
て
あ
る
。
 

そ
れ
を
更
に
同
年
初
冬
楽
水
が
海
住
山
家
の
本
を
以
て
校
合
し
た
。
顕
長
は
少
納
言
、
参
議
、
大
蔵
卿
、
正
三
位
、
文
明
十
二
年
出
家
し 

た
。
海
住
家
本
と
校
合
し
た
楽
水
の
伝
は
不
明
で
あ
る
が
、
尊
卑
分
脉
に
ょ
れ
ば
、
菅
原
顕
長
は
文
明
十
二
年
出
家
、
法

名

知

雄

(
一
本 

知
祐
)
と
あ
る
が
、
或
は
楽
水
は
顕
長
の
法
号
で
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
菅
原
顕
長
本
を
吉
田
兼
右
が
元
亀
ニ
年
高
辻
(
菅
原
)
長

雅

(
文 

章
博
士
、
式
部
大
甫
、
権
大
納
言
、

正
二
位
、

天
正
八
年
薨
)

の
家
本
に
ょ
っ
て
書
写
し
、

更
に
万
里
小
路
惟
房
(
権
大
納
言
、

内
大 

臣
、
正
二
位
、
元
亀
四
年
薨
)

の
本
を
以
て
比
校
し
注
付
け
を
行
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、

こ
の
点
本
は
平
安
後
期
か
ら
室
町
未
に
至
る
ま
で
各
家
の
比
校
を
経
た
本
で
あ
る
。

こ
の
本
の
基
本
と
な
っ
た
の
は
、
 

既
に
述
べ
た
如
く
南
家
の
本
で
、
そ
れ
に
菅
家
本
を
以
て
比
校
し
た
も
の
で
あ
る
。
菅
家
本
と
い
っ
て
も
、
元
来
は
藤
原
光
範
の
南
家
本 

を
書
写
し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
大
江
匡
房
の
説
と
式
家
本
を
見
合
せ
書
き
入
れ
し
た
本
で
、
基
本
は
同
様
南
家
本
で
、
両
本
と
も
祖
を
迎 

れ
ば
同
系
で
あ
る
。

こ
の
兼
右
書
写
本
は
、
文
明
十
二
年
に
楽
水
が
他
本
•
相

伝

の
秘
本
(
菅
家
本
の
一
か
)
、

並
に
海
住
家
本
を
以
て 

校
讎
し
、
更
に
兼
右
が
万
里
小
路
家
蔵
旧
本
で
比
校
を
加
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
使
用
さ
れ
た
諸
校
合
本
が
い
か
な
る
本
で
あ 

る
か
明
か
で
な
い
が
、
相
伝
の
秘
本
と
校
合
し
た
際
に
加
え
た
と
い
う
合
点
は
こ
の
本
に
も
移
さ
れ
て
あ
り
、
そ
の
校
語
訓
説
は
ほ
ぼ
前

一
九
七



一
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掲
諸
本
の
訓
読
の
中
に
存
す
る
も
の
と
合
致
す
る
所
が
多
い
。

こ
の
如
く
見
来
れ
ば
、

こ
の
本
は
南
家
本
を
基
礎
に
し
た
諸
家
混
合
本
と 

看
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
兼

右

が

「
件
奥
書
累
代
之
秘
本
炳
焉
也
」
で
は
あ
る
が
、
「伹
非
无
疑
惑
」
と
言
っ
た
如
く
、
長
い
年
月
に
亘
る 

転
写
に
転
写
を
重
ね
て
来
て
い
る
だ
け
に
、
旧
形
を
損
い
、
偽
訛
を
犯
す
所
が
あ
る
の
は
免
れ
難
い
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
本
の 

系
統
が
現
存
伝
本
の
中
で
は
最
も
多
い
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
〔
江
戸
前
期
〕
鈔
本
ニ
卷
一
冊
(
以

下

「
正
親
町
本
」
と
略
称
)

縹

色

表

紙

(
二
八
•
五X
ニ
ー
榧
)
。
字
面
高
さ
約
二
三
榧
。

毎
半
葉
七
行
行
一
六
字
注
小
字
雙
行
。

朱
筆
句
点
•
ヲ
コ
ト
点
(
星
点 

の
み
)
、

墨
肇
訓
点
.
音
訓
合
符
.
四
声
清
濁
点
(
濁

点

00
)
を
附
し
、

注
文
は
訓
点
を
加
え
た
箇
所
が
僅
に
存
す
る
の
み
で
大
部
分
無 

点
。
行
間
の
校
語
音
義
の
旁
記
等
全
て
前
掲
本
に
同
じ
。
表
紙
右
肩
に
「
真
年
遺
書
」
と
上
に
横
書
せ
る
書
標
を
貼
り
、
巻

首

に

「
正
親 

町
蔵
」

の
卵
形
朱
印
、

r

読杜
一
:

堂
」

の
朱
印
が
あ
る
。
即
ち
正
親
町
家
•
鈴
木
真
年
.
寺
田
望
南
旧
蔵
本
で
あ
る
。

後
掲
の
国
立
国
会 

図
書
館
蔵
臣
軌
と
僚
巻
を
な
し
て
い
る
。
巻
末
奥
書
は
、
前
掲
国
本
と
同
じ
で
、
た
だ
末
尾
の
元
亀
ニ
年
の
右
兵
衛
督
兼
右
の
奥
書
が
な 

く
、
「
文
明
十
二
年
初
冬
云
々
楽
水
判
」
に
止
り
、

そ
の

前

行

の

「
同
廿
六
日
以
相
伝
秘
本
云
々
」
の
朱
筆
の
ニ
行
が
な
く
、

こ
の
一
一
行 

分
が
空
い
て
い
る
。

こ
の
本
は
前
掲
国
本
と
同
系
で
あ
っ
て
、
行
款
か
ら
旁
記
書
き
入
れ
に
至
る
ま
で
鈔
手
の
誤
写
を
除
い
て
は
両
本
全
く
一
致
す
る
。
た 

だ
異
る
所
は
、

こ
の
本
の
奥
書
に
、
彼
に
あ
る
相
伝
の
秘
本
を
以
て
校
合
し
そ
れ
に
は
合
点
を
加
え
た
と

い

う

条
を
欠
い
て
い
る
通
り
、
 

彼
に
合
点
が
附
さ
れ
た
訓
説
が
此
に
は
全
然
欠
く
か
、
或
は
合
点
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ

と

で

あ
る
。
ま
た
僅
か
で
あ
る
が
、
朱
筆
を 

以
て
旁
記
さ
れ
た
校
語
が
あ
る
が
、
此
は
彼
に
は
な
い
。

こ
の
朱
筆
校
語
の
み
は
文
明
年
間
の
も
の
で
は
な
く
、
後
人
の
書
き
入
れ
で
あ 

ろ

う

。



神
宮
文
庫
蔵
〔
江
戸
前
期
〕
鈔
本
ニ
卷
一
冊
(
以

下

「
神
本
」
と
略
称
)

後

掲

の

「
臣
軌
」
と
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
栗

皮

表

紙

(
三
〇

•
五
>
<
ニ
ー
極
)
。

字
面
高
さ
約
ニ
五龌

。

毎
半
葉
七
行
行
ー
六
字
注
小 

字
雙
行
。
朱
筆
句
点
.
朱

引

.
ヲ
コ

ト

点

(
星
点
の
み
)
、
墨
肇
訓
点
.
音
訓
合
符
.
四
声
清
濁
点
(
濁

点

00
)
を
附
す
。
注
文
は
朱
引
.
 

墨
訓
点
を
附
せ
る
所
が
他
本
に
比
し
て
多
い
。
行

間

•
層
上
に
音
義
.
校
語
等
の
書
入
が
多
い
。
巻
初
に
御
巫
家
の
蔵
印
あ
り
。
巻
末
奥 

書
は
前
掲
国
本
に
同
じ
く
、

た
だ
、

国
本
の
奥
書
の
末
の
「
元
亀
ニ
云
々
」

の
兼
右
の
奥
書
の
次
に
、

清
原
国
賢
の
左
の
奥
書
を
有
す 

る
。

天
正
八 
> 
中
旬
雇
或
筆
令
写
之
同
廿
五
日
以
朱
墨
点
之
右
奥
書
等\

任
本
不
違
一
字
写
之 

少
納
言
清
原
朝
臣
国
賢 

国
賢
は
清
原
宣
賢
の
孫
た
る
枝
賢
の
男
、
少
納
言
、
大
蔵
卿
、
従
三
位
、

慶
長
十
九
年
卒
(
七
十
一
歳
)
。

こ
の
本
は
国
賢
の
原
本
で
な 

く
、
そ
の
転
写
で
あ
る
。
狩
谷
掖
斎
も
こ
れ
と
同
じ
臣
軌
と
併
せ
た
国
賢
本
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
「
経
籍
訪
古
誌
」
に

「
帝
範
ニ
巻
、
 

臣
軌
ニ
卷

旧

鈔

本

求
古
楼
蔵
」
と
い
ぅ
著
録
が
あ
る
。
但
し
掖
斎
蔵
本
は
現
在
所
在
不
明
で
、
そ
れ
が
国
賢
原
本
か
そ
の
転
写
か
は
知
り 

得
ぬ
が
、
恐
ら
く
転
写
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
掖
斎
は
寛
文
刊
本
に
こ
の
国
賢
本
を
以
て
校
訂
の
書
き
入
れ
を
加
ぇ
て
お
り
、
刊
本 

の
奥
書
に
も
、

こ
の
本
の
奥
書
を
以
て
校
し
、
且
つ
補
記
し
て
い
る
。
掖
斎
の
書
き
入
れ
に
ょ
れ
ば
、
元
亀
ニ
年
の
条
末
に
「
右
兵
衛
督 

兼
右
」

の
署
名
が
な
く
、
国
賢
の
奥
書
が

天
正
八 
>
中
旬
雇
或
筆
令
写
之
同
廿
五
日
以
朱
墨
点\

之
右
奥
書
等
右
兵
衛
督
兼
右
任
本
不
違
一
字
写
之\

少
納
言
清
原
朝
臣
国
賢 

と

な

っ

て

い
る
、

「右
兵
衛
督
兼
右
」

の
六
字
前
行
に
在
る
べ
き
の
が
誤
っ
て
こ
の
行
に
混
入
し
た
の
で
あ
る
。

此
は
掖
斎
ら
し
か
ら
ぬ 

誤
読
で
あ
る
が
、

こ
の
本
も
同
様
で
あ
っ
て
、

こ
の
条
の
奥
書
の
書
き
方
が
、

伹
非
无
疑
惑
仍
同
四
十
七
以
万
里
亜
相
惟
房
卿
旧
本
比
校
之
違
失
太
多
注
付
了

一
九
九



ニ
〇
〇

天
正
八
ミ
中
旬
雇
或
筆
令
写
之
同
廿
五
日
以
朱
墨
点
之
右
奥
書
等
右
兵
衛
督
兼 

右
任
本
不
違
一
字
写
之 

少
納
言
清
原
朝
臣
国
賢 

と
な
っ
て
い
て
、

一
見
掖
蕾
が
記
し
た
如
く
読
み
と
れ
る
よ

う

に

紛
し
く
書
写
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
本
は
前
掲
国
本
の
吉
田
兼
右
鈔
本
を
清
原
国
賢
が
重
写
し
た
本
で
、

従

っ

て

訓

読

•
旁
記
書
入
れ
も
悉
く
忠
実
に
移
写
し
て
あ 

る
。

し
か
し
僅
か
で
あ
る
が
、
後
に
附
し
た
校
勘
記
に
明
か
な
如
く
、
本
注
文
に
文
字
の
出
入
が
あ
る
。
そ
の
多
く
は
兼
右
本
の
靴
1
|
を 

訂
し
た
箇
所
で
、
国
賢
が
校
讎
を
施
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
国
賢
本
に
は
層
上
に
、
兼
右
本
に
は
な
い
音
義
及
び
注
文
の
故
事 

を
補
足
す
る
故
事
の
出
典
よ
り
の
引
用
抄
録
が
補
記
さ
れ
て
い
る
。
此
等
注
記
は
国
賢
が
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
〔
江
戸
〕
鈔
本
ニ
卷
一
冊

栗

皮

色

表

紙

(
二
八X

ニ
〇
榧
)
。
単

辺

(
ニ
〇
x

一
六
•
四
樞
)
無
界
、

毎
半
葉
七
行
毎
行
一
六
字
注
小
字
雙
行
、

朱
点
朱
引
を
施 

し
、
序
の
み
訓
点
あ
り
。
前
掲
の
清
原
国
賢
奥
書
本
と
全
く
同
系
同
種
本
で
、
行
間
層
上
の
書
入
も
同
じ
よ
う
に
移
写
し
て
あ
る
。
た
だ 

訓
点
は
附
さ
ず
、
序
の
正
文
.
注
文
の
訓
は
ほ
ぼ
寛
文
刊
本
に
同
じ
く
、
ま
た
寛
文
刊
本
と
対
校
し
た
思
わ
れ
る
朱
筆
(
序
の
み
藍
筆
を 

混
ゆ
)

の
校
字
を
附
す
。
誤
写
が
多
く
、
そ
れ
等
の
多
く
は
朱
筆
で
訂
さ
れ
て
あ
る
。
奥
書
の
「
同
十
二
年
…
…
以
海
住
山
本
校
合
之
了
」 

の

条

の

「
住
」

の

字

が

「
注
」
に
誤
る
。
掖

斎

書

入

も

「
注
」
に
作
っ
て
あ
る
。
此
か
ら
見
る
と
掖
斎
所
蔵
国
賢
奥
書
本
も
国
賢
原
本
で 

は
な
く
、
重
写
本
で
あ
っ
た
ろ

う

と

想
像
す
る
。

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
天
保
ニ
年
菅
原
聰
長
鈔
本
ニ
卷
(
無
注
)

一
冊
(
以

下

「
坊
本
」
と
略
称
)

縹

色

表

紙

(
一
一
六
•
七X

一
九
•
五
極
)
。
今
紙
繕
で
仮
綴
に
し
て
あ
る
が
、
元
来
包
背
装
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
字
面
高
さ
約
二
三
極
。
 

毎
半
葉
五
行
行
一
三
字
。
墨
筆
訓
点
音
訓
合
符
を
附
し
、
行
間
校
注
を
旁
記
し
、

「
江
」
の
校
語
.
訓
説
を
掲
げ
る
所
が
多
い
。

巻
首
に



「
紀
伝
之
家
」
「東
坊
城
蔵
書
記
」
「快
馬
渡
河
」
「
刀
水
書
屋
所
蔵
図
書
記
」

の
朱
印
あ
り
、
東

坊

城

(
菅
原
)
家

•
渡
辺
刀
水
旧
蔵
本
。 

巻
末
奥
書
に
日
く
、

書
本
云承

元
ニ
年
四
月
廿
三
日
書
写
早

以
ニ
品
戸
部
光
範
本
移
点
早 

菅
原
淳
高

長
寛
ニ
年
正
月
廿
八
日
奉
授
主
上
已
訖
\ 

式
部
大辅

藤
永
範

寛
治
八
年
七
月
十
六
日
於
楊
梅
亭
点
早
尤
可
秘
蔵
而
已\

 

藤
永
実

承
安
元
年
七
月
廿
四
日
御
読
早
此
書
奉
授
ニ
代\

聖
主
早
家
之
重
宝
也
従
三
位
行
宮
内
卿
兼
式
部
大辅

藤
永
範 

建
久
三
年
六
月
十
五
日
御
読
早
此
書
継
家
蹤
己
及
聖
主
三
代
誠
是
家
之
秘
本
也
正
四
位
下
行
式
部
大辅

籐
朝
臣
光
範 

此
本
見
合
江
家
本
云
e

件
書
上
巻
云 

康
平
三
年
五
月
五
日
点
之 

礼
部
郎
中
江
匡
房 

同
下
巻
云

康
平
三
年
五
月
六
日
点
之 

治
部
少
丞
江
匡
房 

元
仁
ニ
年
三
月
廿
五
日
侍
御
読
早\

 

翰
林
学
士
菅
淳
高 

已
上
書
本
奥
書
也

永
享
十
一
年
正
月
十
七
日
以
証
本
書
写
早
則
加
点
旱

帝
範
ニ
卷
齡
ー
以
権
大
納
言
家
厚
\
卿
所
蔵
古
写
本
手
写
之
比
今
本
ー
.|ー_
«
殿
1
紅衬

本
最
佳
加
之
旁
付
江
家
\
之
説
頻
存
古
体
可
謂 

吾
家
之
珎
\
宝
也
天
保
ニ
年
二
月
右
大
弁
兼\

勘
解
由
長
官
菅
原
聰
長

ニ
◦

一



ニ
〇

ニ

書
写
者
の
菅
原
(
東
坊
城
)
聰
長
は
尚
長
の
男
、
文
久
元
年
薨
。
聰
長
は
花
山
院
家
厚
(
文
久
ニ
年
薨
)
所
蔵
永
享
十
一
年
鈔
本
を
以
て 

書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
本
は
、

以
上
の
奥
書
か
ら
、

前
掲
国
本
が
校
合
に
使
用
し
た
菅
原
淳
高
本
に
該
当
す
る
こ
と
が
判
明
す 

る
。

し
か
し
こ
の
淳
高
本
も
本
鈔
本
の
こ

の

本
奥
書
に
よ
っ
て
元
来
は
南
家
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
一
層
明
瞭
に
な
る
。
し

か

し

同
系
本
の 

答
で
あ
る
国
本
と
は
か
な
り
出
入
が
あ
る
。

こ
の
本
は
後
世
の
書
写
で
あ
る
か
ら
誤
字
が
多
く
、
特
に
訓
読
に
於
て
は
ど
れ
だ
け
旧
姿
を 

と
ど
め
て
い
る
か
疑
問
が
あ
る
が
、
大
体
は
古
訓
を
と
ど
め
て
お
り
、
江
家
本
と
の
校
注
.
訓
説
の
校
合
が
他
本
に
比
し
や
や
詳
し
く
、
 

帝
範
の
校
合
訓
説
上
参
照
に
足
る
一
点
本
で
あ
る
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
(
清
原
文
庫
)
蔵
慶
長
四
年
清
原
秀
賢
手
鈔
本
ニ
卷
一
冊
(
以

下

「
京
本
」
と
略
称
)

茶

褐

色

表

紙

(
二
八X

ニ
ー擓

)
。
表

紙

左
肩
に
「
帝
範
合
部
」
と
題
書
。
単

辺

(
ニ
五

•
八X

一
六
•
八
極
)
有
界
八
行
毎
行
一
四
字 

注
小
字
雙
行
。
天
に
欄
眉
を
広
く
と
り
、
そ
の
幅
九
.
八
極
。
所
々
に
朱
引
を
加
え
、
墨
筆
の
訓
点
音
訓
合
符
を
本
文
注
文
共
に
附
す
。
 

巻

首

に

「
天
師
明
経
儒
」
「
舟
橋
蔵
書
」

の
朱
印
あ
り
。
巻
末
に
清
原
秀
賢
自
筆
の
左
の
奥
書
を
有
す
る
。

右
一
冊
者
苟
人
君
之
儀
則
也
如
書
出
一
箇
賢
君
矣
\
於
于
爰
或
人
為
雖
需
講
説
的
本
之
無
相
持
仍
旁
求\

数
本
考
正
之
尚
有
不
詳
其 

餘
者
臆
思
之
所
及
推
而
以\

改
易
求
的
本
可
訂
正
者
也 

慶
長
四
暦
屠
維
大
淵
献
且
月
中
旬
吏
部
郎
中
清
原
秀
賢 

次
に
朱
筆
を
以
て

右
以
数
本
雖
校
考
之
都
而
無
真
本
注
所
引
之
書
多
以
尋
求\

収
得
者
十
八
九
其
次
加
首
書
早 

清
原
秀
賢
は
国
賢
の
男
、
式
部
少辅

、
慶
長
十
九
年
卒
四
十
歳
、
博
士
家
の
掉
尾
を
飾
っ
た
明
経
博
士
。

こ
の
本
は
他
の
諸
本
と
比
較 

す
る
に
、
ほ
ぼ
前
掲
の
吉
田
兼
右
•
清

原
国
賢
本
に
拠
り
、
そ
れ
に
秀
賢
が
独
自
の
判
断
で
校
訂
改
易
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
校



書
の
法
は
、
奥
書
に
秀
賢
が
自
ら
記
し
た
如
く
、
真
の
証
本
と
認
め
得
る
本
を
見
出
し
得
な
い
の
で
、
数
本
を
校
合
し
て
詳
な
ら
ざ
る
所 

は
推
し
て
改
易
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
推
定
は
、

で
き
る
だ
け
そ
の
字
句
の
出
典
に
基
い
て
勘
校
し
、
特
に
注
文
は
引
用
書
の
原 

典
と
校
合
し
た
こ
と
で
、

そ
の
努
力
の
結
果
が
、

字
句
の
出
典
や
注
文
を
補
う
諸
書
か
ら
の
引
用
抄
録
が
眉
欄
へ
の
標
記
と
な
っ
て
い 

る
。
従
っ
て
こ
の
秀
賢
本
は
諸
本
の
訛
字
が
正
さ
れ
、
特
に
注
文
の
引
用
文
は
原
典
と
照
合
し
て
補
正
さ
れ
た
所
が
多
く
、
文
義
の
通
じ 

易
い
校
本
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
注
に
引
用
さ
れ
る
場
合
、
必
し
も
原
文
が
正
確
忠
実
に
掲
載
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
寧
ろ
節
録
«
除 

が
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
校
勘
の
法
は
往
々
旧

形
を
損
い
易
い
危
険
性
を
有
す
る
。

こ
の
本
は
そ
の
意
味
で
あ
く
ま
で 

秀
賢
校
本
と
言
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
帝
範
校
勘
上
参
考
に
資
す
る
所
大
で
あ
る
が
、
必
し
も
附
注
帝
範
の
旧
に
忠
実
で
あ
る
と
は
保
証
し 

得
な
い
。

島
原
市
公
民
館
松
平
文
庫
蔵
〔
江
戸
前
期
〕
鈔
本
ニ
卷
一
冊
(
以

下

「
島
本
」
と
略
称
)

淡
茶
褐
色
墨
流
表
紙
(
ニ
九
>
<
ニ

〇

.
五喱

)
。

字
面
高
さ
約
ニ
ニ
榧
。

毎
半
葉
八
行
行
ー
九
字
注
文
小
字
雙
行
。
墨
筆
を
以
て
訓
点 

を
附
し
、
注
文
は
無
訓
。
首

に

「
島
原
秘
蔵
」
、
尾

に

「
尚
舎
源
忠
房
」

「
文
庫
」
(陰

刻

•
楕
円
形
)

の
蔵
印
あ
り
。

江
戸
前
期
の
蔵
書 

家
島
原
藩
主
松
平
忠
房
旧
蔵
本
。

奥
書
が
な
い
の
で
、

こ
の
本
の
伝
流
を
明
か
に
し
難
い
が
、
そ
の
訓
読
は
か
な
り
古
訓
を
と
ど
め
な
が
ら
、
室
町
末
近
世
初
の
訓
法
に 

な
っ
て
い
る
所
が
多
い
。

テ
キ
ス
ト
•
訓
読
共
に
寛
文
刊
本
に
共
通
す
る
所
が
多
く
、
江
戸
前
期
に
行
わ
れ
た
帝
範
流
布
本
と
言
い
得
よ 

う
か
。
古
鈔
本
に
比
べ
る
と
、
訛
字
誤
脱
が
多
い
。

内

閣

文
庫
蔵
〔
江
戸
前
期
〕
鈔
本
ニ
卷
一
冊
(
以

下

「
林
本
」
と
略
称
)

淡

香

色

表

紙

(
ニ
七
.
八X

一
八
•
七
極
)
。
表

紙

左
側
に
「
帝

範

上

下

全

」
と
題
書
。

字
面
高
さ
約
ニ
ー
極
。

毎
半
葉
八
行
行
一

ニ
〇
三



ニ
〇
四

九
字
注
小
字
雙
行
。
本
文
に
墨
訓
点
を
附
し
、
注
文
は
無
訓
。
巻

首

に

「
林
氏
蔵
書
」
「
弘
文
学
士
館
」
(陰
刻
)
「
浅
草
文
庫
」
、
表
紙
及 

び

巻

尾

に

「
昌
平
坂
学
問
所
」

の
印
を
有
す
る
。
林
家
旧
蔵
本
。

こ

の

本
は
行
款
か
ら
、
訓

読
•
誤

写

に

至
る
ま

で

前
掲
本
と
同
一
の
同
種
本
で
あ
る
。
こ

の

本

は

「
経
籍
訪
古
志
」
に

「
又

〔
帝
範
〕 

旧

鈔

本

林

祭

酒

蔵

」

と

著

録

さ

れ

た

本

に

該

当

す

る

よ

ぅ

で

あ

る

。

東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〔
江
戸
〕
鈔
本
ニ
卷
一
冊

渋
引
淡
香
色
表
紙
(
ニ

六

•
七
>
<
ー
八
.
ー
犍
)
。

原
装
の
上
に
ボ
ー
ル
厚
紙
の
覆
表
紙
を
附
し
て
洋
装
製
本
に
仕
立
て
て
あ
る
。

字 

面
高
さ
約
ニ
ニ
犍
。
毎
半
葉
七
行
各
行
ー
六
字
注
小
字
雙
行
。
正
文
に
の
み
墨
訓
点
を
附
す
る
が
、
上
卷
の
納
諫
篇
の
前
半
ま
で
は
、
墨 

筆
と
は
別
手
の
朱
筆
を
以
て
、
正

•
注
文
に
朱
句
点
朱
引
を
附
し
、
且
つ
注
文
に
も
朱
筆
で
訓
点
を
施
す
所
も
あ
り
、
ま
た
古
訓
説
の
別 

訓
や
明
瞭
な
訛
脱
を
朱
筆
で
校
字
旁
記
し
て
あ
る
。
「
正
斎
蔵
」

「
坂
田
文
庫
」

「南
葵
文
庫
」
等
の
蔵
印
を
有
し
、
近
藤
正
斎
•
南
葵
文 

庫
旧
蔵
本
で
あ
る
。

こ
の
本
は
前
掲
島
本
•
林
本
と
テ
キ
ス
ト
•
訓
点
共
に
同
系
同
種
で
あ
る
。
た
だ
島
本
•
林
本
が
下
巻
の
注
文
の
「
某
日
」

の
日
を
殆 

ど
云
の
字
に
作
る
が
、
此
は
他
の
諸
本
と
同
じ
く
日
に
作
り
、
少
し
く
誤
字
が
訂
せ
ら
れ
て
い
る
違
い
が
あ
る
。
上
巻
の
前
半
は
他
の
古 

鈔
本
系
の
本
と
校
合
し
た
ら
し
く
、
本
文
と
は
別
手
の
朱
筆
で
校
注
.
訓
説
が
補
記
さ
れ
て
い
る
。

寛
文
八
年
跋
刊
ニ
卷
ニ
冊
(
一
冊
本
は
後
刷
)

臣
軌
ニ
巻
と
共
に
、
寛
文
八
年
の
柳
谷
散
人
埜
子
苞
父
(
野
間
静
軒
)

の
跋
を
附
し
て
、
京
都
の
林
和
泉
掾
か

ら

板
行
さ
れ
た
本
で
、
 

江
戸
時
代
以
来
最
も
流
布
し
た
本
で
あ
る
。
跋

文

•
刊
記
は
臣
軌
の
巻
末
に
附
し
て
あ
る
。

こ
の
帝
範
の
奥
書
は 

件
書
上
巻
云
\
康
平
三
年
五
月
五
日
点
之
礼
部
郎
中
江
匡
房



同
下
巻
云
\
康
平
三
年
五
月
六
日
点
之
治
部
少
丞
江
匡
房 

寛
治
八
年
七
月
十
六
日
於
楊
梅
亭
点
了
尤
可\

秘
蔵
而
已 

藤
永
実 

長
寛
ニ
年
正
月
甘
八
日
奉
授
主
上
已
訖 

式
部
大
輔
藤
永
範

承
安
元
年
七
月
廿
四
日
御
読
畢
此
書
奉
授
\

一
代
聖
主
早
家
之
重
宝
也
/

従
三
位
行
宮內

卿
兼
式
部
大
輔
藤
永
範 

建
久
三
年
六
月
十
五
日
御
読
畢
此
書
継
家
蹤
\
已
及
聖
主
三
代
誠
是
家
之
秘
本
也\

 

正
四
位
下
行
式
部
大辅

藤
原
朝
臣
光
範 

承
元
ニ
年
四
月
甘
三
日
書
写
畢
\

以
ニ
品
戸
部
永
範
本
移
点
畢 

菅
原
淳
高 

元
仁
ニ
年
三
月
廿
五
日
侍
御
読
畢
\ 

翰
林
学
士
菅
淳
高

こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、

こ
の
本
は
前
掲
国
本
と
元
来
は
同
祖
同
系
本
で
あ
る
。

し
か
し
出
入
が
甚
だ
多
く
、
寧
ろ
前
掲
島
本
•
林
本
に
近 

い
。
誰
»
が
比
較
的
少
く
な
っ
て
い
る
の
は
恐
ら
く
上
梓
に
際
し
て
、
校
訂
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鄧
点
は
王
朝
以
来
の
古 

訓
の
跡
を
と
ど
め
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
室
町
期
の
名
残
り
を
と
ど
め
な
が
ら
江
戸
時
代
の
訓
読
に
至
る
過
渡
期
の
訓
点 

で
あ
っ
て
、
本
文
と
同
じ
く
島
本
•
林
本
の
そ
れ
に
相
互
に
共
通
し
て
い
る
所
が
あ
っ
て
近
い
。
本
書
は
江
戸
後
期
ま
で
刷
印
が
続
け
ら 

れ
、
多
数
流
布
し
伝
本
が
極
め
て
多
い
。
江
戸
時
代
に
、

こ
の
寛
文
刊
本
に
拠
っ
た
翻
印
本
に
は
、
臣
軌
と
共
に
文
化
九
年
発
行
さ
れ
た 

弘
前
藩
稽
古
館
刊
木
活
字
本
(
大
本
、
四
周
雙
辺
無
界
毎
半
葉
一
二
行
毎
行
一
九
字
)

一
冊
が
あ
る
。
無
注
の
正
文
の
み
で
、
明
か
な
誤 

字
は
訂
し
て
あ
る
。

こ
の
本
伝
本
稀
れ
、
筆
者
の
管
見
に
入
っ
た
の
は
、
慶
應
義
塾
斯
道
文
庫
•
弘
前
市
立
図
書
館
•
京
都
若
林
正
治
氏 

の
蔵
本
の
み
で
あ
る
。
明
治
後
或
は
民
国
後
に
出
版
さ
れ
た
帝
範
の
い
ず
れ
も
皆
こ
の
寛
文
本
に
拠
っ
て
い
る
。

こ

の

寛
文
刊
本
に
狩
谷
掖
斎
が
校
合
並
に
解
題
の
書
き
入
れ
を
加
え
た
本
は
既
に
度
々
引
用
し
た
が
、
こ

こ

に

解
説
を
附
記
す
る

。

こ 

の

本
は
徳
富
氏
成篑

堂
旧
蔵
本
で
、
今
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
。
原
本
を
閲
覧
し
得
ぬ
の
で
、
大
正
四
年
民
友
社
刊
影
印
本
に
よ
っ
て
説
明

ニ
〇
五



ニ
〇
六

す
る
。
帝
範
巻
末
の
識
語
に
、

享
和
3
年
八
月
廿
日
以
武
英
殿
聚
珍
版
書
所
収\

本
比
讎
畢 

狩

谷

望

之

(朱
筆
)

文
化
七
年
八
月
二
日
以
古
鈔
本
校
訂
望
之
(
藍
筆
)

ま
た
臣
軌
巻
末
の
識
語
に
、

帝
範
臣
軌
ニ
書
以
屋
代
伯
賢
依
林
祭
酒
蔵
本
校
訂
之
本
写
之
了
真
末 

と
記
す
。
全
巻
の
書
き
入
れ
は
、
朱
筆
と
藍
筆
、
僅
に
墨
筆
か
ら
成
る
。
朱
筆
の
一
は
行
間
に
旁
記
さ
れ
た
校
字
で
、
此
は
掖
斎
が
未
だ 

高
橋
真
末
と
名
乗
っ
て
い
た
青
年
時
代
の
若
書
き
で
、
自
ら
記
す
如
く
、
屋
代
弘
賢
が
林
家
蔵
本
に
よ
っ
た
校
字
を
そ
の
ま
ま
移
写
し
た 

も
の
で
あ
る
。

こ
の
林
祭
酒
蔵
本
と
い
ぅ
の
は
、
前
掲
の
現
内
閣
文
庫
蔵
本
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
校
字
と
こ
の
本
と
が
全
く
符
を
合
す 

る
所
か
ら
断
定
し
得
る
。
層
上
に
書
き
入
れ
さ
れ
た
武
英
殿
本
•
文
苑
英
華
本
と
の
朱
筆
の
校
字
は
享
和
三
年
の
書
き
入
れ
で
、
同
様
に 

層
上
に
記
さ
れ
た
注
文
中
の
引
用
文
を
そ
の
原
典
に
よ
る
校
合
及
び
管
蠡
抄
•
河
海
抄
•
埃

囊

抄

•
三
教
指
帰
覚
明
抄
•
羣
書
治
要
等
の 

所
引
文
と
の
校
合
等
の
書
き
入
れ
、
上
巻
初
の
遊
び
紙
の
唐
書
経
籍
志
等
よ
り
の
帝
範
書
誌
の
引
用
抄
録
等
の
朱
筆
は
共
に
享
和
三
年
に 

記
入
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
書
き
入
れ
の
中
に
は
、
弘
賢
の
書
き
入
れ
を
そ
の
ま
ま
移
写
し
た
も
の
が
或
は
含
ま
れ
て
い
る
か 

も
し
れ
ぬ
が
、
原
本
に
接
し
な
い
の
で
、
墨
色
等
の
判
定
が
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
正
確
に
断
定
は
な
し
得
な
い
。
藍
筆
の
校
合
は
文
化 

七
年
の
筆
で
、
そ
の
古
鈔
本
と
は
掖
裔
が
有
せ
る
清
原
国
賢
奥
書
本
で
あ
る
。
他
に
僅
か
で
あ
る
が
、
層
上
に
墨
筆
に
よ
る
玉
海
所
引
文 

と
の
校
合
書
き
入
れ
が
あ
り
、
此
は
下
巻
遊
び
紙
の
玉
海
よ
り
の
引
用
抄
録
と
共
に
記
入
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
享
和
三
年
後
文
化 

七
年
に
前
後
す
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。

脱
誤
の
多
い
帝
範
は
、
従
来
こ
の
掖
翁
の
校
合
に
よ
っ
て
旧
形
を
探
る
外
な
か
っ
た
。
本
稿
も
亦
こ
の
掖
翁
の
書
き
入
れ
の
学
恩
に
負



ぅ

所
多
大
で
あ
る
。
成篑

堂
に
は
、
市
野
迷
庵
が
寛
文
刊
本
に
こ
の
掖
翁
書
入
を
手
写
し
、
更
に
自
ら
古
鈔
本
(
清
原
国
賢
奥
書
本
の
如 

し
)
を
以
て
再
校
合
の
上
、

按
語
を
加
え
、

「
文
化
十
二
年
七
月
以
古
鈔
本
再
校
光
彦
」
と
識
し
た
別
本
(
渋
江
抽
斎
•
森积

園

•
大
概 

如
電
旧
蔵
)
、

小
島
成
斎
が
掖
斎
•
迷
庵
両
書
入
を
移
写
せ
る
寛
文
刊
本
を
蔵
す
る
。

迷
庵
の
再
校
補
入
書
入
の
鈔
出
と
枳
園
の
巻
末
添 

記
と
は
民
友
社
影
印
本
の
蘇
峰
翁
の
解
題
末
に
附
印
さ
れ
て
い
る
。

曾
我
部
容
所
校
明
和
四
年
跋
刊
ニ
卷
(
無
注
)

一
冊

大
本
。
題

簽

「
帝
範
正
文
」
。

四
周
雙
辺
無
界
、
毎
半
葉
九
行
行
十
八
字
、

校
注
小
字
雙
行
。

版
心
白
ロ
、

「帝

節

上

(
下
)

(

丁 

数)
容塾

蔵

」
と
刻
す
。
上
下
各
尾
題
の
次
行
に
「
明
和
丁
亥
正
月
阿
波
源
元
寛
苞
卿
謹
校
」
と
。
句

点

•
訓

点

•
声
点
を
附
刻
す
。
 

巻

末

に

「
附
考
」

一
丁
あ
り
、
「
旧
唐
書
経
籍
志
」
「
資
治
通
塵
」
「
玉
海
」

「
元
史
」

「
三
代
実
録
」
ょ
り
、
帝
範
に
関
す
る
記
事
を
引
用 

掲
載
す
る
。
巻
末
自
跋
末
の
欄
外
下
端
に
「
書
林
出
雲
寺
発
行
」
な
る
刊
記
が
あ
る
。
自
跋
に
日
く
、

書
帝
範
後

帝
範
十
二
篇
。
唐
太
宗
文
武
皇
帝
所
ョ
親
述
以
貽n
孫
謀I

也
。
惟
太
宗
以
，一
天
縦
之
姿
一
。
夙
建
K
勲
施
K
化
。

三
代
而
後
。

莫n

能
若I 

焉
。
文
章
富
有
。
亦
以
為
K
盛
。
然
千
，一
載
于
今
，。
散
軼
不
ぃ
尠
。
或
若
，

i

問
対
書
,。
於n

孫
呉I

大
無
発
明
一
。
識
者
嘗
疑
焉
。
独
斯 

書

。

洋
洋
徳
音
。
垂
一
裕
責x

難

。

懍
乎
其
可
Z
懼
哉
。
則
為u
君
父
一
者
不x

可一

不
一
読
也
。
為n

臣
子
一
者
又
不x

可一

不
一
読
也
。
以
K
故 

唐
臣
載n

書
於
前I。

元
帝
降n

命
於
後
，。
迨-I

乎
明
清I。

無n

得
而
称
者I。

蓋
亦
泯
矣
。

本
邦
故
事
。
毎
詔n

儒
臣I

進
講
焉
。
於x

是
江
参
議
上
-

1

弘
帝
範I

云
。
恨
坊
本
文
字
漫
德
。
脱
誤
良
多
。

元
寛
竊
憂
尚
矣
。

朝
求
野 

募
。
遂
校
，一
成
一
本I

刊
而
伝
一
之
。
素
所一

嵌
注
解
。
庸
妄
無一

取
。
想
出n
於
白
面
之
手I。

非
ュ
賈
韋
之
書
-也
。

悉
皆删

去
。

庶
幾 

還
こ
乎
旧
観
一
。
或
云
。
書
名
，一
帝
範I。

而
子
命n

児
輩
一
誦x

之
。
従
而
又
刊x

之
。
無n

乃
大
備
一
乎
。
余
日
。
否
。

ニ
典
三
謨
。

兪-1

ニ
〇
七



ニ
〇
八

狒m

乎
廊
廟
一
。
帝
盤
周
詰
。
告，一

諭
乎
黎
庶
一
。
豈
不n

帝
王
模
範I

哉
。
而
詩
書
義
之
府
。
古
之
所n

以
造ix 
士
也
。
況
語
云
。
升
一
高 

必
自
一
下
。
陟
J
3S
必
自x

邇
。
則
斯
書
也
為
，

I

詩
書
亜
一
。
誦
習
又
何
尤
。

明
和
丁
亥
正
月 

阿

波

源

元

寛

苞

卿

謹

識

源
元
寛
、
曾
我
部
氏
、
名
は
元
寛
、
字
は
苞
卿
、
式
部
と
称
し
、
号
は
容
所
、
阿
波
の
人
、
天
明
七
年
没
、

年
五
十
三
。

「
古
本
論
語
集 

解
考
」
ニ
巻
、
「
元
行
冲
孝
経
考
」

一
巻
等
の
著
あ
り
と
云
ぅ
(
「大
日
本
人
名
辞
書
」
)
。

こ
の
本
が
何
を
底
本
と
し
、
何
を
校
合
に
参
照 

し
た
か
明
か
で
な
い
。

こ
の
本
は
殆
ど
流
布
さ
れ
ず
、
伝
本
極
め
て
稀
少
、
筆
者
は
無
窮
会
•
豊
橋
市
民
文
化
会
館
•
学
書
言
志
書
屋
蔵 

本
の
外
所
在
を
知
ら
な
い
。

楊
守
敬
旧
蔵
本
の
書
目
た
る
「
故
宮
所
蔵
観
海
堂
書
目
」
に
は
、

「
帝

範

ニ

卷

日

本

鈔

本

向

山

黄

邨

印

一

冊

」
と
見
え
る
。

こ 

の
観
海
堂
蔵
書
は
現
在
台
湾
の
故宫

博
物
館
に
移
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

以
上
の
諸
本
は
国
本
系
と
島
本
系
に
属
す
る
諸
本
が
同
系
の
二
種
で
あ
る
外
は
、

い
づ
れ
の
本
も
皆
夫
々
異
同
出
入
が
あ
り
、
ま
た
各 

本
と
も
か
な
り
脱
誤
を
免
れ
な
い
。
楊
守
敬
が
寛
文
刊
本
に
つ
い
て
、
「其
中
脱
誤
甚
多
余
校
以
古
鈔
数
本
又
以
所
引
原
書
照
之
始
可
読
」 

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
他
の
各
鈔
本
に
も
一
様
に
あ
て
は
ま
る
評
で
あ
る
。
鈔
手
の
不
注
意
に
よ
る
誤
写
を
別
に
す
れ
'は
、
そ
の
出
入
の 

差
異
は
長
い
年
月
の
転
写
の
間
に
生
じ
た
訛
舛
脱
文
で
あ
る
。

し
か
し
各
本
と
も
そ
の
祖
を
同
じ
ぅ
し
て
い
る
こ
と
は
推
定
に
難
く
な 

い
。
此
を
訓
点
の
方
か
ら
考
察
す
る
と
、
島

本

•
林

本

•
寛
文
刊
本
を
除
く
、
古
鈔
本
系
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
訓
読
は
各
々
出
入
異
同
が 

あ
る
が
、
そ
の
大
き
な
特
徴
は
、
他
の
漢
籍
の
訓
読
に
比
す
れ
ば
、
そ
の
基
調
は
大
体
共
通
し
て
い
て
、
別
訓
異
訓
を
、
繁
簡
の
差
は
あ 

っ
て
も
、
夫
々
加
え
て
あ
っ
て
、
ど
の

点
本
も
ほ
ぼ
諸
訓
説
を
併
記
し
て
お
る

こ
と
で
あ
る
。
即
ち
現
存
の
諸
本
は
嘗
て
相
互
に
照
合
さ 

れ
た
痕
跡
を
と
ど
め
、
親
縁
関
係
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



国
学
院
犬
学
蔵
本
の
奥
書
か
ら
判
明
す
る
如
く
、
同
本
は
形
式
上
菅
家
本
と
称
し
得
よ
う
が
、
南
家
本
を
基
礎
と
し
て
式
家
本
大
江
本 

を
参
照
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
帝
範
は
平
安
初
以
降
歴
代
進
講
が
行
わ
れ
た
関
係
上
、
諸
家
の
博
士
が
講
に
侍
し
た
の
で
、
そ
の
間 

自
か
ら
諸
博
士
家
間
の
訓
説
が
相
互
に
照
合
さ
れ
、

影
響
し
合
っ
て
、

平
安
末
に
至
る
頃
に
は
、

諸
家
の
説
が
折
衷
さ
れ
、

訓
読
も
ほ 

ぼ
固
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
本
書
に
は
鎌
倉
中
期
以
前
の
鈔
本
は
発
見
さ
れ
ず
、
現
存
諸
本
は
い
ず
れ
も
諸
博
士
家
点
本
が
多
か 

れ
少
か
れ
校
合
整
理
さ
れ
た
一
種
の
折
衷
本
で
あ
っ
て
、
純
粋
単
独
の
某
家
本
と
言
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
ど
の
古
鈔 

本
に
も
校
注
•
訓

説

共

に

「
江
本
」
と
し
て
傍
記
さ
れ
た
大
江
家
説
(
匡
房
説
か
)
は
、
他
家
の
説
に
比
し
顕
著
な
異
訓
•
校
合
が
あ
っ 

た
の
で
特
に
注
目
が
惹
か
れ
、r
江
」
と
明
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。r

江
」

の
訓
説
に
は
確
か
に
往
々
独
特
の
訓
み
方
を
示
す
も
の 

が

あ

り

、

ま
た
テ

キ

ス

ト

上
も
従
来
の
的
本
と
や
や
異
っ
た
一
本
を
以
て
校
定
を
下
し
た
と
推
測
さ
れ
る
点
が
あ
る
。
「
江
本
」
或

は

「
ィ 

本
」
(
特
に
慶
應
蔵
本
の
)
と
注
記
さ
れ
た
校
語
の
中
に
は
、

本
稿
末
に
掲
げ
た
校
勘
記
を
検
討
す
れ
ば
判
明
す
る
が
、

永
楽
大
典
本
即 

ち
武
英
殿
本
や
文
苑
英
華
本
と
合
致
す
る
所
が
僅
か
な
が
ら
一
部
存
す
る
。
武
英
殿
本
は
宋
初
の
文
苑
英
華
本
(
序
の
み
)
に
や
、
近
い
。
 

太
宗
親
撰
原
本
が
唐
を
経
て
宋
初
に
至
る
間
に
漸
次
旧
形
を
変
じ
、
元
に
至
っ
て
さ
ら
に
大
に
譌
舛
を
加
え
た
よ
う
で
あ
る
。
大
江
本
は 

新
に
将
来
さ
れ
た
唐
末
宋
初
の
帝
範
の
一
本
を
参
照
し
て
校
を
施
す
所
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

鎌
倉
時
代
に
は
、
平
安
朝
に
碩
儒
を
輩
出
し
た
南
家
•
式

家

•
大
江
の
諸
家
は
既
に
衰
微
し
て
振
わ
ず
、
博
士
家
中
で
は
、
菅
家
が
最 

も
隆
盛
で
、
官
位
が
高
く
、
帝
範
の
進
講
に
侍
し
た
の
も
多
く
は
菅
家
で
あ
っ
た
か
ら
、
菅
家
使
用
の
点
本
が
、
実
は
諸
家
の
説
を
参
照 

し
た
一
種
の
折
衷
本
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
所
謂
る
菅
家
本
と
し
て
鎌
倉
以
降
室
町
末
に
至
る
間
最
も
権
威
あ
る
証
本
と
し
て
盛
行
し
た 

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

我
が
国
に
古
来
よ
り
伝
写
さ
れ
た
本
に
対
し
、

別
系
を
な
す
の
は
永
楽
大
典
本
即
ち
武
英
殿
本
で
あ
る
。

「
文
苑
英
華
」
に
収
載
さ
れ

ニ
〇
九



ニ
一
〇

た
の
は
序
文
の
み
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
の
み
を
以
て
全
体
を
推
す
わ
け
に
ゆ
か
ぬ
と
し
て
も
、
両
者
に
は
些
少
の
差
が
あ
る
が
、
文
苑
英 

華
本
は
我
が
伝
写
本
ょ
り
は
大
典
本
に
近
い
関
係
に
位
す
る
ょ
ぅ
で
あ
る
。
我
が
古
来
の
伝
鈔
本
と
大
典
本
の
い
ず
れ
が
、
太
宗
親
撰
本 

の
旧
形
を
と
ど
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
楊
守
敬
が
寛
文
刊
本
と
大
典
本
を
比
校
し
た
左
の
考
証
が
要
を
尽
し
て
い
る
。

但
以
正
文
考
之
則
此
当
是
大
宗
原
本
其
序
文
題
御
製
与
大
典
本
題
唐
太
宗
文
皇
帝
撰
不
同
又
書
中
文
皇
自
称
皆
日
余
不
日
朕
民
字
治 

字
皆
不
避
均
以
此
本
為
是
其
他
如
建
親
篇
枝
葉
扶
疏
大
典
本
誤
扶
為
不
子
弟
無
一
戸
之
名
誤
為
封
戸
之
人
神
器
誤
為
大
器
設
今
懸
教 

誤
令
為
分
宜
其
不
遠
誤
不
為
宏
察
之
以
明
撫
之
以
徳
脱
四
字
作
察
之
以
徳
審
官
篇
有
劣
智
者
不
可
頼
以
大
功
誤
作
有
小
カ
者
不 

可
頼
以
成
職
其
下
脱
君
択
臣
而
授
官
臣
量
己
而
受
職
ニ
句
納
諌
篇
折
檻
壊
疏
誤
壊
為
懐
注
者
遂
不
知
壊
疏
是
用
説
苑
師
経
投
瑟
撞
疏 

事
去
讒
篇
宣
王
終
身
而
不
知
誤
宣
王
為
宣
ー
誡
盈
篇
民
財
匱
誤
作
人
才
遺
務
農
篇
衣
食
乏
則
忘
廉
恥
誤
乏
為
足
誤
忘
為
志
欲
澄
其
流 

誤
証
為
止
閲
武
篇
忘
戦
則
民
殆
誤
忘
為
亟
三
年
治
兵
弁
等
列
也
以
正
文
混
入
注
中
崇
文
篇
此
崇
文
之
術
也
脱
崇
之
二
字
不
能
逸
居
其 

易
誤
逸
為
カ
是
皆
顕
然
謬
誰
移
_
|
触
|龄

就
而
大
典
本
注
者
不
能
訂
正
遂
望
文
生
義
不
顧
其
安
然
則
此
本
非
特
元
明
以
来
不
見
亦 

大
典
本
作
注
者
所
不
見
也
又
此
書
毎
ニ
篇
ー
総
結
大
典
本
注
者
皆
以
本
篇
文
曲
解
之
尤
為
鹵
莾
去
讒
篇
昏
明
之
本
大
典
本
竟
改
為
国 

之
本
訥
諌
篇
部
坐
二
字
是
用
袁
盎
郤
慎
夫
人
同
坐
事
大
典
本
竟
不
知
其
所
出
去
讒
篇
昭
公
去
国
而
方
悟
是
用
宋
昭
公
事
大
典
本
注
誤 

引
魯
昭
公
失
国
事
又
見
方
悟
与
情
事
不
合
遂
改
方
為
不
而
不
知
上
文
臣
朝
有
千
臣
尤
無
著
也
凡
此
皆
大
典
注
本
之
陋
不
及
此
本
之
精 

博

遠

甚

(
士- 0
| |
書

)

我
が
国
伝
承
本
が
大
宗
の
自
称
を
、
大
典
本
が联

に
作
る
に
比
し
て
、
余
に
作
り
、
ま

た
民
•
治
の
二
字
を
避
け
な
い
こ
と
は
、
旧
形 

の
真
に
近
い
歴
然
た
る
証
跡
で
あ
る
。
文
苑
英
華
本
は
余
と
朕
と
が
混
在
し
、
大
典
本
は
民
は
全
て
人
に
作
る
。

し
か
し
民
.
治
の
字
に 

つ
い
て
は
、
我
が
伝
本
に
於
て
は
同
じ
本
の
中
に
あ
っ
て
も
、
或
る
箇
所
は
民
•
治
に
作
り
、
或
る
箇
所
は
人
•
理
に
作
っ
て
混
淆
し
、



諸
本
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
出
入
異
同
が
あ
る
。
此
は
旧
形
既
に
或
は
民
に
作
り
或
は
人
に
作
っ
た
の
か
、
避
諱
の
施
さ
れ
た
唐
鈔
本
が
将 

来
さ
れ
て
混
清
を
生
ぜ
し
め
た
の
か

、

邦
人
が
唐
制
に
做
っ
て
自

ら

妄
に
避
講
を
加
え
た
の
か
、

い
ず
れ
か
の
原
因
に
よ

る

も
の
で
あ

ろ
 

う
。
平
安
後
期
ま
で
の
間
に
、
我
が
国
に
古
来
の
伝
本
の
外
に
、
少
し
く
大
典
本
系
に
近
い
一
本
(
恐

く

は

「
文
苑
英
華
」
所
拠
本
の
如 

き
唐
末
宋
初
の
本
)
が
伝
わ
り
、
校
合
に
参
照
さ
れ
た

と

推
測
さ
れ
る
徴
証
が
校
語
の
中
に
見
出
さ
れ
る
こ

と

は

上
記
の
通
り
で
あ
る
。

本
書
は
唐
代
既
に
旧
形
を
変
じ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
想
わ
し
め
る
も
の
は
、

「
貞
観
政
要
」
議
征
伐
篇
に
引
載
さ
れ
た
閲
武
篇
の
全
文 

で
あ
る
。
政
要
の
原
本
は
原
田
種
成
氏
の
説
に
よ
れ
ば
(
「
貞
観
政
要
の
研
究
」
参
照
)
、
中
宗
に
上
進
し
た
初
進
本
と
玄
宗
に
上
進
し
た 

再
進
本
の
両
本
が
あ
り
、
宋
代
の
刊
本
は
両
種
を
混
用
し
、
現
今
通
行
の
戈
直
集
論
本
は
宋
刊
本
に
さ
ら
に
移
易
を
加
え
た
と
い
う
。
初 

進

•
再
進
の
呉
兢
の
両
原
本
は
漢
土
に
失
わ
れ
て
、
我
が
国
に
の
み
古
鈔
本
と
し
て
伝
有
し
、
初
進
本
に
属
す
る
の
は
龍
谷
大
学
蔵
写
字 

台
文
庫
本
や
京
都
大
学
図
書
館
蔵
藤
波
本
で
、
再
進
本
に
は
所
謂
る
南
家
本
*
官
家
本
が
あ
げ
ら
れ
る
。
唐
代
我
が
国
に
伝
っ
た
古
鈔
本 

系
の
チ
キ
ス
ト
が
現
通
行
本
に
比
し
、
呉
兢
原
本
の
旧
形
を
保
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
そ
れ
が
原
本
の
真
形
を
一
字
一
画 

に
至
る
ま
で
ど
こ
ま
で
厳
密
に
伝
え
て
い
る
か
は
勿
論
疑
問
の
餘
地
が
あ
ろ
う
。
且
つ
閲
武
篇
の
僅
々
一
百
二
十
餘
字
を
以
て
全
巻
を
推 

す
の
は
武
断
も
甚
し
い
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
今
試
み
に
政
要
所
引
の
文
を
、
原

田

氏

のr

貞
観
政
要
定
本
」

の
校
記
を
用
い
て
、
帝 

範
諸
本
と
比
校
し
た
結
果
を
勘
案
す
れ
ば
(
校
勘
記
参
照
)
、

次
の
如
く
想
像
さ
れ
ぬ
で
も
な
い
。

即
ち
初
進
本
か
ら
通
行
本
に
至
る
に 

つ
れ
て
、
帝
範
の
引
用
文
は
我
が
古
鈔
本
系
帝
範
か
ら
離
れ
て
大
典
本
系
に
近
づ
い
て
行
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
民
の
字
に
つ
い
て
は 

貞
観
政
要
は
各
本
と
も
皆
人
の
字
に
作
り
、
論
語
の
引
文
ま
で
も
避
諱
し
て
い
る
。

こ
の
大
典
本
は
、
清
朝
乾
隆
年
間
武
英
殿
聚
珍
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
が
や
が
て
我
が
国
に
伝
わ
り
、
江
戸
時
代
後
期
後
は
、
 

旧
来
本
と
並
ん
で
行
わ
れ
、
文
政
十
三
年
刊
官
版
(
覆
武
英
殿
本
)
•
尾
張
藩
明
倫
館
刊
木
活
字
本
の
翻
刻
が
上
梓
さ
れ
た
。

ニ
ニ



ニ
ニ
一

四
臣
軌
の
成
立
と
漢
土
に
於
け
る
伝
流

臣
軌
ニ
卷
M
后

(
「
旧
唐
書
」
経
籍
志
丙
部
子
録
儒
家
類
)

武
后
臣
軌
ニ
卷
(
「新
唐
書
」
藝
文
志
丙
部
子
類
儒
家
類
)

と
著
録
さ
れ
て
い
る
如
く
、
臣
軌
.ニ
巻
は
唐
の
則
天
武
后
が
、
臣
た
る
者
の
軌
範
を
教
え
ん
が
為
に
編
せ
し
め
た
書
で
あ
る
。
何
時
撰
せ 

し
め
た
か
に
つ
い
て
は
、

「
旧
唐
書
」

の
則
天
本
紀
は
結
尾
に
た
だ
「
太
后
撰
臣
軌
両
巻
」
と
記
す
に
と
ど
ま
る
が
、

同
書
卷
廿
四
礼
儀 

志
四
に
は
、

則
天
ニ
年
自
製
臣
軌
両
巻
、
令
貢
挙
人
為
業
停
老
子
、
神
龍
元
年
停
臣
軌
、
復
習
老
子 

と
記
さ
れ
、
「唐
会
要
」
巻
七
五
に
も
、
右
と
ほ
ぼ
同
文
で

長
寿
ニ
年
三
月
、
則
天
自
製
臣
範
両
巻
、
令
貢
挙
人
習
業
停
老
子
、
神
龍
元
年
二
月
二
日
赦
文
、
天
下
貢
挙
人
停
習
臣
範
、
依
前
習 

老
子

と
あ
る
。
即
ち
則
武
の
長
寿
ニ
年
(
六
九
三
)
、
臣
軌
ニ
巻
を
撰
し
、

唐
室
は
老
子
の
子
孫
と
称
し
た
の
で
、

こ
と
の
外
老
子
を
尊
び
、
 

国
初
以
来
九
経
の
外
に
、
学
者
を
し
て
孝
経
論
語
老
子
を
兼
習
せ
し
め
て
い
た
の
を
、
武
后
は
老
子
を
廃
し
て
、
代
え
る
に
こ
の
臣
軌
を 

以
て
し
、
子
類
た
る
べ
き
臣
軌
を
陞
し
て
経
類
と
同
等
な
ら
し
め
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
武
氏
の
一
族
を
除
き
、
中
宗
の
帝
位
を
復
し
、
 

再
び
国
号
を
唐
と
称
す
る
に
至
る
や
、
直
ち
に
神
龍
元
年
(
七
◦
五
)
臣
軌
の
兼
修
を
停
止
し
て
旧
に
復
し
た
と
い
ぅ
の
で
あ
る
。

し
か 

る
に
我
が
国
に
伝
っ
た
臣
軌
の
巻
末
に
はr

垂
拱
元
年
撰
」
と
題
す
る
。
垂

拱

元

年

(
六
八
五
)

は
長
寿
ニ
年
に
先
だ
っ
こ
と
八
年
で
あ 

る
か
ら
、
唐

書

•
唐
会
要
の
記
事
と
合
わ
な
い
。
清

の

阮

元

は

「
四
庫
未
収
書
目
提
要
」
巻
ニ
に
於
て
、
我
が
国
か
ら
逆
輸
入
さ
れ
た
臣



軌
を
解
題
し
、
巻
末
の
垂
拱
元
年
撰
の
文
字
を
疑
っ
て
、
「
乃
日
本
人
妄
増
也
」
と
き
め
つ
け
、
之
を
排
し
た
。
此
に
対
し
、
森
約
之
は
、
 

唐
会
要
是
記
令
貢
挙
人
習
業
之
始
也
蓋
武
后
垂
拱
年
間
撰
述
之
至
長
寿
年
間
始
令
貢
挙
人
習
業
耳
阮
元
以
謂
巻
末
題
日
本
人
妄
増
此 

言
反
妄
矣
且
元
年
撰
誤
作
ニ
年
撰
益
可
以
咲
其
謬
妄
耳 

と
反
駁
し
た
。
又
楊
守
敬
も
同
じ
く
、
「
日
本
訪
書
志
」
巻
五
に
、

余
按
日
本
楓
山
宮
庫
蔵
本
及
向
山
黄
村
所
蔵
天
正
年
間
鈔
本
皆
有
垂
拱
元
年
撰
五
字
筆
迹
亦
相
同
絶
非
此
邦
人
所
臆
増
竊
意
此
書
撰 

於
垂
拱
而
令
貢
挙
人
習
業
則
在
長
寿
会
要
第
挙
其
制
令
之
年
耳 

と
論
証
し
た
。
島
田
翰
も
約
之
•
守
敬
と
説
を
同
く
し
、

旧
唐
志
唐
会
要
並
明
言
其
成
於
長
寿
ニ
年
、
而
旧
鈔
本
皆
題
垂
拱
元
年
撰
、
蓋
玆
書
成
於
垂
拱
元
年
、
而
令
貢
挙
人
習
業
則
在
長
寿 

ニ
年
、
会
要
唐
志
、
並
挙
其
習
業
之
年
而
言
耳
(
「古
文
旧
書
考
」
巻
一
)

と
推
定
し
た
。

旧
唐
書
•
唐
会
要
の
長
寿
ニ
年
と
い
う
の
は
貢
挙
人
を
し
て
帝
範
を
習
業
せ
し
め
る
こ

と

を

制
定
し
た
年
を
記
し
た
の 

で
、
帝
範
の
撰
の
行
わ
れ
た
の
は
垂
拱
元
年
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
説
は
従
う
べ
き
で
あ
る
。
本
書
が
撰
さ
れ
た
垂
拱
元
年
当 

時
武
后
は
既
に
専
権
を
握
っ
て
い
た
が
、
未
だ
母
后
の
地
位
に
あ
っ
た
の
で
、
老
子
の
兼
修
を
停
止
す
る
こ

と

を

憚
り
、
天

授

元

年

(
六 

九
〇
)
自
ら
帝
位
を
奪
っ
て
唐
室
の
革
命
を
断
行
し
、

つ
い
で
長
寿
ニ
年
老
子
を
停
止
し
て
、
己
の
修
撰
せ
し
め
た
本
書
を
不
磨
の
典
書 

た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

唐
室
が
中
興
さ
れ
て
か
ら
、

武
后
の
制
は
尽
く
廃
さ
れ
、

勿
論
本
書
の
権
威
は
失
墜
し
て
、

殆
ど
顧
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ 

る
。

し
か
し
宋
初
に
は
未
だ
本
書
が
伝
存
し
て
い
た
こ
と
は
、

「崇
文
総
目
」
に

「
臣

軌

ニ

卷

唐

武

后

撰

」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
の
に 

徴
し
得
る
。
ま

た

「
文
苑
英
華
」
巻
七
三
四
に
は
本
書
の
序
が
「
臣
範
序
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
南
宋
に
入
っ
て
は
、



ニ
ー
四

「
中
興
館
閣
書
目
」
既
に
本
書
の
著
録
を
見
ず
、
た
だ
、
「
郡
斎
読
書
志
」
後
志
に
は

臣
範
ニ
卷
右
唐
則
天
皇
后
武
氏
撰
、
範
或
作
軌
、
武
氏
称
制
時
、
嘗
詔
天
下
学
者
習
之
、
尋
廃
、
本
十
篇
、
今
闕
其
下
五
篇 

と
見
え
、
伝
本
既
に
後
半
を
佚
し
て
い
た
こ

と

が

判
明
す
る
。

し
か
し
や
が
て
そ
の
闕
本
す
ら
も
失
わ
れ
た
ら
し
く
、
「
直
斎
書
録
解
題
」 

に
は
、

も
は
や
著
録
を
見
な
く
な
っ
て
い
る
。

「
通
志
略
」

の

「
臣
軌
ニ
卷
唐
武
后
撰
」

の
著
録
は
、

「唐
書
」

の
踏
襲
と
見
る
べ
く
、
 

「
文
献
通
考
」

の

r
臣

範

ニ

卷

鼂

氏

日

云

々

」

の
記
事
は
、
全

て

「
郡
斎
読
書
志
」
か
ら
の
引
載
で
、

こ
の
ニ
書
の
著
録
を
以
て
し
て 

は
、
当
時
本
書
が
存
せ
る
や
否
や
の
証
を
徴
す
べ
く
も
な
い
。
本
書
の
著
録
は
、

r

宋
史
」.
藝
文
志
以
降
の
諸
書
目
に
は
、

絶
え
て
見
る 

こ
と
を
得
ず
、
宋
末
以
降
漢
土
に
於
て
は
、
そ
の
伝
存
を
全
く
失
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
本
書
は
、
我
が
国
に
於
て
は
、
古
く
か
ら
帝
範
と
並
ん
で
誦
さ
れ
た
為
め
に
、
幸
に
闕
け
る
こ
と
な
く
伝
存
し
た
。
我
が
国 

に
伝
え
ら
れ
た
諸
本
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
後
述
に
譲
る
が
、
我
が
伝
承
本
は
帝
範
と
同
じ
く
附
注
本
で
あ
る
。
そ
の
注
は
撰
者
名
を
題 

さ
ぬ
本
も
あ
る
が
、

一
本
に
は
巻
頭
に
、

「
鄭
州
陽
武
県
臣
王
徳
纂
注
上
」
と
題
す
る
。

ま
た
猿
投
神
社
蔵
本
•
書
陵
部
蔵
本
•
穂
久
邇 

文
庫
蔵
本
•
近
藤
正
斎
引
く
所
の
御
本
に
は
、
巻
末
に
、
注
者
の
奥
書
が
次
の
如
く
識
さ
れ
て
い
る
。

臣
徳
纂
述
日
、
其
臣
軌
|
絲
中
所
引
識财

正
経
及
子
櫞
雛
史
者
、
其
正
経
之
義
、
則
皆
取
先
儒
旧
注
、
不
敢
«
本
更
生
異
見
、
其
子 

雛
^

史
之
義
、

則
唯
取
河
上
公
焉
、
餘
皆
出
自
愚
、む
、
亦

_
本
不
師
祖
牲
説
矣 

ま
た
、
そ
れ
に
続
い
て
、

猿

投

本

•
御
本
に
は
、

次
の
如
き
唐
人
の
本
奥
書
(
御

本

に

は

「
本
押
紙
也
」
「
江
本
云
」

の
肩
書
あ
り
と
) 

が

附

し

て

あ

る

。

臣

軌

既

是

御

撰

、
妙
極
、
稽1

1
1

古
垂
範
千
載
、
作
鏡|

|

百
僚
、
既
為
臣
之
令
摸
、
廼
事
君1

本
之
要
道
、
程|

本
宜
誦
登 

於
ロ
、
誠
蔵
於
心
、
束
髪
什
浦
$
簪
、
庶
多
弘
益
、
長
安
四
年
三
月
雜
M

四
日
、
江
都
県
孫
祥
記



長

安

四

年

(
七
〇
五
)
は
武
后
の
年
号
で
、
本
書
成
立
の
垂
拱
元
年
ょ
り
降
る
こ
と
甘
年
で
ぁ
る
。

こ
の
注
の
撰
者
た
る
王
徳
纂
に
つ
い 

て
は
.、
近
藤
正
斎
が
「其
王
纂
ハ
唐
書
及
ヒ
萬
姓
統
譜
ョ
リ
鄭
州
志
並
ニ
陽
武
県
志
ヲ
閲
ス
ル
ニ
倶
二
見
ル
コ
ト
無
シ
他
日
ノ
考
ヲ
俟
ッ
」 

(
「右
文
故
事
」
巻
四
)
と
云
う
如
く
、
そ
の
伝
は
明
か
で
な
い
。

本

書

が
一
名r
臣
範
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
は
、
上

に

引

い

た

「唐
会
要
」
「
文
苑
英
華
」
「
郡
斎
読
書
志
」
に
見
る
通
り
で
、
我
が
国
の 

「
明
文
抄
」
「
菅
蠢
鈔
」
等
に
も
両
書
名
が
混
用
引
か
れ
て
い
る
。
此
に
つ
き
、
島
田
翰
は
説
を
出
し
て
左
の
如
く
論
ず
る
。

又
案
、
割
'昀
旧
紀
載
、
太
后
撰
臣
軌
両
巻
、
而
此
間
所
伝
旧
鈔
本
並
皆
作
臣
軌
、
原
題
之
為
臣
軌
、
無
復
容
疑
矣
、
唐
避
世
字
民
字 

改
代
字
人
字
、
改
治
作
理
、
予
惟
玄
宗
名
隆
基
、
後
世
以
軌
基

音
相
似
縣

賴
5 |夺

在

壯
1 5

M
幹
、

改
臣
軌
作
臣
範
、
是
以
有
両 

題
名
也
、

或
問
日
、

子
之
言
則
似
矣
、

王
氏
記
中
亦
為
臣
範
則
何
也
、

予
日
王
徳
纂
唐
書
万
姓
統
譜
鄭
州
志
陽
武
県
志
等
皆
無
所 

致
、
然
案
其
注
語
、
冗
漫
繁
瑣
不
似
唐
初
諸
家
簡
潔
蓋
作
其
注
当
在
粛
宗
之
後
矣
、
且
前
日
臣
軌
後
日
臣
範
、
是
古
書
之
例
往
々
而 

然

、

既

経

後

人

改

劇

、

無

復

当

日

之

旧

、

其

不

相

同

又

無

足

怪

矣

、

¥

略

«

| |
雜
| |
1 1
| 1
錄
| 4
1 |
8

ア

「
古

文

旧
 

書
考
」
卷
一
)

r

臣
軌
」
を

r

臣
範
」
に
作
っ
た
の
は
、
玄
宗
の
諱
を
避
け
た
と
い
う
説
は
一
考
に
価
し
ょ
う
。
た
だ
注
の
著
者
王
徳
纂
が
巻
末
に
「
臣 

範
」
に
作
る
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
範
に
作
る
の
は
御
本
の
み
で
、
他
の
諸
本
は
皆
軌
に
作
っ
て
い
る
か
ら
左
程
問
題
に
す
べ
き
で
は
ぁ
る 

ま
い
。
翰
は
こ
の
王
注
に
つ
い
て
、
右
に
引
用
せ
る
文
の
前
に
、

長
寿
之
与
神
龍
又
幾
年
、
臣
軌
之
行
可
謂
盛
矣
、
而
今
観
其
注
、
浅
陋
膚
昧
、
殆
文
義
之
不
知
者
所
為
徳
纂
蓋
陋
巷
之
卑
夫
矣
、
因 

惟
、
是
書
当
時
盛
行
之
書
、
当
是
有
数
家
注
解
、
而
今
会
存
王
氏
一
家
而
已 

と
評
価
し
て
い
る
。

確
に
こ
の
王
注
は
浅
陋
膚
昧
の
譏
り
を
免
れ
な
い
が
、

「
其
注
語
冗
漫
繁
瑣
不
似
唐
初
諸
家
簡
潔
蓋
作
其
注
当
粛
宗

ニ
ー
五



ニ
ー
六

之
後
矣
」
と
断
ず
る
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
此
は
翰
が
、
臣
範
に
作
っ
た
の
は
忌
諱
の
故
な
り
と
す
る
自
説
を
証
さ
ん
が
為
に
、
王
注 

の
成
立
を
こ
と
さ
ら
唐
後
期
と
な
し
た
嫌
い
が
あ
る
。

「注
語
冗
漫
繁
瑣
」
は
或
る
意
味
で
唐
代
の
注
解
様
式
の
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
王 

注
は
高
宗
時
代
に
撰
さ
れ
た
李
善
注
文
選
等
の
精
善
な
る
に
は
比
す
べ
く
も
な
い
が
、
そ
の
形
式
上
の
様
式
で
は
同
一
で
、
そ
の
亜
流
に 

類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
立
が
武
后
治
世
当
時
と
見
て
も
決
し
て
不
可
で
は
な
い
。
臣
軌
の
盛
行
は
長
寿
神
龍
の
武
后
治
世
の
間 

の
み
で
、
唐
室
の
中
興
後
は
そ
の
反
動
か
ら
恐
ら
く
顧
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
特

に

r

臣
王
徳
纂
注
上
」
と
題
し
て
上
進
し
て
い
る 

所
か
ら
見
て
、

恐
ら
く
武
后
治
世
中
の
成
立
と
見
る
の
が
至
当
で
あ
る
。

玄
宗
の
諱
を
避
け
た
と
い
う
の
も
一
理
あ
る
が
、

当

時

r

臣 

軌
」
は
、
恐

ら

く

「
帝
範
」
と
並
び
称
さ
れ
た
の
で
、

何

時

し

か

「
帝
範
」

の
書
名
に
つ
ら
れ
て
、

「
臣
範
」
と
も
云
わ
れ
る
よ

う

に

な
 

っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
ま
い
か
。

「
帝
範
」
が
太
宗
親
ら
筆
を
執
っ
て
撰
し
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、
同
書
に
は
太
宗
の
体
験
が
反
映
し
て
、
人
の
心
を
う
つ
も
の
が
あ 

る
。

そ
れ
に
比
し
て
、r

臣
軌
」
は
、

そ
の
言
は
臣
下
た
る
者
須
く
遵
守
服
膺
す
べ
き
教
誡
を
列
列
陳
敍
せ
る
良
典
た
る
は
言
う
ま
で
も 

な
い
が
、
畢
竟
教
訓
書
で
あ
っ
て
、
無
味
乾
燥
、
そ
の
文
は
詰
屈
に
し
て
暢
達
の
風
が
な
い
。
そ
れ
は
儒
臣
が
命
を
う
け
て
善
言
嘉
句
を 

綴
輯
し
た
に
と
ど
ま
る
お
役
所
仕
事
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
本
書
は
引
用
文
が
多
い
が
、
引
用
に
非
ざ
る
所
謂
地
の
文
も
先
人
の 

文
を
節
録删

改
し
、
或
は
前
後
を
割
裂
し
て
綴
集
し
た
と
思
わ
れ
る
証
跡
が
あ
る
。
そ
の
一
端
を
あ
げ
よ
う
。
本
書
開
巻
の
第
一
章
た
る 

同
体
章
の
冒
頭
の
文
は
、
魏
の
杜
恕
の
著
た
る
「
体
論
」

の
臣
体
章
の
文
辞
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
と
っ
て
い
る
。

こ

の

「体
論
」
は
失
わ
れ 

て
今
伝
わ
ら
ぬ
が
、
幸
に
そ
の
一
部
が
「
群
書
治
要
」
巻
四
八
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

左
に
両
書
の
文
を
対
比
し
ょ
う
。

「
体
論
」
は
宮 

内
庁
書
陵
部
現
蔵
金
沢
文
庫
旧
蔵
鎌
倉
鈔
本
「
群
書
治
要
」
に
よ
る
。

臣
.

軌 

体 

論



凡
人
臣
之
於
其
君
也
、
猶
四
支
之
戴
元
首
、
耳
目
之
為
心
使 

也
、

皆
相
須
而
成
為
体
、

相
得
而
後
為
治
者
也
、

故
虡
書 

日
、
臣
作
股
肱
耳
目
、
而
屠
蒯
亦
云
、
汝
為
君
目
、
将
司
明 

也
、
汝

為

〔
君
〕
耳
、
将
司
聰
也
、
然
則
君
人
者
、
安
可
以 

斯
須
無
臣
、
臣
人
者
、
安
可
以
斯
須
無
君
、
斯
須
無
君
、
斯 

須
無
臣
、
是
斯
須
無
身
也
、
故
臣
之
事
君
、
猶
子
之
事
父
、
 

而
加
敬
焉
、
父
子
至
親
矣
、
然
其
相
須
尚
不
及
乎
身
之
与
手 

足
也
、
身
之
於
手
足
、
可
謂
無
間
矣

か
く
の
如
く
、
臣
軌
の
文
は
「
体
論
」

の
文
辞
を
借
り
た
、

一
種
の
換
骨
奪
胎
の
法
で
、
結
論
ま
で
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る 

わ
け
で
な
く
、
義
に
於
て
は
逕
庭
が
あ
る
。
な
お
臣
軌
は
下
巻
誠
信
章
に
於
て
「
体
論
」

の
書
名
を
あ
げ
て
一
条
引
用
す
る
所
が
あ
る
。
 

こ
の
同
体
章
の
末
尾
は
、
「陸
景
典
語
日
」
と
し
て
、

呉
の
陸
景
の
撰
た
る
「
典
語
」
を
引
用
す
る
。

こ
の
書
も
佚
書
で
あ
る
が
、
そ
の 

一
部
が
「
群
書
治
要
」
巻
四
八
に
同
様
に
引
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
臣
軌
引
用
の
部
分
は
同
書
の
「
臣
職
」

「任
賢
」

の
両
篇
か
ら
と
ら 

れ
て
い
る
。

臣

軌

 

典 

語 

陸
景
典
語
日
、
国
之
所
以
有
臣
、
臣
之
所
以
事
上
、
非
但
欲 

〈
臣
職
〉
天
子
所
以
立
公
卿
大
夫
列
士
之
官
者
、
非
但
欲
備 

備
員
而
已
、
天
下
至
広
、
庶
事
至
繁
、
非
一
人
之
身
所
能
周 

員
数
設
虚
位
而
已
也
、
以
天
下
至
広
、
庶
事
惣
猥
、
非
一
人 

也
、
故
分
官
列
職
、
各
守
其
位
、
処
其
位
者
、
必
荷
其
憂
、
 

之
身
所
能
周
理
、
故
分
官
別
職
、
各
守
其
位
、
事
有
大
小
、

ニ
ー
七

夫
人
臣
之
於
君
也
、
猶
四
支
之
載
元
首
、
耳
目
之
為
心
使
也
、
 

相
須
而
後
成
体
、
相
得
而
後
成
用
、
故
臣
之
事
君
猶
子
之
事 

父
、
父
子
雖
至
親
、
猶
未
若
君
臣
之
同
体
也
、
故
虞
書
日
、
 

臣
作
朕
股
肱
耳
目
、
余
欲
左
右
有
人
、
汝
翼
、
余
欲
宣
カ
四 

方
、
汝
為
、
故
知
臣
以
君
為
心
、
君
以
臣
為
体
、



ニ
ー
八

故
官
有
尊
卑
、
人
有
優
劣
、
故
爵
有
等
級
、
三
公
者
、
帝
王 

之
所
杖
也
、
自
非
天
下
之
俊
徳
、
当
世
之
良
材
、
即
不
得
而 

処
其
任
、
処
其
任
者
、
必
荷
其
責
、
在
其
任
者
、
必
知
所
職
、
 

(
以
下
略
)

〈
任
賢
〉

(
前
略
)
夫
君
称
元
首
、
臣
云
股
肱
、
明
大
臣
与 

人
主
一
体
者
也
、
堯
明
俊
徳
、
守
位
以
人
、
所
以
強
四
支
而 

輔
体
也
、
其
為
己
用
豈
細
也
哉
、
苟
非
其
選
、
器
不
虚
仮
、
 

苟
得
其
人
、
委
之
無
疑
、
君
之
任
臣
、
如
身
之
信
手
、
臣
之 

事
君
、
亦
宜
如
手
之
繫
身
、
安
則
共
楽
、
痛
則
同
憂
、
其
上 

下
協
心
、
以
治
世
事
、
不
俟
命
而
自
勤
、
不
求
容
而
自
親
、
 

何
則
相
信
之
忠
著
也
(
以
下
略
)

同

じ

「
典
語
」
か
ら
の
引
用
と
し
て
は
、
臣
軌
と
群
書
治
要
と
の
間
で
は
、
大
き
な
出
入
が
あ
る
。
治
要
も
決
し
て
原
文
の
忠
実
な
引
用 

で
は
な
く
、
適
当
に
«
節
し
て
あ
る
が
、
臣
軌
は
文
意
か
ら
見
て
、
遙
か
に
改
刪
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
臣
軌
の
引
用
が
右
の 

全
文
に
亘
る
も
の
と
看
做
す
べ
き
と
す
れ
ば
、
そ
の删

略
は
甚
し
す
ぎ
る
。

右
の
節
は
同
体
章
の
末
尾
の
結
文
で
あ
る
か
ら
、

「典
語
」 

の
引
文
はr

必
荷
其
憂
」
に
止
ま
り
、r

臣
之
与
主
同
体
合
用
」
以
下
は
、

引
用
文
で
は
な
く
、

地
の
文
で
、
そ

こ

に

「
典
語
」

の

「
任 

賢
」
章
の
詞
章
を
利
用删

潤
し
て
同
体
章
の
結
び
の
文
と
な
し
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
先
人
の
章
句
を
採
っ
て
文
を
綴
る
こ 

と
は
当
時
の
属
文
の
慣
習
で
あ
る
か
ら
、

今
日
の
意
味
の
剽
竊
視
す
べ
き
で
は
な
い
。

廉
潔
章
の
季
文
子
の
故
事
は
「
説
苑
」
、
司
城
子

臣
之
与
主
同
体
合
用
、
主
之
任
臣
、
既
如
身
之
信
手
、
臣
之 

事
主
、
亦
如
手
之
繫
身
、
上
下
協
心
、
以
理
国
事
、
不
俟
命 

而
自
勤
"
不
求
容
而
自
親
、
則
君
臣
之
道
著
也



罕
の
故
事
は
「
新
序
」

の
文
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
採
っ
て
い
る
。
以
上
は
偶
々
筆
者
の
気
づ
い
た
所
を
あ
げ
た
に
す
ぎ
ぬ
が
、
臣
軌
の
文
を 

精
細
に
検
討
す
る
な
ら
ば
、
か
か
る
例
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
隋

•
唐
藝
文
経
籍
志
に
徴
す
れ
ば
、
三

国

•
六
朝
の
間
に
、
 

今
は
佚
書
と
な
っ
た
儒
•
法

•
雑
の
子
類
の
書
が
多
数
撰
述
さ
れ
て
い
る
。
臣
軌
は
此
等
先
行
の
書
を
適
宜
取
捨
し
て
そ
の
文
を
輯
綴
し 

た

も

の

と

推
測
し
て
も
強
ち
不
稽
の
説
で
は
な
か
ろ
う
。
臣
軌
は
勿
論
儒
家
の
教
義
の
上
に
立
っ
た
論
で
あ
る
が
、
特
に
守
道
章
に
見
ら 

れ
る
如
く
、
道
家
、流
の
思
想
が
混
淆
し
て
い
る
の
も
、
武
后
側
近
の
当
時
の
好
尚
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

五
臣
軌
の
我
が
国
に
於
け
る
伝
流

臣
軌
が
我
が
国
に
伝
っ
た
の
は
何
時
で
あ
る
か
詳
か
で
な
い
。

「
日
本
国
見
在
書
目
録
」
雑
家
の
部
に
、

帝
範
に
続
い
て
、

r

臣
軌
ニ 

|

后

」
と
録
さ
れ
て
い
る
。
帝
範
と
共
に
我
が
国
に
は
夙
に
将
来
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
帝
範
が
至
尊
の
講
読
書
で
あ
っ
た
関
係
上
、
 

そ
の
誦
M

の
事
蹟
が
史
乗
に
比
較
的
多
く
散
見
す
る
の
に
比
し
、
本
書
は
臣
下
の
書
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
講
習
の
記
事
が
諸
記
録
に
殆
ど 

見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
帝
範
臣
軌
と
並

:̂.さ
れ
て
、
廷
臣
の
重
要
な
必
読
書
と
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
入 

っ
て
は
、
宮
廷
の
み
な
ら
ず
、
鎌
<暴
府
に
於
て
も
帝
範
と
共
に
尊
重
さ
れ
た
。
「東
鑑
」
に
ょ
れ
ば
、
建
長
ニ
年
五
月
廿
日
、
「将
軍
家 

有
帝
範
御
談
議
#
。
相
州
令
参
給
。
教
隆
真
人
候
之
5|」
と
、
北
条
時
頼
は
清
原
教
隆
を
侍
読
と
し
て
将
軍
頼
嗣
に
帝
範
を
講
ぜ
し
め
、
 

ま
た
弘
長
三
年
六
月
廿
六
日
、
「今
日
。
於
御
所
。
有
帝
範
御
談
義
。
右
京
権
大
夫
茂
範
朝
臣
。

三
河
前
司
教
隆
等
候
之
。

又
近
衛
中
将 

公
敦
朝
臣
。
越

前

前

司

時

広

参

候

同

年

七

月

十

八

日

、
「
将
軍
家
帝
範
御
読
合
^

5 5
訖
」
と
あ
り
、
つ
い
で
同
年
八
月
六
日
、
「亦 

於
広
御
所
。
有
臣
範
^i

本
}
御
読
合
。
弾
正
少
弼
。
越
前
前
司
。
掃
部
助
範
元
等
候
御
前
」
と
記
さ
れ
て
い
る
ょ
う
に
、
時
頼
は
将
軍
宗 

尊
親
王
に
対
し
、
清
原
教
隆
.
藤

原

茂

範

(南
家
の
儒
、
文
章
博
士
)
を
し
て
帝
範
•
臣
軌
を
講
ぜ
し
め
て
い
る
。

ニ
ー
九



ニ
ニ
〇

鎌
倉
幕
府
の
好
学
の
武
将
の
間
に
も
禁
中
廷
臣
の
風
に
倣
っ
て
、
本
書
が
読
ま
れ
た
こ
と
は
、
か
の
金
沢
文
庫
に
臣
軌
が
蔵
さ
れ
て
い 

た

こ

と

か

ら

証
し
得
る
。
今
こ

の

本
は
亡
逸
し
た
の
か
、
そ
の
所
在
が
発
見
さ
れ
な
い
が
、
元
禄
頃
は
称
名
寺
に
あ

っ

た

ら

し
く
、
金
沢 

藩
士
津
田
太
郎
兵
衛
が
前
田
松
雲
公
の
命
を
受
け
て
称
名
寺
の
典
籍
を
調
査
し
た
報
告
書
た
る
「称
名
寺
書
物
之
覚
書
」
に
は
、

一
、
臣

軌

上

巻

三

十

枚

一

巻 

ロ
不
足
ニ
テ
御
座
候
奧
書

弘
安
十
季
五
月
九
日
為
備
越
州
五
品
校
尉
無
〔
尊
力
〕
閣
本
課
五
旬
有
餘
之
老
愚
写
朱
墨
之
両
点
畢
淡
路
守
清
原
在
判 

と
録
さ
れ
て
い
る
。
越
州
五
品
校
尉
と
は
金
沢
文
庫
創
立
者
北
条
実
時
の
男
北
条
顕
時
で
、
淡
路
守
清
原
は
清
原
教
隆
の
三
子
で
、
鎌
倉 

将
軍
の
師
と
な
っ
た
清
原
直
隆
で
あ
ろ
う
。

侯
伯
の
教
化
に
力
を
尽
し
た
義
堂
周
信
の
「
空
華
日H

集
」

の
永
徳
ニ
年
二
月
十
八
日
の
条
に
、
足
利
義
満
が
論
語
中
庸
等
の
書
を
出 

し
て
、
義
堂
に
質
疑
問
答
し
た
中
に
、
義
満
が
帝
範
臣
軌
を
出
し
て
問
う
た
こ
と
が
見
え
る
。
即
ち
義
堂
は
義
満
に 

又
出
一
巻
臣
軌
帝
範
者
、
仍
問
是
何
等
書
、
日
蓋
君
臣
治
国
安
家
、
礼
義
等
事
也
、
往
者
本
朝
儒
士
、
好
読
者
也 

と
教
え
て
い
る
。

帝
範
臣
軌
が
我
が
国
書
に
引
か
れ
て
い
る
例
は
極
め
て
多
い
が
、
試
み
に
中
世
時
代
に
成
立
し
た
類
書
教
訓
書
に
そ
の
例
を
と
っ
て
み 

よ
う
。
藤
原
孝
範
の
撰
と
伝
え
る
「
明
文
抄
」
に
は
、

帝
範
三
十
条
、

臣

軌

五

十

条

(
「続
群
書
類
従
」
本
に
よ
る
)

の
文
が
収
載
さ
れ 

て
い
る
。
「
五
常
内
義
抄
」
(
「続
群
書
類
従
本
」
に
よ
る
)
に
は
、

各
々
四
条
が
引
か
れ
、

菅
原
為
長
の
撰
と
伝
え
る
「
菅
蠡
鈔
」
十
巻 

(
寛
文
刊
本
に
よ
る
)
に
は
、
帝
範
九
条
、
臣
軌
十
六
条
が
引
載
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
引
用
書
を
な
し
て
い
る
。



六現存臣軌諸本

宮

内

庁

書

陵

部

蔵

〔
鎌

倉

〕
鈔

本

卷

上

一

帖

(
以

下r

宮
本
」

と
略
称
)

新

補

裂

表

紙

(
ニ

九

.
五

X
一
四
•
五
®
)
。

も
と
巻
子
を
今
折
帖
に
改
装
。
裏
折
補
修
を
加
ぅ
。
題

簽

にr

臣
軌
信
天
翁
」
と
墨
書
。
 

信
天
翁
は
幕
末
明
治
初
の
京
都
の
詩
人
で
あ
っ
た
山
中
献
で
あ
る
。
序
と
目
次
は
本
文
と
別
筆
で
、
室
町
期
の
補
写
に
か
か
る
。
界
高
ニ 

三

.
三
極
、
界

幅

ニ

•
八
極
。

毎
半
折
五
行
、
各
行
十
四
字
、

注
小
字
雙
行
。

朱

筆

ヲ

コ

ト

点

(
紀
伝
点
)
•
句
点
、
墨

筆

返

点

•
送
仮 

名

.
音

訓

合

符

.
四

声

清

濁

点

(
濁

点

00
)
を
附
す
。

注
文
は
概
ね
無
点
で
あ
る
が
、

ー
部
に
は
訓
点
を
加
ぅ
。
和
訓
に
は
少
し
時
代
の 

降
っ
た
別
手
を
混
え
る
。

一
部
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
、
行

間

に

「
点
本
」r

ィ
」
「
一
本
」
等
と
注
記
さ
れ
た
校
注
が
旁
記
さ
れ
、
特
に 

本
鈔
本
に
は
、
帝
範
に
見
ら
れ
た
と
同
じ
く
、

「
江
」
と
明
記
さ
れ
た
大
江
家
の
訓
説
と
校
注
が
多
く
附
記
さ
れ
て
い
る
。

臣
軌
に
於
て 

江
家
本
が
参
照
さ
れ
て
い
る
の
は
本
点
本
の
み
で
、
江
説
に
は
他
と
顕
著
な
相
違
を
示
す
説
を
含
ん
で
い
る
。

本
点
本
は
不
幸
下
巻
を
闕
き
奥
書
を
有
し
な
い
の
で
、

そ
の
伝
来
を
明
か
に
し
な
い
。

し
か
し
、

ヲ
コ
ト

点
が
紀
伝
点
で
あ
り
、
後
掲 

の
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
菅
原
聰
長
書
入
寛
文
刊
本
に
僅
か
な
が
ら
見
え
る
菅
本
に
よ
る
校
字
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
ら
し
い
所
か
ら
見
て
、

ま 

た
下
掲
の
穂
久
邇
文
庫
蔵
菅
家
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
所
が
多
い
か
ら
、
本
点
本
は
菅
家
伝
来
本
系
で
あ
る
ま
い
か
と
推
定
す
る
。
訓
説
か 

ら
考
え
て
、

か
く
推
測
し
て
矛
盾
な
き
よ
ぅ
で
あ
る
。
菅
家
伝
来
本
系
と
思
わ
れ
る
後
掲
の
猿
投
神
社
蔵
本
が
こ
の
上
巻
を
闕
い
て
い
る 

の
で
、
確
認
で
き
ぬ
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
本
鈔
本
が
注
文
句
末
は
々
等
の
虚
字
の
多
い
特
色
は
、

そ
の
祖
本
の
伝
来
の
古
き
を
想
像
せ 

し
め
る
。
同

体

章

の

「
冕
旒
垂
拱
」

の
句
に
つ
い
て
、
眉

上

に

「
本

裏

誉

2

な
る
和
文
注
ー
条
が
録
し
て
あ
る
。

こ
の
本
裏
書
は
恐
ら 

く

旁

記

の

校

字

注

に

「
点
本
」

と
注
記
さ
れ
た
本
の
紙
背
に
あ
っ
た
の
を
移
写
し
た
ら
し
い
。
本
鈔

本

の

重

要

参

照

点

本

た

る

こ

の

「
点

ニ
ニ
一



ニ
ニ
ニ

本

」

の
系
統
は
明
か
で
な
く
、

そ
の
テ
キ
ス
ト
の
上
か
ら
見
て
こ
の
点
本
と
ほ
ほ
合
致
す
る
鈔
本
は
現
存
本
に
は
見
当
ら
な
い
。

宮

内

庁

書

陵

部

蔵

〔
江
戸
末
〕
鈔

本

(
文

永

七

年

•
文
保
ニ
年
本
奥
書
)

巻

下

一

巻

(
以

下

「
陵

本

」
と
略
称
) 

淡
香
色
地
墨
流
表
紙
。
紙

幅

ニ

七

.
八
極
。
界

高

ニ

三

.
五
榧
、
界

幅

ニ

.
四
極
。

毎
行
十
五
字
、
注
小
字
雙
行
。
朱

筆

句

点

.
ヲ
コ 

ト

点

(
紀
伝
点
)
、

墨

筆

返

点

送

仮

名

.
六

声

清

濁

点

(
濁

点

00
)

を
附
す
。

注
文
は
無
点
。

幕
末
頃
の
筆
写
で
あ
る
が
、
古
鈔
本
の
転 

写
で
、
或
は
摹
写
に
近
い
も
の
か
。

尾
題
の
次
に
一
行
を
空
け
て
本
注
の
撰
者
た
る
王
徳
纂
の
左
の
如
き
自
跋
が
附
し
て
あ
る
。

臣
徳
纂
述
日
其
臣
軌
中
所
司
{
肥
作
}
正
経
及
子
史
著
其\

正

経

之

義

則

皆

取

先

儒

旧

注

不

敢

更

生

異

見

其

之

義

則

唯

取
 

河
上
公
焉
餘
皆
出
自
愚
心
不
師
祖\

牲
説
矣 

次
行
に
本
奧
書
が
左
の
如
く
移
写
さ
れ
て
あ
る
。

臣
軌
下
巻
本
云

聖
麿
文
永
七
廻
年
王
春
綺
節
二
月
之
天
苟
下\

愚

質

之

家

説

奉

校

〔
授
力
〕
右
武
衛
之
渕
智
而
已\

 

太

子

賓

客

基

長

(
以
上 

本
文
と
同
書
体
、
以
下别

書
体
)

文
保
ニ
年
五
月
十
三
日
授
\

阿

賀

丸

了

藤

□
相

(
花
押
)

基

長

と

は

前

述

の

梅

沢

記

念

館

蔵

帝

範

卷

下

の

書

眉

に

記

さ

れ

た

訓

説

に

「
基
長
案
」

と
あ
る
、

式
家
の
藤
原
基
長
<J
i#A
MA
}
で
あ
ろ 

う
。

そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
本
は
藤
原
基
長
が
家
説
を
以
て
加
点
し
た
式
家
本
で
あ
る
。

内
容
上
か
ら
見
て
も
、
式
家
本
た
る
こ
と 

を
否
定
す
る
点
は
な
い
。

文
保
ニ
年
の
奥
書
の
署
名
の
藤
の
字
の
下
の
一
字
は
筆
者
が
判
読
し
か
ね
て
い
る
字
で
、

「
図
書
寮
典
籍
解
題 

漢
籍
篇
」

は

「
藤
亜
相
」
と
判
読
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の

字

は

「
亜

」
と
す
る
に
は
無
理
な
よ
う
で
あ
る
。

仮
に
亜
相
と
す
れ
ば
、
文 

保
ニ
年
の
亜
相
即
ち
大
納
言
は
、
内
大
臣
に
陞
つ
て
元
亨
元
年
に
薨
じ
た
花
山
院
師
信
で
、
有
名
な
花
山
院
師
賢
の
父
に
当
る
。



猿

投

神

社

蔵

〔
南
北
朝
初
〕
鈔

本

卷

下

(
有
闕
)

一

巻

(
以

下

「
猿

本

」
と
略
称
)

前
掲
の
«
投
神
社
蔵
帝
範
の
僚
卷
で
、
併
せ
て
ー
具
と
な
つ
て
い
る
。
未
装
訂
。
紙
幅
ニ
九
極
。
界

高
ニ
ニ
.
五
極
、
界

幅

ニ

.
四
極
。
 

每
行
ー
四
字
注
小
字
雙
行
。

朱

筆

句

点

.
ヲ

コ

ト

点

(
紀
伝
点
)
.
四

声

清

濁

点

(
濁

点

00
)
.
音

訓

合

符

(
墨
筆
と
混
用
)
.
人
名
符
、
 

墨
筆
の
訓
点
を
附
す
。
注
文
は
無
点
。
巻
初
と
巻
末
近
く
に
脱
簡
が
あ
る
。
即
ち
、
巻
初
は
、
誠

信

章

の

中

途

「
始
可
与
為
終
者
其
唯
信 

乎

」

に
始
る
。
巻

末

利

人

章

の

「
其
益
政
也
則
麴
蘖
塩
梅
」

の

「
政

」
字

以

下

巻

末

近

く

のr

栄
不
召
而
自
来
」

の

r

而
」

の
字
に
至
る 

ほ
ぼ
一
紙
分
を
闕
い
て
い
る
。

尾
題
の
次
に
左
の
如
く
唐
鈔
本
に
存
し
た
と
思
わ
れ
る
本
跋
文
が
附
記
さ
れ
て
い
る
。

臣
徳
纂
述
日
其
臣
軌
中
所
引
正
侄

/ -X
TS
I
経j

及
史
者
其
正
侄
\

之
義
則
皆
取
先
儒
旧
注
不
更
生
異
見
其
子
史
之
義
則\

唯
取
河
上
公 

焉
餘
皆
出
自
\

愚
心
亦
不
師
祖
牲
説
矣

臣

軌

既

是

御

撰

妙

極

稽

古

垂

範

千

載

作

鏡

百\

僚

既

為

臣

之

令

摸

廼

事

«
5 5
之
要
道
提
宜
誦
登
於
ロ
滅
»

作
1
蔵
\

於
心
束
髪

什
5 3

^

簪
庶
多
弘
益
長
安
四
年
三
月
四
日
江
都
県
孫
祥
記

次
に
一
行
を
空
け
て
左
の
奥
書
を
有
す
る
。

本
云
\

永
仁
ニ
年
| 5
|
|

? 1
畢

散

位

藤

長

英

_

日/

管
大
卿
在
良
奉
授 

/
鳥观

院
本
也

又
借
家
親
本
見
合
皐
式
部
大
輔
侍
読
之
本
也

授
柱
史
公
良
畢 

参
議
在
判 

正
安
三
年
四
月
三
日
校
点
早 

先

年

曽

M

g
在 

庭
訓
之
本
粉
〔紛
力
〕
失
之
間
重
書
点
.早
丨
^

判

于
時
応
長
壬
子
三
月
十
八
日
校
点
早\

桑
門
玄
家

ニ
ニ
三



ニ
ニ
四

嘉
元
四
年
後
十
二
月
五
日
奉
授
\

菅
生
師
公
早 

桑
門
実
融
在
判

元
亨
四
年
卯
月
廿
五
日
於
三
州
長
仙
寺\

書
写
早

元
亨
癸
亥
七
月
二
日
授
良
弓
乞
家
在 

申長仙寺兵部公旱,

判

こ
の
奥
書
の
前
半
に
つ
い
て
は
、
上
の
猿
投
神
社
蔵
帝
範
解
説
の
際
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

正
安
三
年
の
僧
実
恵
以
下
の
奥
書
に
つ
い 

て
は
そ
の
事
蹟
を
明
か
に
な
し
得
な
い
。

以
上
の
奥
書
か
ら
見
て
、

こ
の
本
は
菅
原
在
良
以
来
の
菅
家
本
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

し
か
し
下
掲
の
穂
久
邇
文
庫
蔵
菅
家
本 

と
比
す
る
と
、
多
く
の
出
入
が
見
ら
れ
る
。

国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
元
亀
ニ
年
吉
田
兼
右
手
鈔
本
ニ
巻
一
冊
(
以

下

「
国
本
」
と
略
称
)

前
掲
の
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
帝
範
と
僚
巻
を
な
す
も
の
で
、
装
訂
を
同
じ
く
す
。

茶

褐

色

表

紙

(
ニ

七

•
五

X
ニ

ー

*
一
一
極
)
。

紅 

色
金
泥
の
題
簽
を
貼
り
、
裏
打
補
修
が
加
え
て
あ
る
。
単

辺

(
ニ

ニ

.
五X

一
七
•
五
極
)
有
界
七
行
毎
行
一
六
字
、
注
文
小
字
雙
行
。 

朱

筆

句

点

.
ヲ

コ

ト

点

(
星
点
の
み
)
、
墨

筆

訓

点

.
音

訓

合

符

.
四

声

清

濁

点

(
濁

点

00
)

を
附
し
、
行

間

に

校

合

注

.
音
義
等
の
書
入 

旁
記
を
有
す
る
。
注
文
の
一
部
に
訓
を
附
す
所
が
あ
る
。

間
々
則
天
文
字
を
使
用
。
巻

首

に

「
宝
玲
文
庫
」

の
黒
印
あ
り
、

フ

ラ

ン

ク

.
 

ホ
ー

レ
ー
旧
蔵
。

巻
末
奥
書
に
、

虫
日
建
徳
ニ
年

M
後
秋
上
旬
比
ヽ
ヽ
石
川
郡
東
条
龍
泉
寺
於
尊
満
坊
\

以
清
家
文
点
如
本
不
顧
悪
筆
不
憚
後
日
比
興
或
為
稽
古
或
為
学 

文\

所
致
書
写
者
也

同
十
月
遂
朱
点
了 

(
此
七
字
朱
筆
) 

桑
門
—箅

判

生

年

五 

>
才

元
亀
ニ
年
三
月
比
以
三
条
西
亜
相
実
澄
卿
秘
本
遂
書
功
件
本
上
帙
\

旧
本
下
巻
新
写
也
疑
惑
非
一
仍
以
右
之
奥
書
他
本
比
校
之
改
正



之
了\

 

右

兵

衛

督

(
花
押
)

こ
の
奥
書
の
龍
泉
寺
や
桑
門
丨
等
に
つ
い
て
は
詳
に
な
し
得
な
い
。

こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、

こ
の
本
は
清
原
家
本
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。 

清

原

家

が

帝

範

•
臣
軌
を
講
じ
た
こ
と
は
、
前
記
の
吾
妻
鑑
の
記
事
や
金
沢
文
庫
蔵
本
の
奥
書
か
ら
推
測
で
き
る
。

し
か
し
清
原
家
独
自 

の
家
説
を
有
す
る
清
家
点
本
が
あ
っ
た
か
否
か
は
速
断
を
許
さ
な
い
。

恐
ら
く
先
行
の
諸
博
士
家
本
に
大
体
は
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ 

る
。
清
原
本
と
云
っ
て
も
清
原
家
の
某
が
書
写
し
て
お
い
た
点
本
と
い
ぅ
程
度
の
意
味
で
は
あ
る
ま
い
か
。
伝
存
鈔
本
の
中
で
は
こ
の
本 

の
転
写
本
が
最
も
多
い
。

国

立

国

会

図

書

館

蔵

〔
江
戸
前
期
〕
鈔

本

ニ

卷

一

冊

(
以

下

「
正
親
町
本
」

と
略
称
)

前
掲
の
国
立
国
会
図
書
館
蔵
帝
範
の
僚
巻
。
縹

色

表

紙

(
二

八

•
八X

ニ
ー
極
)
。

無
辺
無
界
字
面
高
さ
約
ニ
四
極
。

行

款

•
訓

点

.
 

書

入

•
奥
書
と
も
に
前
掲
国
本
の
忠
実
な
転
写
で
あ
る
。

た

y
奥
書
の
朱
筆
の
七
字
が
欠
脱
し
て
い
る
。

巻

首

に

「
正
親
町
蔵
」
「読
杜 

艸
堂
」

の
蔵
印
を
有
し
、
表

紙

に

「
真
年
遺
書
」

の
書
標
を
貼
附
。

正

親

町

家

•
鈴

木

真

年

.
寺
田
望
南
等
旧
蔵
本
。

神

宮

文

庫

蔵

〔
江
戸
初
〕
鈔

本

ニ

卷

(
以

下

「
神
本
」
と
略
称
)

前
掲
の
神
宮
文
庫
蔵
帝
範
と
共
に
一
冊
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
。

行

款

•
訓

点

•
書
入
と
も
に
前
掲
本
に
同
じ
。
奥
書
は
元
亀
ニ
年
の
吉 

田

兼

右

の

そ

れ

(
建

徳

•
元

亀

の

各

條

の

首

に

「
本
云
」
を
冠
す
)

の
次
に
、

以

吉

田

右

兵

衛

督

卜

部

朝

臣

兼

右

本

令

書

写

畢

于

時

天

正

第

八\

暦
秋
八
月
二
十
又
六
日
宿
雨
半
染
山
色
浮
雲
更
蔽
月
明
感
情
非 

ー
矣
/
従

三

位

清

原

朝

臣

六

十

一

歳 

同

廿

七

日

遂

朱

点

了

〔
此
八
字
朱
筆
〕

こ
の
本
は
帝
範
同
様
前
揭
の
国
学
脘
大
学
現
蔵
吉
田
兼
右
書
写
本
を
清
原
枝
賢
が
重
写
し
た
本
の
転
写
で
あ
る
。
枝
賢
の
奥
書
の
天
正
第

ニ
ニ
玉



ニ
ニ
六

八
暦

の

「
八
」
を
、

以

下

の

内

閣

文

庫

本

•
狩

谷

掖

斎

所

引

本

.
東

坊

城

聰

長

所

引

本

は

い

ず

れ

も

「
一
一
」

に
作
り
、
清
原
朝
臣
の
下
に 

「
枝

賢

」

の
二
字
を
有
す
る
。
枝
賢
は
天
正
九
年
四
月
六
十
ニ
歳
を
以
て
正
三
位
に
上
っ
て
退
隠
出
家
し
て
い
る
か
ら
、

こ
の
本
の
如
く 

天
正
八
年
が
正
し
い
。

現
在
帝
範
と
同
様
に
枝
賢
手
写
本
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

枝
賢
本
は
兼
右
本
を
訓
点
書
入
共
に
忠
実
に
重
写
し
て
あ
る
が
、
帝
範
同
様
、
僅
か
な
が
ら
、
正
注
文
の
字
を
訂
し
た
所
が
あ
る
。
枝 

賢
が
校
勘
を
加
え
た
も
の
で
あ
^
ぅ
。
注
文
の
中
で
、
附
訓
の
箇
所
が
兼
右
本
よ
り
は
多
い
。

こ
の
本
も
帝
範
と
同
様
に
、
眉
上
に
兼
右 

本
に
は
な
い
、
音

義

(
主

にr

排

韻

」
を
使
用
)

や
注
文
の
故
事
を
補
足
す
る
出
典
諸
書
か
ら
の
引
用
が
抄
録
さ
れ
、

ま
た
簡
単
な
和
文 

の
注
も
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
等
書
入
は
次
掲
の
内
閣
文
庫
本
に
は
見
え
な
い
か
ら
、
枝
賢
の
記
し
た
も
の

か
否
か
は
明
か
で
な
い
。
 

内
閣
文

庫

蔵

〔
江
戸
〕
鈔

本

ニ

卷

一

冊

(
以

下

「
閣
本
」
と
略
称
)

茶

褐

色

表

紙

(
ニ
七x

一
九
•
三
極
)
。
外

題

に

「
臣
軌

± *
神
写
」

と
。
表

紙

.
卷

尾

に

「
昌
平
坂
学
問
所
」

の
墨
印
あ
り
。
字
面
高
さ 

約

一

九

.
五
極
。
毎
半
葉
七
行
毎
行
一
六
字
注
小
字
雙
行
。
清
原
枝
賢
手
写
本
の
転
写
で
、
訓
点
傍
記
奥
書
共
に
前
掲
本
に
同
じ
。
但
し 

前
掲
神
本
に
比
し
字
に
僅
少
の
出
入
異
同
が
あ
り
、
眉
上
の
書
入
は
な
く
、
注
文
の
訓
は
国
本
よ
り
は
少
し
く
多
い
が
、
神
本
よ
り
は
少 

く
、
奥
書

の

「
朱
点
了
」

の
ニ
行
の
朱
書
を
欠
い
て
い
る
。

こ
の
枝
賢
奥
書
の
鈔
本
を
狩
谷
掖
斎
が
蔵
弃
し
て
い
た
こ
と
は
、
既

に

述

べ

た

が

如

く

「
経
籍
訪
古
誌
」
巻
四
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
掖 

斎
が
家
蔵
の
枝
賢
本
を
以
て
校
合
書
入
を
加
え
た
寛
文
刊
本
は
帝
範
同
様
成
簣
堂
文
庫
に
存
し
、
蘇
峰
翁
が
民
友
社
か
ら
影
印
し
た
。

こ 

の
本
も
帝
範
と
同
じ
く
、
文
化
七
年
藍
筆
を
以
て
枝
賢
本
と
の
校
勘
を
旁
記
し
、
朱
筆
の
校
注
書
入
は
、
高
橋
真
末
と
名
乗
っ
て
い
た
青 

年
時
代
、
屋
代
弘
賢
が
林
家
蔵
本
を
以
て
校
合
せ
る
書
入
を
移
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
校
注
か
ら
察
す
る
と
、
掖
斎
蔵
本
は
神
宮
文 

庫
蔵
本
系
に
非
ず
し
て
、
内
閣
文
庫
蔵
本
系
に
合
致
し
て
い
る
。
掖
斎
の
書
き
入
れ
は
こ
の
外
に
、
朱
筆
を
以
て
遊
び
紙
に
両
唐
書
•
郡



斎
読
書
誌
よ
り
の
臣
軌
の
条
が
抄
録
さ
れ
、

ま
た

朱

筆

に

よ
る

管

蠡

抄

•
羣

書

治

要

の

引

文

や

説

苑

•
呂
氏
春
秋
等
と
の
校
注
、
墨
筆
に 

よ
る
具
決
外
典
：̂
.
と
の

校
注
が
眉
上
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
朱
筆
の
部
分
は
或
は
掖
斎
が
自
ら
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
屋
代
弘
賢
の
書 

き
入
れ
を
そ
の
ま
ま

移
写
レ
た
の
か
も
し
れ

ぬ
。

そ
の

正
確
な
判
断
が
影
印
本
で
は
つ
き
か
ね
る
こ
と
は

上
記
帝
範
の
項
に
述
べ
た
通
り 

で
あ
る
。
成篑

堂
文
庫
に
は
、
市
野
迷
庵
が
寛
文
刊
本
に
掖
斎
の
書
入
を
そ
の
ま
ま

移
写
し
、

且
つ
自
ら
も
再
校
の
注
を
書
き
入
れ
せ
る 

本
を
蔵
し
た
。

そ
の

迷

庵

の

識

語

に

「
文
化
十
三
年
丙
子
夏
以
古
写
本
校
合
了
再
校
也1

A®
」

と
。

こ
の
迷
庵
が

補
記
せ
る
校
注
の
抄
記 

は
民
友
社
影
印
本
の
解
題
に
帝
範
の
そ
れ
と
並
ん
で
収
め
て
あ
る
。

こ
の
枝
賢
奥
書
本
を
以
て
せ
る
校
合
を
書
き
入
れ
た
寛
文
刊
本
に
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
一
冊
が
あ
る
(
以

下r

慶
應
本
」

と
略
称
)
。
 

首
に
、

「
東
坊
城
蔵
書
記
」
「
山
陰
図
書
」
「
快
馬
渡
河
」
「
刀
水
書
屋
所
蔵
図
書
記
」

の
印
あ
り
。
東

坊

城

家

•
渡
辺
刀
水
旧
蔵
本
。
東
坊 

城

(
菅
原
)
聰
長
書
入
本
で
、
巻
末
に
別
紙
を
補
っ
て
、
建

徳

ニ

年

•
元

亀

ニ

年

(
兼
右
)
•
枝
賢
の
三
条
の
奥
書
を
本
の
如
く
写
し
、

そ 

の
次
に
日
く

以
山
門
宗
淵
僧
都
本
一
校
了
奥
書
三
条
実
可
嘉
賞
時\

天
保
第
三
仲
秋
念
七
自
天
正
ニ
年
到
是
年
二
百
六
十
年
而
時
月\

亦
同
天
象

亦
同
豈
不
催
感
情
乎\

 

右

大

将

兼

勘

解

由

長

官

菅

原

(
花
押
)

ま
た
卷
上
尾
題
の
次
行
に
朱
筆
を
以
て
、

安
政
四
年
秋
中
念
七
門
直
之
間
与
右
少
将
実
美
朝
臣
中
務
少
輔
\

資
生
対
読
了 

少
納
言
夏
長 

と
。
夏
長
は
聰
長
の
男
。

こ
の
本
の
序
の
部
分
に
は
枝
賢
本
と
の
校
合
の
外
に
、
同
本
の
書
入
に
は
な
か
っ
た
菅
家
本
と
の
校
注
が
記
入 

さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
校
注
の
書
入
全
般
は
掖
斎
の
書
入
と
一
致
す
る
、
同
一
本
を
使
用
し
た
校
注
で
あ
る
か
ら
符
を 

合
す
る
の
は
当
然
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、

こ
の
本
の
眉
上
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
数
条
の
管
蠡
抄
•
羣

書

治

要

と

の

校

注

(
掖
斎

ニ
ニ
七



ニ
ニ
八

の
書
き
入
れ
は
こ
れ
よ
り
遙
か
に
多
い
)
が
校
語
の
文
ま
で
一
致
す
る
の
は
あ
ま
り
に
も
合
い
す
ぎ
る
。
幕
末
仏
徒
の
校
勘
学
者
の
第
一 

人
者
た
る
宗
淵
本
と
い
ぅ
の
は
枝
賢
奥
書
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
掖
斎
書
入
を
移
写
し
た
本
で
あ
っ
た
の
で
は
あ

る

ま

い

か
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
〔
室
町
〕
鈔

本

ニ

卷

(
無
注
本
)

一
冊
(
以

下

「
文
本
」
と
略
称
)

茶

褐

色

表

紙

(
ニ

三

•
五X

一
 

五
極
)
。
裏
打
補
修
を
加
ぅ
。
字
面
高
さ
約
一
八
®
。

毎
半
葉
五
行
毎
行
一
二
字
。

朱
筆
句
点
•
ヲ
コ 

ト

点

(
紀
伝
点
)
.
勾
点
、
墨
筆
訓
点
.
音
訓
合
符
.
四
声
清
濁
点
(
濁

点

—0
、

ー
字
の
み
00
)
を
附
す
。

則
天
文
字
を
使
用
す
る
所
あ 

り
。
巻
末
に
夫
々
別
筆
の
「
文
明
八
仲
冬
十
三
遁
火
災
了
」
「感
得
了 

(花
押
)
」

の
二
つ
の
識
語
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
伝
流
を
明 

か
に
し
な
い
が
、
博
士
家
本
の
影
響
の
下
に
あ
る
点
本
で
あ
る
。

竹
本
氏
穂
久
邇
文
庫
蔵
〔
江
戸
〕
鈔

本

一

冊

(
以

下

「
竹
本
」
と
略
称
)

香

色

表

紙

(
ニ
九
X
ニ

ー

•
五
極
)
。
単

辺

(
ニ
〇

•
七
>
<
ー
六
.
四喱

)
有
界
八
行
。

毎
行
十
三
字
注
小
字
雙
行
。

正
文
に
の
み
朱 

筆

ヲ

コ

ト

点

(
紀
伝
点
)
•
朱

句

点

.
墨
筆
訓
点
を
附
す
。

一
部
僅
か
な
が
ら
則
天
文
字
を
使
用
す
る
。

蠢
に
本
文
と
同
筆
で
左
の
本 

奥
書
を
有
す
る
。

思
徳
纂
述
日
其
思
軌
中
所
引
正
経
及
子
史
者
其
正
経
之
\
義
則
皆
取
先
儒
旧
注
不
敢
更
生
異
見
其
史
之
義
則
唯
取
/
河
上
公
焉
餘
皆 

出
自
愚
心
亦
不
師
祖
牲
説
矣

本
云右

一
冊
者
従
初
冬
月
朔
立
筆
夜
k
書
之
云
悪
筆
云
老
眼
旁
以
父
〔
文
力
〕\

字
不
正
墨
汁
厚
薄
一
不
同
者
也
長
胤
為
読
書
不
及
紙
墨 

好
悪
之
沙
汰\

本

相总

〔
急
力
〕
間
早
陳
斗
也
如
謂
帝
範
不
可
出
窓
下
不
可
客
〔容
力
〕
外
見
矣
\ 

于
時
文
明
十
二
年
初
冬
四
宵 

大
蔵
卿
菅
判

校
合
墨
点
同
月
雨
夜
成
功
雖
引
合
随
分
証
本
猶
以
不
審
有
之\

重
以
家
説
秘
本
可
校
削
者
也



同
八
日
以
相
伝
之
本
校
則
如
朱
点
不
可
許
外
見
之
耳 

諌
議
大
夫
菅
判 

文
明
十
二
年

に

大

蔵

卿

に

て

諫

議

大

夫

(
参
議
)

で
あ
っ
た
の
は
、
菅
原
顕
長
で
あ
る
。
顕
長
は
東
坊
城
の
分
家
で
、
長
政
の
男
、
少
納 

言
、
大
蔵
卿
、
参
議
、

正
三
位
、
文

明

十

三

年

(
一
本
十
二
年
)

出
家
、
法

名

知

雄

(
一
本
知
祐
)
。

奥
書
中
長
胤
と
あ
る
の
は
、

顕
長 

の
男
で
、
後
長
光
と
改
名
、
文
章
博
士
、
式
部
権
少
甫
、
従
五
位
上
。

奥
書
に
ょ
れ
ば
.顕
長
が
子
長
胤
の
読
書
用
に
書
写
校
合
し
た
も
の 

で
あ
る
。

こ
の
本
は
後
世
の
重
鈔
本
で
あ
る
せ
い
か
、
誤
写
が
多
い
。

し
か
し
、

こ

の

本

は

前

掲

慶

應

本

にr

菅
本
」
と
し
て
注
記
さ
れ 

た
所
と
全
く
一
致
し
、
室
町
期
ょ
り
近
世
初
に
至
る
所
謂
菅
家
点
本
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

訓
説
は
ヲ
コ
ト
点
以
外
の
振
仮
名
は 

他
の
点
本
の
そ
れ
に
比
し
て
比
較
的
簡
略
で
あ
る
。

島

原

市

公

民

館

松

平

文

庫

蔵

〔
江
戸
前
期
〕
鈔

本

ニ

卷

一

冊

(
以

下

「
島
本
」
と
略
称
)

淡

茶

褐

色

表

紙

(
ニ
九

X
ニ
〇

•
五
極
)
。

字
面
高
さ
約
ニ
ニ
極
。

毎
半
葉
八
行
毎
行
一
九
字
注
小
字
雙
行
。
墨
筆
を
以
て
訓
点
を
附 

し
、
注
文
は
無
注
。
則
天
文
字
を
使
用
す
る
所
あ
り
。
首

に

「
島
原
秘
蔵
」
、
尾

に

「
尚
舎
源
忠
房
」
「
文
庫
」

の
島
原
藩
主
松
平
忠
房
の 

印
あ
り
。
前
掲
の
松
平
文
庫
蔵
帝
範
と
僚
巻
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
本
は
前
掲
の
竹
本
氏
穂
久
邇
文
庫
蔵
菅
家
本
と
同
系
同
種
で
、
夫
 々

の
誤
写
を
除
け
ば
、
誤
脱
に
至
る
ま
で
符
を
合
し
て
い
る
。

こ
の
本
の
訓
点
は
竹
本
の
ヲ
コ
ト
点
を
普
通
の
訓
点
に
改
め
て
、

ほ
ぼ
踏
襲 

し
て
い
る
が
、

い
く
ら
か
多
く
な
つ
て
い
る
。
帝
範
と
同
様
、

こ
の
本
の
|]|
点
も
古

||
を
と
ど
め
な
が
ら
、
室
町
末
近
世
初
の

«|
法
に
な 

っ
て
い
る
。

訛
脱
が
多
い
が
、
訓
点
は
次
掲
の
寛
文
刊
本
と
共
通
す
る
所
が
多
い
。

こ
の
本
は
狩
谷
掖
斎
が
移
写
し
た
屋
代
弘
賢
の
校
注 

に
使
用
さ
れ
た
林
祭
酒
蔵
本
と
同
系
同
種
に
属
す
る
。
林
家
の
帝
範
は
上
記
の
如
く
今
内
閣
文
庫
に
存
す
る
が
、
林
家
蔵
の
こ
の
臣
軌
は 

現
在
所
在
不
明
で
あ
る
。

寛

文

八

年

跋

刊

本

ニ

卷

ニ

冊

(
一
冊
本
は
後
刷
)

ニ
ニ
九



二
三
〇

帝

範

と

共

に

本

書

巻

末

の

跋

文

の

次

に

「
林

和

泉

掾1

」

の
刊
記
を
附
し
て
上
梓
さ
れ
た
本
で
、
江
戸
時
代
以
降
最
も
広
く
通
行
せ
る 

本
で
、
現
代
に
至
る
.ま
で
臣
軌
の
デ
本
は
全
部
こ
の
本
が
藍
本
と
な
っ
て
い
る
。
巻
末
に
左
の书

語
と
い
う
べ
き
跋
文
が
あ
る
。

帝
範
臣
軌
ニ
書
跋

帝
範
ニ
卷
臣
軌
ニ
卷
也
者
共
成
于
唐
帝
唐
帝
受
隋
氏
弊
聰
明
神
武
庶
幾
成
康
功
徳
兼
備
自
漢
以
来
未
之
有
自
呼
咨
都
嗟
之
後
而
元
首 

股
肱
互
為
治
道
故
所
以
帝
範
臣
軌
之
有
作
者
也
本
朝
博
士
読
之
尤
尊
之
至
若
鎌
倉
将
軍
家
皆
読
之
有
助
治
道
久
何
管
中
華
而1

0

哉 

洛
人
林
白
水
新
鏤
之
梓
以
欲
行
于
世
良
有
故
哉
白
水
需
書
其
後
於
是
題
之 

寛
文
八
年
秋
八
月
日 

柳
谷
散
人垫

子
苞
父
書 

跋
を
撰
し
た
柳
谷
散
人
は
、

野
間
静
軒
で
、
名
は
成
犬
、

一
名
を
三
竹
、
字
は
子
苞
、
静

軒

•
柳

谷

.
白

雲

洞

•
潛
楼
等
と
号
し
、
京
都 

の
人
、

医
者
に
し
て
、

ま

た

経

義

を

松

永

尺

五

•
林
羅
山
に
受
け
、
強
記
博
学
、
幕
府
の
医
官
と
な
り
、
延
宝
四
年
卒
。
刊
行
者
の
林
和 

泉
掾
は
、
名
は
時
元
、
号
は
白
水
、
有
名
な
京
都
の
書
肆
出
雲
寺
の
初
代
で
あ
る
。

本
書
は
奥
書
な
く
、

ど
の
系
統
の
鈔
本
を
底
本
と
し
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
前

掲

の

竹

本

.
島
本
に
少
し
く
近
い
。
帝
範
と
同
様
に
、
 

刊
刻
に
際
し
て
、
校
訂
が
加
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

寛
文
刊
本
を
底
本
と
し
た
翻
印
に
、
弘
前
藩
板
帝
範
と
僚
卷
を
な
す
弘
前
藩
刊
木
活
字
本
ニ
卷
(
無
注
)

一
冊
が
あ
る
。
帝
範
と
行
款 

を
同
じ
く
し
、
奥

附

に

「
文
化
九
壬
申
年
春
二
月
\

弘
前
稽
古
館
活
字
蔵
梓
」
と
い
う
刊
記
が
あ
る
。

本
書
の
伝
本
も
甚
だ
尠
く
、
管
見 

に
入
っ
た
の
は
弘
前
市
立
図
書
館
•
京
都
若
林
正
治
氏
蔵
本
で
あ
る
。

こ
れ
も
帝
範
同
様
寛
文
刊
本
の
誤
訛
は
一
部
訂
正
し
て
あ
る
。

慶
應
義
塾
図
書
館
等
蔵
尾
張
藩
明
倫
堂
刊
木
活
字
本
ニ
巻

一

冊

(
以

下

「
尾
本
」
と
略
称
)

帝
範
ニ
卷
と
共
に

併
せ
て
大
本
ニ
冊
で
あ
る
。

刊

記

は
な
い
が
、
此
と

同
じ
木
活
字
を

以

て

明

倫

堂

が

刊

行

し

た

「
宋
李
忠
定
公
文
集 

選
」

(
宋
李
忠
定
公
全
集
)

は
刊
年
が
寛
政
八
年
か
ら
享
和
元
年
に
百
一
り
、

同

活
字
を

用
い
た
他
の
明
倫
堂
藩
版
の
刊
年
か
ら
考
え
て
、



本
書
の
刊
行
も
寛
政
享
和
文
化
初
の
間
で
あ
ろ
う
。

四
周
双
辺
有
界
九
行
一
九
字
注
小
字
雙
行
。

こ
の
本
は
寛
文
刊
本
と
殆
ど
一
致
す
る 

が
、

そ
の
明
か
な
脱
誤
を
訂
し
、
注
文
の
引
用
文
は
一
部
原
典
に
よ
っ
て
校
し
、

ま

た

注

文

末

句

の

也

•
之
等
の
虚
辞
は
削
去
す
る
所
が 

多
い
。
寛
文
刊
本
を
底
本
と
し
て
校
訂
を
加
え
て
翻
印
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

林
述
斎
校
佚
存
叢
書
第
ー
帙
収
寛
政
十
一
年
跋
刊
木
活
字
本
ニ
卷
ニ
冊
(
以

下

「
佚
本
」
と
略
称
)

他
の
本
と
違
っ
て
、
注
文
を
雙
行
に
挿
ま
ず
、

正
文
よ
り
一
格
を
低
し
て
提
行
単
行
大
字
に
し
て
あ
る
。
巻
末
に
左
の
述
斎
の
跋
を
有 

る
。

題
臣
軌
後

唐
武
后
撰
臣
軌
ニ
卷
与
太
宗
帝
範
竝
行
今
亦
有
合
刻
本
流
布
於
世
ニ
書
唐
志
著
録
而
宋
志
不
載
臣
軌
唯
鄭
樵
藝
文
略
竝
載
之
其
他
無 

見
也
及
清
乾
隆
中
纂
四
庫
全
書
帝
範
独
録
出
於
永
楽
大
典
而
不
及
臣
軌
則
亦
似
不
存
焉
余
家
旧
蔵
抄
本
臣
軌
一
部
牲
牲
雑
以
武
后
制 

字
是
蓋
当
時
原
本
爾
但
諸
書
所
載
制
字
間
与
此
異
未
詳
其
孰
是
今
一
仍
抄
本
之
旧
云
己
未
星
夕
前
一
日
天
瀑
識 

本
註
不
著
撰
人
名
氏
唐
志
云
賈
行
註
帝
範
則
此
註
疑
亦
賈
作
然
未
可
必
也
天
瀑
重
識 

林
家
蔵
抄
本
と
言
う
の
は
、
上
に
述
べ
た
如
く
、
同

本

を

以

て

せ

る

弘

賢

校

注

(
掖
斎
の
移
写
)

に
よ
れ
ば
、
前
掲
の
穂
久
邇
文
庫
本
や 

島
原
藩
主
松
平
忠
房
蔵
本
と
同
種
で
あ
る
。
事

実

こ

の

本

は

竹

本

•
島
本
と
寛
文
刊
本
と
に
最
も
近
く
、
恐
ら
く
林
家
蔵
本
を
底
本
と
し 

て
、
寛
文
刊
本
を
参
照
し
、
加
う
る
に
弓
用
文
は
そ
の

原
典
を
以
て
校
勘
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
◦
ま
た

こ
の
本
は
尾
藩
明
倫
堂
本
と 

同
じ
く
、
注

文

句

末

の

也

•
之
の
如
き
虚
字
が
少
い
。
楊
守
敬
が
佚
存
叢
書
本
と
寛
文
刊
本
を
比
較
し
て
、

活
字
本
為
林
天
瀑
所
校
注
脚
虚
字
殊
少
当
是
天
瀑
所
刪
此
本

A
Mは一

注
脚
虚
字
為
多
雖
訛
誤
之
処
此
本
為
甚
而
根
源
則
較
古
矣
此
与 

帝
範
体
式
皆
原
於
唐
人
卷
子
鈔
本
絶
非
従
刊
本
翻
雕
者



二
三
ニ

と
評
し
た
の
は
至
当
の
説
で
あ
る
"

諸
書
目
に
著
録
さ
れ
な
が
ら
、
現
存
し
な
い
臣
軌
の
古
鈔
本
に
は
、
上
記
の
金
沢
文
庫
蔵
弘
安
十
年
清
原
直
隆
点
本
が
あ
り
、

ま
た
徳 

川
家
康
手
沢
本
が
徳
川
幕
府
の
紅
葉
山
文
庫
に
幕
末
ま
で
蔵
さ
れ
て
い
た
答
で
あ
る
が
今
所
在
不
明
で
あ
る
。

こ
の
家
康
本
に
つ
い
て 

は
、
近

藤

正

斎

の

「
右
文
故
事
」
卷

之

四

(
御
本
日
記
続
録
卷
上
)

に
左
の
如
く
録
す
る
。

臣
軌 

ニ
冊

神
君
御
前
本
ト
称
ス
即
御
手
沢
本
也
謹
テ
拝
覧
ス
ル
ニ
慶
長
ノ
頃
ノ
写
本
ナ
リ
又
寛
保
三
年
七
月
二
十
四
日
有
徳
公
コ
ノ
御
本
及
ヒ 

版
本
ノ
帝
範
臣
軌
ヲ
召
サ
レ
テ
臣
軌
ノ
ミ
校

合

ス
へ
キ
ヨ

シ
ヲ
御
書
物
奉
行
ニ
命
セ
ラ
ル
八
月
二
十
二
日
川
口
頼
母
考
異
一
冊
ヲ
作 

リ
浄
藁
ヲ
小
堀
土
佐
守
へ
出
ス
即
御
前
へ
上
ル
ト
御
文
庫
日
記
二
見H

タ
リ
然
ル
ニ
其
考
異
今
伝
本
ナ
シ
守
重
嘗
テ
数
本
ヲ
校
合
シ 

テ
考
異
ヲ
作
レ
リ
竊
ニ
享
保
ノ
盛
事
ヲ
纘
述
セ
ン
ト
ノ
微
意
ナ
リ
(
中
略
)

臣
軌
注
者
ノ
事
世
ノ
行
本
ニ
撰
人
ヲ
著
サ
ス
人
或
ハ
以
テ
帝
範
ト
同
シ
ク
唐
ノ
賈
行
ナ
ラ
ム
ト
云
フ
然
ル
ニ
此
御
前
本
開
巻
首
行
ニ 

臣
軌
序
御
撰
^

f
li
g
"

II
-i
一
 4
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^ 1
,;|
鄭
州
陽
武
県
臣
王
徳
纂
注
上
ト
ア
リ
是
即
唐
人
ノ
注
一
一
シ

S

漢
千
古
ノ 

疑
ヲ
解
二
足
ル
古
写
本
ノ
尊
キ
所
以
ナ
リ
(
中
略
)
又
御
本
巻
末
ニ
識
ス
本
云
臣
徳
纂
述
日
其
臣
軌
中
所

k引
，一
正
経
及
子
史
一
者
其
正 

経
之
義
則
皆
取n

先

儒

旧

注

，不
ョ
敢
更
生
，

一

異

見一

其
史
之
義
則
唯
取
，一
河
上
公
一
焉
餘
皆
出
一
自n

愚

心一

亦
不
一
師
一
祖
往
説
一
矣
ト
五
十 

九

字

ア
リ

其

次

一一

本

押

紙
也
ト
ア
リ

テ
江
本
云
ト
肩
書
シ
テ
臣
軌
既
是
御
撰
妙
極
醤
^

_

讀
? 1

ス
ss
u

*T
/';
_

古

古

垂

，
一

範

千 

載

一
作
，I

鑑

百

僚1

既
為
，一
臣
之
令
模I

廼事
；，

君
之
要
道
宜
ァ
誦
登
，

I

於
ロ
一
誠
蔵
占
一
於
心I

束
髪
舛
簪
庶
多x

弘x

益
長
安
四
年
三
閏
四
日
江 

都
県
孫
祥
記
ト
六
十
一
字
ア
リ

長
安
ハ
即
武
后
ノ
年
号
ニ
シ
テ
長
寿
ニ
年
ヲ
去
ル
コ
ト
僅
九
年
ナ
リ
是
菅
江
ニ
家
ノ
本
則
唐
ノ
伝
来 

ナ
ル
コ
ト
見
へ
シ
豈
貴
カ
ラ
ス
ヤ

(
中
略
)



守
重
謹
按
ニ
神
君
御
前
本
ニ
臣
軌
ノ
ミ
ア
リ
テ
帝
範
ヲ
置
カ
レ
ス
有
徳
公
帝
範
臣
軌
二
通
ヲ
召
サ
レ
テ
唯
臣
軌
ノ
ミ
考
異
ヲ
命
セ
ラ 

ル
守
重
竊
ニ
以
為
ク
賢
聖
ノ
将
軍
家
ハ
能
皇
家
ヲ
尊
崇
セ
ラ
レ
能
臣
節
ヲ
明
ニ
セ
ラ
レ
テ
以
テ
諸
侯
ニ
令
シ
万
邦
ニ
垂
訓
シ
タ
マ
フ 

其
御
謙
譲
ノ
御
美
徳
符
節
ヲ
合
セ
タ
ル
カ
如
シ
然
ル
ニ
鎌
倉
将
軍
ノ
時
建
長
ニ
年
五
月
廿
日
将
軍
家
有
ニ
帝
範
御
談
議
一
云
々
相
州
令 

参
給
教
隆
真
人
候

Z之
ト
東
鑑
ニ
見
ユ
時
ノ
輔
臣
相
模
守
時
頼
及
ヒ
明
儒
教
隆
カ
徒
ノ
如
キ
ス
ラ
臣
軌
ヲ
後
ニ
シ
テ
帝
範
ヲ
先
ニ
ス 

宜
ナ
ル
カ
ナ
後
来
将
軍
ノ
威
振
ハ
ス
シ
テ
武
臣
跋
扈
セ
ル
コ
ト
是
ヲ
我
神
君
及
ヒ
有
徳
公
ノ
御
謙
徳
御
遠
図
ニ
比
ス
レ
ハ
豈
タ
、
霄 

壤
ノ
ミ
ナ
ラ

ム
ヤ

(
以
下
略
)

「
日
本
訪
書
志
」
に
、
「
又
楓
山
本
及
向
山
黄
村
本
均
有
鄭
州
陽
武
県
臣
王
徳
纂
注
」
と
録
さ
れ
た
向
山
黄
村
蔵
本
は
、
守
敬
が
上
記
の
如 

く
天
正
年
間
鈔
本
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
清
原
枝
賢
奥
書
本
で
あ
る
ら
し
い
。
楊
守
敬
は
楓
山
本
即
ち
正
斎
の
所
謂
神
君
御
前
本
に
言
及 

し
て
い
る
が
、
此
は
実
際
見
た
わ
け
で
な
く
、

正
斎
の
記
事
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

「
経
籍
訪
古
志
」

に
、

又

〔
帝

範

•
臣

軌

〕

旧

鈔

本

、

林

祭

酒

蔵 

臣

軌

ニ

卷

旧

鈔

本

、

京

師

鈴

鹿

河

内

守

蔵

倶
未
見

と
録
す
る

が
、
林
家
旧
蔵
帝
範
の
外
、

臣
軌
は
鈴
鹿
家
本
と
倶
に
現
所
在
未
詳
で
あ
る
。

島

田

翰

は

「
古
文
旧
書
考
」
巻
一
に
、

「
臣
軌 

ニ
巻
建
長
鈔
巻
子
本
」
な
る
も
の
を

著
録
し
た
。

こ
の

本
は
、

巻
端
題
臣
軌
序
、
次
行
署
天
后
御
撰
四
字
、

又
次
行
署
鄭
州
陽
武
県
臣
王
徳
纂
注
上
、
巻
末
題
垂
拱
元
年
撰
、

又
記
臣
徳
纂
述
日
、
 

其
臣
範
中
所
引
正
経
及
子
史
者
、
其
正
徳
之
義
則
皆
取
先
儒
旧
注
、
不
敢
更
生
異
見
、
其
史
之
義
則
唯
取
河
上
公
焉
、
餘
皆
出
自
愚 

心
、
亦
不
師
祖
往
説
矣
、

又
云
、
臣
軌
既
是
御
撰
、
妙
極酱

古
、
垂
範
千
載
、
作
鏡
百
僚
、
既
為
臣
之
令
摸
、

廼
事
君
之
要
道
、
宜

二
三
三



二
三
四

誦
登
於
ロ
誠
蔵
於
心
、
束
髪
舛
簪
庶
多
弘
益
、
長
安
四
年
三
送
四
日
江
都
県
孫
祥
記
、

又
有
建
長
三
年
二
月
書
写
、

四
年
七
月
再
加 

点
校
之
記
、
卷
子
之
制
、
毎
張
二
十
四
行
、

々
十
八
字
、
注
双
行
十
八
九
二
十
字
、
不
等
、
略
長
五
寸
九
分
、
行
欵
八
分
、
結
鉢
朴 

拙
、
極
多
訛
誤
、
蓋
為
旧
鈔
本
之
下
駟
、
巻
首
尾
捺
金
沢
文
庫
図
章
、

と
。

こ
の
本
の
所
在
所
蔵
者
を
翰
は
明
記
し
な
い
。
果
し
て
こ
の
本
は
実
在
し
た
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。
翰
が
臣
軌
に
対
す
る
一
家
言
を
展
述 

せ
ん
が
為
め
に
、
吾
妻
鏡
の
将
軍
家
臣
軌
講
読
の
記
事
と
金
沢
文
庫
と
を
聯
結
し
、
正
斎
の
右
文
故
事
の
題
跋
を
種
と
し
て
、
翰
が
例
の 

如
く
自
己
脳
裏
に
妄
作
せ
る
架
空
の
本
で
は
あ
る
ま
い
か
。

所
在
が
判
明
し
て
い
な
が
ら
、
未
だ
閲
覧
に
及
ぶ
こ
と
を
得
な
い
本
に
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
京
都
田
中
家
蔵
の
鎌
倉 

鈔
本
臣
軌
下
卷
一
軸
が
あ
る
。

ま
た
楊
守
敬
旧
蔵
書
の
目
録
た
る
「
故
宮
所
蔵
観
海
堂
書
目
」
に
は
、

「
臣

軌

ニ

卷

唐

武

后

撰

王

徳

注

日 

本

古

鈔

本

ニ

冊

又

ニ

卷

日

本

古

鈔

本

一

冊

」
と
見
え
る
。

こ
の
本
に
つ
い
て
、
守

敬

は

「
此
書
以
寛
文
刻
本
根
源
為
最
古
此 

本
注
中
大
有
刪
削
然
墨
色
如
漆
審
其
筆
勢
当
為
日
本
六
七
百
年
前
人
所
抄
其
原
本
不
与
寛
文
本
同
故
巻
首
有
鄭
州
陽
武
県
臣
王
徳
纂
注
上 

十
一
字
而
寛
文
本
無
之
按
此
書
別
有
天
正
間
抄
本
亦
有
王
徳
纂
注
之
則
知
寛
文
本
脱
也
光
緒
戊
子
四
月
宜
都
楊
守
敬
記
」
(
「
日
本
訪
書
志 

補
」
)

と
録
し
て
い
る
。

以
上
臣
軌
の
現
存
諸
本
は
そ
れ
ぞ
れ
誤
脱
を
免
れ
ず
、
相
互
に
出
入
異
同
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
同
一
系
統
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
出
て
い 

る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

そ
の
訓
読
に
於
て
、
帝
範
が
各
本
間
に
共
通
す
る
所
が
多
く
、
異

訓

•
別
訓
を
併
記
し
て
、
相
互
に
校
合
参
照 

を
行
っ
た
跡
が
著
し
か
っ
た
の
に
比
し
、
本
書
は
朝
廷
の
進
講
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
な
か
っ
た
理
由
も
あ
ろ
ぅ
が
、
諸
本
の
間
に
訓
説
の 

出
入
が
多
く
、
異
訓
を
掲
げ
る
こ
と
比
較
的
少
い
。

し
か
し
大
局
か
ら
見
れ
ば
、

ど
の
訓
も
一
部
を
除
い
て
概
ね
大
同
小
異
と
看
做
さ
れ 

る
が
、宫

本
に
引
か
れ
た
大
江
点
本
の
訓
説
は
帝
範
同
様
他
に
対
し
て
や
や
独
自
な
特
徴
を
有
す
る
。



七
帝
範
臣
軌
正
注
文
所
引
に
存
す
る
佚
文

楊
守
敬
は
、

臣
軌
の
注
の
引
文
が
佚
書
の
佚
文
を
含
む
こ
と
に
注
目
し
、

「
余
按
注
中
所
引
論
語
鄭
注
七
条
孝
経
鄭
注
ニ
条
皆
他
書
所 

未
引
者
足
見
其
非
宋
以
下
人
」
と
述
べ
て
、

こ
の
臣
軌
注
の
成
立
が
宋
以
下
に
降
ら
ざ
る
理
由
と

な
し
て
い
る
。
帝
範
臣
軌
の
両
書
は
注 

と
共
に
唐
代
の
成
立
に
係
る
だ
け
に
、
現
在
で
は
佚
書
と
な
っ
た
典
籍
を
引载

す
る
こ
と
、
仔
細
に
点
検
す
れ
ば
、
単
に
守
敬
が
あ
げ
た 

鄭
注
に
と
ど
ま
る
の
み
で
は
な
い
。

左

に

両

書

の

正

•
注
文
の
含
む
亡
書
の
遺
逸
を
捃
摭
し
て
み
よ
ぅ
。
注
記
の
丁
数
は
寛
文
刊
本
に
よ 

る
こ
と
に
す
る
。

亡
佚
書
の
中
に
は
完
全
に
亡
逸
せ
る
も
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、

一
部
散
逸
せ
る
書
も
含
め
る
。

ま
た
こ
の
両
書
の
佚
文 

の
悉
く
が
必
し
も

他
の
諸
書
中
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
ぅ

わ
け
で
は
な
い
。

帝
範

龍

魚

河

図

(
上

•
序

•
ー
ゥ
注
文
)

雒

書

(
寛
文
刊
本
誤
作
碓
書
)
(
上

•
建

親

•
四
ォ
注
文
)

尚

書

中

候

(
上

•
序

•
ー
ゥ
注
文
)

尚

書

銓

(
猿

本

作

「
尚
書
銓
機
」
)
(
上

•
序

.
ー
ゥ
注
文
)

尚
書
緯
書
類
の
中
に
は
こ
の
書
名
の
存
在
を
聞
か
ぬ
が
、

こ

の

本

は

「
尚
書
璇
璣
鈴
」
(
或

は

「
尚
書
緯
璇
璣
鈴
」
)

に
該
当
す
る
も 

の
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
佚
文
は
他
書
に
同
書
よ
り
の
引
く
所
と
合
致
す
る
。

帝

王

世

紀

晋

皇

甫

謐

撰

(
下

•
崇

儉

•
三
才

注
文
)

春

秋

後

語

晋

孔

衍

撰

(
下

.
務

農

•
六
ォ
注
文
)

二
三
五



二
三
六

所
引
の
文
は
他
に
所
在
を
見
な
い
。

鬻

子

(
上

•
納

諫

•
十
オ
注
文
)

楊

泉

物

理

論

晉

楊

泉

撰

(
上

•
求

賢

•
七
オ
注
文
)

顔

延

之

纂

要

劉

宋

顔

延

之

撰

(
上

•
序

•
三
オ
注
文
)

所
引
の
佚
文
は
他
に
所
在
を
見
な
い
。

臣
軌

論

語

漢

鄭

玄

注

(
上

•
序

•
ニ

ゥ

注

文

至

忠

•
八

オ

注

文

匡

諫

•
廿

三

才

注

文

下

•
誠

信

•
ー
ゥ
•
注

文

ニ

条

ニ

ゥ

注

文 

三

オ

注

文

慎

密

.
六
オ
注
文
)

孝

経

漢

鄭

玄

注

(
上

•
公

正•
一

五

ゥ

注

文

匡

諫

•
ニ

ー

オ

注

文

二

三

ゥ

•
注
文
)

春

秋

佐

助

期

(
上

•
序

•
ー
ゥ
注
文
)

昌

言

漢

仲

長

統

撰

(
上

•
至

忠

•
六
ゥ
正
文
)

群
書
治
要
卷
四
十
五
所
載
の
仲
長
子
昌
言
の
文
と
比
較
す
る
に
、
か
な
り
出
入
異
同
が
多
く
、
臣
軌
の
引
文
は
甚
し
く删

改
を
加
え 

て
い
る
よ
ぅ
で

あ
る
。

体

論

魏

杜

恕

撰

(
下

•
誠

信

•
三
才
正
文
)

群
書
治
要
卷
四
十
八
に
杜
氏
体
論
を
載
せ
、
玉
函
山
房
輯
佚
書
に
佚
文
を
輯
す
る
が
、
こ
の

引
文
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

典

語

呉

陸

景

撰

(
上

•
同

体

•
三
ゥ
正
文
)

引
用
の
文
は
既
述
の
如
く
、
群
書
治
要
卷
四
十
八
所
載
典
語
の
臣
職
と
任
賢
と
の
章
か
ら
節
録
し
て
両
句
を
連
結
し
た
も
の
で
、
治



要
の
文
と
は
大
に
出
入
が
あ
る
。
上
に
述
べ
た
如
く
、
任
賢
章
か
ら
引
く
所
は
、
撰
者
と
し
て
は
典
語
の
引
用
文
と
し
て
記
し
た
の 

で
は
な
く
、
そ
れ
を
適
宜
改
修
し
て
地
の
文
と
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

傅

子

晋

傅

玄

撰

(
下

•
誠

信

•
三
才
正
文
)

代

〔政
〕

要

論

魏

桓

範

撰

(
上

•
匡

諫

•
ニ
三
才
正
文
)

以
上
の
佚
文
悉
く
が
本
書
に
於
て
の
み
あ
っ
て
、
他
書
に
存
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
な
い
。

し
か
し
他
の
本
の
引
文
と
比
較
す
る
時
、
出 

入
異
同
が
あ
り
、
校
勘
上
極
め
て
貴
重
な
資
料
を
な
し
て
い
る
。
帝
範
臣
軌
は
あ
り
ふ
れ
た
本
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
う
し
た
も
の
か
、
今 

日
に
至
る
ま
で
、
和
漢
の
校
勘
学
者
が
、
輯
佚
校
讎
の
上
に
殆
ど
利
用
し
て
い
な
い
。

こ
こ
に

特
に
指
摘
す
る
所
以
で
あ
る
。

帝範•
臣軌校勘記

凡 

例

一
、
本
校
勘
記
は
、
通
行
の
寛
文
八
年
跋
刊
帝
範
.
臣
軌
を
底
本
と
な
し
、

上
に
解
説
し
た
次
の
各
本
を
、

左
の
略
号
を
以
て
引
拠
し
、
そ
の
正
文
及
び 

注
文
を
校
讎
せ
る
も
の
で
あ
る
。

帝

範

梅

本

(
梅
沢
記
念
館
蔵
鎌
倉
鈔
本
)

猿

本

(
猿
投
神
社
蔵
南
北
朝
鈔
本
卷
上
)

慶

本

(
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
応
安
元
年
鈔
本
)

野
本 

(
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
影
高
野
山
鎌
倉
鈔
本
卷
上
)

国

本

(
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
元
亀
ニ
年
吉
田
兼
右
鈔
本
)

正
親
町
本
(
国
立
国
会 

図
書
館
蔵
正
親
町
家
旧
蔵
吉
田
兼
右
奥
書
江
戸
鈔
本
)

神

本

(
神
官
文
庫
蔵
清
原
国
賢
奥
書
江
戸
初
鈔
本
)

京

本

(
京
都
大
学
附
属
図
書
館 

清
原
文
庫
蔵
慶
長
四
年
清
原
秀
賢
鈔
本
)

坊

本

(
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
東
坊
城
家
旧
蔵
天
保
ニ
年
菅
原
聰
長
鈔
無
注
本
)

島

本

(
島
原
市
公 

民
館
松
平
文
庫
蔵
江
戸
前
期
鈔
本
)

林

本

(
内
閣
文
庫
蔵
林
家
旧
蔵
江
戸
前
期
鈔
本
)

武

英

本

(
武
英
殿
聚
珍
版
本
)

二
三
七



二
三
八

臣

軌
宫

本

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
鎌
倉
鈔
本
巻
上
)

猿
本

(
猿
投
神
社
蔵
南
北
朝
鈔
本
卷
下
)

陵

本

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
景
文
保
ニ
年
鈔
本
卷 

下
)

国

本

(
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
文
亀
ニ
年
吉
田
兼
右
鈔
本
)

正
親
町
本
(
国
立
国
会
図
書
館
蔵
正
親
町
家
旧
蔵
吉
田
兼
右
奥
書
江
戸
鈔 

本
)

神

本

(
神
宮
文
庫
蔵
清
原
枝
賢
奥
書
江
戸
初
鈔
本
)

閣

本

(
内
閣
文
庫
蔵
清
原
枝
賢
奥
書
江
戸
鈔
本
)

文

本

(
国
立
国
会
図
書
館
蔵 

文
明
八
年
識
語
室
町
鈔
無
注
本
)

竹

本

(
竹
本
氏
穂
久
邇
文
庫
蔵
江
戸
鈔
本
)

島

本

(
島
原
市
公
民
館
松
平
文
庫
蔵
江
戸
前
期
鈔
本
)

尾 

本

(
尾
張
藩
明
倫
堂
刊
木
活
字
本
)

佚

本

(
佚
存
叢
書
本
)

伹
し
国

本

，
正
親
町
本
•
神

本

•
閣
本
は
同
系
本
で
あ
る
か
ら
、
国
本
を
以
て
代
表
し
、

他
は
相
互
間
に
出
入
差
異
あ
る
場
合
に
の
み
掲
げ
た
。

帝
範 

武
英
殿
本
は
言
ぅ
ま
で
も
な
い
が
正
文
の
み
を
校
讎
し
た
。

帝

範

.
臣
軌
の
正
注
文
の
一
部
を
収
載
乃
至
は
引
用
せ
る
諸
書
、

或
は
両
書
の
正
注
文
が
引
用
せ
る
諸
書
の
主
要
な
る
も
の
は
校
勘
に
参
照
し
た
。

主 

要
参
照
書
と
そ
の
依
拠
本
次
の
如
し
。

文
苑
英
華
.
玉

海

•
貞
観
政
要
(
原
田
種
成
博
士
著
「
校
本
貞
観
政
要
」
)
.
群
書
治
要
(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
金
沢
文
庫
旧
蔵
鎌
食
鈔
本
)
.
明
文
鈔 

(
続
群
書
類
従
本
)
.
管

蠡

鈔

(
寛
文
刊
本
に
よ
り
、
旧
鈔
本
を
参
照
)
.
具
決
外
典
鈔
(
元
禄
刊
本
)
ニ
ニ
教
指
帰
覚
明
注
(
寛
永
刊
本
)

一
、
校
勘
記
は
、
底
本
に
拠
っ
て
標
出
せ
る
正
文
.
注
文
の
各
句
の
下
に
記
し
、
注
文
の
句
は
正
文
の
句
よ
り
一
格
を
低
し
た
。

一
、
字
体
は
印
刷
の
都
合
上
、
特
に
支
障
の
な
い
限
り
、
原
則
と
し
て
現
行
活
字
体
に
統
一
し
た
。
我
が
国
旧
鈔
本
に
多
く
慣
用
さ
れ
る
異
体
字
.
略

字

.
 

俗

字

.
訛
字
、
ま

た

「
無
」
と

「
无
」
の
異
同
の
如
き
、
稀
に
見
る
特
別
の
字
以
外
は
、

特
に
支
障
の
な
い
限
り
、

原
則
と
し
て
そ
の
異
同
を
特
記
し 

な
い
。

一
、
各
本
の
見
セ
消
チ
の
符
号
は
「
某
字
剜
去
」
と
記
し
、
校
合
の
注
記
書
き
入
れ
は
校
勘
記
中
に
『
某
字
旁
有r

…
…
某
江
」
』
の
如
く
記
し
た
。

合
点 

が
附
さ
れ
た
字
は
*
印
の
符
号
を
当
該
字
に
冠
し
た
。

一
、
校
勘
記
中
「
狩
谷
§

云
」
「
市
野
迷
庵
云
」
と
引
い
た
の
は
、
成
簣
堂
文
庫
旧
蔵
掖
斎
•
迷
庵
書
入
寛
文
刊
本
の
校
語
の
引
用
で
あ
る
。



帝
範
校
勘
記

帝
範
序 

慶

本

此

行

旁

有

「
帝
範
十
二
篇
」

序
字
旁
下
低
一
格
有 

「
太

宗

撰

敦

基

本

」

*
坊

本

序

字

下

低

四

格

有

「
御
製
」

賜
皇
太
子
頎 

野

本

脱

賜

字

〇
梅

本

.
国
本
頎
作
顕
字 

*
慶

本

.
野

本

•
島

本

.
林

本

作

傾

字 

*
京

本

作

治

字

按
 

頎
当
作
顧
字

謂
公
主
日 

国

本

.
野

本

主

誤

作

王

字

*
国

本

旁

有

「
主
ィ
」 

皆
在
其
中 

梅

本

♦
京

本

.
野
本
皆
作
備
字 

*
国

本

誤

作

脩 

字
、
旁

有

「
備
ィ
」 

*

慶

本

.
島

本

•
林
本
誤
作
俗
字 

一
旦
不
諱
更
無
所
言
矣 

野
本
諱
誤
作
壽
字
、
更
誤
作
臾
字 

所
以
名
帝 

野

本

脱

名

字

忘
於
物
我 

慶

本

忘

誤

作

志

字

〇
梅

本

•
国
本
物
誤
作
初
字 

*

野

本

脱

物

字

公
平
道
達 

野

本

公

誤

作

云

字

〇
梅
本
道
達
作
道
遠 

*
慶 

本

•
京

本

作

通

遠 

*
国
本
.
野

本

作

邇

遠

按

今

本

書

疏

作 

通
遠

挙
事
審
諦
故
也 

慶

本

.
京

本

故

下

有

「
謂
之
帝
」
三
字 

*
梅 

本

故

下

有

「
之
帝
」
二
字
按

今

本

書

疏

作

「
故
謂
之
帝
也
」 

人
君
与
天
地 

梅

本

脱

人

字

余
聞
大
徳 

文
苑
本
.
武

英

本

余

作

朕

字

〇
武
英
本
余
上
有
序 

日
二
字

樹
之
君
臣 

文
苑
本
之
作
其
字

陶
均
庶
類 

武

英

本

陶

均

作

®
陶

*
文

苑

本

均

作

_
字 

尚
書
咎
繇
日 

梅

本

繇

字

空

角

◦
国

本

繇

誤

作

経

字

〇
京 

本
咎
繇
作
大
禹
謨
三
字
按
今
本
尚
書
同 

暦
数
在
躬 

梅

本

紙

背

注

云「
歴
§
{|」  

*
坊
本
.武

英

本

作

歴 

字
以
鹽
握
霊
図
諸
本
並
兼
作
濫
字
是 

餘
広
反 

諸
本
並
広
作
廉
字
是

鄭
玄
河
図 

国
本
玄
下
有
云
字 

*

猿

本

.
京
本
玄
下
有
日
字 

*
慶
本
玄
下
有
図
云
二
字
、
図
字
恐
衍 

孔
安
国
云
河
図 

梅

本

•
猿

本

.
慶

本

.
国

本

.
京

本

.
野

本

図
 

下

有

「
則
八
卦
是
也
洛
(
梅
本
誤
作
河
字
)
書
則
九
疇
是
也
王
粛
云 

伏

羲

(
猿

本

•
慶
本
誤
作
義
字
)
受
河
図
」
是 

畫
八
卦 

梅

本

.
猿

本

.
慶

本

.
野

本

.
島

本

.
林
本
畫
作
書
字 

薦
唐
堯
之
徳 

武

英

本

薦

作

荐

字

〇
文
苑
本
唐
堯
作
陶
唐 

龍
魚
河
図
日 

猿

本

脱

河

字 

到
翠
嫣
之
渕 

野
本
到
字
重
複
、
嫣
誤
作
徳
字 

負
図
授
堯 

猿
本
堯
下
有
也
字 

玄
珪
賜
夏
禹
之
功 

文
苑
本
.
武

英

本

珪

作

圭

字

、

賜
作
錫
字 

〇
文
苑
本
夏
作
大
字

尚
書
詮
日 

梅

本

•
国

本

.
京

本

•
野

本

詮

作

®
字 

*

国
本 

旁

有

「
ィ
无
」 

*
猿
本
作
餘
機
二
字
按
尚
書
證
卽
是
恐
尚
書 

旋
機
鈐

玄
圭
出 

猿

本

.
国

本

.
京

本

.
野

本

圭

作

珪

字

〇
慶

本

脱

二
三
九



出
字

刻
日
延
寿
経
日 

梅

本

.
野
本
刻
作
劉
字 

*
島

本

.
林

本

誤
 

作
剝
字
按
迷
庵
市
野
光
彦
云
按
刻
日
延
寿
当
从
板
本
作
劉
者
訛 

〇
猿

本

寿

作

喜

字

恐

非

〇
梅

本

.
猿

本

.
慶

本

.
国
本
.京
本
.
 

野
本
経
作
注
字
是 

禹
切
既
成 

諸
本
並
切
作
功
字
是 

天
出
玄
圭 

猿
本
圭
作
珪
字

丹
烏
呈
祥 

京

本

.
島

本

.
林
本
烏
作
鳥
字
是 

*

梅

本

.
野
本 

誤
作
焉
字 

*
野

本

旁

有

「
字
」 

*
文
苑
本
•
武
英
本
作
字
字 

尚
書
中
虔
日 

諸
本
並
隻
作
候
字
是 

赤
爵
銜
書 

梅

本

.
慶

本

銜

作

銜

字

按

銜

俗

銜

字 

*

国
本 

誤

作

衙

字

〇
京
本
書
作
丹
書
二
字
、
按
藝
文
類
聚
等
所
引
並
作 

丹
書

入
豊
上
于
昌
之
戸
也 

慶
本
入
誤
作
人
字 

*
野
本
誤
作
八
字 

〇
京

本

豊

作

酆

字

〇
梅

本

•
猿

本

.
国

本

.
京

本

.
野

本

上
 

作

止

字

是

o
野

本

.
島

本

.
林

本

于

誤

作

于

字

◦
梅

本

.
慶 

本

•
国
本
.
京

本

•
野
本
.
島

本

.
林
本
之
戸
作
戸
之 

i

本 

無
之
字
按
藝
文
類
聚
所
引
作
「
入
酆
止
于
昌
戸
」

周
開
七
百
之
祚
素
霊
表
慶 

武

英

本

七

作

八

字

〇
文
苑
本
•
武
英 

本

慶

作

瑞

字

有
大
她
当
径 

梅

本

大

誤

作

天

字

〇
野
本
径
誤
作
住
字 

老
樞
哭 

梅
本
哭
字

空

格 

*

慶

本

哭

字

誤

作爱

字

〇
京
本 

此
行
作
「
有
一
老
嫗
哭
」

ニ
四
〇

人
問
嫗
嫗
日 

京

本

此

行

作

「
人
問
何
哭
嫗
日
」

其
子
白
帝
子
也 

梅

本

.
猿

本

.
慶

本

•
国

本

.
京

本

.
野

本

其
 

作

吾

字

是

〇
猿
本
白
誤
作
日
字 

今
赤
帝
子
殺
也 

梅

本

•
猿

本

•
慶

本

.
国
本
•
京
本
•
野

本

今
 

下

有

者

字

〇
京
本
也
作
之
字

啓
重
世
之
基 

慶

本

.
野

本

.
坊
本
世
作
代
字 

*
坊

本

代

字

旁 

有

「
世
ィ
」

按
作
代
避
太
宗
諱 

*

文
苑
本
作
華
字 

由
此
而
観 

文
苑
本
.
武
英
本
而
観
作
観
之 

非
可
以
智
競
不
可
以
カ
争
者
矣 

武

英

本

此

行

作

「
非
可
以
カ
争
者 

矣
」

昔
隋
季
版
蕩 

梅

本

.
野
本
隋

作

随

字

、
已
下
並
倣
此
。
按
広
韻
云 

国

名

本

作

随

〇
野
本
.
坊
本
版
誤
作
叛
字
、
旁

有

「版
ィ
」

詩
大
雅
版
日 

国
本
.
京
本
版
作
板
字 

毛
公
日
叛
也 

猿

本

.
国
本
•
京
本
叛
作
版
反
二
字 

*

野
本 

作
叛
反
二
字
按
今
本
詩
伝
作
「
板
反
也
」

鄭
玄
日
王
為
政 

慶
本
脱
王
字
〇
野
本
政
誤
作
攻
字
〇
梅 

本
脱
自
此
行
下
至
之
辟
二
十
四
字 

反
先
王
与
天
之
道 

国

本

脱

之

字

、
天
字
旁
有r

大
之
ィ
」 

蕩
詩
日 

慶
本
脱
日
字 

下
民
之
辟 

野
本
脱
辟
字

言
法
度
廃
壊
之
貝
也 

国
本
•
京
本
無
言
字
按
今
本
詩
伝
有
言 

字

〇
梅
本
•慶
本
壊
誤
作
懐
字
〇
国
本
.京
本
無
也
字 

孔
安
国
日
分 

梅

本

*
猿

本

.
慶

本

.
国
本
.
京
本
•
野

本

日

下



有

「
民
有
異
心
日
」
是

周
易
屯
卦
云 

島

本

.
林

本

屯

字

空

格

、
下

文

同

〇
京

本

云
 

作
日
字

法
此
屯
象 

野

本

屯

誤

作

己

字

〇
梅
本
象
字
空
格 

有
為
之
時
経
綸 

猿

本

•
国
本
.京
本
.野

本

時

下

有

以

字

〇
猿 

本

.
慶
本
綸
下
有
之
字 

*

京
本
綸
下
有
天
下
二
字
按
今
本 

周
易
正
義
作
「
有
為
之
時
以
経
綸
天
下
」

秦
失
金
鏡
清
明
之
道
也
星
経
0

野

本

失

誤

作

夫

字

〇
慶

本

脱
 

自
金
至
星
七
字

北
斗
七
星
是
七
政
枢
機 

慶

本

脱

是

字 

陰
陽
之
元
本
也 

慶
本
元
誤
作
天
字 

杓
三
星
為
玉
衡 

慶
本
杓
誤
作
抅
字 

*
野
本
誤
作
物
字 

〇
国
本
玉
誤
作
王
字 

人
君
之
象 

梅

本

脱

象

字

為
天
星 

梅

本

.
猿

本

•
慶

本

.
国

本

.
京

本

.
野
本
天
下
有
正 

字
是

至
陽
徳 

梅

本

.
猿

本

•
慶

本

.
国

本

.
京

本

.
野
本
至
作
主
字 

是

然
猶
五
岳
含
気 

文
苑
本
.
武
英
本
猶
作
由
字
、
岳

作

嶽

字

〇
梅 

本

気

作

气

字 

*
猿

本

.
慶

本

.
野

本

.
坊

本

作

氛

字 

*
国
本 

旁

有

「
氛
ィ
」

按
説
文
段
注
云
气
気
古
今
字 

鄭
玄
云 

慶

本

.
京
本
云
作
日
字 

容
直
也 

梅

本

•
猿

本

•
国

本

•
京

本

.
野
本
容
下
有
也
字

方
言
其 

島

本

.
林
本
云
作
日
字

草
木
刺
人
者
為
梗 

梅

本

草

木

誤

作

章

等

〇
梅

本

.
国
本
.
京 

本

.
野
本
刺
誤
作
剝
字

食
骨
留
咽
中 

国

本

脱

食

字

〇

梅

本

.
慶
本
咽
誤
作
唱
字 

*

国

本

.
島

本

.
林
本
誤

作

唱

字 

*
野
本
誤
作
昌
字 

風
塵
未
寧 

文
苑
本
寧
作
定
字 

余
以
弱
冠
之
年 

武
英
本
余
作
朕
字 

慷
慨
之
志 

梅
本
志
誤
作
忠
字

思
静
大
難
以
済
蒼
生 

文
苑
本
.
武
英
本
.
静

作

靖

字

〇
坊

本

済
 

作
斉
字

擐
甲
執
兵 

慶
本
執
誤
作
机
字

衣
甲
也 

梅

本

•
野
本
甲
字
下
有 
< 
字 

*

慶
本
甲
字
重
複 

夕
対
魚
麗
之
陳 

文

苑

本

対

下

有

以

字

〇
武
英
本
麗
作
鱗
字 

〇
梅

本

•
猿

本

.
国
本
.
京

本

.
野

本

.
文
苑
本
.
武
英
本
陳
作
陣 

字
、
注
文
同

伍
承
弥
縫 

慶

本

.
国

本

脱

伍

字

〇
慶
本
弥
誤
作
檢
字 

車
戦
廿
五
乗
為
偏 

梅

本

車

戦

誤

作

陳

載

〇
慶

本

脱

乗

字 

〇
野
本
乗
下
衍
為
廿
五
乗
四
字
、
偏
誤
作
備
字 

承
偏
隙
而
弥
縫
闕
漏 

梅

本

•
猿

本

.
慶

本

.
国

本

•
京

本

.
野
本 

偏

下

有

之

字

〇
梅
本
隙
字
空
角 

*
野
本
隙
誤
作
陣
字 

*
島

本

.
林

本

誤

作

潦

字

〇
梅

本

•
猿

本

•
慶

本

•
野

本

.
島 

本

.
林

本

而

作

即

字

〇
野
本
脱
縫
字
按
今
本
左
伝
杜
注
作 

「
承
偏
之
隙
而
弥
縫
闕
漏
也
」

ニ

四一



魚
麗
陣
法
也 

猿

本

•
慶

本

.
野

本

.
島

本

.
林
本
陣
作
陳
字 

朝
臨
鶴
翼
之

a 

文
あ
ネ
臨
下
有
双
申 

敵
無
大
而
必
摧 

国

本

無

字

旁

有r

ィ
无
」 

*
京

本

無

無

字

、
 

敵
字
旁
下
有
「
無
ィ
有
」

〇
文
苑
本
.
武

英

本

必

作

不

字

〇
国 

本

摧

誤

作

推

字

、
旁

有r

摧
」

兵
何
堅
而
不
碎 

文
を
ネ
何
作
無
字
、
砕
げ
«
字 

剪
長
鯨 

武
英
本
剪
作
翦
字
按
玉
篇
云
翦
俗
作
剪 

謂
残
賊
也 

梅
本
賊
字
空
角

知
八
紘
九
野
之
形
〇 

猿

本

〇
作
浮
字 

*
京
本
作
埒
字
是 

*
国

本

.
野

本

作

埒

字 

*

梅

本

•
島

本

.
林

本

〇
字
空
角 

〇
慶
本
自
八
字
至
末
句
闕
脱

註
千
里
日
紘
也 

梅

本

•
猿

本

.
京

本

.
島

本

•
林
本
註
千
里
作 

「
計
叔
重
」 

*
国

本

•
野

本

作

「
許
叔
重
」
似

是

〇
梅

本

.
 

猿

本

•
国

本

.
京

本

•
野
本
紘
下
有
維
字
是 

有
八
地
々
々
外 

梅

本

.
猿

本

.
京

本

.
野
本
地
作

埏

字

、
々
々

八
埏 

八
涎

作

「
々
々
之
」
是 

*

国

本

脱

八

字

、
作
「
有

地

有

地

之

」 

既
而
承
慶
天
潢 

慶

本

此

六

字

闕

脱

〇
文

苑

本

無

而

字

、
慶
作 

佑

字

〇
武
英
本
無
既
而
二
字
、
承
作
乗
字 

後
光
反
漢
書
天
文
志 

慶

本

後

光

反

漢

四

字

闕

脱

◦
梅

本

後
 

字

空

角

〇
猿

本

.
国
本
.
京

本

.
野
本
志
下
有
日
字
是 

天
有
五
潢 

慶
本
潢
誤
作
漢
字 

柱
不
具
兵
起 

慶

本

具

誤

作

足

字

〇
猿
本
起
下
有
也
字 

孔
安
国
注
云 

諸
本
並
云
作
日
字

ニ
四
ニ

濫
登埯

極 

文

苑

本

作

「
登
暉埯

極
」 

*

武

英

本

作

「
澄
清
璇 

極」

按

埯

同游

王
者
正
天
文
之
器
也 

慶
本
王
誤
作
主
字 

極
者
孔
極
也 

梅

本

.
国

本

.
京
本
孔
作
地
字 

*
猿

本

作

正 

地
二
字 

*
野

本

無

孔

字 

明
両
作
離 

梅

本

脱

離

字

継
明
照
于
四
方 

島

本

.
林
本 

継

誤

作

縫

字

〇
野

本

于

誤 

作

十

字

〇
梅

本

四

誤

作

日

字

〇
島

本

.
林
本
于
四
方
誤
作 

「
千
里
日
方
」

王
弼
云 

慶
本
云
誤
作
三
字 

離
為
日 

梅

本

脱

為

字 

積
聚
両
明 

梅

本

脱

聚

字 

継
宝
籙
之
隆
基 

武
英
本
宝
籙
作
大
宝 

君
位
也 

野
本
位
誤
作
作
字

事
籙
帝
王
之
図
讖 

梅

本

.
猿

本

.
慶

本

•
国

本

.
京

本

.
野
本 

籙

作

録

字

是

〇
猿

本

脱

讖

字 

恐
懼
也
戒
慎
也 

国

本

•
京
本
此
注
文
闕
脱 

若
臨
深
御
杇 

梅

本

•
猿

本

.
慶

本

.
国

本

.
京

本

.
野
本
•
坊

本

.
 

文
苑
本
.
武
英
本
.
玉
海
引
.
明

文

抄

引

深

下

有

而

字

似

是

〇
文 

苑

本

.
玉
海
引
御
作
馭
字

尚
書
日
凛
乎 

梅

本

.
慶
本
凛
誤
作
禀
字 

*
猿

本

作

澳

字 

按
説
文
通
訓
定
声
云
瘰
字
亦
作
凜
又
作
懍
。
今
本
尚
書
作
懍
字
。

*

島

本

•
林
本
藤
字
空
角



為
人
上
者 

国

本

為

誤

作

蔫

字

〇
慶
本
脱
為
人
上
三
字 

〇
梅

本

•
野

本

.
島

本

.
林

本

脱

上

字 

日
慎
一
日 

玉
海
引
無
此
四
字 

思
善
始
而
令
終 

文
苑
本
.
玉
海
引
思
作
冀
字 

1

1

 

玉
海
引
無
此
四
字 

燭
恭
反
取
也 

梅

本

恭

誤

作

茶

字

◦
国

本

.
京
本
取
作
聚
字 

似

是

〇
国
本
也
作
之
字
恐
非 

春
秋
隠
三
年 

京
本
隠
下
有
公
字 

石
碏
日 

神

宮

本

日

作

諫

字

按

今

本

左

伝

作

「諫
日
」

以
義
方
弗
納
於
邪
也 

梅

本

.
猿

本

•
慶

本

脱

以

字 

*
野
本 

脱

以

義

二

字

〇
慶

本

弗

誤

作

仏

字

〇
梅

本

•
野

本

邪

誤

作 

耶
字

庭
訓
有
乖
…
…
属
以
少
陽
之
任

 

玉
海
引
無
此
十
六
字 

詩
大
雅
之
板
日 

梅

本

.
猿

本

.
慶

本

.
国

本

.
京

本

•
野

本

無
 

之
字

懐

徳

作

寧

慶

本

懐

誤

作

壊

字

、
下

文

同

〇
猿

本

•
国
本
.
京 

本
作
作
維
字
是

宗
子
維
城 

島

本

.
林

本

脱

城

字

徳
元
行
酷
虚 

梅

本

.
猿

本

.
国
本
.
京

本

.
野

本

徳

作

「
和
女 

徳
」
是 

*
慶
本
作
女
徳
二
字
、
脱

和

字

〇
梅

本

.
猿

本

.
国 

本

.
京

本

.
野

本

元

作

無

字

是

〇
猿
本
.
.
国

本

酷

虚

作

「
酷 

暴
之
政
」

〇
京

本

作

「
酷
虐
之
政
」

按
今
本
尚
書
伝
作
「
酷 

虐
之
政
」

以
安
国 

梅

本

.
猿

本

•
慶

本

•
国
本
.
京

本

.
野
本
安
下
有
女 

字

是

◦
猿
本
国
誤
作
門
字

免
於
難
也 

国

本

.
京

本

免

上

有

使

字

按

今

本

尚

書

伝

作

「
使 

免
於
難
」

属
以
少
陽
之
任 

文
苑
本
陽
作
年
字
非 

尚
書
日 

京

本

尚

書

作

「
尚
書
注
」

按
此
引
文
非
尚
書
経
文
無 

逸
篇
之
注
文
也

謀
逸
豫 

国
本
豫
誤
作
聚
字

知
民
之
所
依
怙
之
也 

国

本

民

字

旁

有r

臣
ィ
」 

*
慶

本

民
 

誤
作
氏
字 

*
京
本
民
作
小
人
二
字
、
無
之
也
二
字
、
按
今
本
書 

伝
同

余
毎
此 

武

英

本

余

作

朕

字

〇
梅

本

.
猿

本

.
慶

本

.
国

本

.
京 

本

.
野
本
.
坊

本

.
文
苑
本
.
武
英
本
..玉
海
引
毎
下
有
思
字
是 

未
甞
不
廃
寝
忘
食 

玉
海
引
無
此
七
字

自
軒
昊
已
降
迄
至
周
隋
 

玉

海

引

自

作

今

日

二

字

〇
文
苑
本
.
玉 

海

引

已

作

以

字

、
至
作
于
字 

経
天
緯
地
之
君 

武
英
本
経
上
有
以
字

其
道
煥
焉 

文
苑
本
.
玉

海

引

焉

作

然

字 

*
文

苑

本

然

下

有

「i

作
」

博
採
史
籍
聚
其
要
言 

武

英

本

採

作

覧

字

〇
坊
本
其
誤
作
基
字 

云尔
 

武

英

本
尔

作

耳

字

〇
玉
海
引
無
此
二
字

帝
範
上 

猿

本

上

作

「
巻
上
」
二
字
、
卷
字
剜
去
、
旁

有

「
江
有
」

ニ
四
三



〇
慶
本
層
上
有
「裏
書
云
帝
範
卷
上
菅
ニ
品
本
帝
範
上
敦
本
」 

*

野 

本

層

上

有

「帝
範
卷
上
ニ
品
本
帝
範
上
敦
本
」

君
体
篇 

国

本

篇

字

旁

有

「江
本
无
此
目
六
」 

*
坊
本
篇
字 

下

有

「江
本
无
此
目
録
」

去
讒
篇 

梅

本

紙

背

注

云

「以
上
江
本
無
此
目
録
但
家
本
有
之
」

*
慶
本
.
野

本

旁

有

「
江
本
無
此
目
録
」

君

体

篇

梅

本

篇

字

旁

下

有

「江
本
无
篇
字
」
紙
背
注
云r

敦
光
本 

如
此
皆
有
篇
字
」 

*
野
本
篇
字
旁
下
有
「
江
本
無
篇
字
奥
皆
同
之
」、
 

層
上
有
「
君
体g

s
l

奥
君
体
篇1

M
g
l

此
」

*
猿
本
篇
字
剜
去
、
 

旁
下
有
「江
无
已
下
同
」 

*
慶
本
篇
字
下
小
字
雙
行
有
「江
本
無 

篇
字
奥
皆
同
之
」 

*
国

本

篇

字

旁

有

「
江
本
无
」 

*
坊

本

篇 

字
下
有
「
江
本
无
篇
字
奥
同
」

夫
民
者
国
之
先 

武
英
本
民
作
人
字
、
已
下
並
効
之 

如
山
岳
焉 

武
英
本
岳
作
嶽
字 

易
繫
日 

慶
本
脱
日
字

貞
明
者 

梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
野
本
者
下
有 

也
字

貞
者
正
也
一
也 

野
本
一
下
衍
孔
字 

日
月
照
臨
之
道 

梅

本

脱

日

月

二

字

〇
慶
本
脱
臨
字 

億
兆
之 

武
英
本
億
兆
作
兆
庶

足
以
兼
苞 

野
本
兼
誤
作
庶
字
、
旁

有

「兼
軟
」 

*
武
英
本
苞 

作
包
字
按
苞
通
包

非
慈
厚 

坊
本
厚
作
愛
字
、
傍
有
「厚
江
」 

*

正
親
町
本
滋
厚
旁

ニ
四
四

有
ニ
本
云
江
家
本
慈
愛
作
慈
厚
」 

*
慶
本
.野
本
厚
字
旁
有
「愛
」
 

杜
日
父
族 

猿
本
社
下
有
預
字
按
父
族
已
下
之
文
正
義
之
文
非 

杜

注

〇
梅
本
父
誤
作
九
字 

*

国
本

父

字

旁

有

「
九
ィ
」

日
四
五
属
之內
 

梅
本
•
猿
本
.
慶
本
♦
国
本
.
京
本
•
野

本

無 

日

字

是

〇
国
本
四
誤
作
日
字
(神
本
日
字
旁
有
「
四
ィ
」
)

〇
猿
本
五
誤
作
吾
字 

父
母
昆
弟 

猿
本
母
作
女
字
是

己
女
昆
弟 

梅

本

脱

女

字

〇
野
本
女
誤
作
安
字
〇
慶
本 

女
至
下
文
為
一
族
十
二
字
闕
脱

之
子
女
適
人
者 

梅

本

之

子

女

作

「
己
女
之
子
女
」 

*
猿
本
.
 

慶

本

作

「
己
之
女
子
」 

*
国
本
•
野

本

作

「
己
之
子
女
」

*
京

本

作

「
己
之
女
子
子
」
似
是 

母
族
之
三 

慶
本
.
京
本
無
之
字
是

母
母
姓 

猿
本
.
慶
本
.京
本
•神

本

作

「
母
之
母
姓
」
是 

*

国 

本

作

「
母
之
姓
」
非

母
女
昆
弟
適
人
者 

慶

本

脱

女

字

〇
猿
本
.
京
本
者
下
有 

「与
其
子
」
是 

*
神
本
挿
入
此
三
字 

妻
族
ニ 

梅
本
.
慶
本
脱
妻
族
二
字 

妻
之
父
父
姓 

猿
本
.
慶
本
•
京

本

作

「妻
之
父
姓
」
是 

妻
姓
為
一
姓 

猿
本
.
慶
本
•
京

本

妻

姓

作

「妻
之
母
姓
」
是 

〇
猿
本
.
慶
本
•
国
本
.
京
本
.
野

本

一

姓

作

一

族

是

〇
猿
本 

一
族
下
有
也
字

処
後
思
恭 

武

英

本

後

作

位

字

〇
梅
本
.
慶
本
•
島
本
.
林
本



恭
作
龔
字 

*

国
本
恭
字
旁
有r

龔
ィ
」

按
龔
通
恭
。
玉
篇
云
〔
襲
〕 

又
慇
也
与
恭
同

傾
己
勤
労 

梅
本
.
国
本
勤
作
慰
字
按
正
字
通
云
勲
同
勤

此
為
君
之
体
也 

武
英
本
為
作
乃
字

建
親
篇

不
可
以
偏
制
故
与
人
共
治
之 

武
英
本
無
以
字
、
治
作
理
字

不
可
以
独
居 

武
英
本
無
以
字

親
疎
両
用
則
并
兼 

野

本

用

誤

作

閑

字

〇
武
英
本
無
則
字

昔
周
之
興
也 

坊
本
也
誤
作
世
字 

将
以
狄
伐
鄭 

野

本

狄

誤

作

秋

字

〇
猿
本
•
島
本
.
林

本

伐 

誤
作
代
字

富
辰
諫
日 

猿
本
.
慶

本

諫

下

有

王

字

〇
梅
本
.
国
本
•
野
本 

島
本
•
林
本
諫
下
有
平
字
非 

雖
有
小
忿 

国
本
小
忿
作
少
怨
、
怨
字
旁
有r

忿
ィ
」

不
廃
懿
親 

梅
本
懿
親
倒
誤 

*
慶
本
.
島
本
.
林
本
懿
誤
作 

懿
字 

*
野

本

誤

作

「不
懿
療
親
」

鄭
有
平
恵
之
勲 

慶
本
•
国
本
勲
誤
作
截
字 

*
野
本
誤
作
恝 

字
、
下
文
同

晋
鄭
是
輔 

梅
本
.
国
本
•
野
本
.
島
本
.
林

本

脱
辅

字

〇
猿 

本

.
慶
本
•
神
宮
本
.
京
本辅

作
依
字
是 

虢
鄭
納
之 

梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国
本
.
野
本
虢
誤
作
號
字 

*
島
本
.
林
本
誤
作
崎
字

是
其
勲
也 

島
本
.
林

本

勲

誤

作

動

宇

0
梅
本
.
猿
本
•
慶
本 

国
本
.
野
本
數
下
有
之
字
恐
衍
文 

論
語
孔
子
日 

国
本
無
孔
子
二
字 

鄭
玄
注
日 

国
本
日
作
云
字 

故
ト
祚
霊
長 

野
本
祚
誤
作
笹
字

秦
之
季 

梅
本
.
猿
本
•
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
野
本
•
坊
本
.
武
英 

本
季
下
有
也
字

莫
持
二
世
而
亡 

猿
本
.
野
本
.
武

英

本

持

作

恃

字

〇
国
本
.
京 

本
世
作
代
字 

*
国

本

代

字

旁

有

「世
ィ
」 

*
梅
本
.
慶
本 

世
字
旁
有
「代
」

枝
葉
扶
疏 

慶

本

層

上

云

「扶
疏
或
作
扶
陳
」 

*
武
英
本
扶
疏 

作
不
疎
非

漢
祖
初
定
関
中 

武
英
本
無
祖
字 

戒
亡
秦
之
去
策 

武

英

本

戒

作

誡

字

〇
諸
本
並
去
作
失
字
是 

過
於
古
制 

国

本

古

作

故

字

旁

有

「古
ィ
」 

*
慶
本
•
野
本
.
 

坊

本

古

字

旁

有

「故
江
」 

*
正
親
町
本
故
制
左
旁
有
「
*
古 

今
」、
右
旁
有
「
江
家
本
古
作
故
一
本
制
作
今
」

末
大
則
危 

野
本
末
誤
作
未
字 

鈇
鉞
之
灾 

武
^
ホ

灾

作

㈱
字

二

月

壬

午

晦

京

本

午

作

子

字

〇
梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国
本 

京
本
.
野
本
晦
下
有
日
字
是

斬
呉
王
濞
於
丹
徒 

梅
本
濞
字
空
格 

*

国
本
濞
誤
作
漁
字 

*

慶
本
.
国
本
.
野
本
.
島
本
.
林
本
丹
作
舟
字

ニ
四
五



膠
西
王
卬 

梅
本
卬
誤
作
印
字 

*
慶
本
誤
作
市
字 

*
野
本 

誤
作
即
字

楚
王
代
燕
王
遂 

猿
本
.
京
本
代
作
戊
字
是 

*

慶
本
誤
作
伐 

字

〇
野
本
代
燕
王
誤
作
「殺
」

一
字

済
南
王
辟
光 

野
本
光
誤
作
先
字

m
川
王
賢 

梅
本
萏
誤
作蔷

字 

*
慶

本

誤

作

蟇

字

*
国
本 

誤
作
留
字

雄
渠
皆
自
殺 

猿

本

雄

作

熊

字

◦
梅

本

渠

誤

作

漿

字*

慶 

本
脱
渠
字

不
忍
加
之
鉄
質 

国
本
忍
誤
作
思
字

斬
悪
之
罪
也 

京
本
悪
作
腰
字

鈇
椹
也 

猿

本

椹

作

_
字
按
集
韻
云
椹
斫
木
檀
也
、
或
作
鎭 

*
慶
本
誤
作
堪
字

説
文
日
芒
破
也 

猿
本
破
作
鈹
字
按
市
野
迷
庵
云
説
文
真
本
芒 

破
也
作
里
斫
刀
也

鈇
万
于
反 

梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国
本
.
京
本
•
野
本
万
作
方 

字

是

◦
梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国
本
.
野
本
于
誤
作
干
字

鉞
禹
月
反
斧
也 

猿

本

鉞

誤

作

鈹

字

〇
京
本
鉞
下
衍
者
字 

〇
慶
本
斧
誤
作齐

字

所
致
也
魏
武 

坊
本
也
誤
作
世
字
、
武
誤
作
民
字 

無
一
戸
之
民 

武

英

本

一

作

封

字

〇
国
本
.
京
本
.
坊
本
.
武
英

本

民

作

人

字

*
国

本

人

字

旁

有

「
民
」

(
正
親
町
本
人
字
旁

有

「
一
本
民
作
人
蓋
後
人
辟
諱
改
之
下
効
之
」) 

*
坊
本
旁
有

ニ
四
六

「
民
江
」 

*
慶

本

•
野
本
民
字
左
旁
有
「江
」( l

g
)、

右
旁
有 

「
人
」 

*
島
本
•
林
本
民
誤
作
民
人
二
字 

無
磐
石
以
為
基 

坊

本

磐

誤

作

賭

字

*
武
英
本
作
盤
字
、
按
磐 

盤
通

高
帝
主
子
弟 

島

本

帝

字

重

複

〇
野

本

帝

下

有

封

字

〇
国 

本

.
京
本
王
作
封
字

地
大
互
相
制 

梅
本
•
猿
本
.
慶
本
•
国
本
.
京
本
大
互
作
犬
牙 

是

〇
野
本
.
島
本
.
林
本
互
作
牙
字 

神
器
保
於
他
人 

武
英
本
神
作
大
字

故
諺
日
流
尽
則
源
竭
條
落
則
根
枯 

野

本

該

字

旁

有

「語
」

〇
武 

英
本
無
故
字
、
諺
作
語
字
、
則

作

其

字

〇
坊
本
竭
誤
作
褐
字 

〇
明
文
抄
所
引
條
作
枝
字

#:
臍

之

患
 

国
本
噬
誤
作噻

字
(
神
本
作
噬
字
、
正
親
町
本噻

字
剜 

去
、
旁

有r

噬
」)

〇
梅
本
•
野
本
臍
作
杳
字
、
注
文
同
按
説 

文
通
訓
定
声
云
斉
叚
借
為
臍

楚
文
王
伐
申
過
鄧 

梅
本
•
慶
本
伐
誤
作
代
字 

*
猿
本
•
国
本 

伐
誤
作
戊
字
〇
野

本

伐

申

誤

作

戊

甲

〇
慶
本
•
国
本
鄧
誤 

作
劉
字
、
慶
本
下
文
同

鄧
侯
日 

国
本
鄧
誤
作
鄭
字
、
下

文

同

〇
猿
本
.
野
本
鄧
下 

有
祁
字 

*

梅
本
•
慶
本
.
国
本
.
京
本
鄧
下
有
祈
字
按
鄧
当 

作

鄧

祁

〇
梅
本
侯
誤
作
便
字 

*
国
本
誤
作
候
字 

吾
甥
也
止
而
享
之 

慶
本
吾
誤
作
五
字
、
而
字
重
複
、
享
誤
作
京 

字

〇
野
本
止
誤
作
上
字



雖
甥
養
甥 

猿
本
.
慶
本
.
京
本
雖
甥
下
有
聃
甥
二
字
是
〇
国 

本

•
野
本
脱
下
甥
字

亡
鄧
国
必
此
人
也 

慶

本

亡

誤

作

土

字

〇
猿
本
.
京
本
国
下 

有

者

字

是

〇
梅
本
.
慶
本
.
国
本
.
野
本
人
下
有
甥
字
、
恐
衍 

文
後
君噻

臍
也 

梅

本

後

作

援

字

按

援

俗

後

字

〇
梅
本
.
慶
本 

君
誤
作
若
字

致
之
太
弱 

野
本
致
字
旁
有
「枝
或
」

*
坊
本
致
字
旁
有
「
枝
ィJ 

無
固
本
之
隆 

島
本
•
林
本
隆
誤
作
澄
字 

*
武
英
本
作
基
字 

而
少
カ 

梅
本
.
猿
本
.
慶
本
•
国
本
.
京
本
.
野
本
.
坊
本
少
下 

有
其
字

使
軽
重
相
鎮 

武
英
本
鎮
作
慎
字 

安
危
也 

猿
本
無
危
字

エ
也
厭
去
也 

梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
野
本
工
作 

正
字
按
作
止
字
疑
是
、
止
正
字
形
相
似
〇
慶
本
.
京
本
厭
作 

壓

字

按

厭

壓

通

用

〇
梅
本
去
作
之
字 

*
国
本
.
野

本

作 

云
字 

*
猿
本
•
慶
本
.
京
本
無
去
字
是
按
市
野
迷
庵
云
按
説 

文
鎮
壓
也
壓
訛
厭
土
二
字
土
字
遂
訛
為
去
字 

猜
忌
之
心 

猿
本
猜
誤
作
獱
字 

承
才
反 

慶
本
承
才
誤
作
豕
士

斯
二
者 

国
本
.
野
本
.
武
英
本
不
抬
書 

*
慶
本
自
此
至
篇
末 

低
一
格 

*
慶
本
.
野

本

層

上

云r

斯
二
者
江
本
如
此
一
字
引
下
奥 

同
前
」 

*

猿

本

旁

有

r

江
本
一
字
下
書
之
以
下
同
」
 

*

坊
本

旁
有

「如
是
江
本
ニ
ア
リ
奥
同
之
」

君
徳
之
弘 

武
英
本
弘
作
宏
字

設
令
懸
教 

猿
本
.
慶
本
.野
本
•坊

本

令

字

旁

有

「命
江
」 

*
国 

本

旁

有

「命
江
乍
」 

*
慶

本

*
^
W

「
分
」 

*
武
豸
ネ
作
分 

字
恐
非

以
光
大
為H

 

武
英
本
工
作
巧
字

括
蒼
旻 

梅
本
•
猿
本
.
慶
本
.
京
本
.
野
本
.
坊
本
旻
作
昊
字 

*
国
本
誤
作
吴
字
、
旁

有

「
昊
」

古
集
反 

猿
本
.
国
本
.
京
本
.
野

本

集

作

奪

字

是

梅

本 

誤
作
舊
字 

*
慶
本
誤
作
奮
字

民
仰
之 

国
本
•
京
本
.
武
英
本
民
作
人
字 

*

国
本
.
京

本

旁 

有

「民
ィ
」

民
脩
之 

国
本
♦
京
本
•
坊
本
•
武
英
本
民
作
人
字 

*

慶
本
•
野 

本

民

字

旁

有

「
人
」 

*
坊

本

人

字

旁

有

「民
」

〇
梅
本
.
国 

本

.
京
本
.
野
本
.
武
英
本
脩
作
循
字 

宜
其
不
遠 

武
英
本
不
作
宏
字 

尚
書
堯
典
日 

慶
本
典
誤
作
臾
字
、
日
誤
作
日
字 

若
稽
古
帝
堯 

猿
本
.京
本
若
字
上
有
日
字
是
*
慶
本
若
上
日 

誤
作
月
字 

*

国

本

誤

作

日

字

〇
慶

本

若

誤

作

君

字

〇
梅 

本
稽
字
空
角 

*
慶
本
稽
作
乱
字 

*

国
本
.
野
本
作
乱
字 

按
乱
.
乱
当
作
乱
字
。
集
韻
云
斗
、

一
日
考
也
、
或
作
乩
、
通
作
稽 

〇
野
本
堯
下
衍
4
字

勛
功
也 

野
本
功
下
衍
>
字

〇
京
本
無
也
字
按
今
本
書
伝

ニ
四
七



無
也
字

言
克
放
於
土
世
之
功
化
也 

梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国
本
•
京
本
.
 

野

本

克

作

堯

字

是

◦
野
本
脱
放
於
二
字 

克
諧
丞
 々

梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
坊
本
丞
作
蒸
字 

是
〇
武
英
本
丞
々
作
蒸
乂 

重
華
垂 

梅

本

垂

字

旁

有

「挙
ィ
」

碓
書
日 

猿
本
.‘慶
本
•
野
本
.
碓
作
雒
字
是
◦
国
本
.
京
本 

誤
作
雄
字

衛
有
人 

国
本
衛
作
衡
字

方
面
衛
重
華
日
衛
 々

猿
本
•国
本
.京
本
上
下
衛
作
衡
字 

*
梅 

本

•
野

本

下

衛

作

衡

字

〇
猿
本
•
慶
本
々
作
者
字 

有
僵
表
如
日
也 

諸
本
並
畏
作
骨
字
是
◦
慶
本
日
誤
作
日
字 

*

島
本
.
林
本
日
誤
作
月
字

重
華
重
童
子
也 

猿
本
.
慶
本
童
作
瞳
字
是
、
下

文

同

〇
国
本 

此
行
剜
去

重
華
舜
目 

慶
本
目
誤
作
同
字 

因
以
為
名 

慶
本
因
誤
作
固
字

無
以釺

破
義 

猿
本
矸
作
姦
字 

*
坊
本
•
武

英

本

作

奸

字

按 

集
韻
云
姦
或
作
紆
、
又
云
奸
亦
作
紆 

察
之
以
明
撫
之
以
徳 

武
英
本
無
以
明
撫
之
四
字

求
賢
篇

任
使
得
其
人 

梅
本
無
其
字
、
得
字
旁
下
有
「其
」

ニ
四
八

尚
書
堯
典
日 

慶
本
脱
日
字

義
仲
義
叔
和
仲
和
叔
梅
本
.
京
本
上
下
義
作
羲
字
是
、
下
文
同 

*
野

本

下

文

作

羲

字

〇
慶
本
上
仲
作
中
字
、
義
叔
下
衍
之
後 

二

字

◦
猿

本

下

仲

作

中

字

〇
国
本
.
京
本
和
叔
下
有
也
字 

義
氏
和
氏
世
掌
天
之
官 

野

本

脱

和

氏

二

字

〇
国
本
世
字
旁 

有

r

堯
ィ
」
(神
本
•
正
親
町
本
無
此
旁
記
)

〇
梅
本
掌
誤
作
常 

字

〇
梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.国
本
.野
本
天
下
有
地
字
是 

*
京 

本
天
下
有
地
四
時
三
字
按
今
本
書
伝
作
天
地
四
時
之
官 

四
岳
義
四
子 

国

本

四

誤

作

日

字

〇
梅
本
•
猿
本
•
慶
本
.
国 

本

•
京
本
.
野
本
義
下
有
和
字
是 

分
掌
四
岳
之
諸
侯 

猿
本
.
慶
本
侯
下
有
也
字 

左
伝
文
十
八
年
日 

猿
本
文
下
有
公
字 

伯
奮
仲
堪 

国

本

#
(
奮
之
譌
字
)
作
棻
字
(奪
同
字
)

仲
伯
虎 

野
本
虎
誤
作
廣
字

注
日
元
善 

梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
野
本
善
下
有 

也
字

士
之
居
世 

慶
本
.
国
本
.
京
本
.
坊
本
世
作
代
字 

*
野

本

旁 

有

「代
」

戢
翼
隠
鱗 

慶
本
戢
誤
作
！8

字 

*

島
本
誤
作
骨
字

伕
風
雲
之
運 

諸
本
並
隹
作
俟
字
是
〇
武
英
本
俟
作
待
字
、
運
作 

会
字

懐
奇蕰

異 

梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国
本
•
京
本
.
坊
本
•
武
英
本 

蕰

作
蔬
字
按蕰

同蕰

、蕰

亦
作蕴



是
以
明
君
求
俊
乂 

武

英

本

無

以

字

〇
梅
本
乂
誤
作M

字
、
旁
 

有

「
人
」 

*
慶
本
.
野
本
誤
作
刃
字 

*
島
本
.
林
本
誤
作
人 

字
博
訪
英
才 

武
英
本
才
作
賢
字

捜
揚
仄
陋 

慶

本

仄

誤

作

友

字

〇
武
英
本
仄
作
側
字 

*
正
親 

町
本
仄

字

旁

有r
仄
一
作
側
」

按
側
陋
仄
陋
同 

而
束
反 

梅
本
.
慶
本
.
国
本
•
野

本

束

誤

作

未

字

〇
梅
本 

反
誤
作
及
字

有
辛
之
媵
臣 

慶
本
.
国
本
.
京
本
.
坊
本
.
武
英
本
辛
作
莘
字 

*
猿

本

辛

字

旁

有

「莘
注
同
」

按
康
熙
字
典
云
史
記
夏
本
紀
賛
夏 

啟

封
支
子
于
莘
、
因
声
近
改
為
辛

有
莘
氏
媵
臣 

猿
本
.
慶
本
.
国
本
•
野
本
.
島
本
.
林
本
莘
作 

辛
字

鼎
俎
以
滋
味 

猿
本
.
慶
本
.
国
本
.
京
本
鼎
字
上
有
負
字
是 

〇
島
本
.
林

本

鼎

誤

作

概

字

〇
猿
本
滋
誤
作
法
字 

*
国
本 

誤
作
慈
字 

*
島
本
.
林
本
誤
作
湿
字

困
於
縲
紲 

慶
本
紲
誤
作
経
字 

秋
師
及
斉
師
戦
于
乾
時 

梅

本

秋

字

空
角
〇

梅
本
下
師
誤
作
 

邵
字 

*

島
本
.
林

本

誤

作

鄭

字

〇
野
本
于
字
旁
下
有
「
持
」
 

非

〇
梅

本

乾

下

衍

持

字

〇
国
本
時
誤
作
持
字 

我
師
敗
績 

梅
本
.
慶
本
績
誤
作
讀
字 

*
神
本
.
野
本
誤
作 

續
字 

*
猿
本
誤
作
漬
字

鮑
叔
帥
師 

梅
本
.
慶
本
•
国
本
•
野
本
帥
誤
作
師
字

子
料
親
也 

梅
本
糾
宇
空
角

請
君
許
之 

梅

本

君

誤

作

若

字

〇
猿
本
許
作
計
字
按
今
本 

左
伝
作
討
字

管
召
讎
也 

梅
本
召
作
仲
字
按
石
経
.宋
本
左
伝
俱
作
召
〇
梅 

本
讎
字
空
格 

*

猿
本
讎
作
雖
字
按雔

通
讎 

*
慶

本

誤 

作
鋅
字

請
受
而
甘
心
焉 

梅
本
甘
誤
作
可
字 

及
堂
阜
而
脱
也 

京
本
脱
也
作
税
之
按
今
本
左
伝
作
税
之
、
礼 

文
王
世
子
不
税
冠
帯
、
釈
文
云
税
本
亦
作
脱
、
税
通
脱
挽
解
也 

漢
書
日 

梅
本
日
作
云
字

及
項
梁
度
淮 

慶

本

及

誤

作

反

字

〇
猿
本
.
慶
本
.
京

本

度 

作

渡

字

〇
梅
本
淮
字
空
角 

杖劎

従
之 

梅
本
脱
杖
字 

又
属
項
羽
為
郎
中 

野
本
又
誤
作
有
字
、
脱
中
字 

信
去
楚
帰
漢 

猿
本
.
国
本
.
京
本
.
野
本
去
作
亡
字 

*
国
本 

亡
字
旁
有
「
已
ィ
」 

*
慶
本
作
土
字
、
土
恐
亡
字
之
譌
、
下
文 

亡
字
俱
誤
作
土 

*
梅
本
誤
作
六
字
、
下
文
亡
字
同 

治
粟
都
尉 

慶

本

治

誤

作

浩

字

〇
梅
本
粟
誤
作
栗
字 

上
未
奇
之
也 

慶
本
未
誤
作
末
字

何
等
已
数
言
上
不
我
用 

梅
本
•
猿
本
.
国
本
.
京
本
已
作
已
字 

是 

*
慶

本

作

也

字

非

〇
慶
本
言
誤
作
完
字
、
下
文
同
、
脱 

上
字

即
亡
何
聞
信
失 

猿
本
亡
誤
作
士
字
、
下

文

同

〇
梅
本
.猿
本
.

ニ
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慶
本
.
京
本
失
作
亡
字
似
是
下
文
同 

*
野
本
失
誤
作
夫
字 

有
言
上 

猿
本
.
慶
本
有
下
有
人
字 

*

京
本
有
上
有
人
字 

*
梅
本
.
野
本
有
下
衍
ミ
字

丞
相
何
失
上
恐 

梅
本
.
慶
本
.国
本
.野
本
丞
誤
作
逐
字
〇
慶 

本

何

誤

作

行

字

〇
梅
本
.
国
本
•
野

本

失

誤

作

文

字

〇
諸 

本
並
恐
作
怒
字
是

何
來
謁
上
且
怒
且
喜
罵
何 

京

本

謁

上

作

「謁
上
上
」

〇
梅
本 

且

喜

倒

誤

〇
猿
本
罵
誤
作
蜀
字 

若
亡
何
也
何
日 

慶

本

若

誤

作

君

字

〇
梅
本
日
字
空
角 

非
敢
亡 

慶

本

非

誤

作

卦

字

〇
京
本
亡
下
有
也
字 

追
亡
者
耳 

野

本

追

誤

作

臣

字

〇
国
本
脱
亡
字 

所
追
者
誰
也 

京
本
所
上
有
若
字
無
也
字 

追
信
詐
也 

猿
本
.
慶

本

信

作

韓

信

二

字

〇
梅
本
無
也
字 

諸
将
易
得 

京
本
得
下
有
耳
字

至
如
信
国
士
無
雙
也 

京

本

信

下

有

者

字

〇
島
本
.
林

本

無 

誤
作
此
字

然
而
商
湯 

武
英
本 

無
然
而
二
字 

卒
能
獻
規
景
亳 

武
英
本
卒
作
^
ギ 

左
伝
昭
公
四
年
日 

野
本
日
字
下
衍
>
字 

有
景
亳
之
会
也 

京
本
会
作
命
字
按
今
本
左
伝
作
命 

執
旄
牧
野 

武
英
本
旄
作
旌
字

宴
頼
淮
陰
之
策 

武
英
本
宴
作
是
字
恐
非
〇
梅
本
.
慶
本
.
国
本 

陰
誤
作
陽
字 

*
梅
本
•
慶

本

碭

字

旁

有

「陰
」

ニ
五
〇

絶
海
也 

慶
本
絶
誤
作绝

字
、
旁

有

「絶
ィ
」

撓
檝
之
功 

梅

本

檝

字

旁

有

「棹
一
本
」
層
上
有r

揖
ィ
」 

*
武
英 

本
作
楫
字
按
檝
楫
同

如
紹
反
小
檝
也 

猿
本
紹
誤
作
盟
字 

*
慶
本
誤
作
沼
字 

〇
国

本

®
誤
作
織
字

黄
帝
剡
木 

梅
本
剡
字
空
角 

*
猿
本
.
国
本
•
野
本
剡
作
剌 

(刻
)
字 

*
慶
本
作
判
字
、
恐则

字
之
訛 

*
武
英
本
作
刻 

字

鴻
鶴
之
凌
雲
也 

武

英

本

鶴

作

鶴

字

〇
梅
本
•
猿
本
.
慶
本
.
野 

本

•
武
英
本
凌
作读

字
按
凌
凌
正
字 

*
坊
本
作
陵
字 

因
羽
翮
之
用 

慶

本

用

字

旁

有

「由
」

帝
王
之
治
国
也 

野
本
.
坊
本
•
武
英
本
治
作
為
字 

*
坊

本

旁 

有

「治
江
」

匡
弼
之
資 

武
英
本
弼
作
輔
字 

任
之
則
逸 

武
英
本
則
作
斯
字 

与
魏
王 

猿
本
•
慶
本
魏
下
有
恵
字

魏
王
問
王 

猿
本
問
王
作
「問
日
王
亦
」、
按
今
本
史
記
同 

*
慶 

本

.
京

本

作

「問
斉
王
日
」 

*

国

本

作

「問
斉
王
」

若
寡
人
小
国
也 

慶
本
若
誤
作
君
字
按
今
本
史
記
作
「若
寡
人 

国
小
也
」

径
寸
之
珠 

梅
本
•
猿
本
.
国
本
•
野
本
.
島
本
.
林
本
径
作
徑 

字
按
径
通
作
徑 

*
慶
本
作
経
字
非 

各
十
二
乗
十
枚 

国
本
乗
下
有
為
字
非
按
今
本
史
記
乗
下
有
者



字
奈
何
以
万
乗
之
国 

慶
本
脱
以
字 

吾
臣
有
檀
子
者 

慶
本
吾
誤
作
五
字 

不
敢
為
冠 

猿
本
.
慶
本
.
国
本
•
京
本
.
野
本
.
島
本
•
林
本 

冠
作
寇
字
是 

*
梅
本
作雔

字

東
取
洒
上
十
二
諸
侯 

慶
本
洄
誤
作
洒
字
、
侯
誤
作
俊
字
〇
島 

本

.
林
本
泗
誤
作
四
字

有
盼
子
者 

猿
本
盼
作朌

字
是 

*
慶
本
誤
作
粉
字 

*

国
本 

誤
作
昉
字 

*
京
本
誤
作朌

字

不
敢
東
渡
河 

猿
本
.
慶
本
.
国
本
•
京
本
.
野

本

.渡
作
漁
於
ニ 

字
是 

*
島
本
.•林
本
渡
作
漁
字 

*
梅
本
東
下
一
字
空
角
、
 

河
上
有
於
字

吾
臣
有
史
黔
夫
者 

慶

本

史

作

吏

字

◦
国
本
夫
誤
作
失
字 

〇
京

本

此

行

作

「吾
吏
有
黔
夫
者
」

按
今
本
史
記
同 

燕
人
祭
北
門 

梅
本
北
誤
作
杜
宇 

*
国
本
北
字
旁
有
「社
ィ
」
 

趟
人
祭
西
門 

猿
本
.
慶
本
•
京

本

西

門

下

有

「徒

(京
本
作
徙 

是
)
而
従
者
七
千
餘
家
」

按
今
本
史
記
同 

使
備
盗 

猿
本
.
慶
本
.
京
本
盗
下
有
賊
字
、
按
今
本
史
記
同 

則
道
不
拾
遺
猿
本
脱
則
字

将
照
千
里 

猿
本
.
慶
本
.
京
本
照
下
有
以
字
按
今
本
史
記
同 

豈
特
十
二
乗 

慶

本

脱

豈

字

〇
梅
本
.
国
本
.
野
本
特
誤
作 

持
字 

*
猿

本

誤

作

恃

字

〇
猿
本
•
慶
本
•
京

本

乗

下
有
哉 

字

是

〇
国
本
乗
誤
作
香
字

梁
恵
王
慙 

猿
本
梁
作
魏
字
似
是
。
慙
下
有
而
字
恐
非 

楊
泉
物
理
論
日 

慶
本
物
誤
作
出
字 

黄
金
累
千 

国
本
•
京
本
無
黄
字
按
宋
本
意
林
五
.
藝
文
類
聚 

二
十
.
太
平
御
覧
四
百
ニ
各
引
作
黄
金 

此
求
人
之
貴
也 

武
英
本
此
下
有
乃
字
、
人
作
賢
字

審
官
篇

明
王
之
任
人 

坊

本

王

字

旁

有

「主
」 

*
武
英
本
王
作
主
字 

〇
菅
蠡
鈔
(寛
文
刊
本
)
引
任
作
使
字
、
下
文
同 

如
巧
匠
之
制
木 

河

海

抄

二

引

作

「良
匠
如
制
木
」

以
為
棟
樑 

猿
本
.
*
ホ

.
国
本
*
M
ホ

.
坊
本
.
武
英
本
.
明
文
抄 

引
操
作
梁
字 

*
梅

本

樑

字

旁

有

「梁
一
本
」

按
正
字
通
云
樑
俗 

梁
字

以
為
拱
桷 

武
英
本
桷
作
角
字
非 

榱
也
橡
也 

梅
本
橡
誤
作
搔
字 

*
国
本
誤
作
稼
字 

居
家
反 

慶

本

房

誤

作

屠

字

〇
諸
本
並
家
作
冢
字
是 

檝
謂
之
械
也 

京
本
檝
作
撤
字
是
械
作
拭
字
非
、
下
文
同
按 

械
当
作
枕
字
、
下
文
同 

大
者
謂
之
拱 

慶
本
脱
大
字

械
稼
木
於
地 

慶
本
械
字
上
衍
械
也
二
字
〇
梅
本
栩
誤
作
棣 

字 
*

国
本
誤
作
稼
字
按
稼
当
作
梂
字
、
日
本
古
俗
誤
作
橛
字 

〇
猿
本
於
誤
作
施
字

所
繫
牛
也 

慶

本

脱

所

字

〇
猿
本
也
作
馬
字

ニ
五
一



明
王
之 

慶

本

王

字

旁

有

「
主
ィ
」
 

*

野
本
•
武
英
本
王
作
主 

字 

*
野

本

主

字

旁

有

「
王
」

亦
猶
如
是
也 

梅
本
.
坊
本
無
如
字 

*
慶
本
•
野
本
如
字
旁
有 

「或
本
有
之
」

〇
武
英
本
猶
如
作
由
一
字
〇
菅
蠡
鈔
引
無
也 

字
無
智
勇
怯 

諸
本
並
無
下
有
愚
字
是
〇
武
英
本
智
下
有
愚
字 

故
良
匠 

梅

本

良

字

旁

有

「長
」

明
君
無
棄
士 

武
英
本
君
作
主
字

忘

其

善

慶

本

.
国
本
.
京

本

忘

作

去

字

，，

島
本
.
林
本
誤
作 

忌

字

o
菅
蠡
鈔
(寛
文
刊
本
)
引
其
誤
作
衆
字 

割
政
分
機 

猿
本
機
作
職
字
似
是 

*
慶

本

機

字

旁

有

「職
」 

涵
牛
之
鼎 

武

英

本

涵

作

面

字

◦
明
文
抄
引
鼎
作
剔
字 

捕
鼠
之
狸 

狩
谷
掖
斎
云
河
海
抄
若
菜
下
巻
引
此
文
狸
作
猫
、
埃
囊
抄 

所
引
作
狸
。
私
按
河
海
抄
一
本
(天
理
図
書
館
蔵
文
禄
鈔
本
等
)
作
狸 

多
斗
之 

猿
本
.
京
本
斗
作
汁
字
似
是
、
下
文
同 

淡
不
可
食 

猿
本
.
慶

本

淡

下

有

而

字

〇
猿
本
不
下
有
以
字 

少
斗
之 

梅

本

少

作

小

字

〇
慶
本
•
国
本
斗
誤
作
年
字 

燋
不
熟
之 

猿
本
.
慶
本
燋
作
焦
字
按
燋
通
焦 

*
京

本

作 

獒
字 

*
島
本
•
林
本
誤
作
樵
字 

下
臼
反 

国
本
臼
作啥

字
是 

*

猿
本
.
京

本

作

陷

字

按

陷 

啗
字
之
譌 

*
梅
本
誤
作
晒
字 

*

慶
本
誤
作

ft
字 

*
野
本 

誤
作
舀
字

字
書
墜
没
也 

猿
本
墜
作
涵
字
似
是 

*
梅
本
誤
作
隊
字

ニ
五
ニ

*
慶
本
.
島
本
.
林
本
誤
作
激
字 

不
可
使
之
搏
獸 

武
英
本
之
作
以
字 

江
漢
之
流 

梅

本

漢

字

旁

有

「海
ィ
」

斗
答
之
粟 

野
本
粟
誤
作
栗
字 

智
有
長
短 

武
英
本
長
短
作
短
長

充
百
而
尚
小 

武

英

本

充

作

蘊

字
〇
猿
本
.
坊
本
.
武
英
本
小 

作
少
字

或
統
一
而
已
多 

武
英
本
已
作
為
字 

有
軽
材
者 

菅
蠡
鈔
引
材
作
才
字

有
劣
智
者 

野

本

劣

字

旁

有

「
小
江
」 

*
慶

本
劣
智
旁
有
「
小 

力
」 

*

坊

本

旁

有

「
小
カ
江
」 

*

武
英
本
作
小
力 

責
以
大
功 

武

英

本

作

「頼
以
成
職
」

君
択
臣
而
授
官
臣
量
己
而
受
職
則 

武
英
本
無
此
行 

委
任
責
成 

梅

本

責

字

旁

有

「資
」

設
官
之
審
也 

慶
本
.
野
本

審

字

旁

有

「当
」 

*
武
英
本
作
当 

字
斯
二
者 

梅
本
.
猿
本
.
野
本
.
坊
本
此
行
抬
頭 

*
慶
本
此
行 

抬
頭
且
已
下
至
篇
末
低
一
格

治
乱
之
源
也
慶
本
•
国
本
.
野
本
.
坊
本
乱
字
旁
有
「
国
江
」

〇
梅 

本

也

字

旁

有

「或
无
」 

*
武
英
本
無
也
字 

導
俗
俟
賢
明
而
寄
心
是
以 

武
英
本
導
作
道
字
、
賢
明
作
明
賢
、
無 

是
以
二
字

百
川
决
地 

坊
本
地
誤
作
他
字



淇
澍
之
深
源 

猿
本
渤
誤
作

慠

字 

以
海
月

之
凝
朗 

武
英
本
無
以
字
、
凝
作
深
字 

況
君
人 

武

英

本

無

況

字

〇
慶
本
君
誤
作
是
若
二
字
、
旁
有 

「
君
」

必
須
明
職
審
賢
択
才 

島
本
.
林

本

必

誤

作

心

字

〇
武

英

本

才 

作
材
字

書
日
則
哲
唯
難 

武
英
本
書
日
作
故
云
、
唯
作
惟
字 

*

慶

本

唯
 

字
旁
有
「惟
」

尚
書

昝
繇
謨 

諸
本
並

昝

作
咎
字
是
〇
猿
本
謨
誤
作
暮
字 

*慶
本
誤
作
纂
字 

吁
咸
若
#

梅
本
咸
字
空
角 

則
哲
能
官
人 

猿
本
人
下
有
也
字

納
諫
篇

虧
聰 

野

本

聰

字

旁

有

「聴
」
 

*

坊

本

聰

字

旁

有

「聴
江
」

*
武
英
本
聰
作
聴
字

缺
也
毀
也
壊
也 

野

本

缺

誤

作

皸

字

◦
梅
本
.
猿
本
•
慶
本 

壊
誤
作
懐
字 

*
野
本
誤
作
檳
字 

粥
菡
子
日
禹
門
設

鞀
以
待
四
海
之
士 

野

本

菡

作

亭

字

〇
梅
本 

猿
本
.
慶
本
.
国
本
.
京

本

粥

菡

作

鬻

(鬻
)

ー
字
是
按
群
書 

治
要
卅
ー
引
作
「禹
之

治
天
下
也
以
五
声
職
門
懸
鼓
鍾
鐸
磐
而
置

鞀 

以
待
四
海
之
士
」

日
謂
宥
人
以
獄
訟
押

鞀
也 

梅
本
.
猿
本
.
慶
本
•
国
本
•
野
本
.

島
本
.
林
本
謂
作
語
字
是 

*

京

本

作

誥

字

〇
諸
本
並
宥
作 

寡

字

是

〇
慶

本

以

誤

作

次

字

〇
猿
本
押
作
揮
字
是 

*
国 

本
作
捍
字
非 

*
京
本
作
揺
字
非 

*

慶

本

脱

押

字

按

群 

書
治
要
引
作
「語
寡
人
以
訟
獄
者
揮

鞀
」

古
之
治
天
下 

梅
本
古
下
有
人
字
恐
非 

猶
不
可
棄 

武
英
本
棄
下
有
也
字 

未
必
可
容 

慶
本
未
必
作
必
未 

其
議
可
観 

武
英
本
議
作
義
字

不
責
其
辨 

梅

本

責
字
旁
有
「貴
ィ
」、
下

文

同

〇
武
英
本
辨
作 

辯
字

壊
疎 

武

英

本

壊

誤

作

懐

字

〇
慶
本
.
野

本

疎

作

疏

按

陳

俗 

疏
字 

*

野

本

疏

字

旁

有

r

陳
」

漢
書
云 

梅
本
•
猿
本
.
慶
本
.
国
本
•
京
本
.
野
本
云
作
日
字 

子
雲
字
子
遊 

京
本
遊
作
游
字 

甚
尊
重 

野
本
尊
誤
作
疏
字

雲
上
書
求
見 

国

本

見

字

旁

有

「覧
ィ
」
(神
本
.
正
親
町
本
無
此 

旁
記
)

今
朝
廷
上
不
能
匡
主 

猿
本
.慶

本

朝

廷

下

有

「大
臣
」、
主
作
君 

字
下
无
益
民 

京

本

无

作

亡

字

〇
猿
本
.
京
本
无
下
有
以
字 

賜
尚
方
斬
馬
劎
 

国

本

尚

字

下

衍

求

字

〇
野
本
斬
誤
作
軒
字 

〇
野
本
劎

誤
作
飽
字

断
侫
人
臣
一
人
以
厲
其
餘 

国
本
.
野

本

断

作

斬

字

恐

非

〇
猿

ニ
五
三



本

.
京

本

無

上

人

字

〇
猿
本
.
慶
本
厲
作
励
字 

帝
問
日 

猿
本
問
誤
作
門
字

小
臣
居
下
訟
上 

猿
本
.
慶
本
•
国
本
.
京
本
•
野
本
訟
作
動
字 

是 

*梅
本
誤
作
詔
字

攀
檻
折
之 

慶
本
.
国
本
.
野
本
攀
誤
作
挙
字 

説
苑
日
師
経
鼓
瑟 

今
本
説
苑
.
群
書
治
要
四
十
三
引
.
三
教
指
帰 

覚
明
注
引
瑟
作
琴
字
、
下
文
同 

无
敢
見
違 

梅
本
.
国
本
.
野
本
違
誤
作
達
字 

師
経
投
瑟 

諸
本
並
投
作
授
字
按
今
本
説
苑
.
群
書
治
要
引
作 

援
字
、
三
教
指
帰
覚
明
注
引
作
授
字 

不
中
之
疎
潰
之 

猿
本
.
慶
本
.
京
本
•
今
本
説
苑
•群
書
治
要
引
.
 

三
教
指
帰
覚
明
注
引
上
之
作
中
字
〇
今
本
説
苑
陳
作
旒
字
、
 

下

文

同

〇
国
本
潰
誤
作
績
字 

*

猿
本
.
野
本
誤
作
漬
字 

使
提
師
経 

三
教
指
帰
覚
明
注
引
提
作
投
字 

下
堂
一
等 

慶
本
下
誤
作
可
字

師
日
臣
可
得
一
言
而
死
乎 

梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
 

野
本
.
今
本
説
苑
.
群
書
治
要
引
師
下
有
経
字
是 

*
三
教
指
帰 

覚

明

注

引

師

作

経

字

◦
野

本

臣

誤

作

巨

字

〇
今
本
説
苑 

無

得

字

〇
国
本
乎
作
之
字
恐
非 

師
経
日
堯
舜
之
君
恐
言
而
人
不
違 

三
教
指
帰
覚
明
注
引
無
師
字
、
 

君
作
為
君
唯
三
字
〇
梅
本
君
誤
作
若
字
、
下

文

同

〇
野
本 

脱
不
字

桀
紂
之
君
唯
恐
言
而
人
違
之 

三
教
指
帰
覚
明
注
引
君
作
為
君
ニ

ニ
五
四

字
、
違
作
拒
字

臣
撞
桀
紂 

三
教
指
帰
覚
明
注
引
撞
下
有
吾
字 

非
撞
吾
君
也 

梅
本
君
字
空
格 

文
侯
釈
之 

猿
本
.
国
本
釈
誤
作
択
字 

補
疎
以
為
誡 

梅
本
•
猿
本
•
慶
本
•
京
本
.
今
本
説
苑
.
群
書
治 

要

引

補

字

上

有

不

字

是

〇
国

本

脱

為

字

〇
京
本
.
今
本
説 

苑

.
群

書

治

要

引

誡

作

「寡
人
戒
」

陳
也
者
窓
也 

梅
本
•
猿
本
.
慶
本
.
国
本
•
京
本
.
野

本

無

上 

也
字
是

標
之
以
作
戒
引
裾
却
座 

坊
本
標
誤
作

僳

字
、
引
誤
作
州
字 

辛
毗
字
佐
治 

慶

本

脱

佐

字

〇
島
本
.
林
本
佐
作
左
字 

帝
欲
徙
冀
州
士
家 

野

本

欲

誤

作

故

字

〇
猿
本
.
慶
本
.国
本
.
 

野
本
徙
誤
作
徒
字
、
下
文
同 

*
国

本

下

文

作

徙

字

〇
梅
本 

冀
誤
作
翼
字
◦
梅
本
土
字
空
格 

*

野
本
土
誤
作
七
字 

帝
意
甚
盛 

梅
本
.
国
本
.
野

本

甚

誤

作

其

字

〇
国

本

盛

誤 

作
監
字

帝
知
諫 

猿
本
•
国
本
.
野
本
知
下
有
欲
字 

*
京
本
知
下
有 

其
欲
二
字

皆
莫
敢
言 

猿
本
.
慶
本
莫
作
無
字 

*
野
本
莫
誤
作
冀
字
、
 

言
字
下
衍

毗
言
二
字

陛
下
徙
士
家
計
安
出 

京
本
陛
下
下
有
慾
字
〇
慶
本
脱
徙
字 

〇
猿
本
計
誤
作
討
字 

*

京
本
計
作
其
計
二
字 

帝
日
卿
言 

猿

本

卿

作

汝

字

〇
京
本
言
作
謂
字



吾
不
与
卿
議
也 

京
本
卿
下
有
共
字

安
得
不
与
臣
議 

京
本
此
行
作
「厠
謀
議
之
官
安
得
不
与
臣
議
邪
」

所
云
非
私
也 

猿
本
.
慶
本
•
京

本

所

上

有

臣

字

是

〇
慶
本 

所
誤
作
可
字

不
対
起
入
内

毗
随
而
引 

梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国
本
•
京

本

不
 

上
有
帝
字
是
.
*
野
本
不
上
有
帝
也
二
字
、
也

字

衍

文

〇
京
本 

対

作

答

字

〇
猿
本
随
誤
作
隋
字

帝
遂
奮
衣
不
還 

梅
本
.
猿
本
•
慶
本
•国
本
•野

本

奮
作
棄
(奪
)
 

字
按
三
国
志
作
奮

待
我
何
太
急
耶 

猿
本
.
京
本
待
作
持
字 

*
国
本
誤
作
得
字 

按
三
国
志
作
持

今
徙
既
失
民
心 

慶
本
脱
徙
字

上
幸
上
林
皇
后
慎
夫
人
従 

猿
本
.
慶

本

上

幸

上

有

「漢
書
日
」
 

三

字

是

〇
慶
本
従
誤
作
徒
字

其
在
禁
中 

慶

本

禁

誤

作

「林
三
」
二
字

即
袁

盎
却
慎
夫
人
不
昔
坐 

梅
本
.
国
本
•
野
本
此
行
作
「良
(国 

本
作
郎
字
)
署

盎
却
慎
夫
人
坐
怒
慎
夫
人
肯
坐
」

*
猿

本

作

「郎 

署
盎
却
慎
夫
人
坐
慎
夫
人
怒
不
肯
坐
」
是 

*慶

本

作

r

即
署

盎 

却
慎
夫
人
坐
慎
夫
人
肯
坐
」
 

*
京

本

作

r

郎
署
長
布
席

盎
引
郤 

慎
夫
人
坐
慎
夫
人
怒
不
肯
坐
」

上
怒
起 

梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
野
本
上
下
有
亦 

字
盎
因
前
説
日
臣
聞
之 

国

本

因

作

自

字

〇
国
本
.
野

本

日

誤

作

四

字

〇
梅
本
•
猿
本
.
慶
本
•
国
本
.
京
本
.
野
本
無
之
字 

上
下
和
合
陛
下 

慶
本
.
京
本
合
作
今
字
、
按
漢
書
作
今 

*
猿 

本
合
作
命
字
恐
今
字
之
譌
◦
島
本
•
林
本
陛
誤
作
階
字
、
下 

文
同

慎
夫
人
迺
妾
妾
主 

京
本
迺
作
麵
字
、
下

文

同

〇
慶

本

脱

妾 

一

字

〇
島
本
.
林
本
主
誤
作
王
字 

適
所
以
禍
之
也 

国
本
.
野
本
禍
作
過 

独
不
見
人
豕
乎 

梅
本
豕
作
食
字 

上
迺
説
入 

猿
本
.
慶
本
説
作
悦
字

慎
夫
人
賜
益
金
五
十
斤
也 

慶

本

無
慎
字
、
五
誤
作
吾
字
〇
猿 

本

無

此

十

字

〇
梅
本
•
島
本
.
林

本

斤

作

斗

字

〇
京
本 

無
也
字

故
忠
者
瀝
其
心 

武
英
本
故
下
有
云
字 

理
檄
反 

慶
本
理
誤
作
珪
字

«
盪
也 

慶

本

盪

作

»
字
、
下
文
同
按

璗

同
愚 

*梅

本

作
 

溼

字 

*猿
本
作
簠
字
、
下
文
同 

野
王
案 

猿
本
案
誤
作
安
字

是
也
瀝
流
也 

慶

本

脱

上

也

字

〇
国
本
.
野
本
瀝
作
盪
字 

*
慶

本

作

'#
字 

*

猿
本
作
簠
字 

*
梅
本
瀝
字
空
格 

恣
暴
虐
之
心 

慶
本
恣
誤
作
恐
字 

極
荒
淫
之
志 

梅
本
志
誤
作
忠
字 

徳
超
三
皇 

坊
本
超
誤
作
起
字 

材
過
五
帝 

慶
本
材
誤
作
林
字

ニ
五
五



豈
不
悲
矣 

梅
本
•
猿
本
.
坊
本
矣
作
夫
字 

*島
本
.
林

本

作
 

乎
字 

*
武
英
本
作
哉
字

去
讒
篇

国
之

蝥

賊
也
菅
蠡
抄
引
無
之
字 

莫
後
反 

猿
本
.
慶
本
後
作
侯
字 

以
其
誚
諛
之
姿 

譜

当

作

諂

〇
慶
本
.
国
本
.
京
本
姿
作
恣
字 

*慶

本

恣

字

旁

有

「姿
」
 

*
野
本
.
坊

本

姿

字

旁

有

r

恣
江
本
」
 

懐
其
&
邪
之
志 

武

英

本

無

懐

其

二

字

〇
坊
本
邪
作
耶
字
、
旁 

有

「邪
江
」、
下
文
同

怨
富
貴
之
不
我
先
朋
党
相
持 

武

英

本

怨

作

恐

字

◦
坊

本

朋

誤 

作
明
字

比
周
相
習 

国
本

習

字

旁

下

有

「論
語
日
君
子
周
而
不
比
小
人
比
而 

不
周
忠
信
為
周
阿
党
為
比
せ

1

」

無
高
而
不
屏 

武

英

本

昇

(昇
)
が
サ
字 

是
以
朝
有
千
臣 

武
英
本
無
是
以
ー
一
字 

宋
昭
公
出
云
日 

梅

本

宋

字

空

格

〇
慶
本
.
野

本

昭

誤

作 

照
字
、
下
文
同 

*
猿
本
.
慶
本
•
京
本
.
野
本
云
作
亡
字
是 

*
国
本
作
已
字
恐
巳
字
之
譌

知
所
以
王
矣 

猿
本
•
慶
本
.
国
本
•
京
本
.
野
本
王
作
亡
字
是 

吾
君
聖 

梅
本
.
猿
本
•
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
野
本 

聖
下
有 

君

字

是

〇
梅
本
君
字

俱

誤
作
若
字 

昭
公
去
国
而
方
悟 

梅
本
.
国
本
.
京
本
昭
作
桓
字 

*梅
本
.
京

ニ
五
六

本

植

字

旁

有

r

昭
ィ
」
 

*
野

本

昭

字

旁

有

r

桓
」
 

*

坊

本

昭 

字
旁
有

r

桓
本
」

〇
武
英
本
方
作
不
字
非 

尹
文
子
日 

梅
本
.
国
本
.
野
本
尹
誤
作
伊
字 

左
右
皆
九
石 

野

本

脱

左

右

二

字

〇
猿
本
•
慶
本
•
京

本

皆 

下
有
日
字
是

宣
王
終
身
而
不
知 

武
英
本
宣
王
作
寧
一
二
字
、
武
英
本
校
注
云
寧 

一
二
字
当
作
宣
王

左
伝
襄
廿
六
年 

京
本
襄
下
有
公
字

宋
人
伊
戻 

猿
本
.
慶
本
宋
下
有
寺
字
按
左
伝
作
宋
寺
人

而
無
寵 

島
本
.
#
ネ

#
申

||
1«

秋
楚
客
聘
于
晋 

梅
本
楚
客
誤
作
芙
容 

*島
本
.
林

本

誤

作 

芙

ー

字

〇
梅
本
.
慶
本
.
国
本
聘
誤
作
躬
字 

*島
本
.
林
本 

誤
作

瞍
字

請
野
享
之
使
性 

島
本
.林
本
請
誤
作
清
字
、
下

文

同

〇
国
本
.
 

京
本
享
作
亨
字 

*

梅
本
誤
作
厚
字 

*猿
本
.
慶

本

作

饗 

字

按

左

伝

作

享

字

〇
猿
本
.
慶
本
.
京
本
之
下
有
公
字
是 

伊
戻
請
従
之 

野
本
無
之
字 

小
人
事
君
子
也 

梅

本

「小
人
事
君
」
重
複 

敢
有
武
乎 

猿
本
.
慶
本
.
京
本
武
下
有
心
字
按
左
伝
作
武
心 

有
供
其
外 

島
本
.
林
本
供
誤
作
洪
字
、
下
文
同 

臣
請
性
也 

慶

本

請

字

重

複

〇
島
本
性
誤
作
性
字 

歃
用
牲
加
書
徴
之 

猿
本
•
慶
本
歃
誤
作
軟
字 

*

国
本
.
野
本 

誤
作
欲
字 

*島
本
誤
作
欣
字 

*
林
本
脱
歃
字 

*梅
本



歃

字

空

格

按

欽

俗

作

歌

〇
国
本
.
野

本

牲

誤
作
性
字
木
梅 

本

脱

牲

字

〇
国
本
加
誤
作
如
字
、
徴
誤
作
微
字 

太
子
将
為
乱 

慶
本
脱
乱
字

公
日
為
我
子
又
何
求 

慶

本

脱

日

字

〇
梅
本
.
慶
本
.
国
本
.

野
本
.
島
本
.
林
本
又
誤
作
久
字 

*
猿
本
誤
作
父
字 

対
速
欲
速 

諸
本
並
対
速
作
対
日
是

公
使
梘
之 

梅
本
.
慶
本
.
島
本
.
林

本

使

誤

作

便

字

〇
梅
本 

猿
本
.
国
本
.
京
本
.
野

本

梘

作

視

字

是

〇
慶
本
•
島
本
.
林 

本
誤
作
親
字

問
諸
夫
人 

国

本

夫

人

旁

有

r
大
ィ
夫
ィ
」

固
聞
之 

梅
本
聞
誤
作
間
字 

*
野
本
誤
作
問
字 

*

国
本 

聞
字
旁
有
「問
ィ
」

公
囚
太
子
也 

梅
本
.
慶
本
.
国
本
•
野
本
•
島
本
•
林

本

囚

誤 

作
内
字

昭
廿
七
年
日 

京
本
昭
下
有
公
字 

楚
左
尹

郄
宛
攻
呉 

梅
本
尹
誤
作
君
字 

*慶
本
誤
作
若
字 

〇
梅
本
•
野
本
攻
誤
作
政
字 

聞吳

乱 

梅
本
•
島
本
.
林
本
聞
誤
作
問
字 

郄
宛
直
而
和 

猿
本
.慶

本

宛

下
衍

日

字

〇
京

本

和

下
有
「国 

人
説
之
」

令
尹
子
常
賄
而
信
讒 

梅
本
•島
本
.林

本

令

尹

誤

作

合

君

◦
国 

本
.•野

本

尹

誤

作

君

字

〇
梅
本
.
慶

本

賄

誤

作

賭

字

〇
猿 

本

讒

誤

作

it
字

謂
却
宛
日
令
尹
欲
飲
酒
於
子
氏 

島
本
•
林
本
令
尹
誤
作
命
君 

〇
梅
本
.
慶

本

脱

飲

字

◦
京

本

此

行

作

「謂
子
常
日
子
悪
欲 

飲
子
酒
又
謂
子
悪
令
尹
欲
飲
酒
於
子
氏
」

无
以
酬
之 

島
本
.
林
本
酬
字
空

角

〇
京
本
之

下
有

「如
何
」
 

令
尹
好
甲
兵 

島
本
•
林
本
甲
誤
作
申
字
、

下
文

同

◦
梅
本

.

慶
本
.
国
本
•
野
本
.
島
本
.
林
本
脱
兵
字 

取
五
兵 

京

本

五

兵

作

「
五
甲
五
兵
」

寘
諸
門 

国
本
寘
誤
作
寡
字 

*

梅

本

誤

作

寞

字

按

寘

俗

* 

字
、
寞
俗
寡
字

及
饗
日 

梅
本
•
慶
本
•
国
本
•
野
本
及
誤
作
反
字 

*
国
本
.
 

野
本
.
島
本
.
林

本

饗

誤

作

卿

倉

二

字

〇
梅
本
.
慶
本
.国
本
.
 

野
本
.
島
本
.
林
本
日
誤
作
日
字 

甲
兵
在
門
矣 

慶
本
脱
甲
字

且
此
役
也 

京

本

且

上

有

「子
必
無
性
」

〇
慶
本
且
誤
作
旦 

字
郄

宛

取

賂

而

還

梅

本

脱

宛

字

〇
京
本

郄

宛
作
子
悪
、
下
文
同 

郄
宛
聞
之
自
殺
也 

梅

本

脱

郄

字

〇
京
本
之
下
有
遂
字 

〇
野
本
自
誤
作
向
字

令

尹

炮

之

梅

本

.
国
本
.
野
本
.
島
本
.
林

本

脱

令

字

〇
島
本 

林

本

尹

誤

作

君

字

〇
慶
本
炮
誤
作
此
字 

*

野
本
誤
作
圯 

字 

*
猿
本
誤
作
聴
字 

尽
滅

郄
氏
之
族
也 

野

本

郄
下
有
宛
字
非 

暗
主
庸
君
以
之
迷
惑 

武

英

本

以

之

作

之

所

〇
野
本
•
坊

本

惑

ニ
五
七



作
或
字

忠
臣
孝
子
所
可
泣
冤 

武
英
本
所
作
之
字 

故
薬
蘭
欲
茂 

猿
本
蒹
作
葉
字
按
蔡
蓮

俱

俗
叢
字 

讒
人
蔽
之 

梅
本
蔽
誤
作

赞

字 

*
猿
本
.
坊
本
誤
作
弊
字 

斯
二
者 

国
本
•
野
本
•
武
英
本
不
提
行 

*
慶
本
此
行
已
下
至 

篇
末
提
行
低
一
格

昏
明
之
本
也 

武

英

本

昏

明

作

危

国

〇
梅
本
.
猿
本
.
慶
本
.
国 

本

.
京
本
♦
野
本
.
武
英
本
無
也
^

莫
尚
於
忠
言 

梅

本

言

誤

作

r
臣
1
」

毁

徳
敗
心
莫
逾 

武
英
本

毁

作
敗
字
、
逾
作
踰
字 

皆
能
窺
於
明
鏡 

武
英
本
能
作
解
字
非 

脩
其
徳
能
不
如
訪
哲
人 

猿
本
•
武

英

本

脩

作

修

字

〇
武
英
本 

如
作
知
字
非

拒
善
自
愚 

武

英

本

作

「詎
自
庸
愚
」

甘

口

也 

国
本
.
京
本
也
誤
作
之
字 

左
伝
閔
元
年 

京
本
閔
下
有
公
字

宴
安
敵
毒
不
可
懐 

猿
本
酖
誤
作
釀
字
〇
慶
本
不
誤
作
石
字 

〇
梅
本
.
国
本
.
野
本
懐
誤
作
壊
字 

比
之
酖
毒 

梅
本
.
慶

本

比

誤

作

此

字

〇
梅
本
.
野

本

毒

下 

衍
妻
字 

*島
本
.
林
本
毒
字
重
複 

一
名
運
日 

梅
本
日
誤
作
目
字 

*
猿
本
.
島
本
•
林

本

誤

作 

日
字 

*

慶
本
.
国
本
.
野
本
脱
日
字 

広
雅
日
鴆
鳥
雄
日
運
雌
日
陰
諧
度
志
日
島
本
.
林
本
広
誤
作
廣
字

ニ
五
八

〇

梅

本

脱

「広

雅
日
」
 

〇
猿
本
.
京

本

運

下

有
日
字
是 

*

野
本

運

下

有
日
字
、
日

当

作

日

0
慶
本
.
島
本
.
林

本

雌 

誤
作
.

6

字

〇
猿
本
.
慶
本
•
京
本
度
作
広
字
是 

*梅

本

誤
 

作
廇

字

〇
慶
本
志
誤
作
忠
字

形
似
応 

慶

本

似

誤

作

以

字

〇
梅
本
.
猿
本
•
慶
本
.
国
本
.
 

京
本
.
野
本
応
作
鷹
字
是

大
如

鵃
毛
黒
喙
長 

梅
本
.
野

本

大

誤

作

太

字

〇
国

本

鵠

作 

鶚

字

按

当

作

鶚

字

〇
京
本
黒
作
紫
黒
二
字 

*
野
本
作
墨 

字

〇
慶
本
喙
誤
作
吹
字 

*
野
本
誤
作
家
字 

食
她
及
樣
実 

梅
本
•
慶

本

她

誤

作

地

字

〇
野
本
無
及
字 

◦
猿
本
.
国
本
.
京
本
樣
作
橡
字
是 

以
羽
翮
櫟
酒
水
中 

島
本
•
林

本

酒

誤

作

師

字

〇
猿
本
.慶
本
.
 

国

本

中

字

下
有
「殺
人
也
」
 

*

野

本

中

字

下
有r

敢
人
」

〇
京

本

此

行

作

r

以
其
羽
翮
歴
酒
中
則
能
殺
人
也
」

故
明
主
納
諫 

武

英

本

無

故

字

〇
慶
本
.
国

本

主

字

旁

有

「王 

ィ
」
 

*
武
英
本
主
作
王
字 

命
因
甘 

坊
本
因
誤
作
目
字

可
不
誠
哉 

国
本
•
京
本
•
野
本
誡
作
諫
字 

*慶
本
誡
字
旁

有 

「諫
与
江
」

*梅
本
.
坊

本

誡

字

旁

有

「諫
江
」
 

*
京
本
.
野
本 

諫
字
旁

有

「誡
ィ
」
 

*
野
本
諌
字
下

有

r

江
」
(小
字
)

*

正
親 

町
本
諫
字
旁

有

r

諫
一
作
誠
」

〇
武
英
本
可
不
誡
哉
四
字
畳 

帝
範
上
之
終 

梅
本
.
慶
本
•
国
本
•
京
本
.
野
本
.
坊
本
無
之
終 

二
字 

*猿

本

作

「帝
範
卷
上
」
 

*

島
本
.
林
本
無
尾
題



帝
範
下

誡
盈
篇 

通

鑑

引

誡

作

戒

字

〇
慶

本

篇

作

r

篇
江
无
已
下
同
」
 

渠
儼
反 

国
本
•
島
本
•
林
本
儼
作
灑
字 

*
京
本
作
儼
字 

尚
書
恭
儉
惟
徳 

梅
本
.
京

本

書

下

有

日

字

〇
国
本
.
京
本 

惟
下
衍
野
字

不
奢
之
称
也 

慶
本
脱
不
字 

広
雅
儉
小
也 

梅
本
.
京
本
.
野
本
小
作
少
字 

静
以
脩
身 

武
英
本
脩
作
修
字

民
労
則
怨
起 

慶

本

民

字

旁

有

「人
」
 

*

武
英
本
作
人
字 

奇
伎
淫
声 

武
英
本
伎
作
技
字 

鄭
衛
之

音 

慶
本
鄭
誤
作
■
字
、

下
文
同 

乱
世
之
音 

国
本
.
京

本

音

下
有
也
字
是 

比

於

慢

矣

慶

本

比

誤

作

此

字 

亡
国
之
音
也 

慶
本
亡
誤
作
己
字
、

下
文
同 

濮
水
之
上
地 

慶
本
地
誤
作
池
字

於
此
水
出
之 

京

本
之
作
也
字
按
礼
記
鄭
注
作
「於
此
之
水
出 

也
」

好
濫
淫
去 

慶

本

濫

誤

作

潰

字

〇
梅
本
.
京
本
♦
野

本

去

作 

志
字
是

促
速
煩
志 

梅
本
.
慶

本

促

誤

作

役

字

〇
慶
本
煩
誤
作
潁
字 

置
是
乱
音
也 

梅
本
.
国
本
•
京
本
.
野

本

置

作

並

字

是

〇
慶 

本

置

•
音

俱
誤
作
普
字
、
脱

也

字

〇
京
本
乱
下
有
世
字
是

礼
記
月
令
日 

梅
本
日
誤
作
日
字
、
下
文
同 

縻
輳
蚤
蔦 

梅
本
.
慶
本
.
国

本

鹰

誤

作

応

字

〇

慶

本

鵜

作 

鷂

(俗
鷂
字
)
字
恐
非 

*
国

本

作

錄

字

按

鵜

或

作

|1
*
京 

本

作

隼

字

按

鶴

或

作

隼

〇

京

本

蔦

作

鷲

字

按

集

韻

云

蔦 

鳥
撃
也
或
作
鷲 

*梅
本
誤
作
博
字
恐
搏
字
之
訛 

*
国

本

誤 

作
搗
字

得
疾
癘
之
気
也 

慶
本
•
国
本
厲
誤
作
病
字 

西
蜀
獻
之 

京
本
蜀
作
旅
字
似
是 

*

梅
本
•
慶
本
•
国

本

蜀 

作
剿
字
恐
非

大
如
犬
也 

梅
本
.
慶
本
.
国

本

犬

下
有
之
字 

田
獏
不
時 

国
本
.
京
本
•
武
英
本
獷
作
狐
字
按
集
韻
云
■
、
説 

文
、
放
獬
逐
禽
也
、
通
作

獾
 

農
商
之
業
廃
焉 

武
英
本
商
之
業
作
桑
一
字 

黼
黻 

梅
本
.
慶
本
.
島
本
.
坊

本

作
黼
顓
、
底
本

下
注
文
作
黼
黻 

*
国
本
作
黼
黻 

*林

本

作

黼

II
並

下
文
同
按
黼
黻
俗
作
黼 

顢
黼
黻
黼
黻
黼
黻

締
経 

梅
本
.
慶
本
.
島
本
.
林
本
.坊
本
経
作
紘
字
是 

*
京
本
.
 

武
英
本
作
絡
字
按
経
恐
綾
字
之
譌 

*
国
本
誤
作
絡
字
、

俱
下 

文
同
。
按
正
字
通
云
絃
俗
裕
字
、
五
経
文
字
云
絡
作
紘
譌 

尚
書
日 

京
本
書
下
有
注
字
是

若
斧
形 

梅
本
斧
誤
作
冬
字 

*
慶

本

作

#
字

按

#
恐
奪 

(俗
斧
字
)
字
之
譌

両
已
相
背 

慶

本

両

誤

作

雨

字

〇
京

本

両

上

有

為

字

〇

慶

ニ
五
九



本

•
国
本
.
京

本

已

作

己

字

是

〇
国

本

背

誤

作

替

字

.*慶 

本

脱

背

字

按

今

本

尚

書

(益
稷
)
伝

作

「黼
若
斧
形
黻
為
両
己 

相
背
」

尚
書
日 

京
本
尚
書
作
詩
注
是 

麁
者
日
経 

京

本

麁

作

®
字

〇
梅
本
.
京
本
経
字
下
有
也 

字 

*慶
本
•
国
本
経
字
下
有
之
也
二
字
按
詩
(周
南
葛
覃
)
 

毛
伝
作
「精
日
籂

矗
日
裕
」

之
如
何 

梅

本

作

「如
之
何
」

按
論
語
諸
本
並
作
「如
之
何
」

対
日
盍
徹
也 

按
論
語
諸
本
並
也
作
乎
字

.
鄭

玄

云
 

梅
本
‘
*
ネ

.
3
ネ

.
京
本
云
作
日
字

周
法
什
一
而
税 

慶
本
周
誤
作
用
字
一
誤
作
丄
字

皇
侃
日 

国
本
脱
日
字

十
二
税 

京

本

此

行

作

「十
税
一
一
」

至
於
哀
公 

梅

本

脱

於

字

〇
梅
本
.
慶
本
.
国
本
公
作
亦
字 

*

京
本
公
下
有
亦
字 

*

島
本
.
林
本
公
誤
作
忽
字 

民
財
匱 

慶

本

民

字

旁

有

「人
」、
下
文
同 

*
坊

本

旁

有

「人 

ィ
」

〇
武

英

本

此

句

作

「人
才
遺
」
恐
非
、
下
文
同 

飢
寒
之
患
生
焉 

武
英
本
飢
作
饑
字

乱
世
之
君
恣
其
嗜
欲 

坊

本

世

字

旁

有

「代
ィ
」
 

〇
梅

本

嗜

作 

嗜

字

按

嗜

恐

嗜

•
啫

(俗
嗜
字
)
字
之
譌 

*坊
本
嗜
作
耆
字 

按
説
文
通
訓
定
声
云
#
叚
借
為
嗜

梪
褐
不
全 

梪
当
作

梪
字
、
武
英
本
作

梪

字 

*梅
本
.
慶
本
.
国 

本

.
坊

本

梪

作

短

字

〇
梅
本
.
慶
本
褐
誤
作
褐
字

ニ
六
〇

鄭
玄
日 

島
本
.
林
本
日
作
云
字
、
下
文
同 

綿
色
也 

梅

本

綿

作

繪

字

〇
慶
本
無
也
字 

帛
赤
黄
也 

京
本
赤
作
丹
字
按
今
本
説
文
作
丹
字 

*
国
本 

赤
誤
作
亦
字
〇
梅
本
•
慶
本
•
国
本
.
京
本
黄
下
有
色
字
是 

〇
国
本
無
也
字 

思
又
反 

慶
本
脱
反
字 

考
エ
記
日 

慶
本
記
誤
作
説
字 

畫
絵
之
事 

国
本
畫
誤
作
裏
字

五
千
倫 

梅
本
•
慶
本
.
国

本

作

「
五
采
備
」
似
是 

*
京
本 

作

「五
色
備
」

厭
蒭
豢 

国
本
豢
誤
作
褰
字
(正
親
町
本
旁
有

r

豢
」)

人
糟
糠
不
足 

梅
本
•
慶
本
.
国
本
.京
本
.坊
本
人
作
民
字 

*梅 

本

.
慶

本

民

字

旁

有

「入
」

礼
記
日 

慶

本

礼

記

誤

作

史

記

〇
島
本
.
林
本
日
作
云
字 

人
神
憤
怨 

武
英
本
憤
怨
顚
倒

佚
楽
未
終
而
傾
危
已
至 

島
本
•
林

本

佚

誤

作

供

字

〇
武
英
本 

無
而
字

崇
儉
篇

聖
代
之
君 

梅
本
.
武
英
本
代
作
世
字 

*梅

本

旁

有

「代
」

存
乎
節
儉 

国
本
•
京
本
存
作
為
字 

*国

本

旁

有

「在
江
作
」
 

*
京

本

旁

有

「在
ィ
」
 

*
梅

本

旁

有

「在
江
本
」
 

*

坊

本

旁
 

有

「在
江
」

〇
坊
本
乎
誤
作
平
字



毅
智
聰
明 

武
英
本
毅
智
作
睿
知 

土
階
不
崇 

武
英
本
階
作

堦

字 

帝
王
世
紀
日 

梅
本
.
慶
本
紀
誤
作
記
字 

*島
本
.
林

本

日 

作
云
字

高
ニ
尺 

諸
本
並
ニ
作
三
字
是
◦
梅
本
尺
誤
作
人
字 

茅
茨
不
剪 

京
本
茅
作
煎
字
按
節
通
茅 

採
橡
不

fr
国
本
.
京
本
楳
作
采
字 

桓
ニ
年
日 

島
本
.
林
本
日
作
云
字 

杜
預
大
羹
肉
汁 

慶

本

杜

誤

作

社

字

〇
梅
本
.
慶
本
.
国
本
.
 

京

本

預

下

有

日

字

是

◦
梅
本
.
国
本
•
島
本
.
林
本
肉
作
完 

字

按

完

俗

{六
字
、
集
韻
云
肉
古
作
宍
〇
慶
本
肉
汁
誤
作
「不 

牛
不
致
」
四
字

風
淳
俗
朴 

武
英
本
朴
作
樸
字 

此
節
儉
之
徳
也 

武
英
本
無
此
六
字
恐
非 

斯
二
者 

国
本
•
京
本
.
武
英
本
不
抬
書 

*

慶

本

旁

有

「江
本 

一
字
下
書
之
已
下
同
」

五
閧
近
閛
 

京
本
.
武
英
本
関
作
関
字
是
、
下
文
同 

劉

子

日

梅

本

劉

誤

作

劍

字

〇
島
本
.
林
本
日
作
云
字 

五
情
愁
之
閧
也 

国

本

慾

作

恣

字

〇
慶
本
.
国
本
.
京

本

慾
 

下

有

心
字

〇
慶
本
関
誤
作

間
字 

令
徳
遠
盈 

武
英
本
令
徳
作
嘉
命 

摧
曜
月
之
芳 

武
英
本
曜
月
作
栄
耀

故
知
驕
出
於
志 

武
英
本
故
作
以
是
二
字 

*梅
本
於
字
旁
有

「
本
？

」

慾
生
於
身 

武
英
本
身
作
心
字 

賞
罸
篇

則
歳
有
飢
荒 

武
英
本
飢
荒
作
饑
寒

人
不
彫
弊 

梅
本
.
慶
本
•
国
本
.
京
本
.
坊
本
人
作
民
字 

*梅 

本

民

字

旁

有

「人
」
 

*

島
本
..林

本

人

字

旁

有

「民
ィ
」

〇
武 

英
本
彫
作
凋
字
按
韻
会
云
凋
通
作
彫 

教
令
失
度 

坊
本
度
誤
作
庶
字 

焱
風
暴
雨
锪

至 

国
本
焱
作
炎
字
非 

*
京

本

作

袭

字

按

今 

本
礼
記
焱
作
袭

字
、
焱
誤
通
姦
、
説
文
通
訓
定
声
云
焱
為
姦
之
誤
字 

〇
梅
本
.
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
島
本
.
林

本

锪

作

採

(俗
摁

字
)
 

字
、
按
摁

同
総

蓬
蒿
並
興 

島
本
.
林
本
並
誤
作
煎
字 

防
其
心
害
源 

梅
本
.
慶
本
•
国
本
.
京
本
.
武
英
本
無
心
字
是 

*
林
本
心
字

剜

去

適
己
而
妨
於
道 

国

本

己

下

衍

以

字

(正
親
町
本
以
旁
有

r

以
恐
衍 

字
欺
」)

務
農
篇

倉
廩
実 

諸
本
並

麇
作
廩
字
(俗
廩
字
)
是 

衣
食
乏
則
忘
廉
恥 

武
英
本
.
明
文
抄
(
一
本
)
引
乏
作
足
字 

〇
武
英
本
忘
作
志
字 

*
明
文
抄
(
一
本
)
引

作

知

字

ニ
六
一



躬
耕
東
郊 

梅
本
郊
誤
作
郡
字 

敬
授
民
時 

坊

本

民

字

旁

有

「人

江
」

无
九
年
之
蓄
不
足 

梅
本
.
慶
本
.
国
本
.
京
本
蓄
下
有
日
字
是 

不
足
禦
寒
温 

武
英
本
禦
作
御
字
、
温
作
暑
字 

漢
書
日
襲
遂
為
太
守 

島
本
.
林

本

日

作

云

字

〇
諸
本
並
襲
作 

襲

字

是

〇
京
本
為
下
有
渤
海
二
字 

人
有
佩
®
者
教
之
云 

京
本
云
作
日
字 

売劎

以
買
牛
而
常
佩
犢
也 

慶

本

牛
下
有

r

而
売
刀
」
三

字

◦
梅 

本

.
国
本
.
京
本
無
也
字

堅
柯
田
反
固
也 

国
本
.
京

本

柯

作

何

字

〇
慶
本
田
作
円
字 

*
国
本
田
誤
作
日
字 

*島
本
.
林

本

田

誤

作

云

字

〇
慶
本 

固
誤
作
闹

字

章
義
過
日
堅 

梅
本
.
慶
本
.国
本
.京

本

義

下

有

奄

字

是

〇
梅 

本

.
国
本
日
誤
作
日
字 

摩
而
不
磷 

梅
本
.
慶
本
.
京
本
摩
作
磨
字 

求
伎
巧
之
利 

武
英
本
伎
巧
作
什
一 

亡
丁
反 

国
本
.
京
本
亡
誤
作
己
字 

莫
若
禁
絶 

慶
本
.
国
本
.
京
本
.
坊

本

若

作

不

字

(正
親
町
本
不 

字
旁
有
「不
一
作
若
」}

則
競
懐
仁
義
之
心 

坊
本
則
上
有
然
字 

*
正
親
町
本
則
字
旁
有 

「則
上
一
有
然
」

斯
二
者 

梅
本
.
慶
本
.
島
本
•
林
本
.
坊

本

抬

書 

子
育
齡
黎
唯
資
威
恵 

武
英
本
黔
黎
顚
倒
、
唯
作
惟
字

ニ
六
ニ

則
中
華
懼
軌 

梅
本
•
慶
本
.
国
本
•
京
本
•
坊
本
.
武
英
本
懼
作 

懵
字
似
是

徒
頰
反 

梅
本
.
慶
本
.
国
本 

頰
作
頼
字
非 

爾
雅
懼
也 

慶
本
.
国
本
懼
作
摺
字 

*梅
本
.
京

本

作

「

懵 

懼
也
」
是

郭
璞
日
即
摂
也 

島
本
.
林
本
璞
誤
作

读

字
、
日

作

云

字

〇
梅 

本

.
京

本

摂

作

懾

字

是

〇
梅
本
.
慶
本
.
国
本
也
上
有
之
字 

若
履
双
而
戴
雷
霆 

武

英

本

若

作

如

字

〇
坊
本
戴
作
載
字 

威
恵
並
施 

武
英
本
施
作
馳
字 

画
刑
不
犯 

慶
本
•
坊

本

刑

字

旁

有

「形
江
」

漢
書
武
紀
日 

京

本

武

下

有

帝

字

〇
島
本
.
林
本
日
作
云
字 

唐
虞
画
衆
而
民
不
犯 

梅
本
•
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
島
本
•
林
本 

衆
作
象
字
是
〇
慶
本
脱
民
字 

白
虎
通
云 

国
本
.
京
本
云
作
日
字 

其
衣
服
象
五
刑 

京
本
刑
下
有
也
字 

犯
墨
者
蒙

G

 

梅

本

蒙

作

濛

字

非

〇
国
本
巾
誤
作
中
字
、
旁 

有

「巾
ィ
」

以
赭
著
其
衣 

国
本
赭
誤
作
顔
字

犯
髖
者
以
墨
蒙
其
髋

処 

慶
本

髖

誤
作
體
字 

*
国
本
誤
作
禮 

字
、
下

文

同

〇
慶

本

墨

誤

作

黒

字

〇
京
本
其
字
重
複
、
処 

作
象
字

而
画
之 

国
本
画
字
重
複

犯宫

者
扉 

梅
本
.
慶
本
.
国
本
•
京
本
.
野
本
扉
作

屝

字
是
、



下
文
同

墨
黯
其
面
也 

国

本

黯

作

黔

字

〇
京

本

此

行

作

「墨
謂
以
墨 

黥
其
面
也
」

創
割
鼻
也 

京

本

割

鼻

作

r

截
其
鼻
」

髖
者
去
膝
蓋
骨
也 

慶
本
脱
者
字
、
膝
誤
作
腋
字

宫

割

其

陰

也

国

本

.
島

本

.
林

本

官

上

有

害

字

0
慶

本
宫

誤
 

作
害
字

屝

草
屨
也 

慶
本

屨

誤
作
履
字

春
秋
後
語
日
以
公
孫
鞅
為
左
庶
長
使
定
変
法
之
令 

慶
本
公
孫
至 

令
十
三
字
誤
在
前
注
句
末 

*
国
本
.
島
本
.
林
本
此
行
誤
在
前 

注

句

末

〇
島
本
.
林

本

日

作

云

字

〇
国

本

無

長

字

〇
京 

本

長

下

有

卒

字

〇
梅

本

無

使

字

◦
梅
本
.
慶
本
変
法
之 

令
作
法
令
二
字 

*
国

本

作

r

徳
之
令
也
」
 

*
京

本

作

「法 

之
令
也
」
 

*島
本
.
林

本

作

「徳
之
全
也
」
非

令
既
備 

梅
本
.
慶
本
令
作
法
令
二
字 

*島
本
.
林

本

脱

令 

字

〇
国
本
.
京

本

備

作

「具
未
布
」
三
字 

*

国
本
具
字
旁 

在

「
備
ィ
乍
」

其
恐
民
不
信 

国
本
.
京
本
民
下
有
之
字
、
信
下
有
己
字

三
大
木 

梅
本
.
慶
本
.
国
本
.
京

本

大

作

丈

字

是

〇
京
本 

大
下
有
之
字

徙
置
其
北
門 

梅
本
.
慶
本
徙
誤
作
徒
字
、
下
文
同 

*島
本
.
 

林

本

誤

作

#
字
、
下

文

同

〇
慶
本
置
作
立
字 

*島
本
.
林 

本

誤

作

四

字

〇
梅
本
.
国
本
.
京
本
無
其
字

莫
敢
従 

国
本
.
京
本
従
作
徙
字
似
是 

*
梅
本
.
慶

本

誤

作 

徒

字

〇
京
本
従
下
有
者
字

復
榜
日 

梅
本
榜
作
婦
勝
二
字 

*
慶
本
作
梯
榜
二
字 

*島 

本

.
林
本
作
機
榜
二
字 

*
国
本
•
京

本

無

榜

字

〇
島
本
.
 

林
本
日
作
云
字 

与
五
十
金 

慶
本
五
作
吾
字 

有
一
人
徙 

国
本
.
京
本
徙
下
有
之
輙
二
字 

以
明
不
欺 

慶
本
欺
下
有
之
字 

仁
信
並
著 

武
英
本
並
作
普
字 

勤
穡
務
農 

諸
本
並
勤
作
勧
字
是
〇
坊
本
穡
誤
作
積
字 

飢
寒
之
患
塞 

武

英

本

飢

作

饑

字

〇
坊
本
塞
誤
作
寒
字 

豊
厚
之
利
興 

国
本
•
京
本
豊
作
農
字 

*

国
本
利
作
秋
字
非 

旁

有

「利
」
(神
宮
本
作
利
字
、
旁

有

「秋
ィ
」
)

〇
島
本
厚
誤
作 

原
字

君
子
之
化
下 

慶
本
.
坊
本
.
武
英
本
無
子
字 

*
慶
本
君
字
旁 

下

有

「子
ィ
」

欲
澄
其
流 

武
英
本
澄
作
止
字
恐
非 

閲
武
篇

国
之
凶
器
也 

貞
観
政
要
議
征
伐
篇
一
本
(菅
家
本
.
刊
本
皆
)
引 

之
作
家
字

好
戦
則
民
彫 

島
本
.
林

本

則

字

旁

有

「邦
」、
当
在
下
郡
字
旁 

0
底
本
•
島
本
.
林

本

民

字

旁

有

「人
」
 

*武
英
本
•
貞
観
政
要

ニ
六
三



引

民

作

人

字

〇
国
本
•
京
本
.
武
英
本
.
貞
観
政
要
引
彫
作
凋 

字
、
下
文
祠
、
按
説
文
通
訓
定
声
云
彫
叚
借
為
凋 

邦
境
雖
安 

島
本
•
林

本

邦

誤

作

郡

字

〇
武
英
本
.
貞
観
政
要
一 

本

(菅
家
本
•
元
槧
本
•
明
初
刊
本
.
韓
版
注
解
本
)
引
境
作
国
字 

(政
要
戈
直
集
論
本
邦
境
作
中
国
)

忘
戦
則
民
殆 

武

英

本

忘

作

亟

字

恐

非

〇
慶
本
.
国
本
•
貞
観
政 

要
引
民
作
人
字 

*
坊

本

民

字

旁

有

「人
ィ
」
 

〇
国

本

殆

作 

怠
字
、
旁

有

「殆
ィ
乍
」、
下
文
同 

*
梅
本
下
文
殆
作
怠
字
、
旁
有

r

殆

ィ

本

」

農
隙
以
講
武 

島
本
隙
誤
作
爍
字
恐
隙
(古
文
隙
)
字
之
訛
〇
武 

英
本
.
貞
観
政
要
引
無
以
字

三
年
治
兵
辨
等
列
也 

京

本

治

作

訓

字

〇
武
英
本
此
八
字
脱 

奪
、
誤
在
於
注
文

呉
越
日 

国
本
.
京

本

越

作

起

字

恐

非

〇
島
本
.
林

本

日

作 

云
字

軾
楫
闘
蛙 

慶
本
揖
誤
作
檝
字

説
苑
日
孫
広
子 

島
本
•
林
本
日
作
云
字
、
下

文

同

◦
京
本 

広
作
厲
字
是

卅
ニ
国
尽
伏
矣 

慶

本

脱

国

字

〇
京
本
伏
作
服
字 

楚
安
裒
徐 

梅
本
.
国
本
•
京
本
安
作
必
字
是 

*
国

本

必

字 

旁

有

「安
ィ
」

若
信
不
可
伐
也 

梅
本
若
誤
作
君
字 

*
京
本
信
字
旁
下
有 

「有
道
」

〇
慶
本
伐
誤
作
代
字
、
下
文
同

ニ
六
四

強
之
伐
弱 

慶
本
弱
下
有
也
字

若
虎
之
食
肥
也 

梅
本
.
京

本

肥

作

豚

字

是

〇
京
本
也
下
有 

「悪
有
其
不
得
理
」

遂
与
師 

諸
本
並
与
作
興
字
是 

残
偃
王 

梅

本

残

誤

作

践

字

〇
京
本
残
下
有
之
字 

将
死
矣 

梅
本
将
作
殍
字 

*
国
本
作
俘
字 

*

慶

本

作

浮 

字
並
恐
非

達
於
文
徳 

梅
本
達
作
掩
字 

*
京
本
作
頼
字 

吾
好
仁
義
之
道 

京
本
無
吾
字

不
去
詐
人
之
心 

梅
本
•
慶
本
•
国
本
.
京
本
去
作
知
字
是 

至
於
此
乎
也 

梅
本
.
国

本

無

也

字

〇
京

本

此

句

作

「至
於 

此
夫
古
之
王
者
其
有
備
乎
」

何
則
越
習
其
威 

貞
観
政
要
一
本
(刊
本
皆
)
引
則
作
也
字
恐
非 

〇
貞
観
政
要
一
本
(南
家
本
.
写
字
台
本
)
引
威
作
威
儀
也
三
字 

徐
忘
其
備
也 

貞
観
政
要
一
本
(元
槧
本
.明
初
刊
本
•韓
版
註
解
本
)
 

引

忘

作

亡

字

非

〇
武
英
本
無
也
字 

孔
子
日
不
教
民 

島
本
•
林

本

日

作

云

字

〇
坊
本
日
旁
下
有 

「以
ィ
」
 

*

貞
観
政
要
一
本
(刊
本
皆
)
引

日

下

有

以

字

按

論 

語

有

以

字

〇
貞
観
政
要
引
民
作
人
字
按
論
語
作
民
字 

弧
矢
立
威 

武
英
本
•
貞
観
政
要
一
本
(菅
本
.
刊
本
皆
)
引

立

作 

之
字
、
按
易
繫
辞
下
云
弦
木
為
孤
、
剡
木
為
矢
、
弧
矢
之
利
、
以
威
天 

下
、
蓋
取
諸
睽



崇
文
篇

弘
風

譆
俗 

武

英

本

弘

作

宏

字

〇
諸
本
並

籩
作
導
字
是 

敷
教
訓
人 

梅
本
訓
誤
作
割
字
、
層
上
有
「訓
ィ
」
 

〇
国

本

人 

字
旁
有
「民
ィ
」

不
遊
文
翰 

梅
本
翰
誤
作
轉
字 

毛
詩
臼 

島
本
•
林
本
日
作
云
字 

顰
々
竹
干 

梅
本
蠻
誤
作
麓
字 

*
慶
本
誤
作
簪
字 

*
国 

本

.
京

本

誤

作

餐

字

〇
島
本
.林

本

竹

誤

作

斤

字

◦
梅
本
.
 

慶
本
.
国
本
.
京
本
.
島
本
.
林
本
干
作
竿
字
是 

竿
謂
之
絕
 

梅
本
絕

作
箍
字
是
按

蘸

俗
箍
字 

*慶

本

誤

作 

港
字 

*
国

本

絕

字

旁

有

「筵
ィ
乍
」

郭
撲
云 

慶
本
.
国
本
•
京
本
云
作
日
字 

非
括
羽
不
美 

武
英
本
括
作
答
字
按
集
韻
云
答
箭
末
日
答
或
作
括 

建
明
堂 

梅
本
建
誤
作
達
字 

孔
穎
達
日 

島
本
.
林
本
日
作
云
字 

東
西
九

莛 

慶
本
.
京

本

莛

作

筵

(俗
筵
字
)
字
是
、
下
文
同 

凡
九
室 

国
本
九
誤
作
七
字
、
旁

有

「九
ィ
」

室
四
尺
八
謂 

梅
本
.
京
本
尺
作
戸
字
是
、
下

文

同

〇
梅
本
-
 

慶
本
.
国
本
•
京
本
謂
作
牖
字
是 

卅
六
尺 

京
本
卅
上
有
共
字
是 

七
士
ー
牖 

梅

本

ニ

作

七

字

*
慶
本
脱
二
字 

国
之
陽
三
里
之
外 

島
本
.
林

本

陽

誤

作

湯

字

〇
国
本
.
島
本 

林
本
三
誤
作
主
字 

*
京
本
誤
作
一
字

七
罜
之
内 

国

本

七

誤

作

一

字

〇
諸
本
並

罜
作
里
字
是 

丙
已
之
地
也 

国
本
.
京

本

已

誤

作

己

字

〇
国
字
地
字
旁
有 

「北
ィ
」

立
辟
雍 

慶
本
•
国
本
•
坊
本
辟
作
璧
字 

*慶

本

注

文

同 

*
国
本
•
島
本
.
林
本
注
文
誤
作
壁
字 

*
国

本

旁

有

r

璧
ィ
」
 

礼
記
王
制
日 

島
本
•
林

本

日

作

云

下

文

鄭

玄

日

作

云

字 

天
子
日
辟 

梅
本
辟
下
有
雍
字
似
是 

*
京
本
辟
下
有
驊
字 

研
精
六
藝 

武
英
本
研
精
顚
倒 

光
於
天
下
不
朽
者 

武
英
本
無
天
下
二
字 

其
唯
為
学
乎 

慶

本

脱

其

字

〇
武
英
本
無
為
字 

此
崇
文
之
術
也 

武
英
本
無
崇
字
、
無
之
字 

斯
二
者 

国
本
.
京
本
.
武
英
本
不
抬
書 

長
気
亘
地 

梅
本
.
慶
本
気
作
氛
字 

*
国
本
気
字

旁

有

r

氛
ィ
」
 

按
玉
篇
云
氛
気
也

成
敗
定
子
鋒
端 

諸
本
並
子
作
乎
字
是 

当
此
之
時 

武
英
本
時
作
際
字 

貴
于
戈 

梅
本
.
慶
本
.
京
本
.坊
本
•武
英
本
于
作
干
字
是 

海
岳
既
晏
.

武
英
本
岳
作
嶽
字 

左
伝
宣
十
二
年
日 

京

本

宣

下

有

公

字

〇
島
本
•
林

本

日

作 

云

字

〇
京
本
日
下
有
夫
武
二
字 

禁
暴

戢
兵 

慶
本
•
国
本
兵
誤
作
立
字
、
旁

有

「兵
ィ
」
 

〇
島 

本

.
林
本
戡
誤
作
戦
字

和
衆
豊
財 

慶
本
•
国

本

豊

誤

作

農

字

〇
国
本
脱
財
字

ニ
六
五



〇
京
本
財
下
有
者
也
二
字 

尚
書
大
禹
謓

日 

島
本
.
林
本
日
作
云
字 

金
木
水
火
土
穀 

慶
本
土
下
衍
敷
字 

0
国
本
穀
誤
作
敷
字 

〇
京

本

此

行

作

「水
火
金
木
土
穀
惟
修
」、
今
本
尚
書
同 

正
徳
利
用
厚
生 

国
本
脱
正
字
、
利
下
衍
敷
字
〇
慶

本

生

誤 

作

王

字

〇
京

本

厚

生

下

有

「惟
和
」

努
乎
此
際 

武

英

本

乎

此

作

此

之

〇
梅

本

際

作

'際
字 

軽
甲
曽 

梅
本
曽
作
胄
字
是 

*
国
本
誤
作
曹
字 

*
京

本

作 

曹
字

焉
可
廃
也 

菅
龜
鈔
引
無
也
字 

此
十
二
条
者 

慶
本
不
抬
書 

皆
在
茲
乎 

武
英
本
皆
作
^
字
、
乎
作
焉
字 

古
人
有
言 

武
英
本
言
作
云
字 

唯
行
不
易 

武
英
本
唯
作
惟
字
、
下
文
同
。
行
下
有
之
字 

豈
独
見
善
途 

武

英

本

豈

作

非

字

〇
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
武
英 

本
見
下
有
於
字

遠
而
難
遵 

梅
本
遵
誤
作
導
字 

邪
径
近 

坊
本
邪
誤
作
耶
字

小
人
皆 

坊

本

小

作

少

字

非

〇
慶

本

皆

字

旁

有

「ィ
有
江
无
」

*坊

本

有

r

江
本
无
」
 

*武
英
本
無
皆
字 

不
能
逸
居
其
易 

武
英
本
逸
作
力
字
恐
非 

是
知
禍
福
無
門 

武
英
本
是
作
故
字 

左
伝
日 

京
本
左
伝
作
老
子
按
左
伝
襄
廿
三
年
云
、禍
福
無
門
、

ニ
六
六

唯
人
所
召
。
老
子
(五
十
八
)云
、
禍
乎
福
之
所
倚
、
福
兮
禍
之
所
伏
、
 

熟

知

其

極

〇
島
本
.
林
本
日
作
云
字 

唯
人
所
召 

武
英
本
所
作
自
字 

慎
過
於
将
来 

武
英
本
過
作
禍
字
、
於
作
于
字 

択
哲
王
以
師
与 

武
英
本
択
上
有
当
字
、
王
作
主
字
、
以
作
為
字 

〇
国
本
.
京

本

以

下

有

為

字

◦
梅
本
.
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
坊 

本
与
作
焉
字
是 

*
武
英
本
無
与
字 

無
以
吾
為
前
鑑 

武
英
本
無
作
母
字 

夫
取
法
於
上 

武
英
本
無
夫
字 

在
位
已
来 

武
英
本
已
作
以
字

不
施
於
前 

梅
本
.
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
坊
本
.
武
英
本
施
作
絶 

字
是

非
防
慾
也 

島
本
•
林
本
防
誤
作

汸

字 

割
桷 

梅
本
.
慶
本
.
国
本
.
京
本
.
坊
本
.
武
英
本
割
作
刻
字
是 

犬

馬
鹰

髓

坊

本

鶄

誤

作

鵲

字 

無
遠
必
不
致 

武
英
本
無
不
字
恐
非 

亟
人
労 

坊

本

亟

字

旁

有

「承
江
」

〇
武
英
本
人
労
顚
倒 

斯
数
事
者
吾
之
深
過
也 

武
英
本
無
数
字
、
無
也
字 

其
益
多
矣 

武
英
本
無
矣
字 

平
定
区
宇
其
功
大
矣 

武
英
本
区
作
寰
字
、
無
矣
字 

民
不
以
為
怨 

慶
本
民
作
人
字 

*島
本
.
林
本
.
坊
本
民
字
旁 

有

「人
」
 

◦
武

英

本

此
五
字
作
「人
不
怨
」
三
字 

徳
未
以
之
虧 

武
英
本
無
以
之
二
字



然
猶
尽
美
之
蹤
於
焉
多
愧 

武

英

本

猶

下

有

之

字

0

梅

本

美

誤 

作
蓋

字

旁

有

「美
」
 

0

武
英
本
愧
作

媿

字 

業
泰
而
身
安 

武
英
本
無
而
字 

縦
非
則
業
傾
而
身
喪 

武
英
本
縦
作
従
字
、
無
而
字 

国
之
基
也 

武
英
本
無
之
字 

天
之
位
也 

武
英
本
無
之
字

可
不
惜
哉 

梅
本
.
坊
本
可
不
作
不
可 

*
坊

本

旁

有

「可
不
」

*

不*
不
管

*

才

*
慶

本

此

行

作

「不

可

惜

哉

」

不
不
江 

才

可
不
慎
哉 

梅
本
.国
本
.坊
本
可
不
作
不
可 

*

坊

本

旁

有

「可

*不

不
已
上
江本
」

〇

坊

本

慎

作

惜

字

〇
慶

本

此

行

作

「
不
可
慎
哉
」

不
江
惜

武
英
本
無
此
四
字 

帝
範
之
下
終 

諸
本
並
無
之
終
二
字

臣
軌
校
勘
記

臣
軌
序 

国
本
此
行
下

有

「臣
一
本
作
思
一
部
内
皆
同
則
天
皇
后
用 

此
臣
字
」
(小
字
)

〇
文
苑
本
作
臣
範
序 

御

撰

宮

本

.
国
本
.
文
本
.
佚

本

此

行

第

二

行

〇
国
本
.
文
本 

御
上
有
「天
后
」
二
字 

*
国

本

旁

有

「
ニ
字

菅
本
无
」

〇
宫

本
.
 

国
本
.
文

本

撰

下
有r

鄭
州
陽
武
県
臣
王
徳
纂
註
上
」
(小
字
)
「国 

本
註
作
注
)

〇
文

苑

本

此

行

作

「天
后
」

天

著

衆

宮

本

.
国
本
.
文
本
.
佚
本
•
尾
本
衆
作
象
字
是

庶
品
同
於
照
臨 

文
苑
本
庶
品
作
品
物 

朕
以
庸
昧 

文
苑
本
朕
作
顧
字

常
願
甫
殫
微
懇 

文
苑
本
無
常
字
、
甫
作
申
字
恐
非
、
無
微
字 

爱

須
衆
僚 

文

苑

本

須

作

洎

字

〇
島
本
衆
誤
作
象
字 

明
逾
則
哲 

文
苑
本
則
作
睿
字 

志
切
旁
求 

島
本
切
下
衍
旁
切
二
字 

書
日 

票

日

作

云

字
 

惟

帝

其

難

之

宮

本

.
国
本
惟
誤
作
推
字 

亦
日 

宮
本
.
国
本
.
竹
本
.
島
本
.
佚
本
亦
作
又
字 

啓
迪
後
人
也 

宮
本
.
国
本
.
佚
本
•
尾
本
無
也
字 

惣
川
岳
之
霊 

佚
本
.
文
苑
本
惣
作
総
字 

左
思
蜀
都
賦
日 

竹
本
.
島
本
已
下
至
漢
将
蕭
五
十
二
字
誤
作
大 

字
単
行
混
入
正
文

憎
若
君
主 

宫

本
.
国
本
爝
作
爝
字 

*
尾

本

作

皭

字

按

文 

選
蜀
都
賦
作

皭

字
〇
宮
本
.
国
本
.
尾
本
主
作
平
字
是 

*竹 

本

.
島
本
•
佚
本
主
作
主
字
非

毛
詩
日
嵩
高
惟
岳 

尾
本
嵩
作
崧
字
、
岳
作
嶽
字
按
嵩
或
作
崧 

礼
記
孔
子
閒
居
云
其
在
詩
日
嵩
高
惟
嶽
云
々
。
此
句
非
出
於
毛
詩 

漢
将
蕭
何
昴
精
生
於
豊
通
於
制
度
也

宫

本
.
国

本

脱

漢

字 

〇
尾
本
無
也
字
按
文
選
五
十
八
褚
淵
碑
文
李
善
注
引
作
「漢
将 

蕭
何
昴
星
生
於
豊
通
於
制
度
」

衆彥

分
司 

島
本
衆
誤
作
象
字 

知
過
万
人 

宮
本
.
国

本

知

作

智

字

〇
竹
本
•
島
本
人
字
空

ニ
六
七



格
美

徳

日
彥

也

宮

本

•
国

本

.
尾

本

徳

作

士

字

是 

*
竹

本

.
島 

本

徳

字

空

格

〇

宮

本

.
国

本

•
竹

本

.
島

本彥

下

有

之

字 

〇
佚

本

.
尾

本

無

也

字

広
扇
淳
風 

宮

本

風

已

下

至

下

正

文

「
為
事
上
之
軌
模
作
臣
」
正
文

注
文
俱
脱
奪

聖
人
之
大
宝
日
位
也 

佚

本

.
尾

本

無

也

字
 

慈
愛
特
深 

文

苑

本

深

作

存

字 

猶
且
思
垂
勧
励 

文

苑

本

思

作

更

字

懐
忠
良
也 

佚

本

.
尾

本

無

也

字

日
語
汝 

国

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

日

下

有

吾

字 

*
慶
応
本 

校

語

云

「
吾
管
」

〇
国

本

語

作

謂

字 

*
慶
応
本
校
語
云r

菅 

本
作
語
」

正
直
而
固
者
軸
也 

竹

本

.
島

本

正

直

作

田

(
武
后
字
正
)
亘 

〇
国

本

無

固

者

二

字 

*
竹

本

•
島

本

無

固

字
 

*
慶
応
本
校 

語

云

「
正
菅
本
作
田
直
作
亘
無
固
字
」

〇
国

本

.
竹

本

.
島

本

.
 

佚

本

也

下

有

軸

字

孟
母
方
織 

神

本

織

作

績

字 

*
閣

本

織

字

旁

有

r

績
康
乍
」

問
学
所
至
矣 

国

本

•
竹

本

.
島

本

問

下

有

日

字

〇
国

本

至
 

作
生
字

以
刀
断
其
織 

国

本

刀

作

或

字

恐

非

*
閣

本

•
神

本

或

字

旁
 

有

「
刀
唐
作
」 

*
竹

本

.
島

本

刀

作

司

字

恐

非

孟
子
懼
而
□
□
旦
夕
勤
學 

国

本

•
竹

本

.
島

本

空

格

作

「
問
其
」

ニ
六
八

*

佚

本

.
神

本

作

「
問
其
故
」
似

是

〇
閣

本

.
佚

本

.
尾
本 

且

作

且

字

是

◦
尾

本

作

「
而
旦
夕
」

成

天

下

之

名

儒

也

国

本

.
佚

本

無

也

字 

比
者
太
子
及
王
已
撰
修
身
之
訓 

慶

応
本
校
語
云
者
下
有
為
字
〇
諸 

本

並

撰

作

撰

字

是 

*
文

苑

本

撰

作

選

字

、
修
作
脩
字 

以
善
道
之
也 

国

本

無

之

字 

*
竹

本

之

作

<
字 

*
島
本 

之
作
道
字 

*
慶
応
本
校
語
云
之
菅
本
作
>

〇
佚

本

.
尾

本

無
 

也
字

遊
心
策
府 

文

苑

本

策

作

文

字 

貽
我
彫
管
管
彫 

国

本

.
竹

本

.
島

本

貽

誤

作

語

字 

校 

語

•
慶
応
本
校
語
作
詒
字
按
語
恐
詒
字
之
訛 

*
毛
詩
正
義
云
貽 

本

又

作

詒

音

怡

遺

也

〇
竹

本

•
島

本

.
佚

本

.
尾

本

管

彫

作

彫 

管
是 

*
国

本

作

「
彫

，，

策
ミ
」

悦
懌
女
美
之
也 

佚

本

.
尾

本

無

之

也

二

字

〇
按
今
本
毛
詩
作 

「
説
擇
女
美
」
、
毛
詩
正
義
云
説
本
又
作
悦 

故
綴
叙
所
聞
以
為
臣
軌
一
部 

文

苑

本

叙

作

序

字

、
軌
作
範
字 

鄭
玄
日 

島

本

鄭

字

空

格 

*

竹

本

脱

鄭

字 

召
公
太
公
畢
公
栄
公 

国

本

.
竹
本
•島

本

召

作

邵

字

〇
国
本
.

竹

本

太

作

大

字

非

〇
竹

本

.
島

本

栄

作

労

字

非 

閎
夭
散
宜
生
南
官
适 

竹

本

.
島

本

夭

誤

作

友

字

〇
国

本

.
竹 

本

•
島

本

.
佚

本

适

作

括

字 

発
揮
言
行 

文

苑

本

言

誤

作

元

字 

旁
通
情
之
也 

国

本

.
竹

本

.
島

本

之

作

>
字

〇
佚

本

無

之



字 

*
尾

本

無

之

也

二

字 

作
臣
下
之
繩
准 

文

苑

本

臣

下

作

人

臣 

日
禹
之
為
君
也 

佚

本

日

上

二

字

空

角

作

□

□

按
日
上
恐
有
脱 

字
、
史
記
夏
本
紀
云
左
準
繩
右
規
矩 

*
尾

本

作

r

史
記
日
」

右
規
矩 

竹

本

.
島

本

矩

誤

作

雉

字 

鑑
前
脩 

宮

本

•
国

本

脩

作

修

字

、
注
文
同 

法

夫

前

脩

也
宫

本

.
国

本

.
佚

本

.
尾

本

無

也

字
 

欲
宣
カ
四
方 

国

本

脱

四

方

二

字 

汝
為
也 

佚

本

•
尾

本

無

也

字
 

作
#
檝
也 

佚

本

•
尾

本

無

也

字

和
女
也 

宮

本

•
国

本

.
文

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

女

作

汝

字 

〇
佚

本

.
尾

本

無

也

字

準
由
旧
章 

竹

本

.
島

本

孿

誤

作

「
六
十
」

二
字 

資
敬
之
途
斯
一
也 

宮

本

.
国

本

.
文

本

.
竹

本

•
島

本

.
佚

本

無
 

也
字

父
子
雖
至
親 

宮

本

.
国

本

無

至

字 

終
仮
言
而
栄
行 

文

苑

本

栄

行

作

薬

石

恐

非 

忠
言
逆
於
耳
…
…
毒
薬
苦
於
ロ 

尾

本

無

両

於

字

按

ヰ

ホ

^
# 

無
於
字

以
慈
所
撰 

諸
本
並
慈
作
玆
字
是 

非
筆
削
之H

 

文

苑

本

工

作

公

字

恐

非 

貴
申
裨
導
之
益 

文

苑

本

申

作

用

字

、
導
作
道
字 

孔
子
文
辞 

竹

本

.
島

本

辞

誤

作

乱

字

有
可
与
人
共
者 

島

本

人

共

誤

作

昔

一

字

〇
官

本

•
国

本

.
竹 

本

無

人

字

弗
独
有
也 

宮

本

.
国

本

•
竹

本

.
島

本

弗

作

非

字 

削
則
翻 

諸
本
並
齟
作
削
字
是 

*
竹

本

.
島

本

脱

下

削

字 

巽
語
為
珍
蒼
壁 

官

本

•
国

本

•
文

本

.
竹

本

•
島

本

•
明
文
抄
引 

巽
作
選
字
、
注

文

同

〇
諸
本
並
壁
作
璧
字
是 

遂
帰
遺
其
玄
珠 

宮

本

.
国

本

.
尾

本

遂

作

還

字

〇
佚

本

珠
 

誤
作
陳
字

巽
予
之
言
能
無
悦
乎 

宮

本

•
国

本

.
竹

本

.
島

本

•
佚

本

予

作
 

与

字

是

按

今

本

論

語

作

「
巽
与
之
言
能
無
説
乎
」

周
礼
日
蒼
璧
祀
天
也 

宮

本

周

誤

作

同

字

〇
宮

本

.
国

本

.
島 

本

祀

作

礼

字

是

〇宫

本

.
国

本

.
佚

本

無

也

字 

贈
人
以
財
者
唯
申
即
目
之
歓 

文

苑

本

財

作

賄

字

、
目
作
日
字
、
恐 

俱
非

家
語
孔
子
去
周 

佚

本

語

下

有

日

字 

仁
者
之
跡 

宮

本

.
国

本

.
尾

本

.跡
作
号
字 

以
言
也 

宮

本

•
国

本

也

作

之

字 

*

尾

本

作

乎

字

按

今

本
 

孔

子

家

語

作

「
及
去
周
老
子
送
之
日
吾
聞
富
貴
者
送
人
以
財
仁
者
送 

人
以
言
吾
雖
不
能
富
貴
而
竊
仁
者
之
号
請
送
子
以
言
乎
」

西
門
豹
之
情 

尾

本

情

作

性

字

按

今

本

韓

非

子

.
群
書
治
要
四 

十
引
皆
作
性
字

董
安
于 

宮

本

•
島

本

.
佚

本

于

誤

作

干

字

〇
按
群
書
治
要
引 

安
作
閼
字

ニ
六
九



故
佩
弦
以
急
己
也 

按
群
書
治
要
引
弦
作
絃
字
、
今
本
韓
非
子
.
群 

書
治
要
引
急
己
作
自
急

修
己
必
顧
其
規 

佚

本

.
文

苑

本

ま

作

{«:
字 

三
思
而
後
行
也 

尾

本

無

也

字 

庶
照
鄙
誠
敬
終
高
徳 

文

苑

本

誠

作

識

字 

凡
諸
章
目
列
於
後
云 

文

苑

本

於

作

之

字

臣
軌
上 

国

本

上

字

下

有

卷

字

〇
佚

本

此

行

前

序

文

末

有r

臣 

軌
序
終
」

同

体

章

国

本

此

行

下

有

「
君
或
本
蕙
作
之
則
天
皇
后
世
用
君
字
」

(
小
字
)

四
支
之
載
元
首 

菅

蠡

鈔

引

載

作

戴

字 

為
心
使
也 

宮

本

也

字

旁

有

「
点
本
無
之
」

皆
申
於
心 

宮

本

.
国

本

.
竹

本

•
島

本

•
佚

本

申

作

由

字

是 

為
心
之
使
也 

宮

本

•
国

本

•
竹

本

•
島

本

使

下

有

ミ

字 

相
得
而
後
成
用 

菅

蠢

鈔

(
一
本
)
引

得

作

須

字 

乃
成
其
用
也 

竹

本

•
島

本

乃

誤

作

及

字 

故
臣
之
事
君 

宮

本

.
文

本

臣

作

恵

字

(則
天
文
字
臣
字
)
、
已
下
臣 

多
作
思
字
者

猶
未
若
君
臣
之
同
体
也 

菅

蠡

鈔

引

無

猶

字

〇
菅

蠡

鈔

一

本

(
寛 

文
刊
本
)
引

無

之

字

故
云
未
若
也 

国

本

若

誤

作

君

字

〇
宮

本

若

下

有

々

字 

股
肱
耳
目 

竹

本

•
島

本

耳

下

衍

>
字

ニ
七
〇

孔
安
国
日 

国

本

日

作

云

字

余
欲
左
右
有
人 

国

本

人

作

民

字 

*宫

本

人

字

旁

有

「
民
江
」 

按
今
本
尚
書
余
作
予
字
、
人
作
民
字
、
注
文
同 

我
所
有
之
人 

官

本

•
閣
本
.神
本
.尾

本

我

上

有

助

字

是

〇

閣 

本

人

字

旁

有

「
作
民
」

汝
翼
成
我
也 

尾

本

無

也

字 

余
欲
宣 

閣

本

余

字

旁

有

r

予
作
」

布
力
立
理
功 

宮

本

.
国

本

.
竹

本

.
島

本

力

作

方

字

非 

*
宮 

本

方

字

旁

有

「
力
」

〇
宮

本

理

作

「
伯
之
晒
」
非

〇
佚
本
.
 

尾

本

理

下

有

之

字

按

今

本

尚

書

孔

伝

作

「
立
治
之
功
」

汝

群

臣

当

為

也

佚

本

.
尾

本

為

下

有

之

字 

*

尾

本

無

也

字 

按
今
本
尚
書
孔
伝
作
「
当
為
之
」

以
臣
為
体
也 

国

本

脱

以

字

(
閣
本
有
以
字
)

心
安
則
体
安
君
恭
則
臣
恭 

昔

蠡

鈔

引

両

則

作

即

字 

拱
攄
榱
桶 

国

本

•
文

本

.
竹

本

•
島

本

.
佚

本

.
尾

本

桶

作

桷

字 

是成
其
広
厦 

宮

本

.
国

本

廈

下

有

也

字 

為
国
者
之
亦 

宮

本

•
国

本

.
文

本

•
佚

本

•
尾

本

無

之

字

是 

謂
人
君
欲
理
国
者 

宮

本

君

作

*
字
(則
天
文
字
君
字
)
、
已
下
君 

字
多
作
則
天
文
字
者 

*

竹

本

.
島

本

.
佚

本

君

作

夙

字

、
按
夙 

恐
則
天
文
字
®
之
訛

資
其
衆
賢
之
也 

宫

本

.
国

本

之

作

云

字 

*
佚

本

.
尾

本

無
 

之
字



雖
人
材
能 

官

本

.
国

本

.
文

本

.
竹

本

•
島

本

.
佚

本

人

下

有

之 

字
非
君
臣
同
体 

宫

本

•
国

本

.
文

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

君

作

群
 

字有
仁
智
文
武
之
臣 

官

本

.
国

本

臣

作

恵

字

、
按
恵
恐
思
字
之
訛 

興
其
功
業
也 

宮

本

業

下

有

ミ

字 

離
心
離
徳 

宫

本

離

心

旁

有

「
ニ
字
無
点
本
」

平
人
也 

宮

本

.
国

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

無

也

字 

而
離
心
離
徳
不
用
也 

宮

本

.
国

本

•
竹

本

.
島

本

.
佚

本

離

心
 

離

徳

作

「
執
心
用
徳
」
是

◦
国

本

.
佚

本

用

作

同

字

是 

此
其
所
以
亡
也 

島

本

亡

誤

作

已

字

按

已

巳

(
俗
亡
字
)
之
訛
、
 

注
文
同

而

心

徳

同

国

本

同

下

有

也

字

言
周
以
同
徳 

官

本

.
国

本

以

下

有

同

心

二

字 

*
竹

本

.
島
本 

以
下
有
同
以
二
字
按
以
心
字
之
誤 

孔
安
国
日
…
…
壅
塞
之
也 

諸
本
並
此
行
十
六
字
在
下
正
文
達
四
聰 

下
是

広
視
聴
四
方 

国

本

脱

聴

字

〇
佚

本

聴

下

有

於

字

按

今

本
 

尚
書
孔
伝
有
於
字

使
下
無
壅
塞
之
也 

宫

本

.
国

本

.
佚

本

.
尾

本

使

下

有

天

字

是 

〇
国

本

•
佚

本

無

之

字 

*
宮

本

之

也

二

字

剜

去 

将
司
聴
也 

尾

本

聴

誤

作

聰

字

注

文

同
 

楽
所
以
聴
耳
也 

宮

本

耳

下

有

ミ

字

〇
国

本

無

也

字

若
九
重
也 

尾

本

無

也

字

毛
詩
日
祈
父 

宮

本

•
竹

本

.
佚

本

祈

作

圻

字 

*
宮

本

旁

有
 

「
折
」

按
毛
詩
鄭
注
云
古
者
祈
圻
畿
皆
同 

*
国

本

.
島

本

誤
 

作

折

字

〇
宮

本

.
国

本

•
竹

本

父

誤

作

文

字

X
B本

旁

有
 

「
父
」

作
朕
股
肱
耳
目
也 

佚

本

.
尾

本

無

也

字

晏
子
日
硫
.臣 

宫

本

.
国

本

•
竹

本

.
島

本

.
佚

本

腕

臣

作

古

者 

是
臣
多
見 

佚

本

.
尾

本

臣

誤

作

惡

字

、
恐
則
天
文
字
思
字
之
訛 

◦
佚

本

.
尾

本

多

下

有

所

字

〇
佚

本

見

下

有

也

字

而
天
下
理 

宫

本

天

作

而

字

(
則
天
文
字
天
字
)

◦

竹

本

.
島 

本

天

誤

作

衆

字

、
恐

則

天

文

字

而

字

之

訛

〇
尾

本

理

作

治

字 

按

作

理

避

諱

◦
官

本

.
竹

本

.
島

本

理

下

有

神

字

非 

土
呂
本 

神
字
剜
去

論
語
日
無
為
者
其
舜
歟
之
也 

宫

本

.
竹

本

.
島

本

日

下

有

理

字 

非

〇
国

本

.
佚

本

為

下

有

理

字

〇
国

本

.
佚

本

.
尾

本

無
 

之

也

二

字

按

今

本

論

語

作

「
無
為
而
治
者
其
舜
也
与
」

為
下
為
人 

官

本

.
竹

本

.
島

本

脱

上

為

字

〇
国

本

人

作

仁 

字

按

今

本

尚

書

作

「
為
下
為
民
」

日
乃
命
三
后 

宮

本

•
国

本

.
竹

本

.
島

本

•
佚

本

日

上

有

又

字 

是
至
忠
章
日
竭
ヵ 

尾

本

脱

此

句

〇
竹

本

•
島

本

忠

誤

作

臣

字 

〇
諸
本
並
力
下
有
「
尽
労
而
不
望
其
報
也
」
(
島
本
報
誤
作
執
字
、
佚

ニ
七
一



本
無
也
字
)

言
手
必
存
之 

竹

本

.
島

本

必

誤

作

女

字 

欲
君
之
安
也 

宮

本

也

字

旁

有

「
点
本
無
之
」

竜

為

出

也

擾

柔

而

可

撫

而

騎
宫

本

•
国

本

•
竹

本

•
島

本

.
佚
本 

竜

下

有

之

字

是

〇
宮

本

.
国

本

.
佚

本

.
尾

本

出

作

虫

字

是 

〇
宮

本

.
国

本

•
佚

本

撫

作

狎

字 

*

竹

本

.
島

本

誤

作

押

字 

按
今
本
韓
非
子
作
「
竜
之
為
虫
也
柔
可
狎
而
騎
」
、
韓
非
子
翼
毳
云
史 

記
無
柔
字
、
狎
上
有
擾
字
、
戦
国
策
注
引
狎
作
擾
、
佩
文
韻
府
无
韻 

柔
字
引
作
可
擾
柔
而
騎

然
而
喉
下
有
逆
鱗
経
之
処 

宮

本

経

作

径

寸

二

字

似

是 

*
国
本 

作
侄
寸
二
字
按
侄
疑
径
字
之
訛 

*
竹

本

作

徑

字

非 

*
島
本 

作

住

字

非

〇
尾

本

此

三

字

作

「径
尺
」

按
今
本
韓
非
子
作r

然 

其
喉

下
有
逆
鱗
径
尺
」
、

翼
毳
云
三
国
名
臣
序
賛
注
引
、

尺
下
有
之 

処
二
字 

*
佚

本

無

此

三

字

若
嬰
之
則
殺
人 

尾

本

若

下

有

人

有

二

字

、
之
下
有
者
字
、
則
下 

有
必
字
、
今
本
韓
非
子
同

説
者
嬰
之
則
不
幾
全
也 

宮

本

•
国

本

全

下

有

矣

字

按

今

本

韓 

非

子

作

「
説
者
能
無
嬰
人
主
之
逆
鱗
則
幾
矣
」
、
三
国
名
臣
序
賛
注
引 

作

「
説
者
嬰
之
則
不
幾
矣
」

陲
景
典
語
日 

諸
本
並
脞
作
陸
字
是
按
已
下
引
文
在
群
書
治
要
四 

十
八
所
載
陸
景
典
語
臣
職
.
任
賢
両
章
、
而
治
要
所
載
文
小
異 

国
之
所
以
有
臣
臣
之
所
以
事
上
非
俱
欲
備
員
而
已 

治

要

引

作

「
天
子

所
以
立
公
卿
大
夫
列
士
之
官
者
非
伹
欲
備
員
数
設
虚
位
而
已
也
」

ニ
七
ニ

君
之
俟
臣 

宮

本

•
国

本

俟

作

任

字 

*
竹

本

•
島

本

作

径

字

iuL
.TftN

欲
其
助
己
宜
化 

国

本

助

誤

作

功

字

〇
宮

本

己

誤

作

也

字 

〇
諸
本
並
宜
作
宣
字
是

豈
唯
伹
備
其
員
已
也 

宫

本

.
国

本

.
佚

本

無

唯

字

〇
宮

本

.
 

国
本
.•竹

本

.
島

本

.
佚

本

員

下

有

数

而

二

字

〇
佚

本

無

也
 

字 

*
尾

本

也

作

乎

字

天
下
至
広
庶
事
至
繁
非
一
人
之
身
所
能
周
也 

群

書

治

要

引

天

上

有 

以
字
、
至
繁
作
您
猥
、
周
下
有
理
字
、
無
也
字 

故
分
官
列
職 

群

書

治

要

引

列

作

別

字 

各
有
司
在 

国

本

在

作

存

字

処

其

位

者

必

荷

其

憂
宫

本

.
国

本

.
竹

本

•
島

本

.
佚

本

•
群
書
治 

要

引

.
明

文

抄

引

位

作

任

字

〇
群

書

治

要

引

憂

作

責

字 

臣
之
興
主 

諸
本
並
興
作
与
字
是 

則
君
臣
之
道
著
也 

宮

本

君

字

旁

有

「
忠
ィ
江
如
此
」

上
下
協
心 

国

本

無

上

下

二

字 

是
其
道
著 

竹

本

•
島

本

著

誤

作

者

字

至
忠
章 

島

本

不

改

行

直

接

上

句

末 

称栈

居
位 

諸
本
並
枝
作
材
字
是 

不
以
私
害
公 

佚

本

脱

以

字 

見
賢
挙
之 

宮

本

挙

字

欄

脚

有

「
誉
ィ
」

程

功

積

事

而

不

求

其

賞
营

蠡

鈔

(
一
本
)
引

程

誤

作

呈

字

、
求
作



問
字

不
求
其
賞
報
者 

閣

本

.
神

本

報

作

禄

字 

済
人
故 

宮

本

.
国

本

.
佚

本

故

下

有

也

字 

而
日
忠
正
於
其
君
者 

宮

本

日

字

旁

有

「
思
ィ
」

所
以
大
臣
必
懐
養
人
之
徳 

国

本

•
文

本

臣

作

忠

字 

*
国

本

忠
 

字
剜
去
、
旁

有

「
臣
ィ
」
(
閣

本

•
正
親
町
本
作
臣
)

*
宮

本

臣

字
 

旁

有

「
忠
或
」 

〇
国

本

無

之

字

去
小
利
也 

宫

本

去

誤

作

法

不

二

字 

*
国

本

.
竹

本

•
島
本 

誤
作
法
字

捨
小
而
取
大
之
也 

国

本

脱

而

字

〇
佚

本

.
尾

本

無

之

字
 

昔
孔
子
之
日 

諸
本
並
無
之
字
是 

勤

労

不

倦
宫

本

勤

誤

作

動

字
 

如
土
之
性
也 

国

本

脱

性

字 

掘
之
則
甘
泉
出
焉 

国

本

.
文

本

掘

作

堀

字 

不
自
伐
其
功
也 

竹

本

.
島

本

伐

誤

作

代

字 

乃
順
行
之
於
外
也 

国

本

乃

下

有

後

字

恐

非

〇
尾

本

無

也

字 

人
臣
之
義 

宮

本

•
国

本

義

下

有

也

字 

孔
安
国
日
臣
於
人
者 

宮

本

日

下

臣

上

旁

有

「
歎
而
美
之
日
」 

按
雖
書
孔
伝
有
此
五
字
、
而
此
恐
非
原
注
文 

謂
心
常
在
其
左
右
也 

佚

本

謂

心

作

言

一

字

按

謂

心

恐

言

字

之 

旁
訓
、
作
言
字
似
是

昌
言
日
人
之
事
親
也 

按
已
下
引
文
与
群
書
治
要
四
十
五
所
載
仲
長
子 

昌
言
文
有
出
入
異
同

労
辱
之
事 

宮

本

.
国

本

•
文

本

•
竹

本

.
島

本

労

作

栄

字 

*
宮 

本

旁

有

「
労
江
」

按
群
書
治
要
引
作
労
字 

労
辱
之
苦 

国

本

労

作

栄

字

、
苦
誤
作
共
字 

不
以
為
倦
之
也 

佚

本

.
尾

本

無

之

字
 

見
父
母
食 

官

本

.
国

本

.
文

本

•
竹

本

.
島

本

.
明

文

抄

引

食

作 

渰

字
病
期
致
其
憂
也 

諸
本
並
朗
作
則
字
是 

欣
喜
而
戴
之 

宫

本

戴

字

旁

有

「
載
ィ
」

不
従
己 

宮

本

従

誤

作

徒

字

涕
泣
以
感
之 

宮

本

感

字

層

上

有

「
咸
一
本
」

孜
々
勤
勉
不
怠
也 

宮

本

.
国

本

•
竹

本

.
島

本

.
佚

本

勤

作

勧
 

字

其

見

遺

忘

也

島

本

忘

誤

作

忌

字

、
注

文

同

按

忌

恐

息

(俗
忘
字
) 

字
之
譌 

*
竹

本

作

思

字

、
注
文
作
忌 

見
君
之
遺
忘
則
不
怨
加
勤 

国

本

忘

誤

作

志

字

(
閣
本
作
忘
)

〇
宮

本

.
国

本

.
佚

本

怨

下

有

而

字 

此
為
臣
之
道 

国

本

臣

誤

作

忠

字

、
道
下
有
也
字 

革

改

也

竹

本

.
島

本

改

誤

作

政

字

、
下
文
同 

以
安
危
険
易 

国

本

険

誤

作

撿

字 

改
変
其
心
志
之
也 

佚

ホ

.
尾

本

無

之

字 

見
君
之
一
善 

国

本

脱

一

字

徧
於
天
下 

国

本

徧

誤

作

偏

字 

*
竹

本

.
島

本

誤

作

褊

字 

則
尽
心
而
潜
諫 

国

本

則

作

即

字

恐

非

〇
国

本

而

作

以

字

、
旁

ニ
七
三



有

「
而
ィ
」 

x
呂

本

而

字

旁

有

「
以
3:
」

古
語
云 

国

本

云

作

日

字 

以

事

君

則

忠

也
宫

本

.
国

本

以

下

有

孝

字

是 

則

不

能

立

太

忠

竹

本

.
島

本

脱

立

字

〇
諸
本
並
大
作
大
字
是 

〇宫

本

.
国

本

.
文

本

忠

下

有

也

字 

大
忠
必
出
於
純
孝
也 

国

本

脱

於

字 

穎
考
叔
純
孝 

島

本

潁

誤

作

款

字

〇
宮

本

•
竹

本

•
島

本

.
佚 

本

考

作

孝

字

施
及
荘
公
也 

尾

本

無

也

字
 

為
人
之
本
与 

国

本

.
佚

本

与

作

歟

字 

則
成
功
立
行 

宮

本

•
国

本

則

下
有

有

字

〇
宮

本

.
国

本

.
竹 

本

•
島

本

行

下
有
也
字 

家
因
国
而
得
立 

宮

本

因

誤

作

固

字 

後
家

先
国
宮
本
•国本
国

下
有
也
字 

勧
我
以
道 

島

本

勧

誤

作

観

字

、
下
文
同 

勧
正
我
已 

国

本

已

作

也

字

若
其
勧
正
己
故 

国

本

.
尾

本

若

誤

作

苦

字 

*
佚

本

作

以

字 

〇
国

本

勧

誤

作

動

字

勧
正
之
功
甚
大 

官

本

.
国

本

大

下

有

也

字 

守
道
章

覆
天
載玺
 

宫

本

.
竹

本

•
島

本

.
佚

本

載

作

虞

字

(
則
天
文
字
) 

备

本

旁

有

「
戴
点
本
」
「
載
ィ
本
」 

*
文

本

作

戴

字

ニ
七
四

无
所
不
苞 

佚

本

苞

作

包

字 

下
載
於
地 

国

本

載

作

戴

字 

不
可
測
其
原 

国

本

原

作

厚

字 

禀
授
無
形 

官

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

授

作
穑

字

(
則
天
文
字
)

*
官

本

旁

有

「
受
」r

授
」

屈
申
随
変 

宫

本

申

誤

作

中

字 

小
入
无
間 

竹

本

.
島

本

入

誤

作

人

字 

夫
権
道
及
経
合
義 

佚

本

.
尾

本

及

作

反

字

似

是 

江
海
山
林
之
士 

国

本

海

作

河

字

、
注
文
同 

土吕

本
.
文

本

.
竹 

本

.島

本

無

江

海

二

字 

*
宮

本

山

字

上

旁

有

「
江
海
ィ
」 

*
国 

本

江

河

旁

有

「
二
字
ィ
无
」

閑
遊
潜
遁 

国

本

遁

作

道

字 

*

宫

本

旁

有

「
道
」

身
先
栄
也 

宫

本

先

作

光

字

、
旁

有

「
先
」

聖
人
尊
貴
之 

国

本

無

貴

字 

問
広
成
於
峒
山 

宫

本

峒

作

明

字 

*
国

本

作

桐

字 

見
四
子
於
汾
水 

宫

本

汾

作

洛

字 

*

官

本

.
国

本

水

下

有

也 

字

侯
王
若
守
之 

官

本

.
国

本

.
文
本
.竹
本
.島

本

若

作

能

字

〇
佚 

本

若

下

有

能

字

按

河

上

公

老

子

日

本

古

鈔

本

.
宋
刊
本
作
若
能
ニ 

字
、
宋
刊
本
無
之
字

侯
王
而
能
守
道 

尾

本

而

作

若

字

按

河

上

公

老

子

S
本
古
鈔 

本

.
宋
刊
本
作
若
字

以
道
自
輔
佐 

按
河
上
公
老
子
日
本
古
鈔
本
.
宋
刊
本
佐
下
有
也
字



以
道
自
佐
之
主 

国

本

主

誤

作

至

字

(
神
本
作
主
)

敵
人
自
服 

宫

本

.
国

本

服

下

有

矣

字

按

河

上

公

老

子

日

本

古 

鈔
本
服
下
有
也
字

夫
佳
兵
者 

神

本

佳

字

旁

有

「
中
本
飾
ょ
家
本
」

按
河
上
公
老
子 

日
本
鈔
本
一
本
(
梅
沢
記
念
館
蔵
応
安
鉄
本
)
佳
作
餻
字 

祥
善
也 

国

本

善

作

吉

字

(
神
本
作
善
)

兵
者
驚
精
神 

国

本

無

者

字

(
神
本
有
者
)

不
当
修
飾
也 

按
河
上
公
老
子
宋
刊
本
也
作
之
字 

不
処
其
国
也 

按
河
上
公
老
子
宋
刊
本
無
也
字 

自
動
若
竭
カ
而
行 

佚

本

•
尾

本

若

作

苦

字

是

〇

官

本

.
国
本 

行

下

有

也

字

〇
神

本

此

行

作

「
自
動
苦
湯
心
カ
而
行
也
」

按 

河
上
公
老
子
日
本
古
鈔
本
.
宋
刊
本
若
作
苦
字
、
日
本
古
鈔
本
行
下 

有
也
字
、
宋
刊
本
有
之
字

治
身
則
長
存 

神

本

則

作

以

字

按

河

上

公

老

子

日

本

古

鈔

本

.

宋
刊
本
則
作
以
字
、
下
文
同 

治
国
則
太
平 

宮

本

則

字

下

旁

有

「
以
」

傾
然
而
存
之 

諸
本
並
傾
作
欣
字
是
(
神
本
作
傾
)

見
財
色
栄
利 

神

本

.
尾

本

利

作

誉

字
 

*
宮

本

利

字

旁

有
 

r

誉
」

按
河
上
公
老
子
日
本
古
鈔
本
.
宋
刊
本
作
誉
字 

感
於
情
欲 

官

本

.
国

本

.
竹

本

.
島

本

感

作

惑

字 

*
閣
本 

誤
作
或
字 

*
官

本

惑

字

旁

有

「
或
」

〇
国

本

脱

情

飲

二

字 

(
神
本
不
脱
} 

按
河
上
公
老
子
日
本
*
#
本
罾
が
惑
字
、
宋

?0
ネ 

作
或
字

而
復
亡
也 

国

本

復

誤

作

後

字

(
神
本
作
復
)

〇
島

本

亡

誤
 

作

已

字

〇
国

本

無

也

字

按

河

上

公

老

子

日

本

古

鈔

本

.
宋
刊 

本
亡
下
有
之
字

聞
道
大
笑
也 

諸
本
並
也
作
之
字
是
按
河
上
公
老
子
日
本
古
鈔
本
.
 

宋
刊
本
作
之
字

見
道
恭
敬 

宮

本

.
国

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

恭

敬

作

柔

弱

是 

按
河
上
公
老
子
日
本
古
鈔
本
.
宋
刊
本
作
柔
弱 

故
大
笑
也 

神

本

笑

下

有

之

字

按

河

上

公

老

子

日

本

古

妙

本

笑 

下
有
之
字
、
宋
刊
本
也
作
之
字

不

足

名

之

為

道

也

宮

本

足

下

旁

有

r

以
」

〇
神

本

也

下

有
 

以
字
按
河
上
公
老
子
日
本
古
鈔
本
之
作
以
字
、
宋

刊

本

作

「
不
足 

以
名
為
道
」

自
天
祐
之 

竹

本

自

誤

作

日

字 

*
島

本

誤

作

目

字 

吉
无
不
利
也 

国

本

吉

誤

作

言

字 

莫
見
其
形 

宫

本

.
国

本

形

下

有

矣

字 

內

以
修
身 

文

本

修

作

脩

字 

言
理
人
修
身 

佚

本

^
が
脩
字 

臣
忠
也 

宮

本

忠

誤

作

恵

字

子
孝
也 

国

本

孝

誤

作

者

字

、
旁

有

「
孝
欺
」
(
閣

本

.
神

本

.
正 

親
町
本
作
孝
)

更
相
親
愛 

竹

本

•
島

本

愛

誤

作

受

字 

言
人
有
道
者 

国

本

脱

者

字 

道
不
可
不
貴
也 

宮

本

貴

下

有

ミ

字

ニ
七
五



無
道
不
宜
也 

国

本

無

道

作

道

無

、

旁

有

「
無
道
」
、

宜

字

旁

有

rr作
」

纔

自

足

也

竹

本

.
島

本

自

誤

作

目

字 

在
其
所
取
之
也 

国

本

無

也

字
 

猶
日
月 

宫

本

.
国

本

•
文

本

月

下

有

也

字 

不
能
易
其
所 

竹

本

.
島

本

不

下

衍

^
^
字 

自
江
至
河 

宮

本

.
国

本

.
竹

本

.
島

本

江

作

河

字 

千

里

之

内

晷

景

同

国

本

晷

誤

作

略

字
 

*
島

本

誤

作

景

字 

欲
致
鳥
者
先
樹
木 

宮

本

.
国

本

.
竹

本

.
島

ホ

.
佚

本

木

下

有

注 

文

「
林
茂
而
鳥
自
帰
」

尚
乃
忘
之 

国

本

忘

誤

作

志

字 

*
島

本

誤

作

忌

字 

豈
能
動
矣
也 

尾

本

無

矣

字
 

以
此
修
身 

佚

本

修

作

脩

字

、
注
文
同 

求
其
己
之
所
未
得
物
也 

宮

本

.
竹

本

.
島

本

物

作

神

字 

*
国 

本

作

福

字
 

*
佚

本

作

者

字
 

労
於
分
外
故
也 

宮

本

•
国

本

労

作

営

字 

福
至
則
喜 

国

本

喜

作

嘉

字

終
身
不
悟 

宮

本

.
竹

本

.
島

本

終

作

修

字

恐

非 

*
宮

本

修

字
 

旁

有

「
終
江
」

得
其
道
成
焉 

国

本

.
文

本

.
佚

本

.
尾

本

道

下

有

1|1
字 

公
正
章

夫
天
覆
於
上 

竹

本

.
島

本

天

誤

作

人

字

ニ
七
六

豈
有
私
哉
也 

佚

本

無

也

字 

*
尾

本

哉

也

顚

倒 

以
親
昵 

尾

本

昵

作

暱

字

、
按

説

文

云

睏

(
暱
)
或
从
尼
作
昵 

易

其

操

宮

本

.
国

本

•
竹

本

.
島

本

操

作

模

字 

石
鵲
戮
其
子 

国

本

.
佚

本

鵲

作

錯

字 

弒

其
親 

宮

本

.
|1
本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本弒

作

滅

字 

*
尾 

本

作

殺

字

可
謂
公
矣
也 

尾

本

無

也

字 

転
近
於
正 

国

本

正

下

有

也

字 

阿
親
戚
則
公
法
不
行 

竹

本

•
島

本

.
佚

本

則

誤

作

利

字 

伊
呂
是
也 

竹

本

.
島

本

無

也

字 

又
日
君
子 

宫

本

•
竹

本

.
島

本

脱

又

字 

是
之
謂
公
也 

文

本

脱

之

字 

公
正
於
殷
周 

国

本

殷

周

作

周

文

竭
意
君
朝 

竹

本

.
島

本

竭

誤

作

謁

字

〇

宮

本

朝

誤

作

明

字
 

理
人
之
道
万
端 

文

本

理

誤

作

浬

字 

可
以
当
此
一
焉 

国

本

焉

下

有

也

字 

不
可
理
家 

島

木

理

誤

作

陲

字 

神
明
不
労 

竹

本

•
島

本

脱

神

字
 

察
邪
自
息
也 

宮

本

息

下

衍

云

字 

私
道
行
則
刑
罸
繁 

国

本

脱

則

字

(
神
本
不
脱
)

姦
邪
不
止
也 

国

本

無

也

字 

神
非
心
不
明 

佚

本

非

誤

作

不

字 

皆
由
.於
心
之
也 

佚

本

.
尾

本

無

之

字



莫
不
先
正
其
心
矣
也 

尾

本

無

矣

字 

夫
不
照
於
昧
金 

佚

本

照

作

正

字

照
於
瑩
鏡
者 

宮

本

脱

於

字

、
瑩
字

旁

有r蓥

点
本
」

按
説
文
通
訓 

定
声
云
瑩
叚
借
為蓥
 

*
国

本

瑩

字

旁

有

「
明
ィ
作
」

則
必
不
能
怨
也
矣 

国

本

則

下

有

物

字

、
無
也
矣
二
字 

*
宮
本 

無
也
字 

*
尾

本

無

矣

字

言
栄
辱
随
其
所
行 

竹

本

辱

誤

作

辰

字

、
随

誤

作

道

字

〇
宮
本 

国

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

行

下

有

也

字 

*
宮

本

也

下

有

「w

 

w

」

六
正
一
日 

国

本

正

下

有

者

字

按

今

本

説

苑

有

者

字 

預
禁
乎
未
然
之
前 

今

本

説

苑

未

作

不

字 

徳
流
後
裔
之
也 

佚

本

.
尾

本

無

之

字 

論
主
以
長
策 

宮

本

.
国

本

策

作

栄

字

、
注
文
同 

*
宮

本

栄

字
 

旁

有

「
策
一
本
」

栄

字

下

注

云

「
江

(
江
本
作
栄
)
」

鄭
玄
日
善
則
称
君 

国

本

脱

鄭

字 

過
則
称
己
也 

佚

本

無

也

字

伐
猶
取 

宮

本

.
国

本

.
竹

本

•
島

本

.
佚

本

取

下

有

也

字 

言
功
事
立 

国

本

.
具
決
外
典
鉄
弓
功
下
有
成
字
似
是 

不
敢
猶
取
其
労
之
也 

宮

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

猶

作

独

字

似 

是 

*
国

本

無

猶

字

〇
佚

本

.
尾

本

無

之

字 

如
此
者
大
臣
也 

今

本

説

苑

大

作

良

字 

而
不
懈
怠 

佚

本

懈

作

解

字

数
称
於
性
古
行
事 

今

本

説

苑

•
群
書
治
要
四
十
三
弓
古
下
有
之
字

〇
今

本

説

苑

行

上

有

徳

字 

安
国
家 

今

本

説

苑

家

下

有

「
社
稷
宗
廟
」

性
之
君 

国

本

.
具

決

外

典

鈔

引

性

下

有

古

字

〇
佚

本

無

之
 

字
若
堯
舜
禹
湯
之
皆 

国

本

若

誤

作

君

字

〇
島

本

湯

誤

作

陽

字 

〇
尾

本

無

之

字

〇
佚

本

之

皆

作

者

一

字 

*
具
決
外
典
鈔
引 

皆
作
比
字

以
励
其
君 

宮

本

君

下

有

矣

字 

*

国

本

.
具

決

外

典

鈔

引

君 

下
有
也
字

蔡
見
成
敗 

今

本

説

苑

察

見

作

「
明
察
幽
見
」 

*
群
書
治
要
引 

作

「
明
察
極
見
」

早
設
智
謀 

国

本

無

智

字

令
君
終
世
無
憂 

今

本

説

苑

•
群

書

治

要

引

令

作

使

字

〇

官

本

.
 

国

本

.
文

本

•
竹

本

.
島

本

.
群

書

治

要

引

世

作

己

字

、

注
文
同 

(
島
本
注
文
誤
作
无
字
、
具
決
外
典
鈔
引
亦
作
已
字
)

*
佚

本

•
今 

本

説

苑

世

作

以

字

能
転
君
昔
時
之
禍 

島

本

.
佚

本

禍

誤

作

福

字 

如
此
者
智
臣
也 

島

本

脱

智

字
 

文
謂
簿
書
也 

竹

本

.
島

本

文

誤

作

父

字 

不
令
受
贈
遺 

諸

本

並

無

令

字

似

是

按

今

本

説

苑

.
群
書
治
要
引
亦 

無
令
字

食
飲
節
素 

今

本

説

苑

食

飲

作

飲

食

〇
今

本

説

苑

.
群
書
治
要
引 

素
作
儉
字

ニ
七
七



所
為
不
諛 

今

本

説

苑

諛

作

道

字 

臣
貞
醜
正 

佚

本

臣

誤

作

悪

字

〇
具

決

外

典

鈔

引

臣

貞

作

悪 

直

〇
尾

本

醜

正

顚

倒

従
君
意 

宫

本

.
国

本

意

下

有

也

字

〇
具

決

外

典

鈔

引

意

作 

立
志
二
字

犯
主
之
厳
顔 

今

本

説

苑

無

厳

字

面
言
主
之
過
矢
不
辞
其
誅 

諸

本

並

矢

作

失

字

是

〇
宮

本

辞

旁

有 

「
乱
」

怒
忠
直
之
士 

具

決

外

典

鈔

引
忠
作
志
字
非 

不
憚
厳
顔
而
言
過
失 

宫

本

.
国

本

.
竹

本

.
島

本

•
佚

本

.
具
決 

外

典

鈔

引

而

作

面

字

似

是

冀
護
国
得
安 

国

本

冀

下

有

死

字

〇
宫

本

.
国

本

.
竹

本

•
島 

本

護

作

獲

字

、
得

作

悔

字

〇
具

決

外

典

鈔

引

作

「
翼
獲
国
安
」 

竜
逢
以
亡 

宮

本

.
国

本

.
具

沢
外
典纱

引
以
下
有
之
字 

比
于
以
之
喪 

諸

本

並

于

作

干

字

是

〇
佚

本

無

之

字

〇
国
本 

喪
作
哀
字
恐
非

志
存
必
誅 

国

本

志

誤

作

忘

字

〇
国

本

•
具

決

外

典

鈔

引

誅 

作
諫
字

不
悔
所
行
也 

宮

本

無

也

字

〇
具

決

外

典

鈔

引

也

下

有

「
竜 

逢
夏
桀
臣
也
比
干
殷
紂
臣
也
」
、
按
此
十
二
字
恐
後
人
所
補

是
謂
六
正
也 

今

本

説

苑

謂

作

成

字

六
邪
一
日 

今

本

説

苑

邪

下

有

者

字

。
群

書

治

要

引

作

「
何
謂
六 

邪
一
日
」

ニ
七
八

弃
公
室
之
裒 

佚

本

弃

誤

作

弄

字

猶
不
有
尽
節
以
告
之
也 

宮

本

.
国

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

有
 

作

肯

字

是

〇
国

本

無

也

字

希

旨

而

取

容
宫

本

.
国

本

希

作

晞

字

按

韻

会

云

晞

通

作

希 

*

竹

本

.
島

本

誤

作

稀

字

〇
国

本

旨

誤

作

盲

字 

求
主
之
所
好
而
進
之 

今

本

説

苑

而

作

即

字 

私
求
具
主
之
所
好
之
物 

国

本

無

求

字

〇
宮
本
具
作
其
字 

苟
得
与
君
合
志
同
為
歓
楽 

国

本

志

誤

作

忘

字

、
同
作
因
字
恐
非 

豈
顧
有
其
後
害
也 

国
本
無
其
字 

中
実

詖

険
今
本
説
苑

詖

作
頗
字
 

*
群

書

治

要

引

作

険

詖 

外
貌
小
謹 

宮

本

.
竹

本

貌

誤

作

墾

字

、
旁

有

r

貌
」

按
今
本
説 

苑

作

「
外
容
貌
小
謹
」

巧
言
令
色
鮮
仁
矣 

宮

本

.
国

本

•
佚

本

.
尾

本

仁

矣

倒

是 

又
心
疾
賢 

今

本

説

苑

疾

作

嫉

字 

恐
君
用
之 

国

本

君

誤

作

居

字 

而
隠
其
悪 

群

書

治

要

引

無

而

字

、
下

文

「
而
匿
」
無
而
字 

皆
由
進
人
退
人
不
実
故
也 

国

本

皆

誤

作

背

字

〇
竹

本

.
島
本 

無
也
字

如
此
者
紆
臣
也 

国

本

.
今

本

説

苑

if
作
姦
字 

辨
足
以
行
説 

宫

本

•
文

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

.
尾

本

.
今
本
説 

苑

•
群
書

治

要

引

辨

作

辯

字

是 

外
妬
乱
朝
廷 

国
本
廷
作
庭
字 

*

島
本
誤
作
逆
字 

如
此
者
讒
臣
也 

佚
本
此
作
是
字



専
権
檀
威 

今

本

説

苑

.
群

書

治

要

引

威

作

勢

字 

持
操
国
事 

今

本

説

苑

操

作

招

字 

成
其
朋
党 

島

本

朋

誤

作

明

字

、
下
文
同 

増
加
威
権 

今

本

説

苑

威

作

勢

字

以
自
貴
顕 

宮

本

貴

字

旁

有

「
売
或
」 

*
群

書

治

要

引

貴

顕

作 

顕
貴

以
自
尊
顕
也 

国

本

也

下

有

矣

字 

如
此
者
賊
臣
也 

島

本

臣

誤

作

悪

字

諂
主
以
邪 

宮

本

.
文

本

.
竹

本

.
島

本

•
尾

本

•
今

本

説

苑

主

作 

言
字 

*

宮

本

言

字

剜

去

、
旁

有

「
主
」

墜
主
不
義 

宫

本

主

作

王

字

非

、
旁

有

「
主
点
本
」 

◦
群
書
治
要 

弓
主
下
有
於
字

用
邪
僻
之
行 

国
本
僻
誤
作
避
字 

陥
於
不
義 

宫

本

•
国

本

.
竹

本

義

下

有

也

字 

讒
俟
人
共
為
朋
党 

宮

本

.
国

本

•
竹

本

.
島

本

•
佚

本

佞

下

有
 

之

字

〇
閣

本

•
竹

本

.
島

本

朋

誤

作

明

字 

以
蔽
主
之
明 

国

本

無

之

字

(
閣
本
主
之
明
作
明
主
二
字
) 

不
得
使
其
彰
著
之
也 

佚

本

.
尾

本

無

之

字
 

使
白
黒
是
非
无
隔
別
也 

国

本
使
作
故
字
〇
宮
本
隔
別
作
間 

隔

候
伺
可
不
推
因
而
附 

国

本
不
作
否
字
〇
今
本
説
苑
作
「候
伺 

可
推
而
因
附
」

然
遂
使
主
之
過
悪 

国

本

然

下

有

後

字

流
聞
四
隣
之
也 

佚

本

•
尾

本

無

之

字 

是

謂

六

邪

11-
ホ

.
島

ホ

是

謂

倒

誤 

不
行
六
邪
術 

諸
本
並
邪
下
有
之
字 

見
人
所
楽 

尾

本

見

作

為

字

、
下
文
同 

上
安
而
下
理 

今

本

説

苑

.
群

書

治

要

引

理

作

治

字 

此
人
臣
之
術
也 

官
本
人
字
旁
有

r

ィ
无
」

匡
諫
章

使
合
於
正
道 

竹
本
•島
本
使
誤
作
便
字
〇
宮
本
道
下
有
也 

字

王
臣
蹇

 々

宮

本

.
竹

本

.
島

本

•
佚

本

蹇

作

譽

字

、

下
文
同 

*
宮

本

謇

字

剜

去

、
旁

有

r

蹇
」

按
蹇
謇
通
用 

易
日
蹇
卦 

尾
本
脱
日
字 

執
心
不
冋 

諸
本
並问

作
回
字
是 

匡
王
室
者
也 

竹

本

•
島

本

者

誤

作

考

字 

鮮
能
忠
正 

竹

本

•
島

本

鮮

誤

作

鱗

字 

以
蹇
々
之
材
為
難
也 

国
本
材
作
操
字

 

*

宮

本

•
竹

本

.
島
本 

作
採
字 

土
呂
本
採
字

剜
去
、
旁
有
「操
」

〇
国
本
也
下
有 

矣
字

君
有
過
失 

国

本

無

失

字

、
過

字

下

旁

有

「
失
ィ
有
」 

*官
本
失 

字

旁

有

「
江
本
无
失
字
」

唯
拠
与
我
和
夫 

国
本
無
夫
字

水
火
醯
醢
_
梅

以

烹

魚

肉

11-
ネ

.
&
ネ

水

誤

作

小

字

〇

宮

本

ニ
七
九



醯
誤
作
醒
字
、
醢
誤
作
醢
字
、醖

誤
作
醯
字
、
旁

有

「
塩
一
本
作
」 

*
佚

本

.
尾

本

_
作
塩
字
是
也
、
烹
誤
作
享
字 

杜
預
日
亦
如
羹 

国

本

脱

亦

字

、
如
字
畳 

杜
預
日
不
可
也 

諸
本
並
日
下
有
否
字
是 

以
成
君
之
可
也 

国
本
無
也
字

既
戒
既
平 

宮

本

戒

誤

作

或

字

、
注
文
同
、
注
文
旁
有
「戒
」

〇
竹 

本
平
誤
作
乎
字 

和
斉
可
否 

国
本
和
下
衍
之
字 

警
戒
且
平
也 

国

本

.
竹

本

•
島

本

.
佚

本

警

作

敬

字 

異
於
大
羹
也 

宮
本
也
下
有
「>

 
丨
」

子
従
父
命
孝
乎
臣
従
君
命
忠
乎 

宮

本

従

誤

作

徒

字

、
旁

有

「
従
」 

〇
国

本

父

下

君

下

各

有

之

字 

爾
汝 

佚

本

•
尾

本

汝

下

有

也

字 

奚
何
也 

宫

本

.
国

本

.
竹

本

.
島

本

無

也

字

哀
公
問
於
孔
子
日
子
従
父
命
.
.
.
夫
子
奚
疑
焉 

今
本
孔
子
家
語
作

「
子
貢
問
於
孔
子
日
子
従
父
命
孝
乎
臣
従
君
命
貞
乎
奚
疑
焉
」

按
宋 

蜀
本
孔
子
家
語
附
劉
世
Iff
札
記
云
、
子
貢
問
於
孔
子
日
、
永
懐
本
作
魯 

哀

公

問

奚

疑

焉

上

、
永
懐
本
上
有
三
問
孔
子
不
対
趨
出
以
語
子
貢
日 

郷
者
君
問
丘
日
子
従
父
命
孝
乎
臣
従
君
命
貞
乎
三
問
而
丘
不
対
賜
以
為 

何
如
子
貢
日
子
従
父
命
孝
臣
従
君
命
貞
矣
、
五
十
六
字
與
苟
子
同
当
従 

尔

不
知
也
昔
万
乗
之
主
有
諍
臣
七
人 

今
本
孔
子
家
語尔

作
賜
汝
ニ 

字
、
知
作
識
字
、
昔
作
昔
者
明
王
四
字
、
主
作
国
字
、
諍
作
争
字
、
下 

文
同

二
八
〇

不
失
天
下
之
也 

尾

本

無

之

字

〇
佚
本
無
之
也
二
字 

不
失
其
国
之
也 

尾

本

無

之

字

〇
佚
本
無
之
也
二
字 

不
失
其
家
也 

佚
本
無
也
字 

不
陥
於
不
義
也 

佚
本
無
也
字

貝
與
不
離
於
令
名
也 

宮

本

.
国

本

.
竹

本

•
島

本

.
佚

本

下

則
 

作
身
字
是 

*尾
本
無
下
則
字
〇
佚
本
無
也
字 

子
従
父
命
奚
詎
為
孝 

今
本
孔
子
家
語
子
上
有
故
字
〇
宮
本
詎 

作
誰
字

奚
Is
為
忠
也 

宫

本

.
文

本

.
竹

本

詎

作

誰

字 

*島
本
詎
字
旁 

有

「
誰
ィ
」 

〇
今

本

孔

子

家

語

忠

作

貞

字

〇
佚

本

.
今
本
孔
子 

家
語
無
也
字

従
父
之
令 

国
本
令
作
命
字

 

*
宮

本

令

字

旁

有

「
命
」
、
下
文 

俱
同

善
只
為
善 

国

本

只

作

亦

字

、
下
文
同 

焉
得
為
忠
臣
孝
子
乎
也 

佚

本

.
尾

本

無

也

字 

主
暴
不
諫 

国

本

諫

作

諍

字

、
旁

有

r

諫
ィ
作
」

不
用
即
死 

今

本

新

序

即

作

則

字

畏
罪
而
不
敢
言
下
情
不
得
上
通 

今

本

説

苑

罪

作

罰

字

、
今
本
説
苑 

群

書

治

要

引

無

得

字

此
患
之
大
也 

宫

本

.
国

本

.
文

本

.
竹

本

•
島

本

.
佚

本

大

下

有 

者

字

是

按

今

本

説

苑

.
群
書
治
要
引
有
者
字 

乃
令
日
臣
有
欲
進
善
言
而
謁
者 

今

本

説

苑

乃

作

於

是

二

字

、
令
下 

有
国
字
、
無
臣
有
二
字
、
無
而
字



罪
至
死 

今
本
説
%

至
作
肖
字

夫
臣
於
人
者
.
.
.
不
易
也 

国

本

此

注

文

混

入

正

文

、
旁
注
云

r
ィ
本
以
下
注
」

然

後

可

以

事

其

君

矣

佚

本

後

誤

作

復

字
 

書
日
為
臣
不
易
也 

尾

本

書

作

論

語

二

字

是

〇
佚

本

無

也

字 

君
有
過
失
而
不
諫
諍 

今

本

説

苑

無

失

而

二

字 

将
危
国
家
損
社
稷 

今

本

説

苑

無

家

字

〇
宮

本

.
国

本

•
文

本

.
 

竹

本

島

本

.
佚

本

.
今

本

説

苑

稷

下

有

也

字 

将
欲
危
其
国
家 

国

本

脱

欲

字 

尽
忠
貞
之
言 

宮

本

貞

作

真

字

恐

非 

用
則
留
不
用
則
去 

今

本

説

苑

留

.
去
下
各
有
之
字 

用
則
可 

今

本

説

苑

可

下

有

生

字

謂
之
諍 

菅
®
鈔

(
寛
文
刊
本
)
引

諍

下

混

入

下

注

文

「
謂
能
以
死 

諫
其
君
也
」
八
字

有
能
率
群
下
以
諫
君 

今

本

説

苑

此

句

作

「
有
能
比
和
同
力
率
群
下 

相
与
彊
矯
否
」

群
下
謂
衆
臣
也 

島

本

衆

誤

作

象

字 

君
不
能
不
聴 

今

本

説

苑

君

下

有

r

雖
不
安
」
三
字 

竟
能
尊
主
安
国
者 

今

本

説

苑

此

句

作

「
成
於
尊
君
安
国
」

抗
君
之
命
返
君
之
事 

今

本

説

苑

抗

作

亢

字

〇
佚

本

返

作

反

字 

〇
今

本

説

苑

事

下

有

r

竊
君
之
重
」
四
字 

帰
之
於
正
義 

国

本

義

下

有

也

字 

除
主
之
辱
而
成
国
之
大
利
者 

今

本

説

苑

而

作

r

攻
伐
足
以
」
四
字
、

無
者
字

故
諫
諍
輔
弼
者
所
謂
社
稷
之
臣 

菅

蠡

鈔

(
寛
文
刊
本
)
引

謂

作

以
 

字

恐

非

〇
今

本

説

苑

「
者
所
謂
」
作

「
之
人
」

二
字
、
臣
下
有
也 

字
明

君

所

貴

也

宮

本

.
国

本

.
文

本

.
島

本

.
佚

本

.
管

蠡

鈔

引

.
今 

本

説

苑

君

下

有

之

字

〇

菅

蠢

鈔

(
寛
本
刊
本
)
引

無

也

字

〇 

菅

蠡

鈔

(
一
本
)
引

貴

下

竄

入

「諫
諍
輔
弼
雖
迹
有
殊
至
於
安
国
寧 

人
其
功
不
異
故
俱
謂
社
稷
之
臣
与
明
君
之
所
貴
」
三

十

一

字

〇
今
本 

説

苑

貴

也

作

「
尊
礼
而
」
三
字

此
工
匠
之
勇
也 

明

文

抄

所

引

工

作

巧

字

漁
父
之
勇
也 

宫

本

漁

誤

作

魚

字

、
旁

有

「
漁
」

暴
骨
流
血
不
辞
者 

宫

本

暴

字

蒯

去

、
旁

有

「
曝
」
(
当
作
曝
字
)

〇
宮

本

.
国

本

•
文

本

•
佚

本

血

下

有

而

字

是

◦
竹

本

.
島
本 

不
下
有
而
字
非

居
於
広
廷 

官

本

•
国

本

.
文

本

.
竹

本

.
島

本

.
明

文

抄

引

廷

作 

庭
字

作
色
端
辨 

宮

本

•
竹

本

.
島

本

•
佚

本

辨

作

辯

字

是 

左
伝
注
日
軒
丈
夫
車 

国

本

注

誤

作

法

字

〇
諸
本
並
丈
作
大
字 

是
忠
果
之
臣 

宮

本

果

作

梁

字 

*
国

本

誤

作

杲

字 

広
廷
作
色
犯
主
厳
顔 

宮

本

.
国

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

廷

作
 

庭

字

〇
島

本

.
佚

本

無

顔

字
 

不
顧
乗
軒
之
栄 

竹
本
乗
誤
作
垂
字
〇
島
ホ
栄
字

m

i t



代
要
論
日 

宫

本

代

誤

作

伐

字

按

代

当

作

政

字

、
蓋
作
代
避
太
宗 

諱
、
隋
唐
志
作
桓
範
世
要
論

矯
枉
正
非 

官
本
枉
字
旁

有

「狂
」 

*
菅
_
鈔

(
寛
文
刊
本
)
引 

作
狂
字

矯
君
之
枉
正
君
之
非 

島

本

脱

枉

.
非
両
字 

則
危
故
論
語
日 

群
書
治
要
四
十
七
引
危
下
有
道
也
二
字
、
無
論
語 

二
字

危
而
不
持
顚
而
不
扶 

竹

本

.
島

本

脱

「
不
持
顚
而
」
四
字 

焉
用
彼
相
矣 

国

本

.
群

書

治

要

引

無

矣

字 

相
扶
王
者
也 

尾

本

王

作

主

字

〇
宮
本
.竹
本
.島
本
王
誤 

作
エ
字 

*
国

本

誤

作

公

字

然
則
扶
危
之
道
莫
過
於
諫 

群

書

治

要

引

無

然

則

二

字

、危
作
之
字
、
 

諫
下
有
矣
字

家
之
将
興 

群

書

治

要

引

興

作

盛

字 

若
君
父
有
非 

宫

本

.
国

本

非

下

有

而

字 

国
泰
家
栄 

官

本

泰

作

安

字

、
旁

有

r

泰
本
」

不
可
得 

国

本

.
佚

本

得

下

有

也

字 

臣
子
不
諌
諍 

国
本
無
諍
字 

臣
軌
上
終 

宮

本

.
国

本

.
文

本

•
竹

本

.
島

本

無

終

字

臣
軌
下 

陵

本

此

次

行

低

ニ

格

有

「
御
製
鄭
州
陽
武
県
臣
王
徳篡

注
上
」

*
文

本

次

行

低

一

格

有

「
御
撰
」

誠
信
章

二
八
ニ

無
以
取
愛
於
其
君 

陵

本

愛

誤

作

受

字

、
旁

有

「
愛
欺
」

君
有
誠
信 

陵
本
脱
信
字

大
車
无
輓
小
車
無
軏 

島

本

輓

誤

作

軏

字

、
軏
誤
作
輓
字 

鄭
玄
日
大
車
栢
車
小
車
羊
車 

竹
本
.島

本

脱

日

字

〇
陵
本 

柏

作

指

字

o
島
本
小
車
誤
作
小
事 

輓
穿
轅
端
着
之 

陵
本
着
誤
作
者
字 

君
臣
父
子 

陵
本
君
誤
作
若
字

則
不
能
成
歳 

陵

本

歳

誤

作

威

字

按

今

本

呂

氏

春

秋

無

則

字

、
下 

文
不
信
下
無
則
字

則
其
花
不
成 

按
今
本
呂
氏
春
秋
無
則
字
、
花
作
華
字
、
成
作
盛
字 

則
其
物
不
長 

按
今
本
呂
氏
春
秋
作
「
其
土
不
肥
」

冬
之
徳
寒 

国
本
脱
之
字

况
於
人
乎 

按
今
本
呂
氏
春
秋
作
「
又
況
乎
人
事
」

不
可
以
无
信
也 

島
本
无
誤
作
死
字 

失
孝
慈
也 

国

本

.
竹

本

.
島

本

失

誤

作

夫

字 

可
与
為
終
者 

猿
本
与
誤
作
興
字

通
於
天
地 

猿

本

•
陵

本

.
国

本

.
文

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

地
 

下
有
矣
字

暢
亦
服
也 

猿

本

.
陵

本

.
国

本

.
文

本

.
竹

本

.
島

本

•
佚
本 

服
作
通
字
是

馬
服
而
後
求
良
焉 

国

本

.
文

本

•
竹

本

.
島

本

.
明

文

抄

引

服

作 

肥
字
恐
非 

*
文

本

欄

脚

有

「
服
ィ
本
」

按
孔
子
家
語
五
儀
解
.
群 

書
治
要
十
引
作
服
字
、
苟
子
哀
公
文
亦
同



士
必
愨
信 

猿

本

無

必

字

〇
今
本
孔
子
家
語
無
信
字 

而
後
求
智
焉 

群

書

治

要

引

智

作

智

能

二

字

、
今

本

孔

子

家

語

作 

智
能
者
三
字

馬
不
服
而
良
則
泛
佚 

陵
本
馬
下
衍
而
字
〇
猿
本
佚
誤
作
俟 

字

若
士
不
愨
信
而
有
智
能 

今
本
孔
子
家
語
.
群

書

治

要

引

此

句

作
 

r

不
愨
而
多
能
」

譬
之
豺
狼 

島
本
譬
誤
作
磨
字

不
可
近
也 

今
本
孔
子
家
語
.
群

書

治

要

引

近

作

邇

字

〇
今
本
孔 

子
家
語
無
也
字

夫
士
无
愨
信 

猿
本
无
下
衍
信
字 

適
足
助 

陵
本
適
誤
作
通
字

為
乱
君
父
師 

猿

本

.
陵

本

君

作

群

字 

*島
本
誤
作
父
字 

比
犲
狼 

竹

本

.
島

本

犲

誤

作

材

字 

其
可
近
哉
也 

陵

本

脱

其

字

〇
佚
本
•尾
本
無
也
字 

人
信
之
矣 

国
本
人
字
旁
有
「民
」

子
日
去
兵 

国

本

.
陵

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

無

子

字 

人
所
特
急
者 

猿

本

.
国

本

.
陵

本

•
竹

本

.
島

本

特

誤

作

持

字 

食
又
可
去
也 

猿
本
也
下
有
矣
字 

体
論
日 

陵
本
論
下
衍
語
字

夫
誠
信 

猿

本

•
国

本

.
陵

本

•
文

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

信

下
 

有
者
字

事
君
上 

国

本

上

字

旁

有

「
子
ィ
」
、
作
子
非

懐
帰
也 

猿

本

.
国

本

.
陵

本

.
竹

本

.
島

本

無

也

字
 

然
後
万
物
成 

猿
本
脱
後
字 

然
後
百
行
著 

猿
本
著
誤
作
着
字 

傅
子
日 

佚
本
傅
誤
作
博
字
〇
竹
本
•島

本

誤

作

「伝
日
」

言
出
於
ロ
結
於
心 

群
書
治
要
四
十
九
引
上
下
於
作
乎
字 

故
立
其
身 

猿

本

.
陵

本

.
国

本

.
文

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

.
群 

書

治

要

引

故

作

以

字

是 

不
移
易
也 

猿
本
移
下
衍
之
字 

奉
亦
事
也 

佚
本
亦
作
又
字 

事
君
事
父 

猿

本

.
陵

本

作

「
事
君
父
」

不
可
以
无
信 

猿
本
信
下
有
也
字 

君
臣
之
道
逾
睦 

猿
本
君
誤
作
信
字 

忠
於
其
君 

猿

本

•
国

本

•
陵

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

君

下

有
 

則
字

孝
於
其
父
則
父
子
之
情 

竹

本

•
島

本

脱

父

則

二

字 

不
可
以
為
君
子
也 

猿
本
脱
以
字

慎
密
章

謂
若
曾
参
顔
回
之
儔 

国

本

.
陵

本

儔

作

比

字 

*
竹

本

•
島
本 

脱
鑄
字

禍
発
於
人
所
忽
也 

猿
本
.陵
本
所
誤
作
欣
字 

*
国

本

.
竹 

本

•島
本
誤
作
彼
字

突
煙
焚
邑
之
也 

佚
本
焚
誤
作
樊
字
〇
佚
本
•尾
本
無
之
字

二
八
三



〇
陵
本
也
作
矣
字

人
臣
不
慎
密
者 

国

本

•
竹

本

.
島

本

臣

誤

作

恧

字

(
恐
思
字
之
譌
) 

禍
成
於
末 

国

本

.
竹

本

.
島
本 

末
誤
作
未
字 

智
伯
永
慙
於
水
濯
也 

猿

本

脱

永

字

〇
陵
本
.佚
本
.尾
本 

濯
作
灌
字

聰
者
聴
於
無
声 

菅
蠡
鈔
(
一
本
)
引
聰
作
聰
字
恐
非 

慎
於
未
成 

菅
蠡
鈔
(
一
本
)
引
慎
作
懼
字
、
同

(寛
文
刊
本
)
引 

作
恐
字

思
豫
患
慮 

猿

本

.
国

本

•
陵

本

•
竹

本

•
島

本

.
佚

本

慮

作

防 

字
必
致
傾
危 

陵
本
致
誤
作
孜
字 

孔
子
日
終
日 

陵
本
.文
本
無
日
字 

憂
患
不
至 

陵
本
至
誤
作
生
字 

恐
懼
戦
兢 

尾
本
兢
誤
作
競
字 

雖
終
為
善 

猿

本

.
陵

本

終

下

有

身

字

似

是 

夫
ロ
者
閧
也 

文

本

.
佚

本

•
尾

本

関

作

関

字

、
下

文

同

按

日

本 

古
俗
多
混
用
関
閧
者 

駟
馬
追
之 

猿
本
脱
之
字 

舌
者
兵
也 

猿
本
兵
誤
作
丘
字

反
自
傷
也 

竹
本
•島

本

反

作

及

字

恐

非

〇
国
本
反
字
旁
有 

「
及
ィ
」

則
及
自
傷
己 

猿

本

.
尾

本

及

作

反

字

似

是 

枢
機
制
動
之
主 

猿

本

.
佚

本

主

作

至

字

二
八
四

栄
辱
之
主 

陵
本
主
作
至
字 

而
戒
懼
之 

猿
本
戒
誤
作
或
字 

則
慎
之
弥
甚
也 

猿

本

.
国

本

.
陵

本

無

也

字
 

響
随
言
而
美
悪 

国
本
而
下
衍
ミ
字 

以
喩
憂
患
寵
栄 

佚

本
喻

誤

作

逾

字

〇
猿

本喻

下

空

格

、
無 

患
字

言
之
所
以
召
響 

閣
本
之
誤
作
其
字 

自
所
以
致
影
亦
猶
然
慎
之 

猿

本

.
国

本

.
陵

本

.
佚

本

自

作

身 

字

是

〇
猿
本
•佚
本
身
下
有
之
字
是
〇
猿
本
.国
本
•陵 

本

.竹
本
.島
本
.佚
本

無

然

字

是

〇
陵

本

「所
以
致
影
亦 

猶
慎
之
」
八
字
重
複 

所
以
召
禍
也 

猿
本
禍
誤
作
福
字 

慎
汝
之
身 

猿

本

.
陵

本

身

下

有

也

字 

礼
諫
有
五 

陵
本
礼
誤
作
孔
字

則
詭
詞
辞
善 

猿
本
.尾

本

脱

詞

字

〇
陵
本
脱
此
五
字 

知
之
韜
蔵 

陵

本

.
尾

本

蔵

下

有

也

字 

况
其
外
乎
也 

佚
本
.尾
本
無
也
字 

輙
削
草
藁 

猿

本

藁

誤

作

蒿

字

、
旁

有

「
稾
ィ
」

懼
其
事
洩
於
外 

猿

本

.
陵

本

外

下

有

也

字 

故
享
禄
也 

猿

本

.
国

本

•
陵
本 

無
也
字

廉
潔
章

人
能
鉢 

猿

本

.
陵

本

.
※
ホ

鉢

下

有

之

字

似

是



地
与
之
時 

猿

本

.
尾

本

時

作

財

字

是 

分
地
之
利
也 

国

本

.
竹

本

.
島
本 

無

也

字

〇
佚

本

也

作
 

矣
字

言
所
為
必
合
於
道
也 

猿

本

.
陵

本

言

下

有

其

字 

理
官
莫
如
平 

竹

本

.
島

本

平

誤

作

王

字 

知
者
不
為
非
其
事 

陵

本

知

字

旁

有

「
智
」

行
廉
以
全
其
真 

猿

本

真

作

貞

字 

*

国

本

真

字

旁

有

「
心
ィ
乍
」 

招
劫
奪
之
患 

佚

本

劫

誤

作

却

字

践
傾
危
之
灾 

猿

本

•
国

本

.
佚

本

.
尾

本

灾

作

災

字

、
按
灾
同 

災
不
如
徳
尊
也 

猿

本

尊

下

衍

之

可

二

字 

仲
孫
忌
諫
日 

佚

本

.
尾

本

忌

作

它

字

以
子
為锫

且
不
顕
国
也 

国

本锫

誤

作

恪

字 

*
陵

本

誤

作

恠

字 

*
文

本

誤

作

位

字

(
恐

恡

字

〔
俗
格
字
〕
之
譌 

*
島

本

誤

作

怪
 

字
、
旁

有

「
格
ィ
」 

*
文

本

無

也

字 

不
足
以
行
矣 

猿

本

足

誤

作

是

字 

貪
於
奢
侈
好
文
章 

諸
本
並
奢
作
奢
字
是 

〇
猿

本

.
国

本

.
陵
本 

文

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

好

下

有

於

字

是 

垂
徳
於
後 

陵

本

脱

於

字
 

是
武
子
之
徳 

猿

本

.
陵

本

是

下

有

有

字 

若
以
与
我 

猿

本

•
国

本

.
陵

本

.
文

本

以

下

有

玉

字 

不
若
人
有
其
宝 

国

本

人

下

衍

不

字 

食
公
禄
者 

国

本

.
竹

本

•
島

本

無

公

字

争
商
賈
之
利
也 

猿

本

賈

作

価

字 

*

国

本

作

買

字
 

能
自
給
魚 

陵

本

給

誤

作

結

字

、
旁

有

「
給
」

己
為
相
之
禄
足
以
自
給
其
魚 

陵

本

己

誤

作

以

字

〇
猿

本

足
 

作

是

字

〇
島

本

給

誤

作

終

字

良
将
章

君
之
所
恃 

猿

本

.
国

本

.
陵

本

.
文

本

•
竹

本

.
島

本

•
佚

本

恃
 

下
有
也
字

恃
之
以
禦
侮
也 

国

本

以

誤

作

次

字

(
閣
本
作
以
)

*

猿

本

.

陵

本

侮

誤

作

悔

字 

致
其
慈
愛 

陵

本

愛

誤

作

受

字 

夫
愛
兵
之
道 

陵

本

.
島

本

愛

誤

作

受

字 

将
愛
兵
之
道 

猿

本

•
国

本

•
陵

本

•
竹

本

•
島

本

.
佚

本

将

上
 

有

言

字

◦
陵

本

愛

誤

作

受

字 

使
其
逸
楽
豊
厚 

猿

本

.
陵

本

無

其

字
 

外
存
憂
恤
之
心
也 

国

本

憂

誤

作

優

字

(
閣
本
誤
作
侵
)

*
陵 

本

誤

作

愛

字

有
病
擁
者 

猿

本

.
陵

本

.
文

本

擁

作

癰

字 

*
国

本

作

擁

字 

*

佚

本

.
尾
本 

作

擁

字

按

癰瘫

擁

同

字

、
擁
恐
擁
字
之
譌 

然
後
卒
勇
也 

陵

本

卒

下

有

為

字 

達
謂
徧
得
汲
也 

国

本

.
陵

本

徧

誤

作

偏

字 

当
其
合
戦 

猿

本

其

字

旁

有

「
以
」

士
卒
争
先
者 

島

本

脱

士

字

二
八
五



皆
由
其
将
也 

猿

本

.
陵

本

皆

上

有

言

字 

况
以
愛
卒
下 

猿

本

以

字

旁

有

「
於
」

〇
猿

本

•
国

本

.
陵

本

.
 

文

本

.
佚

本

*
尾

本

卒

作

率

字

是 

雖
日
木
石

猶
感
応
矣 

猿

本

.
陵

本

猶
下
有
知
字 

况
以
仁
愛
卒
下 

猿

本

.
陵

本

.
佚

本

•
尾

本

卒

作

率

字

是 

其
必
得
之
乎 

猿

本

乎

作

也

字 

*
国

本

•
陵

本

.
竹

本

.
島
本 

佚

本

作

矣

字
 

*
尾

本

無

乎

字
 

避
高
而
就
下 

今

本

孫

子

就

作

趨

字 

避
実
而
撃
虚 

国

本

.
陵

本

撃

誤

作

繫

字 

故
水
因
地
而
制
形 

今

本

孫

子

無

故

字

、
形

作

流

字

按

通

典

両

引 

皆
作
形
、
御
覧
一
作
形
、

一
作
行
、
群
書
治
要
三
十
三
引
作
行 

制
其
尅
提
之
勝
也 

猿

本

提

作

搪

字 

*
国

本

作

搪

字 

*
佚

本

作

捷

字
 

*
尾

本

作

捷

字

按

提

.
搪

.
握

.
捷
並
与 

捷
同
字 

*

陵

本

脱

提

字

兵
無
常
道 

今

本

孫

子

兵

上

有

故

字

、
道
作
勢
字 

*
群
書
治
要
引 

兵
上
有
故
字
、
常
道
作
成
勢

兵
能
随
敵
陵

本

.
今

本

孫

子

.
群

書

治

要

引

無

兵

字 

*

国
本 

兵
能
旁
有
「
二
字
ィ
无
」

〇
今

本

孫

子

随

作

因

字 

*

群
書
治
要 

引
随
作
与
字

謂
之
良
将
也 

今

本

孫

子

.
群

書

治

要

引

作

「
謂
之
神
」

得
失
由
之
故
不
可
不
察 

陵

本

失

誤

作

朱

字

〇
猿

本

察

下

有
 

也
字

昔
魏
武
侯
問
呉
起
日
兵
以
何
為
勝 

按
已
下
至
不
可
疲
之
文
今
本
「
呉

二
八
六

子
」
治
兵
第
三
第
一
章
之
引
文
也
。
今
本
呉
子
以
何
作
何
以
、
群
書
治 

要
三
十
六
引
作
以
何

兵
以
整
為
勝 

神

本

.
閣

本

整

字

旁

有

「
治
ィ
乍
」 

按
呉
子
整
作 

治
字
、
下
文
所
謂
整
者
亦
作
治
字

雖
有
百
万
之
師 

按
今
本
呉
子
無
之
師
二
字
、
群
書
治
要
引
有
之
師 

左
氏
伝
註
日 

猿

本

註

作

注

字

是 

*
国

本

.
陵

本

.
竹

本

.
島 

本

.
佚

本

無

註

字

動
則
有
威 

猿

本

.
国

本

•
陵

本

•
文

本

.
佚

本

.
尾

本

威

作

威

字 

是
、
注
文
同

退
不
可
追 

神

本

.
閣

本

追

字

旁

有

「
近
乍
」

前
却
如
節 

按
今
本
呉
子
如
作
有
字
、
群
書
治
要
引
作
如
字 

左
右
応
麾 

按
今
本
呉
子
麾
下
有r

雖
絶
成
陳
雖
散
成
行
」

応
左
右
麾
也 

猿

本

.
国

本

.
陵

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

右

下
 

有
之
字

其
衆
可
合 

陵

本

衆

誤

作

象

字

、
旁

有

「
衆
」

可
用
不
可
疲 

猿

本

.
国

本

.
陵

本

.
文

本

.
佚

本

用

下

有

而

字

是 

按
今
本
呉
子
有
而
字 

一

劎

之
任 

佚

本

一

字

空

格 

知
不
可
乱 

猿

本

•
陵

本

.
文

本

知

作

智

字 

宿
忘
主 

猿

本

.
文

本

主

作

生

字 

宿
謂
止
宿 

陵

本

.
島

本

止

誤

作

上

字 

百
勝
之
術
也 

猿

本

•
国

本

•
陵

本

無

也

字
 

謂
得
百
戦
百
勝
之
術 

猿

本

.
陵

本

術

下

有

也

字



無
恃
其
不
来 

文

本

来

下

衍

悟

字 

当
恃
吾
有
備
以
待
之 

猿

本

.
国

本

•
陵

本

吾

下

有

之

字

〇
猿 

本

待

誤

作

恃

字

無
恃
其
敵
之
不
攻 

陵

本

脱

其

字
 

恃
吾
之
兵 

国

本

•
陵

本

.
竹

本

.
島

本

兵

作

良

字 

*
猿
本 

作

見

字

按

見

恐

貝

字

之

譌

先
防
求
防 

国

本

求

誤

作

未

字

、
旁

有

「
求
」
(神

本

.
閣
本
作
求
) 

彼
不
能
守 

陵

本

彼

誤

作

役

字 

其
進
退
由
己
也 

陵

本

脱

己

字
 

必
為
人
所
擒 

文

本

擒

下

有

也

字 

必
為
敵
人
所
擒
虜
也 

佚

本

必

字

空

格

〇
陵

本

所

誤

作

可

字 

無
後
継
之
也 

猿

本

.
尾

本

無

之

字

〇
陵

本

無

也

字
 

其
母
其
問
使
者 

猿

本

•
文

本

無

上

其

字

〇
諸
本
並
無
下
其
字
是 

〇
尾

本

問

下

有

其

字

故
用
升
分
粒 

猿

本

.
国

本

.
陵

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

分

下
 

有
寂
字
是

不
能
全
升 

佚

本

升

誤

作

菽

字 

左
氏
伝
注
日 

佚

本

注

作

註

字

非 

*
陵

本

脱

注

字 

米
食
日
粒
也 

陵

本

脱

日

字

〇
佚

本

無

也

字 

蒭
素
黍
梁 

諸

本

並

秦

作

篆

字

是

〇
猿

本

.
陵

本

.
竹

本

.
島
本 

粱
誤
作
梁
字

犬
豕
日
豢
也 

国

本

犬

誤

作

大

字

〇
佚

本

無

也

字 

不
許
入
門 

陵

本

許

誤

作

計

字

〇
猿

本

門

下

有

也

字

故
至
於
戦
陣 

諸
本
並
陣
作
陳
字 

有
献
ー
囊
糗
糖
者 

猿

本

.
国

本

.
陵

本

•
文

本

.
竹

本

.
島

本

囊
 

作

壺

字

按

烈

女

伝

作

囊

字

〇
猿

本

.
文

本

.
佚

本

模

作

糗

字

是 

*
国

本

.
陵

本

作

穫

字

、
並
下
文
同

書
日
峙
乃
糗
糖 

陵

本

峙

誤

作

時

字

、
下

文

同

◦
猿
本
•国
本
.
 

陵

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

糖

作

粮

字 

*
尾

本

作

糧

字

、
下 

文

同

按

今

本

尚

書

作

糧

字

当
貯
峙
汝
糖
之
粮
也 

陵

本

当

誤

作

尚

字

、
峙

誤

作

時

字

〇
猿 

本

峙

下

衍

以

字

、
汝

下

有

糗

字

〇
佚

本

糖

字

重

複 

*
陵
本 

糖

下

有

粮

字

非

按

今

本

書

孔

伝

作

「
当
儲
峙
汝
糗
糖
之
糧
」

如
有
飫
容 

猿

本

.
国

本

.
陵

本

.
文
本
.竹
本
.島

本

飫

作

戧

字

、
 

注

文

同

按

II
与
飫
同 

飲
飽 

佚

本

飽

下

有

也

字 

謂
升
分
菽
粒 

猿

本

脱

謂

字

謂
蒭
豢
黍
梁 

国

本

.
尾

本

梁

作

粱

字

是 

*

佚

本

脱

梁

字 

子
発
謝
然
後
得
入 

烈
女
伝
謝
下
有
母
字 

及
後
為
将 

陵

本

•
竹

本

.
島

本

後

作

復

字 

能
齊
其
労 

猿

本

.
国

本

.
陵

本

•
尾

本

労

下

有

逸

字

是 

其
安
危
也 

猿

本

.
国

本

.
陵

本

.
佚

本

其

上

有

共

字

是

〇
尾 

本

無

其

字

括
不
可
使
将
也 

国

本

.
竹

本

.
島

本

無

也

字
 

不
任
将
帥 

国

本

•
陵

本

.
竹

本

.
島

本

帥

誤

作

師

字 

身
所
奉
飯
而
進
食
者 

猿

本

身

作

自

字

二
八
七



一
八
八

大
王
所
賜
金
幣
者 

国

本

幣

字

旁

有

r

帛
ィ
乍
」

今

括
一

且
為
将 

猿

本

.
国

本

.
佚

本

且

作

旦

字

是 

避
君
之
南
面
也 

国

本

無

也

字 

無
敢
仰
視
之
者 

猿

本

.
文

本

無

之

字
 

故
軍
吏
懼
也 

猿

本

吏

下

衍

不

字 

乃
日
視
便
利
田
宅
可
買
者 

国

本

.
竹

本

.
島

本

•
佚

本

日

作

日

字 

恐

非

〇
国

本

.
陵

本

.
竹

本

.
島

本

買

作

賈

字 

父
子
不
同 

島

本

同

誤

作

問

字 

括
貪
虐 

陵

本

貪

誤

作

含

字

伐
廉
頗
為
将
四
十
餘
日 

諸

本

並

伐

作

代

字

是

〇
国

本

.
文

本

•
竹 

本

四

十

作

册

字 

*
島

本

誤

作

卅

字 

終
如
括
母
之
言
也 

猿

本

如

誤

作

始

字 

若
羅
綱
所
掩
覆 

猿

本

.
国

本

.
島

本

.
佚

本

.
尾

本

綱

作

網

字 

*
陵

本

脱

綱

字
 

*
竹

本

誤

作

細

字 

一
軍
見
擒
制 

猿

本

擒

作

覆

字

利
人
章

秦
命
人
為
黔
首
也 

陵

本

秦

誤

作

泰

字

〇
佚

本

無

也

字 

樹
后
王
君
公 

陵

本

王

誤

作

主

字 

*
国

本

公

誤

作

云

字 

以
大
夫
師
長 

陵

本

長

下
有
矣
字 

受
君
之
重
位 

猿

本

君

誤

作

臣

字 

牧
天
之
甚
愛 

陵

本

愛

誤

作

受

字 

牧養佚本養

下
有
也

字

不
不
以
為
重 

諸
本
並
上
不
作
下
字
是

後
不
興
其
怨 

猿

本

脱

後

字

〇
国

本

興

誤

作

与

字

〇
猿 

本

.
陵

本

其

誤

作

甚

字

猶
魚
之
恃
水 

猿

本

.
国

本

•
陵

本

•
竹

本

.
島

本

.
佚

本

.
明
文
抄 

所

引

恃

作

待

字

我
不
能
使
也 

猿

本

使

誤

作

涵

字

、
旁

有

「
使
」

皆
引
過
以
帰
也 

猿

本

也

作

之

字 

管
子
日
佐
国
之
道
先
富
人
按
管
子
佐
作
治
字
、
人
作
民
字
、
人
作
民
已 

下
倣
之

人
富
則

易
化 

按

管

子

作

「
民
富
則

易
治
也
」

貴
其
農
也 

陵

本

農

誤

作

粟

字

勧
農
之
急
必
先
禁
末
作 

猿

本

.
国

本

•
陵

本

.
文

本

勧

上

有

凡

字 

按

管

子

作

「
凡
為
国
之
急
者
必
先
禁
末
作
文
巧
」
、

下
文
末
作
下
亦
有 

「
文
巧
」

未
作
謂
彫
文
纂
組
也 

諸

本

並

未

作

末

字

是

〇
国

本

組

誤

作

細 

字

則
人
無
遊
食
人
無
遊
食
則
務
農 

按

管

子

両

無

字

下

有

所

字

、
務
農 

作
必
農

務
勤
農
業 

尾

本

勤

誤

作

勧

字 

務
農
則
田
墾 

按
管
子
務

農

作

「
民
事
農
」

墾
開 

佚

本

開

下

有

也

字

田
姓
足
也 

諸

本

並

田

作

百

字

是

〇
陵

本

足

誤

作

是

字 

禁
之
作
者 

諸
本
並
之
作
末
字
是



或
破
金
為
砕 

猿

本

.
陵

本

.
文

本

金

作

全

字

似

是 

弃
本
逐
末 

島

本

逐

誤

作

遂

字 

為
弃
本
遂
末
故 

諸

本

並

遂

作

逐

字

是

〇
佚

本

故

下

有

也

字 

養
黎
元 

島

本

元

誤

作

先

字 

謂
省
人
侮
役 

猿

本

役

誤

作

捉

字 

使
人
以
時
也 

猿

本

脱

使

字

〇
佚

本

無

也

字 

是
以
論
語
云 

陵

本

是

誤

作

足

字

〇
猿

本

云

作

日

字 

孰
誰 

佚

本

誰

下

有

也

字 

増
益
君
上 

陵

本

脱

上

字
 

餘
十
年
之
蓄 

猿

本

.
陵

本

.
文

本

餘

作

有

字 

有
此
備
也 

陵

本

備

誤

作

俑

字

、
注
文
同 

*
佚

本

注

文

作

備

字 

務
在
勧
導 

尾

本

導

誤

作

道

字 

論
日
夫
君
臣
之
道 

猿

本

.
文

本

此

行

抬

頭 

孤
之
有
仲
父 

猿

本

孤

誤

作

孫

字 

若
飛
鴻
之 

猿

本

若

誤

作

君

字 

至
神
攸
契 

陵

本

.
文

本

攸

作

所

字 

*
猿

本

誤

作

欣

字 

星
象
降
於
穹
蒼 

国

本

穹

蒼

旁

有

「
蒼
穹
ィ
乍
」

王
文
憲
集
序
日 

陵

本

王

誤

作

正

字 

万
物
観
也 

陵

本

覩

誤

作

観

字

〇
佚

本

無

也

字 

其
益
政
也 

竹

本

•
島

本

脱

政

字 

若
作
酒
醴 

陵

本

醴

誤

作

醸

字

尔

鹽
梅
也 

国

本

•
竹

本

.
島

本

•
佚

本

•
尾

本尔

下

有

惟

字

是 

*
陵

本
尔

下

有

雅

字

非

〇
佚

本

無

也

字

謨
明
弼
諧 

国

本

明

誤

作

朋

字 

惟
人
所
召
也 

佚

本

無

也

字

者
子
日
大
道 

陵

本

.
竹

本

.
島

本

.
佚

本

.
尾

本

者

作

老

字

是 

*
国

本

作

左

字

非

人
好
経
也 

諸

本

並

経

作

径

字

是
〇

佚

本

無

也

字 

其
刑
墨 

国

本

脱

刑

字

〇

尾

本

刑

作

形

字 

因
人
所
利
而
利
也 

佚

本

.
尾

本

人

下

有

之

字

〇

閣

本

.
佚
本 

也
作
之
字 

*

尾

本

作

之

也

二

字 

栄
不
召
而
来 

猿

本

.
国

本

.
陵

本

.
文

本

•
竹

本

.
島

本

•
佚
本 

而
下
有
自
字

然
則
忠
正
者 

猿

本

正

誤

作

政

字 

恵
迪
吉 

陵

本

恵

誤

作

忠

字

〇
国

本

吉

誤

作

告

字

(
閣
本
作 

士
口
) 

*
陵

本

誤

作

去

字

恵
逆
凶 

猿

本

.
陵

本

.
佚
本 

恵
作
従
字
是 

*

国

本

.
竹
本 

島

本

脱

恵

字

惟
影
響
也 

佚

本

.
尾

本

無

也

字
 

臣
軌
下
終 

猿

本

作

「
臣
軌
巻
下
」 

*
国

本

•
陵

本

.
文

本

.
竹 

本

「
作
臣
軌
下
巻
」 

*

島

本

作

「
臣
軌
下
」

垂
拱
元
年
撰 

佚

本

此

五

字

在

尾

題

前 

*
文

本

無

此

五

字

附
記
本
稿
に
参
照
せ
る
帝
範
臣
軌
の
上
記
の
貴
重
な
る
諸
本
の
閲 

覧
複
写
を
特
に
許
可
さ
れ
た
御
所
蔵
者
並
に
関
係
者
の
各
位
に
対
し 

謹
で
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
八
九


